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　第七章　二人の管理者　人界暦三八〇年五月




　　　１




　俺おれ、桐きりヶが谷や和かず人とが、ＶＲＭＭＯ─ＲＰＧ《ソードアート・オンライン》からログアウトしたのは二〇二四年十一月七日のことだった。

　リハビリ期間を経て、埼さい玉たま県けん川かわ越ごえ市しの自宅に戻れたのが十二月の半なかば。二ヶ月前には十六歳になっていたが、かつての同級生たちが高校入試に挑んでいる頃ころに俺はアインクラッド50層あたりの迷宮区に挑んでいたため、もちろん通うべき学校は存在しなかった。

　幸い──と言っていいのかどうか、半分しか通っていない中学校が温情で卒業証書をくれたので、普通に考えれば翌年まで予備校なりに通って一年遅れで受験することになるはずだった。しかしそこに、国から思わぬ形の救済策が提示された。

　ＳＡＯに囚とらわれ生せい還かんしたプレイヤー約六千人に含まれていた、五百人を超える中学生、高校生。その全員を対象に、二〇二五年四月から入試・入学金なしで受け入れ、卒業すれば大学受験資格を与える学校を東京都西東京市に設置するとしたのだ。

　建物は、前年に廃校となり取とり壊こわしを待っていた都立高校の校舎をそのまま利用。教員は、主に定年退職者を嘱しよく託たく講師として再雇用する。学校教育法上の分類は、国立専修学校。

　セーフティネットにしては予想外の手厚さに、逆に一抹の不安を感じないでもなかったが、俺は家族はもちろんアスナとも相談したうえで入学を決めた。それを後悔したことは一度もない。同じ機械電子工学メカトロニクスコースの友人たちと色々なデバイスを設計製作するのはとても楽しかったし、毎日アスナやリズベット、シリカたちとも会えるのだ。週に一度、カウンセリングを強制的に受けさせられることを差し引いても、充実した学校生活だったと言えよう。

　しかし、俺はまたしても、その学校に最後まで通い続けることができなかった。

　入学から一年二ヶ月が経過した、二〇二六年六月。俺は何らかの理由により、突如として異世界《アンダーワールド》に意識を取り込まれてしまったのだ。人界北辺、ルーリッドの村近くの森で目覚めた俺は、この世界を開発・運営しているはずのベンチャー企業ラースのスタッフたちに必死に呼びかけたが、答える声はなかった。

　やむなく、こちら側から外界に連絡するためのコンソールがあるであろう場所──人界の中心たる央都セントリア、その更に真ん中にそびえる公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルを目指して、俺はこの世界で出会った相棒のユージオとともにルーリッドを旅立った。

　アンダーワールドの暦こよみで一年もの時間をかけてどうにかセントリアに辿たどり着ついたのだが、そのままカセドラルに入れはしなかった。公理教会の門は常に固く閉ざされ、通れるのは毎年春に開催される《四帝国統一大会》に優勝した剣士のみ。

　ゆえに、目的こそ違えど同じくカセドラルを目指すユージオと俺おれは、大会出場資格を得るためにまず《帝立修剣学院》なる学校に入学した。授業のほとんどが剣技と魔ま法ほう（正確には神聖術）の修練という、現実世界では存在し得ないカリキュラムで、生まれて初めての寮りよう生活ということもあり、こんな状況だが俺はそれなりに修剣学院での暮らしに順応……いや、楽しんでいたとさえ言ってよかろう。

　だが、入学から一年一ヶ月が経過した、人界暦三八〇年の五月。

　今度もまた、学園生活の中断を余よ儀ぎなくされる事件が起きた。俺の《傍そば付づき練士》であるロニエという名の初等練士と、ユージオの傍付きティーゼを、上級貴族出身の男二人が巧妙な罠わなにかけ弄もてあそぼうとしたのだ。

　その現場に居合わせたユージオは、《法に背そむけない》というアンダーワールド人の絶対限界を突破し、剣を抜いた。渾こん身しんの一いち撃げきは上級貴族ウンベールの左腕を斬きり飛とばし、そこでようやく駆かけつけた俺は、上級貴族ライオスと剣を交え彼の両手を切断した。

　重傷ではあれど、すぐに止血し神聖術による治ち療りようを施ほどこせば命には別状ないはずだったが、そこで奇怪な現象が起きた。人界の最高法《禁きん忌き目もく録ろく》と己おのれの命のどちらかを取るかという選択を迫られたライオスは、人とも思えない声を発しながら絶命……いや活動を停止してしまったのだ。

　俺とユージオは学院から放ほう逐ちくされ、公こう理り教きよう会かいから派は遣けんされてきた《整せい合ごう騎き士し》の手でカセドラル地下の牢ろう獄ごくに繫つながれた。三度目の《学校中退》にもめげずにすぐさま脱獄、カセドラル本体への入り口を捜して敷しき地ち内のバラ園を彷徨さまよううちに新たな整合騎士と戦せん闘とうになり、必死に逃げ回る俺とユージオを救ったのが──。

《カーディナル》と名乗る、不思議な少女だったのだ。

　閉へい鎖さ空間に存在する巨大図書室に住まうカーディナルは、戦闘中に噴ふん水すいに落下してずぶ濡れになったユージオを風ふ呂ろ場ばに行かせ、その間に俺に対して驚おどろくべき事実を明かした。

　この世界アンダーワールドが、内部時間で四百五十年にも及ぶ文明シミュレーションであること。

　世界を支配する公理教会の最高司祭は、かつてはクィネラという名の美しい、しかし他の住民と何も変わらない少女だったこと。

　神聖術、つまりシステム・コマンドの扱いに習しゆう熟じゆくした彼女は、力を求めるあまりに禁断の呪じゆ文もん──《全コマンドリスト》を閲えつ覧らんする命令にまで辿たどり着ついた。それは、シミュレーション内の一サンプルから管理者への進化に他ほかならなかった。

　絶対的支配権を得たクィネラはいま、セントラル・カセドラルの最上階から世界を見下ろしているのだろう。その視線は、聖なる庭に迷い込んだ俺とユージオにも届いているのかいないのか……。

　突然の悪お寒かんに襲おそわれ身震いする俺に、丸テーブルの反対側に座るカーディナルが苦笑混じりの視線を向けてきた。卓上のカップからお茶をひとくち飲み、小さな眼鏡めがねを持ち上げる。

「恐れおののくにはまだ早いぞ」

　平然と発せられた言葉に、俺おれはどうにか寒気を振り払うと答えた。

「ああ……すまない、続けてくれ」

　自分のカップを持ち上げ、現実世界のコーヒーによく似た味のお茶を啜すする。

　カーディナルは小さな体を椅い子すの背もたれに預け、落ち着いた声で再び語り始めた。

「さかのぼること二百七十年前……完全なエンタイアコマンドリストの呼び出しに成功したクィネラは、まず自分の権限レベルを最上位にまで引き上げ、世界をコントロールするカーディナル・システムそのものへの干渉を可能とした。次に、カーディナルのみが持つ権限の全すべてを己おのれに付与していったのじゃ。地形や建築物の操そう作さ、アイテムの生成、人間を含む動的ユニットの耐久力……すなわち天命の操作までもな……」

「天命の……操作。それは、つまり、寿命の限界を……」

　恐る恐る訊たずねた俺に、幼よう賢けん者じやは平然と頷うなずいた。

「突破できる、ということよ。完全なる管理者となったクィネラが最初に行ったのは、齢よわい八十を数え、消滅寸前となっていた己の天命値の全回復じゃった。続いて自然減少の停止。更に容姿の回復。十代後半の、輝くような美び貌ぼうを取り戻したクィネラの歓喜は……まだ若い、しかも男のおぬしには想像できんだろうがな……」

「まあ……それが、女性の究極の夢のひとつであることは理解できるよ」

　神妙な顔でそう答えると、カーディナルはふんと鼻を鳴らした。

「人間的感情を持たないわしですら、この外形が固定されておることを有あり難がたく思うほどじゃからな。欲を言えば、もう五、六年ぶん成長したいのはやまやまじゃが……。──ともかく、己を駆かり立たててきた欲望の全てが完かん璧ぺきに満たされたクィネラの絶頂感は、それは凄すさまじいものじゃった。いまや広大な人界を自在に操作する力と、永遠の美しさをともに手に入れたのじゃからな。狂喜……まさに狂喜の極きわみじゃった。正気のタガが、わずかばかり外れてしまうほどのな……」

　眼鏡の奥で、カーディナルの大きな瞳ひとみがすっと細められた。人間の愚おろかしさを笑う──あるいは憐あわれむかのように。

「──そこで満足しておけばよかったのじゃ。しかし、クィネラの心に空いた穴には底がなかった。足ることを知らぬ者……彼女は、自分と同等の権限を持つ者の存在すらも許せなかったのじゃ」

「それは……カーディナル・システムそのもののことか？」

「然しかり。意識を持たぬプログラムすらも、彼女は排除しようとした。じゃが……いかに神聖術には長たけようと、所しよ詮せんクィネラは科学文明とは縁えんなきアンダーワールド人でしかない。管理者レベルの複雑なコマンド体系を、一夜にして理解できようはずもなかったのじゃ。ラースの技術者向けに記されたリファレンスを、クィネラは無理矢理に読み解こうと試み……そして誤った。ただ一つの、そして巨大なミスよ。彼女は、カーディナル・システムそのものを己おのれに取り込もうと考え、長大な神聖術を組み上げ、唱となえたのじゃ。その結果……」

　ため息のような囁ささやき声ごえに乗せて、少女は言った。

「……クィネラは、カーディナル・システムに与えられていた基本命令を、己のフラクトライトに、書き換え不可能な行動原理として焼きつけてしまった。権限レベルだけを奪うつもりが、カーディナルと自みずからの魂たましいを融合させてしまったのじゃ！」

「……な……なんだって……？」

　咄とつ嗟さに理解が追いつかず、俺おれは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「カーディナルの基本命令……ってのは、具体的には何なんだ……？」

「──《秩序の維持》。それがカーディナル・システムの存在する目的じゃ。おぬしも、同じシステムに制御される世界にいたのなら解わかるじゃろう。カーディナルは、おぬしら《プレイヤー》の行動を常に監視している。そして世界のバランスを乱すような事象を検出するやいなや、容赦なく対処する」

「ああ……確かにな。カーディナルの裏をかこうとしてあれこれ知恵を絞ったけど、穴を見つけるそばから塞ふさがれたよ……」

　ＳＡＯ時代、安全かつ高効率な養殖狩りフアーミングが片かたっ端ぱしから対処されたことを思い出しつつそう呟くと、カーディナルはまたしても自慢そうに微笑ほほえんだ。そういう顔をする時だけ、賢けん者じやめいた雰囲気が、年相応の無邪気な少女のそれに変わる。

「当然じゃ、若造が何人集まろうとそうそう出し抜かれたりせぬわ。……しかし、クィネラにとっての秩序維持とは、更に過激なものじゃった。フラクトライト、つまり魂たましいに命令を書き込まれたクィネラは昏こん倒とうし、一昼夜眠り続けてから覚かく醒せいした。その時にはもう、彼女はあらゆる意味で人間ではなくなっておった。老いもせず、水も飲まずパンも食わず……欲するのは、己が支配する人界を今のまま永遠に保つことのみ……」

「永遠に……保つ……」

　呟き声で繰くり返かえしながら、俺は考えた。

　広義のＡＩであるカーディナル・システムに限らず、ありとあらゆるＶＲＭＭＯの管理者はゲーム世界の永続を願うだろう。そのために通貨やアイテム、モンスターの出現バランスを調整し、秩序を保とうとする。だが、神に等しい力を持つ管理者にも、唯一制御できないものがある。プレイヤーだ。

　それと同じことが、このアンダーワールドにも言えるのではないだろうか……？

　と、まるで俺の思考を読んだかのように、カーディナルが軽く頷うなずいて説明を再開した。

「かつて、この世界のカーディナル・システムが制御しておったのは動植物や地形、天候といったオブジェクトやエフェクト……つまり容いれ物ものとしての世界のみで、住民たる人工フラクトライトたちの活動には干渉しなかった。……しかし、クィネラは違ったのじゃ。彼女は、民の営みすらも永遠に固定しようと考えた」

「固定……ってつまり、誰だれもが毎日同じ活動を繰くり返かえして、新しいことは何もしない……って意味か……？」

「んん……ま、だいたいそういうことじゃな。話を続けるぞ……カーディナル・システムと融ゆう合ごうしたクィネラは、まず己おのれの名を改めた。公こう理り教きよう会かい最高司祭、アドミニストレータ……とな」

　それを聞いた途と端たん、俺おれは再び割り込んでしまった。

「そ、その名前、あいつも言ってたぞ。整せい合ごう騎き士し、エルドリエ・シンセシス……ええと……」

「サーティワン、じゃ」

「そうそう。確か、最高司祭アドミニストレータ様の招きを受けて、天界から地上に来たとかなんとか。……そうか、あれがクィネラのことだったのか……。なんていうか、凄すごい名前をつけたもんだな」

　俺にとって《アドミニストレータ》という英単語は、本来の管理者という意味の前に、ＰＣの管理者用アカウントを連想させられる言葉だ。クィネラがどちらの意味を念頭にそう名乗ったのかは定かでないが。

　俺の感想に、カーディナルは仄ほのかに苦笑すると頷うなずいた。

「この世界の神の名を名乗らぬあたりが、奴やつらしいと言うべきだろうな……。──ともあれ、名実ともに世界の管理者となったクィネラは、まずひとつの勅ちよく令れいを発した。当時の大貴族四人を皇帝の座に就け、人界を東西南北の四帝国に分ける。キリト、おぬし、央都セントリアを十字に分割する壁かべを見たことがあるじゃろう？」

　問われ、今度は俺がこくりと頷く。

　俺が暮らしていた修剣学院は、ノーランガルス北帝国の首都である北セントリア五区に存在した。寮りようの窓からは、市街のどんな建物より高い白亜の隔かく壁へきがいつも見えていた。《不ふ朽きゆうの壁》の名で呼ばれるあの壁の向こうは他ほかの帝国の首都なのだ、と最初に知った時は大いに驚おどろいたものだ。

「あの壁は、住民が大理石を切り出し、何年もかけて積み上げたのではないぞ。クィネラ……いやアドミニストレータが、その神威をもって一いつ瞬しゆんにして出現させたのだ」

「……い、一瞬!?　あの壁を!?　そんなのもう神聖術の枠を超えてるだろ……当時のセントリア市民が震え上がったんじゃないのか……？」

「無論、それが狙ねらいじゃ。カーディナル・システムの力を見せつけ、住民に巨大な畏い怖ふを刻み込む。心理的障壁と、《不朽の壁》という物理的障壁によって、民の移動と交流を制限しようとしたのじゃ。情報の伝達経路を公理教会が掌しよう握あくし、人心をコントロールするためにな。人々が未来永えい劫ごう、無知で素朴な、教会の忠実なる信者たることを奴は望んだのじゃ……。──生成された物理障壁は、あの馬ば鹿かげた不朽の壁だけではないぞ。すでに各地に広がっておった開拓民らの居住地域をも制限するために、アドミニストレータは多くの大型地形オブジェクトを配置した。割れない巨岩、埋められない沼、渡れない激げき流りゆう、倒せない大樹……」

「ま、待った。倒せない樹き……だと？」

「そうじゃ。途方もないサイズの杉の樹に、無限に等しい優先度プライオリテイと耐久度デユラビリテイを与えてな」

　俺おれは思わず、あの悪あく魔まの樹──ギガスシダーの泣きたくなるような硬さを思い出し、テーブルの下でこっそり自分の両掌てのひらを擦こすり合あわせた。

　つまりギガスシダーは、ルーリッド村の南の森に自然発生したのではなく、恐るべき耐久度とリソース吸収力によって村人の生活圏拡大を阻止するためにアドミニストレータによって配置された、人為的な障害物だったというわけだ。

　あんな代しろ物ものが、この世界にはまだまだ存在するというのか。そしてそれを排除するために、多くの人間たちが数百年にわたって報むくわれない努力を続けているのか……。

　顔を上げると、カーディナルを名乗る少女は、相変わらずこちらの内心を全すべて見み透すかすかのような眼まな差ざしで俺を見ていた。小さな唇が動き、静かに言葉が流れる。

「……こうして、絶対者アドミニストレータの統治下で、平和かつ無為な時代が長く続くこととなったのじゃ。二十年……三十年……民は進取の気性を失い、貴族は怠惰な生活に耽ふけり、古いにしえの剣士たちが磨みがき上あげた剣技も見世物の演武にまで堕だした。おぬしの知るとおりに、な。四十年、五十年と、ぬるま湯に浸ひたされた人界を日々見下ろし、アドミニストレータは深い満足を覚えていた……」

　それはつまるところ、生態系が完成したアクアリウムを眺めて悦に入るようなものだろうか。幼い頃ころ、アリの巣観察キットに飽かず見入っていたことを思い出して複雑な気分に襲おそわれていると、同じく眼めを伏せて何らかの物思いに沈んでいたらしいカーディナルがきっぱりとした声で言った。

「じゃが、いかなる系においても永遠の停滞ステイシスなどというものは有り得ん。いつかは、何かが起きるのじゃ。……クィネラがアドミニストレータとなってから七十年後、彼女は己おのれに何らかの異変が起きたことを自覚した。睡眠時以外でも短時間意識が途絶したり、数日前の記憶が再生できなかったり、何より完かん璧ぺきに暗記しておるはずのシステム・コマンドを即座に思い出せなくなるという、とても看過できぬ現象じゃった。アドミニストレータは、管理者コマンドを駆く使しして己のフラクトライトを詳細に検査し……その結果に戦せん慄りつした。何と、記憶を保持するための領域の容量が、いつのまにか限界に達しておったのじゃ」

「げ、限界!?」

　思わぬ話の成り行きに、俺は鸚おう鵡む返がえしに叫んだ。記憶の……言い換えれば魂たましいのデータ容量に上限があるなどという話は初めて聞いたからだ。

「何を驚おどろくことがある、少し考えれば当然の理屈ではないか。フラクトライトを格納するライトキューブや生体脳のサイズは有限、ひいては記録できる量子ビットのサイズも有限じゃ」

　平然と言い放つカーディナルに向けて右手を上げ、注釈を求める。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。ええと……さっきから話に出てくる、その《ライトキューブ》ってやつが、アンダーワールド人のフラクトライトを保存してる媒体ってことなんだよな？」

「なんじゃ、そんなことも知らんのか。然しかり、ライトキューブとは一辺五センチの立方体で、ひとつにアンダーワールド民ひとりのフラクトライトを完全に閉じ込め、しかも保存にリソースを必要としない。それが寄り集まって、一辺三メートルの《ライトキューブ・クラスター》を作っておる」

「え、ええと……五センチが集まって、三メートル……」

　俺おれはライトキューブの総数を暗算しようとしたが、三百を五で割ったところでカーディナルがあっさり解答を口にした。

「総数は、理論値では二十一万六千個じゃな。しかしクラスターの中央には主記憶装置たる《メイン・ビジュアライザー》が存在するゆえ、それよりは少ないはずじゃが」

「二十一万……。それが、アンダーワールドの人口の上限値ってわけか……」

「うむ。ちなみにまだ相当の余裕があるゆえ、どこぞの娘と赤子を作る気になっても空きキューブの数を心配する必要はないぞ」

「へえ……って、つ、作らないよそんなの！」

　慌ててぶんぶん首を振る俺をじろりと見てから、幼い賢けん者じやは話の筋を戻した。

「……しかし、先ほど言ったとおり、ライトキューブひとつの記憶容量にはいずれ限界が訪れる。アドミニストレータは、クィネラとして生まれ落ちてより既すでに百五十年という途方もない年月を生きておった。そのあいだに溜ため込こみ続けた記憶の水みず瓶がめがついに溢あふれ始はじめ、記銘や保持、再生機能に支障を来きたしたのじゃ」

　何ともぞっとする話ではある。まったく他ひ人と事ごとではない、この時間が加速された世界に於おいて、俺は既に二年以上の記憶を蓄積しているのだ。たとえ現実世界では数ヶ月、あるいは数日しか経過していないとしても、《魂たましいの寿命》は確実に消費されているということになる。

「安心せい、おぬしのフラクトライトにはまだたっぷりと白紙が残っておるわ」

　またしても俺の心を読んだカーディナルが、苦笑混じりに指摘した。

「な……なんかその言い方、俺の頭がスカスカみたいだな……」

「絵本と百科事典じゃ、わしと比べればな」

　澄すました顔でお茶を一口啜すすり、こほんと咳せき払ばらい。

「──続けるぞ。記憶容量の限界という思いもかけぬ事態に、さしものアドミニストレータも狼ろう狽ばいした。天命というステータス数値とは異なる、操そう作さのしようもない寿命が存在したのじゃからな。しかしあやつは、唯い々い諾だく々だくと運命を受け入れるような女ではない。かつて神の座を簒さん奪だつした時と同じく、奴やつはまたしても悪あく魔ま的な解決法を考え出した……」

　厭いとわしそうに顔をしかめ、カップを戻すと、カトレアの花のように小さな両手をテーブルの上でぎゅっと組み合わせる。

「……当時……つまり今より二百年前、公こう理り教きよう会かいの修道女シスター見習いとしてセントラル・カセドラルの下層で神聖術を学ぶ、年の頃ころ十ばかりの女おな子ごがおった。名を……いや、名は忘れてしまった……。セントリアの家具職人の家に生まれ、ランダムパラメータの揺らぎによって、他人よりわずかに高いシステムアクセス権限を持っておった。ゆえに、修道女たる天職を与えられたのじゃ。茶色の瞳ひとみに、同色の巻き毛の、瘦やせっぽちの女子じゃった……」

　俺おれは思わず両眼めを瞬しばたたき、テーブルの向かいに座るカーディナルの容姿を確かめた。今の形容は、どう聞いても彼女本人のものとしか思えない。

「アドミニストレータは、その女子をカセドラル最上階の居室に連れてこさせると、慈愛に満ちた聖母の微笑ほほえみで迎えた。奴やつは言った──『あなたはこれから、私の子供となるのですよ。世界を導みちびく、神の御み子こに』……。ある意味ではそれは正しい。魂たましいの情報を引ひき継つぐ者、と考えればな。しかし無論、そこに親子の情愛なぞ存在しない。……アドミニストレータは、その女子のフラクトライトに、己おのがフラクトライトの思考領域と重要な記憶を上書き複写しようと考えたのじゃ」

「な……」

　俺の背中を、何度目かの悪お寒かんが這はい登のぼった。魂の上書き──、言葉にするだけでもおぞましい行いだ。いつのまにかじっとりと冷や汗が滲にじんだ掌てのひらを擦こすり合あわせ、強こわ張ばる口をぎこちなく動かす。

「し……しかし、そんな複雑なフラクトライトの操そう作さが可能なら、単に自分のいらない記憶を消せばいいじゃないか」

「おぬしなら、重要なファイルをいきなり編集するか？」

　すかさず切り返され、一いつ瞬しゆん言葉に詰まってからかぶりを振る。

「い……いや、バックアップを取る」

「じゃろう。アドミニストレータは、かつてカーディナル・システムの行動原理を書き込まれた時、一昼夜も意識を失ったことを忘れてはおらなんだ。フラクトライトの直接操作はそれほどに危険なのじゃ。もし己おのれの記憶を整理しようとして、重要なデータを破損してしまったら……、そう危き惧ぐした奴は、まず記憶容量をたっぷり残した女子の魂を乗っ取り、複製が上う手まくいったことを確認してから、それまで使用していた、限界まで磨ま耗もうした魂を破棄しようと計画した。まことに周到、まことに慎重……しかしそれこそが、アドミニストレータ……いやクィネラの、二つ目の失敗じゃった」

「失敗……？」

「そうとも。なぜなら、女子に乗り移り、それまでの自分を処分するその一瞬だけ……同等の権限を持つ神が二人存在してしまうことになるからじゃ。アドミニストレータは、綿密に計画し、準備した悪あく魔まの儀ぎ式しき……魂と記憶の統合を意味する《シンセサイズの秘儀》により、ついにフラクトライトの強奪に成功した。わしは……わしは、その時をひたすらに待っておった……七十年の長きにわたってな!!」

　わずかな昂たかぶりを見せてそう叫んだカーディナルの顔を、俺おれは訳も解わからずただ見つめた。

「ちょ……ちょっと待ってくれよ。あんたは……今俺と話しているカーディナルは、いったい誰だれなんだ？」

「──まだ解らぬか？」

　俺の問いに、カーディナルは眼鏡めがねを押し上げながら囁ささやいた。

「キリト、おぬし、わしのオリジナルバージョンを知っておるのだろう？　カーディナル・システムの特徴を言ってみい」

「え……ええと……」

　眉まゆをしかめ、アインクラッド時代の記憶を甦よみがえらせる。あの自動管理プログラムはそもそも、茅かや場ば晶あき彦ひこがＳＡＯというデスゲームを運営させるために開発したものだ。つまり──。

「……人間による修正やメンテナンスを必要とせずに、長期間稼か動どうできる……？」

「そうじゃ。そのために……」

「そのために、二つのコアプログラムを持ち……メインプロセスがバランス制御を行っているあいだ、サブプロセスがメインのエラーチェックを……」

　そこまで呟つぶやいてから、俺は口をあんぐり開けて、くるくるした巻き毛を持つ幼い少女を凝ぎよう視しした。

　カーディナル・システムが強力なエラー訂正機能を備そなえていることを、俺はよく知っているはずだった。なぜなら、ＳＡＯ攻略中に俺とアスナの娘となったＡＩ《ユイ》はもともとカーディナルの下位プログラムであり、異物と認識したユイを容赦なく消去せんとするカーディナルから娘を守るために、俺は必死の努力をしたからだ。

　具体的には、システム・コンソールからＳＡＯプログラム空間にアクセスし、ユイを構成するファイルを検索、圧縮してオブジェクト属性を与えただけのことなのだが、カーディナルが俺のシステム介入を検知してアクセス遮しや断だんするまでの数十秒でそれを行い得たのはまさに奇跡だろう。あの時、ホロキーボードただひとつを挟んで俺と対たい峙じした巨大な気配こそが、まさにカーディナルのエラー訂正プロセス……つまり今俺の眼前に座する可か憐れんな少女、ということなのか。

　そんな俺の複雑な感慨を知ってか知らずか、カーディナルは物分かりの悪い子供に対するように軽くため息をつきながら言った。

「ようやく気付いたようじゃな。──クィネラが己おのれの魂たましいに刻み込んでしまった基本行動原理は、ひとつではなかったのじゃ。メインプロセスに与えられた命令、《世界を維持せよ》。そしてサブプロセスに与えられた命令……《メインプロセスの過ちを正せ》」

「過ちを……正す？」

「意識なきプログラムであった頃ころ、わしはただメインプロセスが吐き出すデータを検証し続けるだけの存在じゃった。しかし……クィネラの、言わば《影かげの意識》として人格を得てからは、冗長符号の助けなどなしに自分自身の行為を判断せねばならなかった。ほれ……おぬしらが言うところの《多重人格》のようなものじゃ」

「現実世界では、多重人格はフィクションの中にしか存在しない、っていう意見もあるみたいだけどな」

「ほう、そうか。しかしわしにとっては実に得心のいく話じゃぞ。クィネラの意識がわずかに緩ゆるむ瞬しゆん間かんのみ、わしは思考プロセスの表面に浮上できた。そして思った。このクィネラ……いやアドミニストレータという女は、何という大きな過ちを犯しているのだろう、とな」

「過ち……なのか……？」

　俺おれは思わずそう訊きき返かえした。世界の維持がカーディナルのメインプロセスの基本原理ならば、たとえどのような過か激げきな手段を採とろうとも、クィネラのしてきたことはその原理に完全に合致するものだと思えたからだ。

　しかし、俺の視線をまっすぐに受け止めたカーディナルは、厳おごそかな声こわ音ねで答えた。

「ならば問うぞ。かつて別の世界でおぬしの知っていたカーディナル・システムは、ただの一度でも、自みずからの手で直接プレイヤーを害したか？」

「い……いや、それはなかった。確かに、プレイヤーの究極の敵ではあったけど……理不尽な直接攻こう撃げきはなかったよ、すまない」

　思わず謝しや罪ざいすると、カーディナルはふん、短く鼻を鳴らして続けた。

「しかし、奴やつはそれを行ったのじゃ。己おのれの定めた禁きん忌き目もく録ろくに対して疑いを抱いたり、反抗的な態度を示す人間に、奴は死よりも残酷な刑罰を科した……この話は後で詳しく話すがな。ごくまれに眠りから醒さめたわし、カーディナル・システムのサブプロセスは、アドミニストレータという存在自体が巨大なエラーであると判断し、それを消去せんと試みた。具体的には、塔の最上階から飛び降りようとしたこと三回、ナイフで心臓を突こうとしたこと二回、神聖術で自らを焼こうとしたこと二回じゃ。ワンアクションで天命がゼロになれば、さしもの最高司祭も消滅を免まぬがれることはできんからな」

　可愛かわいらしい少女の口から出た壮絶な言葉に、俺は絶句した。しかしカーディナルは眉まゆひとつ動かさず、冷静な口調で先を続けた。

「最後の一回は本当に惜しかったのじゃ。全術式中で最大級の攻撃力を持つ神聖術を我が身に放ち、降り注いだ轟ごう雷らいによってさしものアドミニストレータの膨ぼう大だいな天命も、残りわずか一桁けたにまで減少した。じゃがそこでメインプロセスに体のコントロールを奪われてな……。そうなってしまえば、いかな傷も致命傷とはならん。完全回復の術式であっというまに元通りじゃ。しかもその一件で、さしものアドミニストレータも、わし……つまり潜せん在ざい意識下のサブプロセスを本格的に危険視した。わしが支配権に割り込みをかけられるのは、フラクトライトに多少の論理衝突コンフリクトが発生した時……平たく言えば精神的動揺があった時だけだと気付いた奴やつは、とんでもない手段でわしを封じ込めにかかったのじゃ」

「とんでもない……？」

「うむ。生まれ落ちてからステイシアの巫み女こに選ばれるまでは、アドミニストレータといえども人の子じゃった。花を見れば美しいと思い、歌を聴けば楽しいと思うくらいの情緒は備そなえておったのじゃ。その頃ころに発達した情動回路は、半人半神の絶対者となってからも魂たましいの奥底に残っていた。突発的事象に遭そう遇ぐうした時、自分をわずかにでも動揺させるのはその情緒が原因だと奴は判断した。そこで奴は、ライトキューブ中のフラクトライトを直接操そう作さする管理者専用コマンドを駆く使しし、自みずからの情動回路を封ふう鎖さしてしまったのじゃ」

「な……回路を封鎖って、そりゃつまり、魂の一部を破は壊かいする、ってことか？」

　ぞっとしながら訊きき返かえすと、カーディナルは渋面を無言で頷うなずかせた。

「し、しかしだな、そんな大それたこと……さっきの、フラクトライトをコピーするって話以上に危険な行為に聞こえるんだけど……」

「無論、己おのれの魂をいきなり処置したわけではない。そういうところは嫌いやになるほど慎重なのがアドミニストレータという女さ。──この世界の人間には、ステイシアの窓……つまりステータス・ウインドウには表示されない様々な不可視パラメータが設定されていることにはもう気付いておるか？」

「ああ、まあ、ぼんやりと……。筋力とか敏びん捷しよう性せいが外見にそぐわない人間を何度か見たからな……」

　と答えた時、俺おれの脳裏に浮かんでいたのは、傍そば付づき練士として一年間仕つかえたソルティリーナ先せん輩ぱいだ。彼女の体はすらりと細く、いっそ華きや奢しやとさえ思えるほどだったのに、俺は鍔つば迫ぜり合あいで幾度も跳ね飛ばされたものだ。

　先輩より遥はるかにか弱そうな外見でありながら底知れぬ威い厳げんを感じさせる少女は、俺の言葉に帽子を軽く上下させた。

「うむ。それらの不可視パラメータの中に、《違反指数》という値が存在する。これは、住民ひとりひとりが法や規則を遵じゆん守しゆする度合いを、発言や行動の分析によって数値化したものじゃ。おそらくは外界の観察者たちが、モニタリングを容易にするために設定したのじゃろうが……アドミニストレータは、この違反指数パラメータが、自分の定めた禁きん忌き目もく録ろくに懐かい疑ぎ的な人間を洗い出すために利用できることに早くから気付いておった。そのような人間は、奴にとっては無菌の部屋に忍び込んだバクテリアのようなものじゃ。早急に駆除したいのはやまやまなれど、奴にも幼少の頃に親から与えられた殺人禁止の命令だけは破れぬ。そこでアドミニストレータは、違反指数の高い住民を殺すことなく無害化できるように、彼らに恐るべき処置を施ほどこしたのじゃ……」

「それが……さっきあんたが言っていた、殺すよりも残酷な刑罰、ってやつか？」

「いかにも。奴やつは、フラクトライトを直接操そう作さする術式の実験台に、違反指数の高い人間たちを供した。ライトキューブのどこにどのような情報が格納されており、どこを弄いじれば記憶を失い、感情を失い、思考を失うか、という……外界の観察者たちですら躊ちゆう躇ちよした、冷酷なる人体実験じゃ」

　囁ささやくように発せられた最後のひと言を聞いた途と端たん、二の腕が軽く粟あわ立だつのを俺おれは感じた。

　カーディナルも沈ちん鬱うつな表情を作ると、押し殺した声で先を続けた。

「……初期の実験に供された人間のほとんどは、人格そのものを喪失し、単に呼吸するだけの存在と成り果てた。アドミニストレータは彼らの肉体と天命を凍結し、カセドラルに貯蔵した。そんな非道を繰くり返かえすことで、奴のフラクトライト操作技術は向上していったのじゃ。わしを封じ込めるために己おのれの情動を封ふう鎖さしようと考えた時も、塔に連行させた人間たちでたっぷりと試行を繰り返してから自みずからにコマンドを実行した。奴がおよそ百歳の頃ころのことじゃ」

「……成功、したのか？」

「した、と言ってよかろう。全感情を捨て去るには至らなかったが、恐怖や驚きよう愕がく、怒りといった、突発的動揺の原因となる感情の封鎖には成功した。以来、アドミニストレータはどのような事態に遭そう遇ぐうしようとも一いつ切さい心を揺らさなくなった。まさに神……いや、まさに機械よ。世界を維持し、安定させ、停滞させるためだけに存在する意識……。わしは奴の魂たましいの片かた隅すみに封じ込められ、表に出ることは一切叶かなわなくなった。奴が齢よわい百五十を数え、フラクトライトの容量が限界に達し、哀れな娘の魂を乗っ取ろうとしたその瞬しゆん間かんまで、な」

「しかし……話を聞く限りだと、家具屋の娘さんに入り込んだアドミニストレータの魂は、オリジナルの完全なコピーなんだろう？　つまり、そっちの魂も感情が封鎖されてるわけで……なら、どうしてあんたが、その時に限って表に出てこられたんだ？」

　俺の問いに、カーディナルはしばし視線をどこか遠くに彷徨さまよわせた。きっと、二百年という気の遠くなるような時間の果てを覗のぞき込こんでいるのだろう。

　やがて、小さな唇からごくごくかすかな声が流れ出した。

「あの瞬間の……奇怪かつ戦せん慄りつすべき体験を正確に表現する言葉は、わしの語ご彙いには存在せん……。家具屋の娘をカセドラル最上階に呼び、アドミニストレータは《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によって魂の上書きコピーを試みた。そしてそれは問題なく成功した。娘に宿ったのは、無駄な記憶を消去し、圧縮したとは言えアドミニストレータ、いやクィネラの人格そのものじゃった。当初の予定では、成功を確認したあと、もとの寿命に達したほうのクィネラは自ら魂を消去するはずじゃった……しかし……」

　少女らしい健康な赤みを帯びていたカーディナルの頰ほおが、いつのまにか紙のように色を失っていることに俺は気付いた。自ら情緒を持たないと断言した彼女だが、今だけは深い恐怖を感じているとしか思えない。

「……しかし、魂の複製が完了し……至近距離で互いが目を開けた瞬間……わしらをある種の甚じん大だいなる衝しよう撃げきが襲おそったのじゃ。それはつまり……まったく同一の人間が二人いる、という本来有り得ない事態への忌き避ひ感かん……と言えば近いじゃろうか。わし……いや、わしらは互いに見詰め合い、直後、圧倒的な敵意を意識した。どうしても、目の前の魂たましいの存在を許してはならない、というような……。それは、単なる感情を越えた本能……いや、知性なるものの深しん奥おうに刻まれた第一原則のようなものかもしれん。もしあのままの状態が続けば、おそらく二つの魂は衝撃に耐たえられず消滅していたじゃろうな。しかし……残念ながら、と言うべきか、そうはならなかった。家具屋の娘にコピーされたほうのフラクトライトが一いつ瞬しゆん早く崩ほう壊かいし、その刹せつ那な、副人格たるわしが支配権を確立したからじゃ。我々は互いを、元のクィネラの肉体に宿るアドミニストレータ、家具屋の娘の肉体に宿るカーディナル・サブプロセスとして認識した。同時に魂の崩壊は停とまり、安定した」

　魂の崩壊。

　カーディナルが口にした言葉は、二日前の夕刻に目もく撃げきした陰惨にして不可思議な現象を否いや応おうなく思い起こさせるものだった。

　俺おれは、修剣学院の主席上級修剣士、ライオス・アンティノスと剣を交え、セルルト流秘奥義《輪リン渦カ》で彼の両腕を斬きり落おとした。現実世界なら致命傷にもなり得る大怪け我がだが、アンダーワールドでは適切に処置すれば命を落とすことはない。俺は彼の天命──この世界に於おけるヒットポイント数値を保つべく、両腕の傷口を縛しばって止血しようとした。

　しかし、それより早く。ライオスは異様な絶叫を迸ほとばしらせつつ床に倒れ、絶命した。

　その時点で、彼の傷からはまだ血が流れ続けていた。つまり天命の数値はゼロになっていなかった、言い換えればライオスは天命全損以外の理由で死んだということになる。

　倒れる直前のライオスは、自分の命と禁きん忌き目もく録ろくのどちらかを守りどちらかを破棄せねばならない状況に立たされていた。彼はその選択を行うことができず、思考が無限ループ状態に陥おちいり、ついには魂そのものを自壊させてしまったのではないか。

　自分自身の複製と対面したクィネラを襲った現象も、基本的には同じものではないかと思われる。己おのれと同じ記憶、同じ思考を持つ別人が存在する、という状況の恐ろしさは想像すらできない。

　ルーリッド南の森で覚かく醒せいしてからの数日間、俺は、自分が本物の桐きりヶが谷や和かず人とからコピーされた人工フラクトライトであるという可能性を否定できなかった。ルーリッド教会のセルカに協力してもらって、絶対の法と認識しつつも禁忌目録に違反できることを確認するまでは、常に心のどこかで怯おびえていたものだ。

　もし、無限の闇やみの中に意識だけをただ放り出されて、耳慣れた自分の声に言われたとしたら。『お前は俺の複製だ。キー一つで消去されてしまう、単なる実験用のコピーだ』と。その瞬間味わうだろう衝撃、混乱、そして恐怖はどれほどのものか……。

「──どうじゃ、ここまでは理解できたか？」

　テーブルの反対側から、過熱気味な頭で考え込む俺おれに向けて老教師然とした言葉が投げかけられた。顔を上げ、何度か瞬まばたきしてから曖あい昧まいな仕草で頷うなずく。

「ああ……まあ、何とか……」

「わしの話はようやく本題に入りつつあるところじゃ、このくらいで音ねを上げてもらっては困るぞ」

「本題……、そうか、そうだったな。あんたが俺にいったい何をさせようとしてるのか、まだ聞いてない」

「うむ。おぬしにそれを伝えるために、わしはあの日より二百年間待ち続けてきたのじゃからな……。さて、わしがアドミニストレータと分裂したところまで話したんじゃったな」

　カーディナルは、空からになったティーカップを両手でくるくる弄もてあそびながら言った。

「──あの日、わしはついに己おのれだけの肉体を得た。正しくはこの体は、哀れな修道女見習いの娘のものなのじゃがな……彼女の人格は、ライトキューブにデータを上書きされた瞬しゆん間かん、完全に消滅してしまった。そのような無慈悲な術式と、予想外の事故の結果誕生したこのわしは、目の前のアドミニストレータを〇・三秒ほども凝ぎよう視ししてから、ようやく取るべき行動を取った。つまり、最高レベルの神聖術で奴やつを消去せんとしたのじゃ。わしはアドミニストレータの完全なるコピー、つまりまったく等しいシステムアクセス権限を持っておったでな。こちらが先に攻こう撃げきできれば、たとえ同クラスの術式の撃うち合あいになったとしても、周囲の空間リソースが枯こ渇かつするまでに奴やつめの天命を削り切れるという読みじゃった。初しよ撃げきは見事命中し、その後の展開はわしの予測どおりとなった。セントラル・カセドラル最上階を舞ぶ台たいに、轟ごう雷らいと旋せん風ぷう、猛炎と氷ひよう刃じんのせめぎ合う死し闘とうが繰くり広ひろげられ、わしらの天命はみるみる減少していった。そのペースはまったく互角……つまり、第一撃を浴びせたわしが最終的には勝利するはずじゃった」
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　俺おれは、その神と神の闘とう争そうを想像してぶるりと身を震わせた。俺の知っている攻撃用神聖術など、騎き士しエルドリエとの戦いで使ったような、素因エレメントを変形させて撃ち出すごく初歩的なものでしかない。攻撃力は剣の一撃に遠く及ばず、牽けん制せいや目くらましに用いるのが精一杯で、とても誰だれかの天命を全損させるなど…………

「──あれ、ちょっと待ってくれ。さっき、アドミニストレータでも殺人はできない、って言ったよな。なら、その制限はコピーであるあんたにも適用されるはずじゃないのか？　なんで互いを攻撃できたんだ？」

　いいところで話を遮さえぎられたカーディナルは、少々不満そうに唇を尖とがらせながらも、こくりと頷うなずいて答えた。

「む……それはいい質問じゃ。確かにおぬしの言うとおり、禁きん忌き目もく録ろくに縛しばられぬアドミニストレータといえども、幼きクィネラだった頃ころに親から与えられた殺人禁止の原則は破れぬ。我ら人工フラクトライトが一いつ切さいの上位命令に背そむけないという現象の根本原因は、わしの長年にわたる思索によっても解明し得なかったが……しかしこの現象は、おぬしが思うておるほど絶対的なものではないのじゃ」

「……と言うと……？」

「たとえばじゃな……」

　カーディナルは、ティーカップを持った右手をテーブルの上まで移動させた。しかしなぜかソーサーではなく、その右側の何もない場所にカップを下ろそうとし──底がテーブルクロスに触れる寸前で、腕をぴたりと静止させた。

「わしは、これ以上カップを下ろすことができん」

「はぁ？」

　啞あ然ぜんとする俺に、カーディナルは顔をしかめながら説明した。

「なぜなら、幼少の頃、母親に──無論クィネラのじゃ──躾しつけられた《ティーカップはソーサーの上に置くべし》という些さ細さいな規則がいまだ効力を保っているからじゃ。重大な禁忌は殺人のみだが、それ以外にもこのような下らん禁止事項が合計十七も存在しておる。わしはどうしてもこれ以上腕を下げることができんし、無理矢理に力を込めると、忌いま々いましい痛覚が右眼めに出現する」

「……右眼に……痛み……」

「これでも、一般民に比べれば大きな差があるのじゃ。彼らなら、そもそもカップをテーブルクロスの上に置こうという発想すら出てこないからな。つまり、己おのれが数あま多たの規則に絶対的に縛られておることすら自覚できんわけじゃ。そのほうが幸せというものじゃがな……」

　己おのれを完全なる被造者として認識しているのであろうカーディナルは、あどけない少女の顔には似つかわしくない自じ嘲ちようの笑みを滲にじませ、すっと腕を水平に戻した。

「さて……、キリトよ。おぬし、これがティーカップに見えるか？」

「へ？」

　間抜けな声を出してから、俺おれはカーディナルの右手に握られた空からのカップをまじまじと見つめた。

　白い陶製、シンプルな曲線を描く側面に飾り気のない持ち手が一つ付いている。縁ふちに濃のう紺こんのラインが一本入っている以外に、絵やロゴなどは見当たらない。

「まあ……ティーカップに見えるよ、お茶入ってたし……」

「ふむ。なら、これでどうじゃ」

　カーディナルは、左手の人差し指を伸ばすと、カップの縁を軽く叩たたいた。

　先ほどと同じように、たちまちカップの底から液体が湧わき出だし、白い湯気が一筋立ち上る。しかし、今度は香りが違った。俺は思わず鼻をひくつかせる。この濃密で香ばしい匂においは、どう考えても紅茶の類たぐいではなく──コーンクリーム・スープ以外では有り得ない。

　首を伸ばした俺に見えるように、カーディナルはカップを少し傾かたむけた。なみなみと注がれているのは、やはり薄うす黄き色いろのとろりとした液体だった。ご丁てい寧ねいに、こんがり焦こげたクルトンまで浮いている。

「こ、コーンスープだ！　ありがとう、ちょうど腹が減ってきたとこで……」

「阿あ呆ほゥ、中身のことを訊きいてるのではないわ。この器うつわは何じゃ」

「ええ……？　いや……それは」

　カップ自体は、先刻から何ひとつ変わっていない。しかし言われてみると、一般的なティーカップにしては少々シンプルすぎ、大きすぎ、厚手すぎたかもしれない。

「あー……スープカップ？」

　恐る恐る答えると、カーディナルはにんまりと笑いながら頷うなずいた。

「うむ。これは、今はもうスープカップじゃな。何せスープが入っているからな」

　そして、俺を啞あ然ぜんとさせることに、カップをそのまま何の躊躇ためらいもなくテーブルクロスの上にトン、と置いた。

「な……!?」

「見よ。我々人工フラクトライトに与えられた禁きん忌きとは、ある意味ではかくも曖あい昧まいなものなのじゃ。主観的な認識が変化するだけで、あまりに容易たやすく覆くつがえってしまう」

「…………」

　度肝を抜かれて絶句しつつも、脳裏では再び二日前のワンシーンが再生されていた。

　あの時、俺が寝室に突入したまさにその瞬しゆん間かん、ライオスはうずくまるユージオに容赦なく剣を振り下ろそうとしていた。俺おれが自分の剣で受けなければ、ライオスの剣はユージオの首を一いち撃げきで切断しただろう。

　殺人は言うまでもなく最大の禁きん忌きだ。だがあの瞬しゆん間かん、ライオスにとってユージオは自分と同じ人間ではなく、禁忌目録に違反した大罪人だった。そう認識することで、彼は魂たましいに刻まれた禁忌を軽々と跳ちよう躍やくしてのけたのだ。

　無言で考え続けていると、向かいで椅い子すの背もたれが軽く鳴った。見れば、カーディナルがティーカップ改めスープカップを再び持ち上げ、唇をつけている。数十分前に食べた肉まんとサンドイッチはとっくに俺の天命数値に変わってしまい、空からっぽの胃がきゅっと縮む。

「……俺にもそれ頂けますか」

「食い意地の張った奴やつじゃのう。カップを寄よ越こせ」

　呆あきれたようにかぶりを振りながら、それでもカーディナルは左手を伸ばすと俺が押しやったカップの縁ふちをぴんと弾はじいた。たちまち、空のカップにいい匂においのするクリームイエローの液体が満たされる。

　いそいそとカップを引き寄せ、湯気をふうふう吹いてから啜すすると、懐なつかしい濃のう厚こうな風味が口中に広がり俺は思わず眼めを閉じた。アンダーワールドにもそこそこ似た味のスープはあるが、ここまで完かん璧ぺきなコーンクリームスープを飲むのは実に二年ぶりだ。

　二口、三口飲んでから満足のため息をつくと、それを待っていたかのようにカーディナルの話が再開された。

「よいか、いまカップで実演してみせたように、我らを縛しばる禁忌は認識ひとつで覆くつがえってしまうものじゃ。我ら……わしとアドミニストレータは、戦いに突入した時点で互いを人間であるとは思っておらなんだ。わしにとって奴は世界を害する壊こわれたシステムであり、奴にとってわしは消去しきれぬ厄やつ介かいなウイルス……。お互い、相手の天命を吹き飛ばすことに一いつ切さいの躊躇ためらいはなかったさ。最大級の術式を互いに撃うち合あい、いよいよあと二撃か三撃でわしはアドミニストレータめを消し去るか、最悪でも相討ちに持ち込めるところまでいったのじゃ」

　当時の悔しさを思い出したのか、カーディナルはぎゅっと小さな唇を嚙かみ締しめた。

「しかし……しかし、じゃ。最後の最後になって、あの性悪女は己おのれとわしの間に存在する決定的な差異に思い至りよった」

「決定的差異……？　でも、あんたとアドミニストレータは、違うのは外見だけで……システムアクセス権限も、知っている神聖術も、まったく同じだったんだろう？」

「然しかり。神聖術のみを使って戦っておる間は、先制攻撃に成功したわしが最終的に勝利するのは自明じゃった。ゆえに……奴は、神聖術を捨てたのじゃ。部屋に山ほど存在した高優先度のオブジェクトを武器に転換し、同時にわしらが戦っていた空間を丸ごとシステム・コマンド禁止アドレスに指定しよった」

「そ……そんなことをしたら、禁止の解除もできないじゃないか」

「うむ、その空間から出ない限りな。奴やつが武器創造のコマンドを詠唱し始めた時、わしはその狙ねらいを悟った。しかしもう、どうすることもできなかった。一度コマンドが封印されてしまえば、わしにも解除はできぬゆえな……。やむなくわしも武器を作り、物理属性ダメージで奴にとどめを刺そうとした」

　カーディナルは言葉を止め、テーブルに立てかけてあった長杖スタツフを持ち上げた。無言でこちらに差し出すので、面くらいながらも右手を伸ばす。受け取った途と端たん、繊せん細さいな見た目からは想像もできない重量が右腕を襲おそい、俺おれは慌てて左手も使って保持するとどうにかテーブル表面に着地させた。ごとり、と鈍にぶい音を立てて横たわったスタッフは、明らかに俺の黒い剣やユージオの青あお薔ば薇らの剣と同等以上の優先度を持っている。

「なるほど……神聖術行使権限だけじゃなく、武器装備権限も神様クラスってわけか」

　右手首をさすりながら言うと、カーディナルは当然とばかりに肩をすくめた。

「アドミニストレータは、記憶や思考だけではなく権限や天命の値全すべてをコピーしたからな。彼奴きやつが生成した剣と、わしが生成したその杖つえも性能はまったく互角。神聖術を捨てて物理戦せん闘とうを行うはめになったとしても、最終的に勝利するのはこちらだとわしは考えた。しかし、杖を構えてから、ようやくわしはアドミニストレータの真なる意図、つまりわしと奴との決定的な差異に思い至った……」

「だから、何なんだよその差異って」

「単純な話じゃ。見よ、この肉体を」

　カーディナルは右手で分厚いローブの前をはだけると、白いブラウスと黒のニッカーズ、白のハイソックスをまとった体を露あらわにした。老ろう賢けん者じやのような口調とは余りに対照的な、華きや奢しやで小柄な少女の姿だ。

　なぜか見てはいけないものを見てしまった気がして、俺は反射的に眼めを伏せながら訊たずねた。

「その体が……いったい……？」

　ばさりとローブを戻し、カーディナルは苛いら立だたしそうに唸うなった。

「ええい、察しの悪い奴じゃな。おぬしがいきなりこの肉体に放り込まれたと想像してみい。目線の高さも腕の長さもまったく違うのじゃぞ。それで、今までどおりに剣を操あやつり戦えるか？」

「……あ……」

「わしはそれまで、アドミニストレータの……つまりクィネラの、女としては相当に背の高い体に入っておったのじゃ。神聖術を撃うち合あっておる間はさして意識しなかったが……杖つえを構え、敵の攻こう撃げきに備そなえようとした時点でようやく、わしは己おのれが絶対的な窮きゆう地ちに追い込まれたことを知った」

　言われてみればそれは大いに納得できる話だ。現実世界に数あま多たあるＶＲＭＭＯでも、生身の自分とあまりにかけ離れたサイズのアバターを選んでしまうと、近接物理戦闘での距離感に慣れるまでにかなりの時間を要する。

「……ちなみに、今のあんたとアドミニストレータの身長差は……？」

「軽く五十センチはあろうな。わしをその高みから見下ろし、にっこり微笑ほほえんだあやつの表情は今でもよく憶おぼえておる。その直後に仕切り直しの戦せん闘とうが始まったが、二、三度武器を打ち合わせただけで、わしは己の敗北が決定的となったことを認めざるを得なかった……」

「そ、それで……どうしたんだ？」

　こうして俺おれと会話をしている以上、何とかして切り抜けたには違いないのだが、それでも思わず固かた唾ずを吞のんでしまう。

「アドミニストレータの優位は確定したが、奴やつもたった一つだけミスを犯した。システム・コマンドの行使を禁止する前に部屋の出口を封じておけば、わしは為なす術すべなく殺されておったろうからな。人間的な感情を持たぬわしは──」

　そう話すカーディナルの表情は実に悔しそうだったが、口を挟むのはやめておく。

「──即座に撤てつ退たいせねばならないと判断し、脱だつ兎との如ごとくドアへと走った。後方から振り下ろされるアドミニストレータの剣が、背中を掠かすめるたびに天命が減少してな……」

「そ、そりゃあ……怖いな……」

「おぬしもいずれ同じ状況に立たされんでもないと思うがな。二年二ヶ月もの間、あちこちの女相手に鼻の下を伸ばしよって」

「の……伸ばしてないぞ、そんなもの」

　思わぬ攻こう撃げきに口くち許もとをごしごし擦こすってしまってから、ふと眉まゆを寄せる。

「い、いや、ちょっと待った。二年二ヶ月って……あんた、まさかずっと俺を見てたわけじゃないよな……？」

「無論見ておったとも。ここで過ごした二百年のうちの二年と二ヶ月ではあるが、それでも長かったぞ、ことのほかな」

「んな…………」

　これには愕がく然ぜんとするしかない。つまり俺のあれやこれやの行いは、眼前の幼よう賢けん者じやにばっちり監視されていたということなのか。別に見られて困るような行為をそうそうしてきたつもりもないが、一いつ切さいなかったという確信も持てない。しかし今は過去二年ちょっとの記憶をいちいち検証している暇ひまはない……と自分に言い聞かせ、強引に思考を引き戻す。

「ま、まあ、それはこの際措おいておこう。……で、どうやってアドミニストレータから逃げたんだ？」

「ふん。──カセドラル最上階の居室からどうにか脱出し、わしは術式行使権限を回復したが、しかし状況は変わらん。神聖術で逆ぎやく襲しゆうしようにも、奴にすれば今度は廊下を禁止空間に指定すればいいだけじゃからな。逃走手段が駆かけ足あしから飛行に変わっただけのことじゃ。態勢を立て直すためにも、わしは何としても奴の攻撃の届かぬ場所に逃げ込む必要があると考えた」

「と言ったって……アドミニストレータは、名前どおりこの世界の管理者様なんだろう？　入れない場所なんかあるのか？」

「確かにあやつは管理者という名の神だが、それでも真に万能というわけではない。奴やつにも自由にならぬ場所が、この世界に二箇所だけ存在するのじゃ」

「二箇所……？」

「ひとつは、果ての山脈の向こう側……人界の民たちが闇やみの国と呼称するダークテリトリー。もうひとつが、わしらが今いる大図書室よ。もともとこの図書室は、自みずからの記憶力にも限界があることを知ったアドミニストレータが、言わば外部記憶装置として創つくった空間じゃ。全システム・コマンド及びアンダーワールドに関する膨ぼう大だいなデータが収めてある。──それゆえ、ここに自分以外の人間が入ることは絶対に防がねばならないと奴は考えた。そこでこの場所を、カセドラルの内部でありながら空間的には連続しておらぬようにしたのじゃ。入るための扉はたった一つ、しかもそれを呼び出すコマンドは奴以外……いや、奴とわし以外の誰だれも知らぬ」

「ははあ……」

　俺おれは改めて、通路と階段と本棚が重層的に配置された大図書室を見回した。円筒形の壁かべは、何の変哲もないレンガのように見えるが──。

「なら、あの壁の向こうは……」

「何もない。壁そのものが破は壊かい不能じゃが、仮に壊こわせたとしても、向こう側には虚無が広がるのみじゃろうな」

　そこに飛び込んだらいったいどうなるのか、とつい想像したくなるが、軽く頭を振って思考を切り替える。

「──その、たった一つのドアってのは、さっき俺たちがバラ園からここに入る時通ったアレか？」

「否いな、あの扉はずっと後にわしが創ったものじゃ。二百年前までは、巨大な両開きの扉が最下層中央に存在しておった。アドミニストレータの追跡から懸けん命めいに逃れながら、わしはその扉を呼び出す術式を詠唱した。さしものわしも、二回ほどつっかえたものよ。なんとかコマンドを完成させ、通路の先に出現した扉に飛び込むと、わしは即座に閉めて施せ錠じようした」

「施錠……って言っても、あんたと最高司祭の権限レベルは同じなんだし、向こうから開けられちゃうんじゃないのか？」

「そうじゃな。しかし幸い、図書室内部からは鍵かぎを右に九十度回せば施錠できたが、外部からの開錠には長ったらしい術式が必要じゃった。扉一枚隔へだてて開錠コマンドを詠唱するアドミニストレータの、冷ややかな殺意に満ちた声を聞きながらわしは新たな術式を唱となえた。目の前で鍵が左に回るのと、わしの術式が完成したのはほぼ同時じゃったよ……」

　当時の記憶を甦よみがえらせたのか、カーディナルは両腕で軽く自分の体を抱いた。二百年前の話なのに、情景を想像するだけで俺の背筋にも寒気が走る。まだ少し残っていたコーンスープを飲み干し、ひと息ついてから俺は訊たずねた。

「あんたがその時唱となえたのは、扉を壊こわす術……ってことか？」

「然しかり。カセドラルと大図書室を繫つなぐ唯一の通路たる大扉を、わしは粉々に吹き飛ばした。その瞬しゆん間かん、ここは外界から完全に隔離され、わしはアドミニストレータの追つい撃げきから逃れおおせた……というわけじゃ」

「……最高司祭が、もう一度扉を作らなかった理由は……？」

「さっき言うたじゃろう、アドミニストレータはまず扉を含む大図書室を生成し、しかる後にカセドラルから切り離した、と。この空間のシステム上の座標数値は、未使用の領域に於おいてランダムに切り替わり続けておる。その数値を正確に予測できねば、外部からここに干渉することはもはや不可能なのじゃ」

「なるほど……。でも、セントラル・カセドラルの座標は固定されてるから、ここから外に向けて通路を繫げることは可能ってわけか」

「そのとおり。とは言え、創つくった扉を一度でも開けば即座にアドミニストレータめの使つかい魔まに探知されてしまうゆえ、二度とは使えんがな。先ほど、おぬしとユージオを回収したバラ園の扉のように」

「そ、そりゃどうもすみません……」

　神妙な顔で頭を下げると、幼よう賢けん者じやはフ、と小さく笑ってから視線を図書室の天井ドームへと向けた。眼鏡めがねの奥の両眼めを細め、嚙かみ締しめるように囁ささやく。

「……わしは修正すべきエラーであるアドミニストレータと戦い、実質的には敗れた。無様に逃亡し、この場所に逃げ込み……以来二百年、ひたすらに観察と思索のみを積み重ねた……」

「……二百年……」

　──と呟つぶやいてはみたものの、現実世界で十七年と半年、アンダーワールドで加速された時間を二年、合わせても二十年に満たない時間しか経験していない俺には、その長さを実感できようはずもない。せいぜい、茫ぼう漠ばくたる時の流れをイメージするのみだ。

　眼前の少女は、そんな無限にも等しい時間を生きてきたのだ。他ほかに人っ子ひとり、それこそネズミ一匹すらいないこの大図書室で、物言わぬ本の山だけに囲まれながら。孤独、などという言葉ではもう表現し切れない、それは世界との絶対的な隔絶だ。仮に俺おれが同じ状況に置かれたら、到底二百年も耐たえられないだろう。破滅を招くと解わかっていても、外への扉を自みずから開いてしまうに違いない。

　いや、待て。それ以前に──。

「カーディナル……確かさっき、フラクトライトの寿命は百五十年くらいだって言わなかったか？　その上限に近づいていたからこそ、アドミニストレータは自分のフラクトライトをコピーしようとしたわけだし……。いったいどうやって、分裂からの二百年もの時間を乗り切ってきたんだ？」

「当然の疑問じゃな」

　時間をかけて空からにしたカップをテーブルに戻すと、カーディナルは頷うなずいた。

「わしのフラクトライトは、アドミニストレータの手によってコピーする部分を取捨選択されていたとは言え、更に長期間の記憶を注ぎ足す余裕なぞなかった。そこで、大図書室に逃げ込みひとまずの安全を確保したわしは、まず最初に己おのれの記憶を整理する作業を行わねばならなかった」

「せ、整理……？」

「そうじゃ。先刻たとえに出した、バックアップのないファイルの直接編集じゃな。もし作業中に一度でも事故が起きれば、わしの意識はライトキューブの中で光に溶けて消えておったろうよ」

「え、ええと……。ってことは、あんたはこの図書室に幽閉されてからも、現実世界のどこかにあるライトキューブ・クラスターへの操そう作さ権限を持ったままってことだよな。それなら、自分のじゃなくてアドミニストレータのフラクトライトにアクセスして、魂たましいを吹っ飛ばすなりの攻こう撃げきをすることは可能だったんじゃあ……？」

「その逆もまた然しかり、じゃな。しかし残念ながら──あるいは幸運なことに、この世界では、対象の状態を変化させるタイプの神聖術を行使するにあたって、原則的には対象のユニットあるいはオブジェクトに直接接触、最低でも視認せねばならんのだ。《射程距離》という概念はあるにせよ、な。ゆえにアドミニストレータは、家具職人の娘をわざわざカセドラル最上階に連れて越させねばならなかったし、同じようにおぬしとユージオを教会まで連行する必要があったのじゃ」

　それを聞いて、思わずぞっとする。もし俺おれたちが無む謀ぼうな脱だつ獄ごくに成功しなければ、審しん問もんとやらの場でいったい何が行われるはずだったのだろうか。

「──つまり、この図書室に自みずからを隔離したわしは、いかに権限があろうともアドミニストレータのフラクトライトを攻撃できなかったし、同時にまた奴やつに攻撃されることも免まぬがれ得たわけじゃな」

　俺の畏おそれを知ってか知らずか、カーディナルは眼鏡めがねの奥で長い睫まつ毛げを伏せ、言葉を続けた。

「己の魂たましいを整理する……というのは、実に戦せん慄りつすべき作業じゃった。コマンドひとつで、それまで鮮明に再生できた記憶が、跡形もなく消え去ってしまうわけじゃからな。しかし、わしはやらねばならなかった。状況がかくなった以上、アドミニストレータを抹消するには、恐ろしく長い時間がかかるであろうことは容易に想像できたからな。──最終的に、わしは己がクィネラであった頃ころの記憶の全すべてと、アドミニストレータとなってからの記憶の九十七パーセントを消去した……」

「な……そ、そんなの、ほとんど全部じゃないか!?」

「そうじゃ。おぬしに語って聞かせたクィネラの長い長い物語は、実はわしにとっても実体験ではなく、消去前に書き記しておいた知識でしかないのじゃ。わしはもう、産み育ててくれた親の顔も思い出せん。毎夜眠りについたベッドの温ぬくもりも、好物だった甘焼きパンの味も……言うたじゃろう、わしは人間的情緒の一いつ切さいを持たぬと。記憶と感情のほぼ全すべてを失い、魂たましいに焼き込まれた《狂ったメインプロセスを停止せよ》という命令にのみ従って活動するプログラム。それがわしという存在じゃ」

「…………」

　俯うつむきかげんに微笑を浮かべるカーディナルの顔は、しかし、言い表せないほど深い寂しさを湛たたえているように見えた。プログラムなんかじゃない、俺おれや他ほかの人間とまったく同じ感情をあんただって持っているはずだ、そう言いたかったが言葉にすることはできなかった。

　顔を上げ、黙だまり込こんだままの俺をちらりと見ると、カーディナルはもう一度微笑ほほえんでから再び口を動かし始めた。

「……記憶を選択消去した結果、わしのフラクトライトには当面充分な空き容量が確保された。長い時間を得たわしは、惨みじめな敗走を挽ばん回かいしアドミニストレータめに逆ぎやく襲しゆうの一いち撃げきを見み舞まうべく方策を練った。──当初は、再び奴やつの不意をついて直接戦せん闘とうに持ち込むことを考えたよ。外部からこの図書室に通路を開くことはできぬが、先ほどおぬしも言うたように、逆はできるからな。扉を設置するためのコマンドにも《射程距離》は存在するが、セントラル・カセドラルの庭から中層階までならどこにでも届く。あやつも稀まれには塔の下部まで降りてくるゆえ、そこを狙ねらって扉を開けば奇襲は可能じゃった。この体の操そう縦じゆうにも案外すぐに慣れたしな」

「……なるほどな。確実に先制攻撃ができるなら、やってみる価値はありそうだけど……でも、結構なギャンブルだよな？　アドミニストレータだって、何らかの備そなえをしてておかしくないわけだし……」

　不意打ちというものは、襲撃の可能性が相手に意識されている状況ではなかなか成功しない。俺も、ＳＡＯ時代には何度か犯罪者オレンジプレイヤーに待ち伏せを仕掛けたり仕掛けられたりしたが、このあたりで奇襲がありそうだ、と警けい戒かいしている相手には通用しない場面がほとんどだった。俺の指摘に、カーディナルも忌いま々いましそうな表情で頷うなずいた。

「クィネラは、最高司祭となる前から、他者の弱みを見抜く才に長たけておった。分裂直後の戦闘のさなかにわしの体格という弱みに気付いたのと同様、新たなる局面でも、わしになく己おのれにある利を的確に察知し、速すみやかに手を打ったのじゃ」

「利……。でも、基本的にあんたとアドミニストレータは、攻撃でも防御でもまったく同じ能力なんだろう？　それと、何て言うか、思考力も」

「その言い方は気に食わんが、然しかりじゃ」

　ふんと鼻を鳴らしてから続ける。

「わしと奴やつ、単体での戦闘能力にほぼ差はあるまい。あくまで、一対一の闘たたかいであれば、じゃがな」

「一対一……。──ああ、そういうことか」

「そういうことじゃ。わしは寄よる辺べなき隠者、対してあやつは巨大組織たる公こう理り教きよう会かいの支配者……。順を追って話すぞ。わしという邪じや魔ま者ものを生み出してしまい、一度は死の瀬せ戸と際ぎわまで追い込まれたことで、アドミニストレータは自分のフラクトライトをコピーすることの危険性を強く認識した。とは言え、溢あふれ返かえった記憶のせいで、論理回路が崩ほう壊かいしそうな状況は変わらん。何らかの措そ置ちが必要じゃったが、奴やつはわしと違ってハイリスクな記憶の直接編集には踏ふみ切きれなかった。そこで、やむなく折せつ衷ちゆう案あんを採とることにしたのじゃ。操そう作さしても危険性の低い、ごく最近の表層的な記憶のみを消去して最低限の空き容量を確保すると、あとは新たに記録される情報の量を極力削ることにしたのじゃな」

「削る……って言っても、記憶ってのは、一日過ごすたびに否いや応おうなく溜たまっていくもんだろう？」

「それは過ごし方によるじゃろ。多くを見て、多くを行い、多くを考えれば入力される情報も増えようが、たとえば自室の天てん蓋がいつきベッドから一歩も出ずに、ひたすら瞑めい目もくしたまま時をやり過ごせばどうじゃ？」

「うへえ……俺おれには無理だな。まだ一日中剣を振ってるほうがマシだよ」

「おぬしの落ち着きのなさは、今更言われるまでもなく知っておるわ」

　これには一言もない。カーディナルが、何を目的としてかは不明だが俺の行動をずっと監視していたというなら、空き時間ができるたびにユージオには内緒でふらふら出歩いていたことも先刻承知というわけだ。

　わずかに綻ほころんだ口くち許もとをすぐに引ひき締しめ、賢けん者じやは語りを再開した。

「……じゃが、おぬしと違って、アドミニストレータには退屈だの手て持もち無ぶ沙さ汰ただのといった感情などありはせぬ。それが必要とあらば、彼奴きやつは何日、何週間でもひたすら寝台に横たわり続けた。半はん睡すい半はん醒せいのまどろみの中で、世界の支配者となるまでの甘い記憶に浸ひたりながらな……」

「でも、彼女は公理教会の一番偉い人なんだろう？　ならそれらしい職務とか、演説とか、やらなきゃいけないことだってあるんじゃないのか？」

「あったさ、それなりにな。年始の大聖節には四皇帝の拝はい謁えつを受けねばならんし、定期的にカセドラルの中層や下層に降りて世界の管理体制を確認する必要もあった。そのたびに、わしの奇き襲しゆうがあるかもしれんと警けい戒かいしつつもな。そこでアドミニストレータは、新たな手を打ったのじゃ。己おのれの職務の大部分を代行させ、同時に護ご衛えいの任に当たらせるための、忠実にして強力な手て駒ごまを揃そろえるという、な……」

「それが、ひとりきりのあんたになくて、巨大組織を支配する彼女にある利、ってわけか。……でもそれ、逆に不安要素も増すんじゃないか？　同等の戦せん闘とう力りよくを持つあんたに対抗できるほどの護衛を何人も揃えたら、もしそいつらが何かの理由で叛はん意いを抱いた時、アドミニストレータにも抑えられなくなるだろ？」

　俺の疑問に、カーディナルは軽く肩をすくめただけで同じ言葉を繰くり返かえした。

「絶対忠実、そう言うたじゃろう」

「確かにこの世界の住人たちは上位命令に背そむかないけど、それも絶対じゃないって、あんたはそうも言ったぜ。もし護ご衛えいたちが、何かのはずみで最高司祭は闇やみの国の手先だとか思い込んだりしたら……」

「その可能性がゼロではないことは、あの女にも当然解わかっておった。何せそれまで、違反指数の高い人間を山ほど研究材料にしてきたのじゃ。盲従、必ずしも忠誠ならず……いや、たとえ護衛が心からの忠誠を誓ちかっても、あの女はそんなもの信じやせんよ。なにせ、自分のコピーにすら裏切られた女じゃからな」

　そう言って、カーディナルはにやりと笑った。

「わしに対抗し得るほどの権限と装備を与えるからには、絶対に、何があろうとも裏切らないという保証が必要じゃ。ならばどうするか。答えは簡単、そのように改変すればよい、フラクトライトそのものをな」

「……な、なんだって」

「そのための複雑なコマンドは、すでに完成しておった。すなわち、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》じゃよ」

「ええと……魂たましいと記憶の統合、だっけ？」

「うむ。それに、強い魂を持つ高品質の素体もたっぷりとあった。あやつが捕らえ、実験に使ったのちに凍結保存した高違反指数の人間たちは、例外なく高い能力を備そなえておったからな。……むしろ、知力体力に秀ひいでておったからこそ禁きん忌き目もく録ろくと公こう理り教きよう会かいに対して疑いを抱いた、と言うべきかもしれんが……。初期に捕らえられた者の中には、不世出の剣士と呼ばれながら、教会の支配を嫌きらって仲間たちとともに辺境に流れ、自みずから村を開拓した豪傑もおった。その剣士は、人界とダークテリトリーを隔へだてる《果ての山脈》を越えようとしたがゆえに教会へと拉ら致ちされたのじゃが、アドミニストレータは、忠実な護衛の第一号として彼を選んだ」

　どこかで聞いたような話だな、と感じながらも思い出せないでいるうちに、カーディナルは先を続けた。

「その剣士の記憶は実験によって大部分が破損しておったが、むしろアドミニストレータにとっては好都合じゃった。拉致前の記憶など邪じや魔まなだけじゃからな。あやつは、己おのれへの絶対的な忠誠を強しいる《敬神パイエテイモジュール》なるオブジェクトを……見た目は、このくらいの紫色の三角水晶柱プリズムなのじゃが……」

　カーディナルは、語りながら小さな両手で十センチほどの隙すき間まを作ってみせた。

　脳裏でその物体を思い描いた途と端たん、ぞわりと全身が総毛立った。俺おれは、そいつを見たことがある。それも、つい数時間前。

「……シンセサイズの秘儀では、そのプリズムが額ひたいの中央から対象者の頭部に埋め込まれる。それにより、記憶を奪われた魂と、造られた記憶及び行動原則が統合され、新たな人格が完成する。教会とアドミニストレータに絶対の忠誠を誓ちかい、人界の現状維持のみを目的として行動する超戦士……。アドミニストレータは、儀ぎ式しきが成功し、目覚めたその者を、世界のあらゆる乱れを正し、整合性を保ち、万物を教会の支配のもとに統合する者という意味を込めて整合騎士インテグレータと名づけた。カセドラルに上るなら、最古の整せい合ごう騎き士しであるそやつがおぬしとユージオの前に立ちはだかる可能性はゼロではない。名を憶おぼえておくがよい」

　カーディナルは俺おれの顔を見つめ、重々しく続きを口にした。

「ベルクーリ・統合体シンセシス・第一号ワン……それがその騎士の名じゃ」

「……い、いやいや無理だよ、どう考えても」

　カーディナルが唇を閉じるより早く、俺は思いきりかぶりを振った。

　ベルクーリ。

　それは、かつてユージオが憧あこがれに満ちた表情で教えてくれた、伝説的豪傑の名前ではないか。ルーリッドの村の初代入植者で、果ての山脈を探検し、人間界を守しゆ護ごする白竜から《青あお薔ば薇らの剣》を奪おうとした剛ごうの者ものだ。

　確かに、ベルクーリの晩年についてはユージオも知らないようだった。そのままルーリッドで暮らし、老いていったのだろうと想像していたが──よもやアドミニストレータに拉ら致ちされ、最初の整合騎士に改造されていたとは。

「あ……あのさカーディナル、さっき俺とユージオが、二人がかりでエルドリエ・シンセシス・サーティワン……ってことは三十一番目の整合騎士に大苦戦したのをあんたも知ってるだろ？　なのにいきなりナンバーワンと戦って勝てるわけないじゃないか」

　しかし賢けん者じやは、肩をすくめただけで俺の抗議をサラリと流した。

「ベルクーリ一人に震え上がっている場合ではないぞ。おぬしの言ったとおり、今や整合騎士の総数は三十一に達しておるのじゃ」

　エルドリエより強い使い手が、あと三十人。という過酷な現実から多少目を逸そらしたくなり、俺は言った。

「そんなにたくさんいるわりに、あんまり見かけないよな。央都に来てから、俺が整合騎士を見たのは夜空を飛竜で飛んでくところを一回だけだぞ」

「当然じゃ、整合騎士の主任務は果ての山脈の防ぼう衛えいじゃからな。街中に現れるのは禁きん忌き目もく録ろくに背そむいた重罪人が出た時くらいで、そんなことは十年に一度も起きん。日ひ頃ごろは、一般民はもちろん貴族や皇族すらも整合騎士を見る機会はないのじゃ。……あえて隔離されている、と言うべきかもしれんが……」

「ふうん……。あ、でも、ってことは三十人の騎士の大部分は果ての山脈にいるわけか？」

　かすかな期待を込めて訊たずねたが、カーディナルはあっさりかぶりを振った。

「大部分とは言えんな。現在、カセドラル内部で覚かく醒せいしている騎士が、少なくとも十二、三名はおるはずじゃ。おぬしとユージオがそれぞれの目的を果たさんとするなら、彼らをあまねく突破してカセドラル最上階まで到達せねばならぬ」

「ならぬ……って言われてもなあ……」

　椅い子すにずるずると沈み込みながら、俺おれは深々とため息をついた。

　ＲＰＧっぽく表現するなら、装備もレベルもまったく足りないままラストダンジョンに突入してしまった、というような気分だ。確かに、俺はカセドラル最上階に辿たどり着ついて現実世界の誰だれかと通信するためにはるばる央都まで旅してきたわけだが、整せい合ごう騎き士したちとの戦力差は正直絶望的とさえ言っていい気がする。

　口を引き結んだまま、視線を自分の胸に落とす。カーディナルがくれた魔ま法ほうの肉まんのおかげで、整合騎士エルドリエの《武装完全支配術》で受けた傷は完全に治ち癒ゆしたが、その場所にはいまだにぴりぴりと痛みの残ざん滓しがまとわり付いている。

　今後現れる騎士たちがエルドリエより強いというなら、正攻法だけで攻略できる可能性はかなり低い……と考えたところで、俺はもう一度、バラ園での戦せん闘とうの終しゆう盤ばんに起きた奇妙な出来事を思い出した。

　ユージオに、自分の過去と母親の名前を教えられた整合騎士はいきなり苦しみだし、地面に膝ひざを突いたのだ。半なかば意識を失った彼の額ひたいから、紫色の光とともに浮き上がってきた透き通る三角柱──。あれこそが、さっきカーディナルが口にした《敬神パイエテイモジュール》の実物だったのだろう。整合騎士たちの自我と記憶を改かい竄ざんし、最高司祭の絶対忠実なしもべとするためのキーアイテム。

　しかしその効力は、カーディナルが言うほど絶対的な物なのだろうか。エルドリエは、母親の名を聞いただけでモジュールの強制力から解放されてしまいそうになった……ように、俺には見えた。同じ現象が他ほかの騎士にも発生するのなら、彼らと正面から剣を交える以外の方法もあるということになるし、《整合騎士アリスを本来のアリスに戻す》というユージオの悲願も実現の可能性が見えてくるのだが。

　考え込む俺の耳に、カーディナルの落ち着いた声が届いた。

「わしの話はもう少しで終わりじゃ、先を続けてよいか？」

「……あ、ああ、頼む」

「うむ。──さて、アドミニストレータが、ベルクーリを始めとする数名の整合騎士を完成させたことによって、わしの奇き襲しゆうが成功する確率は限りなく低下した。アドミニストレータほどではないにせよ騎士たちは攻こう撃げき力りよく・防御力とも高く、わしとても瞬しゆん時じに消滅させるのは不可能じゃったからな。奴やつとの戦いが果てしない長期間に及ぶことを、わしは覚悟せねばならなくなった……」

　カーディナルの長い、長い話も、いよいよその最後に近づいているようだった。俺は椅子の上で姿勢を正し、賢けん者じやの厳おごそかな声こわ音ねに意識を集中した。

「状況が変わった以上、わしにも協力者が必要なことは明らかじゃった。──しかし、共に世界の支配者と戦ってくれる者など、そう容易たやすく見つかるはずもない。その者は、まず禁きん忌き目もく録ろくを破れるほどの高い違反指数を持ち、更には直接戦せん闘とう能力及び神聖術行使権限が整せい合ごう騎き士しに及ぶものでなくてはならぬからな。わしは危険を犯し、できる限り遠くに扉を開いては、周囲に生息する鳥や虫に《感覚共有》その他の術を施ほどこして全世界に放った……」

「ははあ……。それがあんたの眼めであり耳だったわけか。ひょっとして、俺おれを監視してたのもそういう……？」

「うむ」

　カーディナルはにやりと笑うと、右手を伸ばした。掌てのひらを上向け、誰だれかを呼ぶように指先をちょいちょいと動かす。すると──。

「うわっ!?」

　いきなり、俺の前髪のあたりから何か小さなモノがぴょーんと飛び出し、カーディナルの掌に音もなく着地した。見ればそれは、小指の先ほどもない真っ黒な蜘く蛛もだ。素早く振り向くと、頭の前に四つ並んだ深紅の単眼で俺を見上げ、右の前脚を持ち上げて俺に挨あい拶さつした……ように見えた。

「名前はシャーロットじゃ。おぬしとユージオがルーリッドの村を出たその時から、ずーっとおぬしの前髪やポケットの中、あるいは部屋の隅すみから二人の言動を見聞きしておった。……たまには見る以外のこともしていたようじゃが」

　カーディナルにそう言われ、蜘蛛は八本の足を縮めると小さく肩をすくめた、ように見えた。

　その可愛かわいらしい仕草に、俺はようやく思い至る。飛竜に乗った整合騎士から逃げている時、前髪の一本をつんつん引っ張って進むべき道を教えてくれたのは、もしかしてこいつなのだろうか。いや、あの場面だけではない。ルーリッドを旅立ってから、ザッカリアで剣術大会に出たり衛えい兵へいをしたり、央都で修剣学院に入学してからも、俺は重大な場面で幾度となく同じ感覚を意識したはずだ。

「……じゃあ、あのつんつんくるやつは、俺の霊れい感かんじゃなくて、ほんとに髪の毛が引っ張られてたのか……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、あれやこれやのシーンを思い出していると、最後にひときわ重要な記憶が甦よみがえった。たまらず身を乗り出し、カーディナルの掌てのひらでじっとしている、大きさ五ミリもない黒蜘蛛に囁ささやきかける。

「そ、そうだ、もしかするとあの時も……育ててたゼフィリアの蕾つぼみを全部切られた時、俺を励はげましてくれたのも君なのか……？　ゼフィリアの生命力と、周りの花たちの願いを信じろ、って……」

　記憶に残る声は、少し大人っぽい女性のものだった。とすれば目の前の黒蜘蛛は、シャーロットという名前が示すとおり人格的には女性なのかもしれないが、そもそも有り得るのだろうか、人ならぬ虫が魂たましい──フラクトライトを持つなどということが。

　様々な疑問に翻ほん弄ろうされる俺に、シャーロットは何を答えるでもなく真っ赤な眼を向け続けていたが、不意にカーディナルの掌てのひらから降りるとテーブル上を素早く走り、近くの本棚に飛び移って姿を消してしまった。

　小さな使つかい魔まを見送ったカーディナルは、穏おだやかな声こわ音ねで囁ささやいた。

「シャーロットは、わしが術式を施ほどこし人界各地に放った最古の監視用ユニットじゃ。長い、長い任務も、これでようやく終わりじゃな。天命の自然減少を凍結してあるゆえ、もう二百年以上も働いてもらったか……」

「……監視ユニット……」

　呟つぶやき、俺おれはもう一度シャーロットが紛れ込んだ本棚を見やった。彼女の任務は、あくまで俺とユージオの観察だったはずだ。しかしルーリッドを出てからの二年間、シャーロットは前髪を引っ張ったり、時には囁き声のアドバイスで何度も俺を助けてくれた。考えようによっては、俺が存在に気付かなかっただけで、彼女はユージオ以上に身近な同行者だったのだ。

　──ありがとう。

　心の裡うちで礼を言い、俺は本棚に向かって頭を下げた。

　カーディナルに視線を戻し、少し考えてから訊たずねる。

「つまりあんたは……この大図書室に閉じこもったまま、使い魔の眼めと耳を通して、協力者になり得る人間を二百年以上も捜し続けていたのか……」

「うむ。ここからでは、人間たちの違反指数パラメータを直接参照できんからな。何か特異な事象の噂うわさ話ばなしをキャッチしてはそこに監視ユニットを移動させ、発生源であろう人間を観察させる……そんな地道な捜索をひたすら続けたのじゃ。これはと思った人間を目の前で整合騎士に連行されてしまったことは一度や二度ではない。感情を持たぬわしじゃが、落胆や忍耐という言葉の意味はいやというほど学んだぞ。……実を言えば、この十年ほどは、そろそろ諦あきらめるという言葉の意味も知るべきかと思わんでもなかった」

　カーディナルは、二百年ぶんの重みがある笑みを小さな唇に漂ただよわせた。

「わしが座して世界を眺めておるあいだに、アドミニストレータは整合騎士となるべき強つわ者ものを確保するべくいっそう積極的なシステムを作り上げてしまったからな。それこそが、おぬしとユージオが目指していた《四帝国統一大会》の真の姿じゃよ」

「……ってことは、あの大会に優勝した剣士は、整合騎士に叙任される名誉を手にする、わけじゃなくて……」

「整合騎士にさせられるのじゃ、無理矢理に。それ以前の記憶を封印され、最高司祭に盲目的に付き従う最強の人形としてな。整合騎士を輩はい出しゆつした家には、目の眩くらむような報奨金と上級爵しやく士しの地位が与えられるゆえ、息子や娘と二度と会えなくとも、貴族や豪商の親たちはこぞって我が子に剣を学ばせる。そして騎士本人は、もとの家族と接触する可能性がない任地を与えられ、過去から切り離される」

「……あんたがさっき言ってた『隔離される』っていうのは……」

「うむ、この仕組みのことじゃ。──整せい合ごう騎き士し三十一名のうち、禁きん忌きを犯して連行された者が半数、もう半分は全すべて大会の優勝者。おぬしを痛めつけたエルドリエ・シンセシス・サーティワンもその一人じゃな」

「なるほど……そういうカラクリだったのか……」

　重苦しいため息に乗せて、俺おれは呟つぶやいた。

　俺が傍そば付づきとして仕つかえたソルティリーナ先輩や、ユージオが仕えたゴルゴロッソ先輩が、今年の大会で優勝できなかったのはむしろ幸いだったわけだ。もしソルティリーナ先輩がエルドリエに勝ち、そのまま統一大会で優勝していたら、バラ園の広場で待ち構えていたのは記憶を失って整合騎士にさせられた彼女だったということになる。

　それだけではない。ライオスとウンベールの事件が起きず、俺とユージオが当初目指していたとおり学院代表に選出され、首尾よく来年の大会を勝ち抜いていたとしたら──。あるいは、地ち下か牢ろうから脱出できずに審しん問もんの場に引き出されていたら。天然フラクトライトの俺はともかくユージオは三十二番目の整合騎士になってしまっていた可能性が高い。ミイラ取りがミイラに、とはこのことだ。

　ぶるりと身を震わせる俺に、カーディナルは静かな声で語りかけた。

「──かくして、二百有余年の間にアドミニストレータは着々と守りを固め、いっぽうわしは望みを失っていった。さすがのわしも考えたよ。わしはなぜこのようなことをしておるのじゃろう、とな……。」

　焦こげ茶ちや色の瞳ひとみが、大図書室の高い天井を見詰める。冷たい石のドームに暖かな陽光を幻視しているかのように、両眼めが何度か瞬しばたたかれる。

「……監視ユニットたちの眼を通して見る世界は美しく、光に溢あふれておった。子供らは楽しげに草原を走り回り、娘たちは恋に頰ほおを染め、母親たちは腕に抱いた赤ん坊に慈愛の笑みを注いでいた。もしこの体の主あるじたる家具屋の娘が何事もなく成長しておったら、その全てを得られたはずじゃった。世界のカラクリなぞ知らずに平凡な一生を送り、六十年、あるいは七十年先に家族に看み取とられて、いまわの際きわに幸福な生涯を追想できたはずじゃった……」

　睫まつ毛げを伏せ、囁ささやくように言葉を綴つづるカーディナルの小さな体が、わずかに揺れたような気がしたのは俺の錯さつ覚かくだろうか。

「……わしは、魂たましいの核に焼き付けられた、メインプロセスの過ちを正すべし、という行動原理を恨んだ。そして己おのれを、身み罷まかる直前の老婆であると定めた。もはやあらゆる生の輝きは去り、天命が尽きる瞬しゆん間かんを待つのみの枯かれ果はてた老木じゃ、とな。不思議に、言こと葉ば遣づかいすらも、いつしかこのようになっておったよ。世界に放った使つかい魔またちの耳を借り、人間たちの営みにただ聞き入るだけの日々が繰くり返かえされる中、わしは考え続けた。なぜ、この世界を作った外界の神たちは、アドミニストレータの専横を放置しているのか……。創世神ステイシアや陽神ソルス、地神テラリアは公こう理り教きよう会かいが支配のために作り上げた偽いつわりの神じゃが、全システム・コマンド一いち覧らんには、真の神である《ラース》の名がそこかしこに散見できたからな。ラースが神たちの集合名であること……彼らに作られた魂なき擬ぎ似じ神しんカーディナルの存在と、その二つの行動原理を焼き付けられたのがアドミニストレータとこのわしであること。そのような世界の秘密を知れば知るほど、謎なぞは増えるいっぽうじゃった」

「ちょ……ちょっと待ってくれ」

　急展開する話の成り行きについていけず、俺おれは口を挟んだ。

「それじゃ……あんたは、この世界がラースによって作られたシミュレーションだってこととか、本来のカーディナルが正副の二プロセスを持つプログラムだってこととかに、推測だけで辿たどり着ついたのか？」

「驚おどろくほどのことではない。二百年もの時間と、カーディナル・システムに内蔵されたデータベースがあれば、誰だれでもその結論に達しよう」

「データベース……。そうか、あんたのアンダーワールド人らしくない語ご彙いは、そこから手に入れたのか」

「先ほどおぬしが飲んだコーンスープの味付けもな。と言っても、多くの用語に対するわしの理解とおぬしのそれには大きな乖かい離りがあるじゃろうがな……。しかし少なくとも、この推測だけは当たっていよう。アンダーワールドが、神の被造物とするにはあまりにも不完全であり、またアドミニストレータの醜みにくい支配体制が見逃されておる理由……それはもはや一つしかありえぬ。真の神たるラースは、この世界の人間たちの幸福な営みなど望んではおらぬのだ。むしろその逆……民たちを、巨大な万まん力りきでゆっくり、ゆっくりと締しめ上あげて、どのように抗あらがうのか観察するためにのみこの世界は存在する。──おぬしは知らぬじゃろうが、近年、人界の辺境地帯では、流は行やり病やまいや危険な獣けものの跋ばつ扈こ、作物の不作などによって、天命をまっとうできずに死ぬ人間が増加しておる。これは、アドミニストレータですら改変できぬ《負荷パラメータ》の増大が引き起こす現象なのじゃ」

「負荷……パラメータ？　そう言えば、前にもそんなことを言ってたな。負荷実験、とかなんとか」

「うむ。厳げん密みつに言えば、現在でも負荷は日に日に増しておるのじゃが……データベースに記き載さいされた負荷実験の最終フェーズに訪れるであろう試練は、病などの比ではないぞ」

「いったい……何が起こるんだ……？」

「人界という卵を挟み込む万力が、ついに殻からを割るのじゃ。おぬしも知っておろう、人界の外に何があるか」

「ダークテリトリー……？」

「そうじゃ。かの闇やみの世界こそ、民たちに究極の苦しみを与えるべく作られた装置。先ほども言うたが、闇の怪物と呼称される、ゴブリン、オーク、その他の種族は、人間と同じフラクトライトに殺さつ戮りくと強奪の行動原理を付与された存在じゃ。彼らは単純に力の優劣をヒエラルキーとする体制によって組織化され、原始的じゃが強力な軍隊を作り上げておる。総数こそ人界人の半分程度ではあるが、個々の戦せん闘とう能力では人間を遥はるか上回るじゃろう。その恐るべき集団が、彼らの言葉で《イウム》と呼ぶ人界人の領土に攻め入り、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす日を今か今かと待っておる。おそらく、そう遠い未来の話ではないぞ」

「軍隊……」

　ぞっとする、どころの話ではない。二年前に、果ての山脈の洞どう窟くつで俺おれと死闘を演じたゴブリンの隊長は掛け値なしの猛も者さだった。あんな連中が数千、数万の軍勢になって攻めてくると考えただけで肝きもが凍る。小刻みにかぶりを振りながら、乾いた声で言う。

「……人界にも、衛えい士しや騎き士しはいっぱいいるけど……はっきり言って勝ち目ないぞ。この世界の、演武に特化した剣術じゃ、とてもじゃないけど……」

　すると、カーディナルも即座に頷うなずき返かえした。

「じゃろうな。……おそらくラースの計画では、今いま頃ごろは人間界にもダークテリトリーに対抗し得る強力な軍隊が編成されておるはずだったのじゃろう。小規模だが絶え間なく侵入してくるゴブリンたちと戦い続けることで武具や神聖術の行使権限を上昇させ、実戦的な剣法や集団戦術も編み出してな。しかし、おぬしも知るとおり、現状はそれとは程遠い。剣士たちは実戦など一度たりとも経験せずに型の見み映ばえばかりを追求し、軍隊の指揮官たるべき上級貴族どもは贅ぜい沢たくにうつつを抜かしておる。全すべて、アドミニストレータと、奴やつの作った整合騎士たちが招いた事態じゃ」

「……どういうことだ？」

「最高レベルの権限と神器クラスの武装を与えられた整合騎士たちは、確かに強力じゃ。わずか八名が果ての山脈を警けい護ごするだけで、侵入してくるゴブリンの集団なぞ問題なく一掃できるほどにな。──しかし、そのせいで、本来ゴブリンと戦うはずだった一般民たちがまったく戦闘を経験せぬまま数百年が経過してしまった。民たちは来きたるべき脅威のことなど何一つ知らず、安あん寧ねいという名の停滞に浸ひたって暮らすのみじゃ……」

「……アドミニストレータは、近いうちにその負荷実験の最終フェーズが始まることを知っているのか？」

「知っておるじゃろうな。しかしあやつは、己おのれと三十人の整合騎士のみで闇やみの軍勢を問題なく撃げき退たいできるとタカをくくっておる。その時が来た時、貴重な戦力となってくれるはずじゃった東西南北の守護竜すらも、己の操そう作さが効きかぬという理由で屠ほふってしまうほどにな。おぬしの相棒が聞いたら悲しむじゃろうな、昔話で微笑ほほえましいやり取りを交わした白竜を惨殺したのが、整合騎士に改造されたベルクーリ自身じゃと知ったら」

「……その話は聞かせないほうがいいよ」

　俺は嘆たん息そくしながらそう呟つぶやいた。果ての山脈地下で見た骨の山を思い出し、しばし瞑めい目もくしてから、顔を上げて訊たずねる。

「実際のところ、どうなんだ？　いざ闇やみの軍隊が攻めてきたら、アドミニストレータと整せい合ごう騎き士しだけで対抗できるのか？」

「無理じゃ」

　カーディナルは言下に否定した。

「確かに整合騎士たちは長年の実戦を経た猛も者さではあるが、絶対数が少なすぎる、あまりにもな。またアドミニストレータの操あやつる神聖術は天変地異にも等しい威力じゃが、言うたとおり、術を使うには自みずからも敵の射程内に身を晒さらす必要があるのじゃ。闇の軍隊には、一人一人はアドミニストレータの足元にも及ばぬにせよ神聖術……いや、暗黒術と言うべきかもしれんがな、ともかくシステム・コマンドの使い手が星の数ほどもおるのじゃぞ。一度の轟ごう雷らいで百人の術士を焼やき焦こがしても、次の瞬しゆん間かんには千の火か焰えんに貫つらぬかれるじゃろうな。膨ぼう大だいな天命ゆえにそれで死ぬかどうかは解わかからんが、少なくともこの塔まで逃げ帰ることになるのは確実じゃ」

「ちょ……ちょっと待ってくれよ。てことは……俺おれとあんたでアドミニストレータを倒そうと倒すまいと、結局この世界の辿たどる運命は変わらないんじゃないのか？　あんたがカーディナル・システムの全権を取り戻したところで、闇の軍勢を撃げき退たいできるわけじゃないんだろう？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた俺の言葉を、カーディナルは深々と頷うなずいて肯定した。

「そのとおりじゃ。ことここに至っては、わしにももうダークテリトリーからの侵略を止める手段はない」

「……つまり……カーディナル、あんたは、誤作動しているメインプロセス、つまりアドミニストレータを消去するという目的を果たせれば……そのあと、この世界がどうなろうと知ったことじゃないと……そう言うのか……？」

　俺は掠かすれ切きった声で、恐る恐るそう訊たずねた。

　カーディナルは口をつぐみ、小さな丸まる眼鏡めがねの奥で、どこか哀かなしそうな色を両の瞳ひとみに湛たたえてじっと俺を見た。

「……そうかもしれない」

　やがて発せられたその声は、周囲のランプがちりちりと燃える音にすら紛れてしまうほどにかすかだった。

「そう……わしの目指しているところは、多くの魂たましいが消滅するという結末それだけを見れば、このまま成り行きに任せるのと同じことかもしれぬ……。じゃが……もしわしやおぬしがここで座したまま何もしなければ、やがて……一年先か二年先かは解らぬが、確実に闇の軍勢が人界に押し寄せ、村は焼かれ畑は潰つぶされ、多くの民が殺されるじゃろう。出現するであろう地じ獄ごくは、わしの知る言葉では表せぬほどの……究極の悲惨、残酷の限りを尽くしたものとなるはずじゃ。──しかしな……仮に、わしが全権限を回復し、そして一撃で闇の怪物たちを残さず焼き尽くすコマンドを編み出せたとしても、わしはそれを使わぬよ。なぜなら、彼らとて、望んで怪物となったわけではないのじゃ。言うたじゃろう、百年考えても答えなど出ぬとな。よいか……もし、アドミニストレータという支配者が出現せず、この世界が本来予定されたとおりの軌道を進んだとしても、その時は強力な軍隊を作り上げた人間たちが逆にダークテリトリーに侵攻し、かの国の住人たちを暴ぼう虐ぎやくの果てに殺さつ戮りくし尽くしたに違いないのじゃ！」

　カーディナルの静かな声は、次第に鞭むちのような鋭するどさを帯びてぴしりと俺おれの耳を打った。

「どちらに転ぼうと、世界の終末は大量の血に塗まみれたものとなろう。なぜならその結果こそが、神たるラースの意図したものだからじゃ。わしは……わしは、そのような神など認めぬ。そのような結末など、どうあろうと容認できぬ。ゆえに……負荷実験段階の到来が避さけ得えぬことを知ったわしは、唯一の結論に至ったのじゃ。何としてもその時が来る前にアドミニストレータを排除し、カーディナル・システムとしての権限を回復して……アンダーワールドを、人界も、ダークテリトリーも、全すべてまとめて無に還かえすと」

「無に……還す……？」

　機械的に繰くり返かえしてから、俺は今更のように両眼めを見開いた。

「どういう意味なんだ、それは……？」

「言葉どおりじゃよ。魂たましいの揺りかごたるライトキューブ・クラスターに保存されている全てのフラクトライトを削除するのじゃ。人界の民のものも、闇の民のものも、一つ残らず」

　そう言い切ったカーディナルの幼い顔は、毅き然ぜんとした決意と覚悟に満ちていて、俺はしばらく口を開くことができなかった。時間を掛けて、どうにか少女の言葉が指し示す最終的解決を具体的にイメージする。

「それは……つまり、酷ひどい苦しみの果てに多くの人が死ぬことが回かい避ひできないなら、その前に全員を安楽死させてしまうほうがまだマシだ、という……？」

「安楽死……？　──いや、その用語は正確ではないぞ」

　システムに内蔵されたデータベースを検索したのか、一度だけ瞬まばたきしてから、カーディナルはかぶりを振った。

「ライトキューブとは別種の記録媒体を持つおぬしら上位世界の人間には有り得ぬ事象なのだろうが、この世界に暮らす民の魂は、一いつ瞬しゆんの操そう作さで消滅する。何一つ知覚せぬまま、ろうそくの炎が揺らぐほどの抵抗もなく消きえ失うせる……。もっとも、それが殺人行為であることに何ら変わりはないがな……」

　長い時間をかけて考え抜いた結論なのだろう、そう語るカーディナルの声には、深い諦あきらめと無力感の余よ韻いんが感じ取れるのみだった。

「もちろん、理想を言うならば、この世界そのものがラースの手から永遠に逃れ、独自の歴史を綴つづるのが最上の道ではある。数百年の時間を費やせば、人界とダークテリトリーの無血融ゆう和わすら不可能ではあるまい。しかし……神たるラースからの独立など絵え空そら事ごとであると、おぬしが最もよく理解しておるじゃろう？」

　突然問われ、俺は唇を嚙かんで黙もつ考こうした。

　現実世界に於おけるアンダーワールドの実存たる巨大なライトキューブ・クラスターが、日本のどこに設置されているのか俺おれは知らない。しかし当然、クラスターと付ふ随ずいする機器類は大量の電力を消費するわけで、その意味で完全なる独立など実現不可能なのは明らかだ。

　更に言えば、ラースはアンダーワールドを慈善事業で運営しているわけではない。菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうが本当は自じ衛えい官かんであり、彼がラースの設立に深く関かかわっているという俺の推測が正しければ、この実験には国防が絡む具体的な目的があるはずだ。仮にカーディナルが全権を回復し、外部に連絡チャンネルを開いてアンダーワールドの独立を要求したところで、ラース側がそれを受け入れるはずがない。

　そう──考えてみれば、俺が今後セントラル・カセドラル最上階に到達し、菊岡と連絡できたとしても、ユージオと対話したうえで現状のアンダーワールドを保全してくれという俺の要求を彼が聞き入れる保証などまったくないのだ。ラースにとって、全すべての人工フラクトライトは単なる実験対象であり、そもそも今のアンダーワールド自体が幾つもの試行のうちのたった一例に過ぎないのである。

　つまるところ、人工フラクトライトたちが真に自由と独立を得ようとするならば、おそらく手段はひとつだけ──現実世界の人間に対して戦いを挑むしかない。

　その先を考えるのが空恐ろしくなり、俺は無理矢理に思考を遮さえぎった。顔を上げてカーディナルを見ると、強こわ張ばった首を頷うなずかせる。

「……そうだな、不可能だよ。この世界は、独立するにはあまりにも外界の人間やエネルギーに依存しすぎている」

「うむ……たとえるならば、バケツに放り込まれ、鍋なべで揚げられるのを待つばかりの魚の群れよ……。せめてできるのは、自みずから外に飛び出して息絶えることだけじゃ」

　諦てい念ねんに満ちた声で呟つぶやくカーディナルに対して、しかし俺は簡単に頷き返すことはできなかった。

「でも……俺はそこまで割り切れないよ、とてもじゃないけど……。苦しんで死ぬよりは、何も感じずに一いつ瞬しゆんで消えるほうがいいっていう、あんたの出した答えは確かに正しいのかもしれない。でも、その正しさを受け入れるには、俺はもうこの世界の人間たちと深く関わりすぎてるんだ」

　脳裏に、ルーリッドやセントリアで親しく交流した人々の笑顔が次々と過よぎる。彼らがダークテリトリーの軍勢に惨殺されるところなどもちろん見たくないが、だからと言ってこのままカーディナルに協力し、皆の魂たましいを消去するのが本当に唯一にして最善の手段なのだろうか。

　唐突に突きつけられた現実を受け入れられず唇を嚙かむ俺に、カーディナルの穏おだやかな声が掛けられた。

「キリトよ、おぬしの助力によりわしが全権限を取り戻せたら、アンダーワールドを消滅させる前に、限定的ではあるがおぬしの望みを叶かなえよう。助けたいと思う者の名を指定すれば、その者たちのフラクトライトは消去せず、凍結させたまま残す。あとはおぬしが、外部世界に脱出したのちに彼らの魂たましいが入ったライトキューブを確保すればよい。十個程度であれば、不可能ではあるまい。おぬしにとっても、これが最善ではないにせよ次善の選択のはずじゃ」

「…………！」

　突然の思いがけない言葉に、俺おれは鋭するどく息を吸い込んだ。

　可能だろうか、そんなことが。

　確かに、ライトキューブが情報の保持に電力を必要としないなら、クラスターから抜き出して安全に保存できれば、内部のフラクトライトはいつまでも劣化することはないはずだ。時間はかかるだろうが、いつかＳＴＬ技術が一般化すれば、彼らを《解凍》して再び出会うことは不可能ではない。

　しかし問題はその前の段階、ラース研究施設の中ちゆう枢すうに位置するだろうライトキューブ・クラスターから複数のキューブを盗み出せるかどうかだ。カーディナルの話によれば、一辺が五センチの立方体であるというライトキューブを、幾つもポケットには隠せない。手近なケースを使うにしても、確かに十個程度持ち出すのが精一杯だろう。

　つまり俺は、この提案に乗った場合、救出すべき魂を選別しなくてはならないのだ。

　家庭用ゲーム機のセーブデータを整理するのとはわけが違う。人工フラクトライトたちは、根源的な意味において俺とまったく同じ人間だ。避さけ得えない死から、たった十人だけを選んで救い出す。しかも、親しく交流したというだけの理由で。そんな真ま似ねをする資格と権利が、この俺にあるのだろうか。

「俺……俺には……」

　無理だ、という言葉を、しかし口に出すことができずに、俺はただカーディナルの何もかも見透かしたような瞳ひとみを見詰めた。代わりに出てきたのは、何とも情けない泣き言だった。

「──そもそも、あんたは、アドミニストレータと戦うための協力者としてどうして俺を選んだんだ？　言っておくけど、この世界じゃ、俺だけが持ってるアドバンテージなんかほんとに何もないんだ。神聖術も、剣の腕も、俺以上の奴やつがごろごろしてる。そうだ……たとえばユージオだっていい。たぶん、今あいつと本気で戦ったら、俺は勝てないよ」

　俺の後ろ向きな抗弁を辛しん抱ぼう強く最後まで聞いたカーディナルは、やれやれとばかりに首を振った。テーブル上のカップに、今度はコヒル茶──に見えるがもしかしたら本物のコーヒーかもしれない──を満たすと、一口啜すする。

「……負荷実験段階、つまりダークテリトリーからの侵略がもはや不ふ可か避ひであることを悟ったのは、ほんの二十年ほど前じゃ。以来わしは、わしの剣となってくれる者を、それまで以上に必死になって探し求めた……」

　ようやく最終章に差しかかっているのだろう長い長い物語が再開され、俺は泣き言を吞のみ込こんで聞き入る。

「……じゃが、どれほどの剣と神聖術の達人を味方につけようとも、アドミニストレータ本人に肉にく薄はくするためには、整せい合ごう騎き士しの護ご衛えい以外にももうひとつ大きな障害を取り除く必要があった」

「……ま、まだ何かあるのか……？」

「うむ。探索と並行して、わしはその問題の解決法を数十通りも捻ひねり出だしたが、どれもいま一つ確実性に欠けての……。そうこうしているうちに時間はどんどんと経過していき、気付けば負荷実験の前段階として、ダークテリトリーからの先せん遣けん部隊がひんぱんに果ての山脈を脅おびやかすようになっておった。配備された八名の整合騎士では完全には排除しきれないほどにな。──かくなる上は、戦せん闘とうによる権限回復は諦あきらめ、わしの首を差し出してでもアドミニストレータを説得することを検討せねばならぬか、と思い始めていた頃ころ……わしの放った使つかい魔まが、北方辺境の民のあいだで、およそ有り得ぬ話が流る布ふしていることを察知したのじゃ」

「有り得ない話……？」

「少なくとも、クィネラがアドミニストレータとなって以来、一度たりとも起きなかった事象に関する噂うわさじゃよ。あの女が、人間の居住区域拡大を妨さまたげるために、世界各地に配置した妨害オブジェクト……その一つ、途方もない優先度プライオリテイと耐久度デユラビリテイを備そなえ、広大な範はん囲いの空間リソースを吸収する巨木が、たった二人の若造に切り倒されたというのじゃ」

「…………どっかで聞いたような話だな……」

「わしは早さつ速そく、ノーランガルス北域に配置してあった使い魔すなわちシャーロットを動かし、その若造たちを捜した。ようやく見つけたのは、そやつらが村を旅立つ直前じゃった。とりあえずその片方、大おお雑ざつ把ぱそうな奴やつの頭にシャーロットを潜もぐり込こませ、わしはなぜ彼らが、ほぼ破は壊かい不能のオブジェクトを排除し得たのか、その理由を探さぐった……」

　大雑把そうな奴扱いに何か言い返そうと思ったが、実際俺おれは二年以上もシャーロットが頭に乗っていたことに気付かなかったわけで、ぐうの音ねも出ない。しかめ面つらで、カーディナルに先を促うながす。

「直接の理由はすぐに知れた。亜麻色の髪の若者が持っている剣が、世界に何本とないクラスの神器だったからじゃ。もはや殺されて久しいが、世界の守護竜に認められた勇者のみに与えられる武器のひとつ……。しかしそれが解わかっても、新たな疑問が湧わいてくる。なぜこんな若造どもが、それほど高位のオブジェクト・コントロール権限を持っているのか、とな。久しく感じなかった興奮を覚えながら、わしは日夜、二人の会話に耳をそばだてた。そのほとんどはしょうもない馬ば鹿か話じゃったが……」

「わ、悪かったな」

「ええい、黙だまって聞け。──やがて、央都に続く道中の宿場で、ようやくわしはその理由を知ることができた。驚おどろいたことに、そやつらは、たった二人でダークテリトリーからの大規模な先遣偵察部隊を撃げき退たいしたと言うではないか。それが真実ならば、本来数十人に分配されるはずの膨ぼう大だいな権限上昇ポイントを、二人で独占したということになる。神器を装備できるほどの権限を得た理由はそれで解わかったが……同時に、わしはまた新たな疑問に苛さいなまれることとなった。つまり──ろくな衛えい士し隊たいもない辺境の村に生まれた若者たちが、なぜ圧倒的な戦せん闘とう力りよくを持つダークテリトリーのゴブリン戦士を撃げき退たいし得たのか？　ということじゃ」

「言っておくが、九割はハッタリだったぞ」

　再び混ぜっ返した俺おれを叱しかろうとしてから、カーディナルは思い返したように口をつぐみ、ゆっくりと頷うなずいた。

「うむ……そう、それも含めての結果だったのじゃろうな。その疑問ばかりは、氷解するのに長い時間が掛かった。黒髪のほう……つまりキリト、おぬしは、相棒のユージオに気を使って言動に注意しておったようじゃからな。しかしついにおぬしが、余った食い物を、飼われていない獣けものつまり野の良ら犬に与えるのを見た時、わしは稲妻の如ごとき衝しよう撃げきとともに悟った。おぬしが、禁きん忌き目もく録ろくにまったく縛しばられておらぬことを……」

「……したかな、そんなこと……」

「何度もな。他人に見られておったら大変なことになっていたぞ。──それ以来、わしはおぬしの発言と行動を、シャーロットの眼めを通して仔し細さいに分析した。二人が央都に到達し、北セントリア修剣学院の門を潜くぐってからも、ずっとな。観察を始めてから一年も経たった頃ころ……わしはようやく、唯一の解答に辿たどり着ついた。つまりおぬしは、この世界で生まれ、ライトキューブに閉じ込められた魂たましいではなく、外部の……まことの創造神ラースが存在する世界からやってきた人間なのじゃ、と……」

「──なら、俺はあんたを失望させちゃったな。当然持っているべき管理者権限も、ラースとの連絡手段すら持ってない……それどころが、今現在、外側がどうなってるかすら知らないんだから……」

　どうにも申し訳ない気持ちになってそう言うと、カーディナルは小さく笑いながら右手の人差し指を振り動かした。

「そんなことは、最初から解っておった。もしおぬしにアドミニストレータを上回るシステム権限があれば、深い傷を負ってまでゴブリンを剣で倒す必要はなかったのじゃからな。わしも、なぜおぬしが今のような状態でアンダーワールドに出現したのか、その理由までは察知できん。おおかた、何かのアクシデントの結果……あるいは記憶と知識、権利を制限したうえでのデータ収集と推測されるが、もし後者だとしたら、ずいぶんと巨大な代だい償しようを払っておるものじゃと呆あきれざるを得ないがな」

「……ああ、まったくだ。もしそうなら、俺は自分が信じられないよ」

　ゴブリン隊長の剣に抉えぐられた左肩の痛みを思い出しながら、俺は呟つぶやいた。

「じゃが、わしにとっては、それでもおぬしこそが望み得る最大限の希望じゃった。なぜなら、おぬしの存在そのものが、先ほど言ったアドミニストレータとの戦いに於おけるもうひとつの重大な障害をクリアしてくれるからじゃ」

「いったい、その障害ってのは何なんだ？」

「──シンセサイズの秘ひ儀ぎは、その実行に、長大なコマンドと膨ぼう大だいなパラメータ調整を必要とする。準備段階も含めれば、およそ三日という時間が必要となる」

　またしても突然話が飛び、俺おれは面食らった。しかしカーディナルはそ知らぬ顔で唇を動かし続ける。

「つまり、ライトキューブに直接アクセスする神聖術は、通常の戦せん闘とうに於おいてはほとんど考慮する必要はないということじゃ。言い換えれば、戦闘中に魂たましいを乗っ取られ、整せい合ごう騎き士しに洗脳されてしまう危険性はない。ただし──もしアドミニストレータが、わしの選んだ戦士を取り込むことを断念し、ただ単に魂を吹き飛ばすことのみを狙ねらったとしたら……？　厳げん密みつなパラメータ調整が必要でないぶん、コマンドは飛ひ躍やく的てきに短くなるはずじゃ。もしかしたら、護ご衛えいが戦闘しておる間に詠唱を完了できる程度にな。天命に対する攻こう撃げきは、こちらも装備や神聖術で対抗することができる。しかし、フラクトライトそのものを攻撃されてしまえば、いかなる防御も不可能じゃ。その可能性に思い至り、わしは長い間苦く慮りよしておったのじゃ」

「……魂に対する攻撃……そりゃあぞっとしないな……」

「うむ。どれほどの使い手でも、記憶を引き裂かれてしまえばもう戦えぬ……。ゆえにキリト、おぬしだけが唯一その攻撃に抗し得るのじゃよ。おぬしが魂をアンダーワールドに移動させるために使っている、《ＳＴＬ》なる外界の神器には、さしものアドミニストレータも手出しできん。そのためのコマンドが存在しないからな。解わかったか、わしがひたすらおぬしを待っておった、その理由が？　おぬしが、統一大会に優勝し……あるいは禁きん忌き目もく録ろくを犯した咎とが人びととして公こう理り教きよう会かいの地を踏ふみ、審しん問もんの場に引き出される前にその身を大図書室に取り込むべく、最大限の数のバックドアを設置してひたすら待ち続けた、その理由が……？」

　ついに、長い、あまりに長い自みずからの物語を現時点まで語り終え、カーディナルはわずかに頰ほおを紅こう潮ちようさせながら深く息をついた。

「……そうか、そういうことだったのか……」

　事ここに至っても、俺はまだ自分がどうしてアンダーワールドにダイブしているのか、その理由を知らない。むしろ、それを知るために世界の中核、唯一ラースへの連絡手段が存在すると思われる公理教会を目指していた、とも言える。

　しかし、とてつもなく長い時間を生きてきた少女にきっぱりと断言されると、やはり今この場所に辿たどり着ついたのはある種の導みちびきの結果なのか、と思わずにはいられない。アドミニストレータとの戦闘の帰き趨すうは定かでないが、少なくともカーディナルとともに最大限の努力を試こころみ、たった十人であっても現実世界へ脱出させろという天の声──？

　いや、運命だのなんだのを持ち出す前に、眼前の、二百年ものあいだただひたすらにこの瞬しゆん間かんだけを待ってきた少女に否いなと答えることなど、俺にはできなかった。彼女は自分のことを、感情のないプログラムだと何度も繰くり返かえしたが、長い長い物語を聞く限りに於いてはそれは真実ではないと思える。カーディナルもまた、俺おれと同じ喜怒哀楽を持つ人間であるはずなのだ。たとえたった一つの望み──世界を正せ、という命令に縛しばられていたとしても、なお。

「どうじゃ、キリトよ。わしは強制はできん……もしおぬしが、世界を無に戻すというわしの計画に賛同できぬと言うなら、望みの位置のバックドアからおぬしとユージオを送り出してやろう。その場合は、おぬしらが万ばん難なんを排してアドミニストレータを倒し、それぞれの目的を果たした後はこのわしと戦うことになるじゃろうが……それもまた運命、と言うほかあるまいな……」

　そう呟つぶやいてから、カーディナルは、俺たちをこの図書室に招き入れてからもっとも年齢相応と思える、透き通った笑みを浮かべた。

　長い間黙だまり込こんでから、俺は彼女の問いかけに質問を返した。

「カーディナル……。あんたは、自分の魂たましいはクィネラのコピーだと、そう言ったよな……？」

「うむ、如い何かにもそのとおりじゃ」

「なら……あんたにも、純粋なる貴族の血が流れているはずだ。己おのれの利益と、欲望のみを追求する遺伝子が……。なぜあんたは、全すべてを投げ出し、逃げようとしなかったんだ？　どこか辺境の、アドミニストレータでも追跡できないくらい遠くの小さな村に逃げて、一人の平凡な女の子として恋をして、結婚して、子供を育てて……幸せのうちに老いて死ぬことも、あんたには可能だったはずだ。それがあんたの望みだったんだろう？　その望みに従えと、あんたの血は命じていたはずだ……二百年間、ずっと。なぜその命令に抗あらがってまで、こんな場所でたった一人、二百年も待ち続けたんだよ……？」

「愚おろかな奴やつじゃ、つくづく」

　カーディナルはにこりと笑った。

「言うたろう、カーディナル・サブプロセスの存在理由を魂に焼き付けられたわしにとって、あらゆる利益、あらゆる望みはただひとつ、アドミニストレータの排除と世界の正常化じゃ。わしにとっては、もはや正常なる世界とは、完全なる虚無に還かえすこと以外に実現できぬのじゃ。ゆえに──ゆえにわしは──」

　不意に言葉が途切れたので、俺はカーディナルの眼鏡めがねの奥を覗のぞき込こんだ。見開かれたバーント・ブラウンの瞳ひとみは、何らかの感情を抑えかねてか、大きく揺れているように見えた。やがて唇が動き、聞き取れないほどに小さな声が漏もれた。

「……いや……違うかな……。わしにも……わしにも、欲望はある、たった一つ……。この二百年……どうしても知りたかったことが……」

　瞼まぶたを閉じ、再び持ち上げて、カーディナルはじっと俺を見た。珍しく何かを躊ちゆう躇ちよするように唇を嚙かみ、しばらく両手を握り合わせていたが、突然椅い子すから床にすとんと降り立つ。

「おいキリト、おぬしも立て」

「は……？」

　言われるままに腰を上げる。直立姿勢で首を傾かしげる俺おれを、カーディナルはずいぶんと背中を反そらせて見上げた。俺もそう背丈があるほうではないが、それでも十歳そこそこの外見を持つ少女とはかなり身長に差がある。

　カーディナルは顔をしかめつつ周囲を見回し、いままで座っていた椅い子すに右足を乗せると、よいしょと上った。振り向き、俺と目線がほぼ同一になったことを確かめるように頷うなずく。

「これでよい。おいキリト、こっちに来い」

「……？」

　いまだ状況が理解できないまま数歩移動し、カーディナルの手前に立つ。

「もっと前じゃ」

「ええ？」

「つべこべ言うな」

　いったい何事ならん、と思いながらも俺はじりじりと前進した。そこでよい、と言われた時には、すでに互いの前髪が接触しそうになっている。冷や汗をかく俺の眼めを、カーディナルはちらりと眺めてからすぐに視線を外し、更に命令を重ねた。

「両手を広げろ」

「…………こうか？」

「前に回し輪っかを作れ」

「……………………」

　よもや、言われたとおりにした途と端たんにスタッフでぶちのめされる、などということはあるまいな──と怯おびえつつ、両手をゆっくりと動かし、カーディナルの体を迂う回かいさせて背中からずいぶんと離れた場所で左右の指先を接触させた。

　そのままぎこちない沈ちん黙もくに満ちた数秒が経過したあと、カーディナルはちっと可愛かわいらしい舌打ちをした。

「ええい、遠回りな奴やつじゃ」

　どっちがだ、と言いかけたのも束つかの間ま。

　俺の背中にも、ローブを割り開いたカーディナルの両腕がおずおずと回され、ごくわずかな力が上着の布地越しに伝わった。俺の額ひたいにぶつかった巨大な帽子が音を立ててテーブルに落下し、栗色の巻き毛が左頰ほおを撫なでた。肩と胸に、ささやかな重みと仄ほのかな熱。

「……………………」

　更なる高密度の沈黙に耐たえられるだけ耐えてから、俺は、この状況の理由を訊たずねようとした。しかしそれよりも早く、カーディナルのほとんど音にならない声が、大図書室の空気を控えめに震動させた。

「そうか……これが……」

　長く、深い吐と息いきに続いて──。

「……これが、人間であるということか」
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　瞬しゆん間かん、俺おれははっと息を吞のんだ。

　二百年にわたる孤独の中で、あらゆる思索を重ねたカーディナルが、最後に知りたいと思うものがあるとすれば、それは他ほかの人間との触れ合い以外には有り得ないではないか。

　人間という単語は、人と人との関係性に根ざしている。人間であるということは、誰だれかと言葉を交かわし、手を取り合い、魂たましいの接触を感じるということである。

　なのに、この少女は、二百年もの時間を、物言わぬ本だけに囲まれてたった一人過ごしてきたのだ。

　俺はようやく、カーディナルの生きてきた時を、ある程度のリアリティを伴って実感していた。同時に左右の腕が動き、少女の背中をしっかりと引き寄せた。

「……あったかい……」

　ぽつりと呟つぶやかれた声は、それまでのカーディナルの声とはどこかが決定的に異なっていた。

　同時に俺の頰ほおを、小さな、しかし確かな温度を持つ雫しずくがゆっくりと移動していくのが感じられた。

「……やっと……報むくわれた……わたしの、二百年は……間違いじゃなかった……」

　ひとつぶ、もうひとつぶと雫が流れ、いずこへか消えていく。

「この温かさを知っただけで……わたしは満足……報われた、充分に……」




　どれほどの時間そのままでいたかは定かでなかったが、ふわりと空気が動いた時には、もう腕の中は空からっぽになっていた。

　椅い子すから降りたカーディナルは、テーブルの上でひっくり返っている帽子を持ち上げ、ぽんぽん叩たたいてから頭に載のせた。丸まる眼鏡めがねを押し上げながら振り向いたその顔は、早くも超然とした賢けん者じやの雰囲気を取り戻していた。

「いつまでぼうっと突っ立っておるつもりじゃ」

「……そりゃないよ……」

　先刻の涙は幻まぼろしだったかと思いたくなる言葉にもごもごと抗弁し、俺おれはテーブルの端はしに腰を乗せた。腕組みをし、長く息を吐くあいだカーディナルは無言で待っていたが、やがてあっさりと最終的な問いを発した。

「──それで、結論は出たか？　わしの提案に乗るか、それとも蹴けるか」

「…………」

　ここで即答できるほどの決断力は、残念ながら持ち合わせていない。

　理屈だけで考えれば、救うべき十人を選別し、カーディナルの手を借りて現実世界に脱出させるのが望み得る最大限の結果だ──ということになるのだろう。それ以上の代案を、今の俺は導みちびき出だすことができないのだから。

　しかし、思いつかないだけで、存在しないわけではない。そう信じたい。だから俺は、顔を上げるとカーディナルを正面から見詰め、言った。

「……解わかった。あんたの作戦に乗るよ。でも……」

　一語一語を嚙かみ締しめるように、先を続ける。

「でも俺は、考えることはやめない。この先、整せい合ごう騎き士したちやアドミニストレータとの戦いが始まっても、何か手段がないか探し続ける。負荷実験段階の悲ひ劇げきをどうにか回かい避ひして、世界が平和に存続できるような解決法を」

「やれやれ、とんでもない楽天家じゃな。解っておったことじゃが」

「だってさ……、俺は、あんたにも消えて欲しくないんだ。十人選べと言われたら、そこにはあんたも入れるよ、間違いなく」

　ほんの一いつ瞬しゆん見開いた瞳ひとみを、すぐさま苦笑の色で覆おおい、カーディナルは大おお仰ぎような動作でかぶりを振った。

「……そのうえ、愚おろかな奴やつじゃ。わしが脱出してしまったら、誰だれがこの世界を消去するというのだ」

「だから……状況は理解したけど、悪あがきは放棄しない、って言ってるだけだよ」

　言い訳じみた俺の台詞せりふに、やれやれとばかりに頭を振ると、賢者はくるりと背中を向けた。翻ひるがえるローブが巻き起こした微風に乗って届いた声は、刹せつ那なの触れ合いなどでは到底埋め切れない二百年の孤独を秘めて、どこまでも静かだった。

「おぬしにも……いつかは諦あきらめることの苦さを知る時が来る……。力尽くして及ばぬことではなく……及ばぬであろうという推測を受け入れなくてはならぬ時が……。──さあ、戻るぞ。相棒もそろそろ歴史書を読み終わるじゃろう。今後の具体的な行動計画は、ユージオを交えて話そう」

　かつっ、と床石にスタッフを鳴らし、カーディナルは俺おれを見ることなく、もと来た方向へと歩き始めた。
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　カーディナルの見立てどおり、俺たちが歴史書の回廊に戻ると、階段の途中に座ったユージオがちょうど膝ひざに載のせた分厚い本をぱたりと閉じたところだった。

　数百年の歴史探訪から醒さめやらぬようにぼんやりと瞳ひとみを彷徨さまよわせる彼に、俺は歩み寄りながら声を掛けた。

「お待たせ。独りにして悪かったな」

　するとユージオはなぜかぶるりと背中を震わせ、何度か強く瞬まばたきしてから、ようやくこちらを見た。

「あ……ああ、キリト。どれくらい時間経たった……？」

「え？　えーと……」

　慌てて周囲を見回すが、時計はもちろん窓の一つも存在しない。隣となりでカーディナルが小さく咳せき払ばらいし、代わりに答えた。

「およそ二時間じゃな、もう太陽はすっかり上ったぞ。──どうじゃったかな、人界の長き歴史は？」

「うーん……なんて言うか……」

　問われたユージオは、言葉を探すように何度か唇を嚙かんでから、少しばかり煮え切らない口調で呟つぶやいた。

「……この本に書いてあるのは、全部ほんとうにあった出来事なんでしょうか？　まるで……よくできたおとぎ話の連続を読んでるみたいで……。だって、ほとんどの挿そう話わが、どこそこでこういう問題が起きました、整せい合ごう騎き士しが赴おもむいて解決しました、そしてそれ以来かくかくしかじかの条項が禁きん忌き目もく録ろくに加えられたのです……っていう話ばかりなんです」

「仕方あるまい、それが史実じゃからな。網に注がれる水が零こぼれぬよう、網目をひとつひとつ塞ふさぎ続つづけてきたのが公こう理り教きよう会かいという組織じゃ」

　吐き捨てるようなカーディナルの台詞せりふに、ユージオは眼めを丸くした。無理もない、これほどストレートに教会を批判する人物に会ったのは初めてだろうし、ましてやそれが年とし端はもいかぬ少女──もちろん見た目だけだが──なのだから。

「あ……あの、あなたは……？」

「あー、この人の名前はカーディナル。えーと……いまの最高司祭アドミニストレータに追放された、かつてのもう一人の最高司祭だ」

　俺おれがかいつまんだ紹介をすると、ユージオは喉のどの奥でングッと奇妙な音を発して後ずさった。

「いや、ビビらなくてもいいって。俺たちが、整合騎士連中と戦うのに協力してくれるそうだから」

「き……協力……？」

「ああ。この人にも、アドミニストレータを倒して最高司祭に復帰するという目的があるんだ。だから……まあ、共きよう闘とう体制ってことだな」

　大いに簡略化された説明は、決して噓うそではないが、カーディナルが権限を取り戻したその先には全アンダーワールド人の消去という結末が待っていることまでは、とても言えなかった。いずれはユージオとも話し合わなくてはならないだろうが、しかしどうやって切り出したものか見当もつかない。

　素直という言葉が服を着ているような俺の相棒は、疑いの色ひとつない瞳ひとみでカーディナルを見詰め、おずおずと微笑ほほえんだ。

「そうですか……助かります、本当に。かつての最高司祭ということは、じゃあ、アリス……整合騎士のアリス・シンセシス・サーティが、ルーリッドのアリス・ツーベルクと同一人物なのかどうかも知ってるんですか？　……もしそうなんだとしたら……アリスを元に戻す方法も……？」

　たどたどしく発せられたユージオの問いに、カーディナルは少しだけ睫まつ毛げを伏せた。

「すまんが……わしがこの場所で手に入れられる情報は、ごく限られておるのじゃ。基本的には、そう多くもない使つかい魔またちが見聞きした事柄以上のことはわしも知らぬ。カセドラル内部やセントリア中心部の出来事ならばまだしも、辺境地域で起きたことまではな……。アリスという名の整せい合ごう騎き士しが誕生したことは承知しておるが、その出自については、今となっては知るすべもない……」

　そこまでを聞いたユージオは小さく肩を落としかけたが、続いた言葉に鋭するどく息を吸い込んだ。

「──しかし、整合騎士を誕生、いや造り出すための神聖術、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》を解除する方法ならば教えられる」

　カーディナルはユージオと俺おれを順に見ると、厳おごそかな声こわ音ねで言った。

「彼らの魂たましいに挿そう入にゆうされた、《敬神パイエテイモジュール》を除去すればよい」

「ぱいえ……もじゅ……？」

　聞き慣れない英語、いや神聖語をたどたどしく繰くり返かえすユージオに、俺は横から情報を補足した。

「モジュールってのは、ええと、部品って意味の神聖語だよ。ほら、バラ園で整合騎士エルドリエと戦った時にお前も見たろ？　途中であいつの様子がおかしくなってさ……」

「ああ……おでこから出てきた、紫色の水晶の棒みたいな……」

「うむ、まさにそれじゃ」

　右手のスタッフを掲げたカーディナルは、その先せん端たんで宙に横線を引いてから、線の中ほどを断ち切るように動かした。

「敬神モジュールは、記憶の繫つながりを阻害する形で挿入されておる。それにより、整合騎士となる者の過去を封じ、同時に公こう理り教きよう会かいと最高司祭への絶対の忠誠を強しいておるのじゃ。──しかし、そのように強引かつ複雑な術式の安定度は高くない。モジュール周辺の重要記憶が外部から刺し激げきされ、活性化してしまうと、おぬしらが見たように術式が解除されかかってしまうこともある」

「つまり……術を解くには、整合騎士の過去の記憶を揺さぶってやればいい、ってことか？」

　俺は勢い込んで訊たずねたが、カーディナルは頷うなずかなかった。

「いや……それだけでは不十分じゃ。もう一つ、絶対に必要なものがある」

「そ、それは何なんです？」

　今度はユージオが身を乗り出す。

「モジュールが挿入されておる場所に本来存在したもの。つまり、整合騎士にとっていちばん大切な記憶の欠片かけらじゃよ。大抵は、最も愛する者の思い出がそれにあたる。おぬしらが戦ったその整合騎士が、強く反応した言葉を憶おぼえておるか？」

　俺が記憶を掘り返すよりも早く、ユージオが答えた。

「はい。彼の、母親の名前でした。それを聞いたら、水晶がもう少しで抜け落ちそうになったんです」

「ならばそれじゃろうな……。エルドリエは、母親に関する記憶を抜き取られ、そこにモジュールを埋め込まれておるのじゃ。そもそも、アドミニストレータにとっては整合騎士の過去の記憶など全すべて不要なのじゃが、記憶と能力は密に結びついておるからな。記憶を全て消せば、騎き士しとしての強さ……剣術の秘ひ奥おう義ぎや神聖術の術式までも失われてしまう。よって、記憶の流れを阻害するに留とどめておるわけじゃな。わしは、延命のために記憶の大幅な削除を行ったが、その期間に得た知識や能力も多くが失われた……」

　短く息を吐き、カーディナルは言を重ねた。

「……繰くり返かえすが、全ての整合騎士は、最も大切な記憶の欠片かけらをアドミニストレータに奪われておる。それを取り戻さぬ限り、たとえ敬神パイエテイモジュールを除去できても、記憶の流れは元には戻らぬ。最悪の場合、記憶そのものが深く損傷してしまうかもしれぬ」

「記憶の欠片……。じゃ、じゃあ……もし、アドミニストレータが、騎士から抜き取ったそれを破棄してたら……？」

　恐る恐る俺おれがそう訊たずねると、カーディナルは難むずかしい表情のままゆっくりとかぶりを振った。

「いや……そうは思わん。アドミニストレータは慎重な女じゃ、何かに使えそうなものを破棄したりはせぬじゃろう。まず間違いなく、自みずからの居室……セントラル・カセドラル最上階に保管しておるはず……」

　カセドラル最上階──という言葉を聞いた時、俺の記憶の一部がちくりと刺し激げきされたが、その感覚は尻尾しつぽを摑つかまえる前にするりと消え去ってしまった。奇妙なもどかしさを感じながら、俺は呟つぶやいた。

「てことは……整合騎士を元に戻すためには奪われた記憶の欠片が必要だけど、それを手に入れるには騎士たちの守りを突破して、アドミニストレータのいる最上階まで到達しなきゃいけないってわけか……」

「整合騎士は、殺さずに勝とうなどという甘い考えが通じる相手ではないぞ」

　カーディナルが、じろりと俺を睨にらんで言った。

「わしがおぬしらにしてやれるのは、整合騎士と対等の装備を与えることくらいのものじゃ。あとは、おぬしらが死力を尽くして戦えるかどうかにかかっておる」

「え……あんたは、一緒に来てくれないのか？」

　てっきり無限に治ち癒ゆ魔ま法ほうを使える心強い後こう衛えいができるものと期待していた俺は、思わずそう問い返した。しかしカーディナルは、素そっ気けなくかぶりを振った。

「もしわしが大図書室から出れば、即座にアドミニストレータもそれを感知し、カセドラル内の全整合騎士とあやつ自身を相手どった総力戦となってしまうじゃろう。同時に十人の整合騎士と戦って勝てる自信が、おぬしらにあるというならそれでもよいがな、ン？」

　意地悪くそう問われれば、俺もユージオも首を左右にぶんぶん振るしかない。

「──じゃが、今ならまだ、アドミニストレータはおぬしらを捕らえて整合騎士とする計画を捨てておるまい。二人だけで出て行けば、小数の騎士を差し向けて生け捕りにしようとするはずじゃ。その騎士たちを順に突破しつつ、カセドラルを駆かけ上のぼる以外に手はなかろう」

「むう……」

　確かに、数で優まさる相手と戦うならば、自分たちを囮おとりにしてでも敵を分断するべきだろう。しかし、そうできたところで、向こうは世界最強の整せい合ごう騎き士し。エルドリエ一人に大苦戦したのだから、二人来たらもうお手上げという気がしてならない。

　黙だまり込こんだ俺おれに代わって、ユージオが、やや思い詰めた光を両眼めに浮かべながら言った。

「──解わかりました。戦えというなら戦いますし、殺すしかないなら……それもやむを得ません。元々、そう覚悟して牢ろうを破ったんですから……。でも、もしアリスが出てきたら……？　アリスとまでは戦えません、僕はアリスを取り戻すためにここまで来たんです」

「ふむ……そうじゃな。ユージオよ、そなたの目的は、わしも理解しておる。──よかろう、もし整合騎士アリスがそなたの前に立ちはだかったならば、これを使うがよい」

　そう言って、カーディナルが黒いローブの懐ふところから取り出したのは、二本のごく小さな短剣だった。

　十字架の長軸をただ尖とがらせたような、シンプルな形状をしている。装飾らしいものは、柄つか頭がしらの穴に通された細い鎖くさりだけだ。深い赤しやく銅どう色に輝く短剣を、カーディナルは俺とユージオに一本ずつ差し出した。あまりに細い柄を指先でつまむように受け取ると、思いがけない重さに取り落としそうになる。全長は二十センチ足らずなのに、修剣学院の制式剣と大して変わらない手て応ごたえだ。

「これは……？　一いち撃げき必殺の秘密兵器か何かか？」

　鎖に指を潜くぐらせ、顔の前にぶらさげた短剣を眺めながら俺が問うと、カーディナルは素そっ気けなくかぶりを振った。

「その短剣自体に攻撃力はないに等しい、見た目どおりにな。しかし、それに刺された者は、大図書室にいるわしとの間に切断不可能の経路が接続される。つまり、わしの用いるあらゆる神聖術が必中となるわけじゃ。なぜなら、それらはもともとわしの一部じゃからな。──ユージオよ、整合騎士アリスの攻撃を搔かい潜り、体のどこでも構わんからそれを刺せ。天命はほとんど減らぬ。その瞬しゆん間かん、わしの術でアリスを深い眠りに導みちびこう……おぬしらが、彼女の記憶を取り戻し、シンセサイズ解除の準備を整えるまで」

「深い……眠り……」

　半信半疑の様子で、ユージオは掌てのひらに載のる赤銅色の短剣を見詰めた。きっと、ペーパーナイフよりも華きや奢しやな武器を用いてさえ、アリスを傷つけるのは抵抗があるのだろう。

　俺は相棒の背中を軽く叩たたき、言った。

「ユージオ、この人を信じよう。仮にアリスと剣を交えたうえで気絶なりさせようと思えば、俺たちはもちろん彼女だって相当の傷は免まぬがれないよ。それに比べれば、こんな短剣で突かれるくらい、オオヌマアブに刺されるくらいのもんだ」

「……あの虫は人を刺さないけどね」

　調子が戻ってきたのか、学院にいた頃ころのように俺おれの適当な発言を修正すると、ユージオはカーディナルに向き直った。

「解わかりました。アリスに説得が通じなかったら、その時はこれを使わせてもらいます」

　掌てのひらの短剣を握にぎり締しめ、己おのれを納得させるように深く頷うなずく。俺もほっと息を吐くと、改めて右手にぶら下がる十字の短剣を眺めた。

「……カーディナル、さっき、この剣があんたの一部、って言ったよな？　それはどういう意味なんだ？」

　俺の質問に、カーディナルはひょいと肩をすくめる。

「ありとあらゆるオブジェクトをジェネレートできるわしやアドミニストレータとて、無から有を生み出せるわけではない」

「はあ……？」

「世界に存在するリソースは有限じゃ。おぬしらが切り倒したギガスシダーの周囲に畑を作れなかったことからも、それが解るじゃろう？　同じように、わしがある値の優先度プライオリテイを持つオブジェクトを生成せんとするならば、それと同等の存在を犠ぎ牲せいにせねばならん。かつてわしがアドミニストレータと戦った折、あやつは剣を、わしは杖つえを作り出したが──その瞬しゆん間かん、居室内の貴重な宝物類がごっそり消えておるのさ、ふふ」

　カーディナルは右手のスタッフでこつんと床石を叩たたき、少しばかり愉快そうに含み笑いを漏もらした。

「──しかし、見てのとおり、大図書室は閉へい鎖さされた空間じゃ。高優先度の武器を作ろうにも、変換対象となるオブジェクトが存在せぬ。無数にある本たちは、まあ貴重と言っていいものじゃが、それはあくまで中身の話ゆえな……。この杖を使うことも考えたが、アドミニストレータとの戦いには必要なものだし、となれば代だい償しようとなり得るのはただ一つ、我が身のみであることは明白じゃった。わしの体は高いぞ、何せ世界最高の権限の持ち主じゃからな」

「か……」

「体……？」

　俺とユージオは、反射的にカーディナルの華きや奢しやな体を上から下へと注視してしまった。すぐ無礼に気付いて眼めを逸そらすが、現状彼女の四し肢しが全すべて揃そろっていることは確認できた。何度か言葉を吞のみ込こんでから、恐る恐る口を開く。

「……そ、それは……つまり、その、体の一部を切断して、オブジェクトに変換してから、その箇所を再生させたという……？」

「阿あ呆ほゥ、それでは結局何も捧げておらぬではないか。これじゃよ」

　カーディナルは頭を横に向けると、細いうなじの両側でごく短く結ばれた栗色の巻き毛を指先でくるりと弾はじいた。

「あ、ああ……なるほど、髪の毛か……」

「短剣ひとつの代だい償しようが、二百年伸ばしたお下げ一本じゃ。おぬしらがもっと早く来れば、切る前に自慢してやれたのじゃがな」

　冗談めかしてそう言ったが、瞳ひとみにちらりと悲しそうな色が浮かんだのは、やはりカーディナルのある部分は素体となった少女のままであるという証あかしなのだろうか。

　しかし感傷の欠片かけらは、たちまち賢けん者じや然とした態度の奥に消えてしまった。

「──以上の理由により、それらの短剣は、見た目は小さくとも整せい合ごう騎き士しの鎧よろいを貫つらぬくに足る鋭するどさと丈夫さを持っておる。更に、ある意味ではいまだわしの体の一部分でもあるゆえ、大図書室を包む虚無空間を越えて経路を繫つなぐこともできる。……もともとは、対アドミニストレータ用に生成したものじゃ。キリト、おぬしに、あやつの猛もう攻こう撃げきを搔かい潜くぐり体に刺してもらうためにな。一本は予備のつもりじゃったが、なに、一度で成功すれば問題はない」

「う……責任重大だな……」

　再度、右手の下で揺れる短剣を見てから、俺おれはようやく気付いた。深いブラウンの輝きは、カーディナルの帽子の縁ふちから覗のぞく巻き毛の色とまったく同一であることに。

　ユージオも、神聖語混じりの説明に途と惑まどいつつも与えられた剣の貴重さは理解したようで、おずおずと口を開いた。

「あ、あの……本当に、いいんですか？　二つしかない短剣の片方を、アリスのために使わせてもらって……？」

「構わぬさ。それに、どちらにしろ……」

　続きを吞のみ込こみ、俺を見たカーディナルの眼めは、こちらの内心を完かん璧ぺきに見透かしているようだった。

　そう、どちらにしろ、ユージオとアリスを含む十人のフラクトライトを現実世界に脱出させるためには、カーディナルの手を借りてアリスの洗脳を解除することもまた必須なのだ。それらの事情をユージオに説明するのは、アリスを取り戻してからにしたほうがいいだろう。大切な人と一緒なら、ユージオもこの世界からの脱出に同意してくれるかもしれない。いや、そうしてもらわなければならない、何があろうとも。

　いつの間にか、カーディナルの世界消滅計画を前提にしてしまっている自分に忸じく怩じたるものを覚えて、俺は細い鎖くさりをぎゅっと握にぎり締しめた。そう……、やむを得ないことなのかもしれない、アンダーワールドが消えるのは。しかしその場合でも、どうにかしてカーディナル本人も十人の中に含めたい。たとえ、結果として彼女を欺あざむくことになったとしてもだ。

　全すべてを見透すようなカーディナルの瞳から逃れるように、俺は横を向くと服の胸元をくつろげ、鎖を頭にくぐらせて短剣をぶら下げた。ユージオにも同じようにさせてから、俺は先刻のカーディナルの説明中に少し引っかかったことを訊たずねた。

「そう言えば……オブジェクトを生み出すのに、何か代償となるものが必要なら、あれはどうなんだ？　俺たちがここに来た時、あんたが山ほど出してくれた食べ物や飲み物は？」

　カーディナルは軽く肩を上下させ、にこやかに答えた。

「何、気に病やむ必要はない。くだらん法学書が二、三冊消えただけのことじゃ」

　両手で首元の鎖くさりを握ったまま、歴史大好き人間のユージオが、喉のどの奥でむぐっと奇妙な音を立てた。

「ん？　なんじゃ、もっと食べたいのか？　育ちざかりじゃのう」

　スタッフを掲げ、一振りしようとするカーディナルを、ユージオは首と両手を同時に振って押おし止とどめた。

「い、いえもうお腹なかいっぱいですから！　そ、それより話の続きをお願いします!!」

「遠えん慮りよせんでもいいというのに」

　解わかってやっているのではと思いたくなるほどにこやかにそう言うと、カーディナルは杖つえを下ろし、咳せき払ばらいをひとつ入れて口調を改めた。

「──順序が入れ替わってしまったが、先ほど説明したとおり、その二本の短剣こそが我々の切り札じゃ。ユージオはアリスに、そしてキリトはアドミニストレータに、それぞれの剣を刺すことのみを最優先に考えよ。成功の確率が上がると思うなら、不意打ち、死んだふり、何でもするのじゃ。わしが思うに、おぬしらが整せい合ごう騎き士しどもに優まさるのはただ一点、あれこれ小こ狡ずるい……いや、実戦的な手て管くだに精通しておるということのみじゃからな」

　少々心外そうなユージオが何か言い出すよりも早く、俺おれは「まったくそのとおりだ」と相あい槌づちを打った。

「できるものなら、最後まで狡い手だけで切り抜けたいけど……残念ながら地の利は向こうにあるからなぁ。正面戦せん闘とうの備そなえだけはしておかないと。ってことで、カーディナル。さっき言ってた、『整合騎士と対等の装備を与える』っていうのは、つまり神器級の武器だの鎧よろいだのをどっさり出してくれるという意味だと解釈していいんだよな？」

　このような緊きん迫ぱくした状況にあっても、俺に刻みつけられた攻略組魂だましいは、《最強武器入手イベント》の匂においに敏びん感かんに反応してしまっていた。心ときめかせつつカーディナルの言葉を待っていると、賢けん者じやは今日何度目かの呆あきれ顔がおを作り、何度目かのすげない台詞せりふを口にした。

「ど阿あ呆ほゥ、おぬし何を聞いておったのじゃ。よいか、高位オブジェクトの生成には──」

「──そうか……同クラスのオブジェクトの代だい償しようが必要……だったっけ……」

「おやつを落とした子供のような顔をするでない！　おぬしらを選んだ決断に疑問が湧わいてくるではないか。だいたい、武器というものが、与えられたその瞬しゆん間かんから自在に操あやつれる代しろ物ものでないことは重々承知しておるじゃろう。どれほど強力な神器を出してやったところで、整合騎士たちが数十年にわたって使い込み、おのが血肉としておる愛器に敵かなうものではないぞ」

　俺は、まるで銀色の蛇のように自由自在に宙をうねったエルドリエの鞭むちを思い出し、頷うなずかざるを得なかった。確かに、ＳＡＯ時代でも、レア武器を入手したからといって即座に実戦投入するような真ま似ねはタブーだったものだ。

　おやつどころかクリスマスケーキを丸ごとひっくり返した子供のような気分でしゅんとしていると、呆あきれと憐あわれみがブレンドされた表情でカーディナルが先を続けた。

「そもそも、わしが出してやらずとも、おぬしとユージオにはもう充分すぎるほど強力な愛剣があるじゃろうが」

「えっ！」

　今度はユージオが弾はじかれたように反応した。

「取り返してくれるんですか!?　僕の青あお薔ば薇らの剣と……キリトの黒いやつを!?」

「そうするしかあるまい。あの二振りの剣は、まさしく真の神器。片や、世界に四つしかない竜りゆう騎き士し専用武器、片や、数百年にわたって広大な領域のリソースを吸収し続けた魔ま樹じゆの精せい髄ずい……あれらと同等の武器を即時生成するのは、わしやアドミニストレータでも困こん難なんじゃ。そのうえ、おぬしらはあの二振りに充分馴な染じんでおるしな」

「なんだ……それができるなら早く言ってくれよ」

　俺おれはほっと息を吐き、背中を傍かたわらの書架に預けた。地ち下か牢ろうにぶち込まれる前に没収されてしまった愛剣を取り戻すことは半なかば諦あきらめていたが、あれらが戻ってくるというのなら何の不満もない。

「でも……取り返すって言っても、ここに直接転送するとかはムリ、なんだよな？」

「うむ、ようやく解わかってきたようじゃな」

　俺の言葉に首肯し、カーディナルは難むずかしい顔で腕を組んだ。

「おそらく、そなたらの剣は、カセドラルの三階にある武具保管庫に収納されておるはずじゃ。最も寄よりのバックドアからはほんの三十メー……三十メルと言ったところじゃが、先ほど見せたように、塔内に繫つながるドアは一度使えば二度とは開けぬ。アドミニストレータめがわしを見つけるために放っている蟲むしどもが、たちまち群がってくるからな……。よって、おぬしらには、そのドアから出て武具庫で剣を回収した後は自力で塔を上ってもらうしかない。幸い、武具庫の正面が大階段じゃ」

「うーん、三階からスタートか……。ちなみに、アドミニストレータの部屋ってのは何階なんだ？」

「セントラル・カセドラルは年々上昇を続けておるからな……現在では百階に迫っておるはず……」

「ひゃっ……」

　俺は思わず喉のどを詰まらせた。確かに、セントリアの中心に建つ白亜の巨塔は、街のどこから見上げても天てつ辺ぺんが見通せないほど高かったが──よもや現実世界の高層ビルをも上回る階数があるとは思わなかった。まさか一階ごとに戦せん闘とうが待ってるんじゃないだろうなあ、といささかげんなりさせられ、俺はついつい泣き言を口にした。

「あのー、それせめて五十階スタートとかにならないんですかね……」

「物は考えようだよ、キリト」

　苦笑混じりに口を挟んだのは、俺おれより十倍は前向きなユージオだった。

「行程が長ければ、それだけ敵も分散して出てくるだろうしさ」

「あー、うー、そりゃそうかもしれないけどさ……」

　ずるずると背中を滑すべらせ、通路に腰を下ろしてから、俺おれはぼそぼそ呟つぶやいた。

「……まぁ、旧東京タワーの外階段を上ったこともあるしな……」

「はぁ？」

「いや、何でもない。──とりあえず、これで行動の指針は決定したわけだな。まず武器庫で剣を取り戻す。そんでもって、出てくる整せい合ごう騎き士しを倒しながら、塔を上る。その間にアリスと遭そう遇ぐうしたら、短剣で眠らせて大図書室に送る。百階に辿たどり着ついたら、アドミニストレータにも短剣を刺して、アリスの記憶の欠片かけらを手に入れる、と」

　ようやく腹をくくりかけた俺に、カーディナルの冷静な言葉が降り注いだ。

「残念じゃが、もう一つせねばならんことがあるぞ」

「え……な、何？」

「おぬしらの剣は確かに強力じゃが、それだけでは整合騎士たちには勝てん。なぜなら、連中には武器の性能を数倍に増幅する恐るべき技があるからじゃ」

「あ……もしかして、《武装完全支配術》ですか……？」

　ユージオの掠かすれた声に、カーディナルはこくりと頷うなずく。

「神器級の武器は、代だい償しようとなったオブジェクトの性質を濃こく受け継いでおる。おぬしらが戦ったエルドリエの《霜そう鱗りん鞭べん》は、東国最大の湖の主であった双頭の白蛇をアドミニストレータが生け捕り、武器に転換したものじゃ。しかし物言わぬ鞭むちとなったあとも、蛇の素早さ、鱗うろこの鋭するどさ、狙ねらいの正確さといったパラメータは残存する。完全支配術は、その言うなれば《武器の記憶》を全解放することで、本来有り得ない超攻こう撃げき力りよくを実現するものじゃ」

「うへ、あいつの鞭が蛇になったのは、幻術でもなんでもなかったってことか……」

　俺は唸うなりながら、エルドリエの鞭に打たれた胸元を指先でさすった。白蛇とやらに遅効性の毒がないことを祈りつつ、更に続くカーディナルの解説に耳を傾かたむける。

「整合騎士たちは全員、アドミニストレータに与えられた武器の完全支配術を会え得とくしておる。長大な術式を、引っかからずに高速詠唱する訓練も含めてな。さすがに詠唱の練習をしておる時間はなかろうが、せめておぬしらも、それぞれの剣の完全支配術を習得せねばとても勝利は覚おぼ束つかぬぞ」

「いや……でも、俺の黒い剣は、もともと生き物じゃなくてただのでかい樹きだぜ……？　解放するような記憶なんかあるのか？」

「ある。先ほど渡した短剣も、わしの髪であったという記憶すなわち性質を保持しているからこそ、完全支配術と同様のプロセスによって、攻撃が成功した瞬しゆん間かんわしとの間に経路を開くことができるのじゃ。おぬしの剣の前世であったギガスシダーはもちろん、ユージオの青あお薔ば薇らの剣の源みなもとである永久氷塊ですら例外ではない」

「こ……氷、ですか、ただの」

　ユージオも、これにはぽかんと口を開けた。それはそうだろう、氷の性質と言われても《とっても冷たい》くらいしか思いつかない。俺おれは首を捻ひねりながら、それでも世界に二人しかいない神様の片方が言うことだから、と強引に納得しようとした。

「まあ……あんたが術式を教えてくれるっていうならちゃんと使えるんだろう、俺たちの剣の完全支配術も。必殺技ができるなら大いに有あり難がたいよ、どんな技なんだ？」

　しかし、返ってきた言葉はまたしても予想外のものだった。

「甘えるでない！　術式そのものはわしが記述してやるが、どのような攻こう撃げき術じゆつとするかを決めるのはおぬしら自身じゃ」

「え……ええ!?　どうして!?」

「武装完全支配術の精せい髄ずい、《記憶解放》を行うには術式を唱となえるだけでは足りぬ。持ち主が、愛器の解き放たれた姿を強くイメージ……想起する必要があるのじゃ。むしろ完全支配術そのものよりも、想起のプロセスのほうがより核心的な力とさえ言える。なぜならイメージ力……すなわち《シンイ》こそ、世界の根源の理ことわりじゃからな……」

　早口で綴つづられたカーディナルの言葉は、俺にも半分以上理解不能だった。ことにシンイなる言葉は神聖語なのか汎はん用よう語ごなのかも判断できず、意味を訊たずねようとしたが、それより早く記憶の片かた隅すみがちくりと刺し激げきされた。

　あれは……そう、二ヶ月と少し前。修剣学院初等練士寮の花か壇だんで、ばらばらに引きちぎられたゼフィリアの花の蕾つぼみを握って消沈していた俺に、誰だれかが……いや、誰かではない。カーディナルの使つかい魔ま、小さな黒蜘く蛛もシャーロットが声を掛けてくれたのだ。あらゆる術式は、シンイすなわちイメージを導みちびき、整えるための道具に過ぎない、と。

　彼女の言葉に従い、俺はイメージした。周囲の花壇に咲く四大聖花から放たれる生命力が、プランターに残された、切断された苗たちに流れ込むさまを。術式などひと言も唱えなかったのに、緑色の光が宙を流れ、苗を包んで……そしてゼフィリアは生き返った。

　そう、きっとあれこそが、カーディナルの言う《想起のプロセス》なのだろう。だとすれば確かに、あのような現象を全すべて術式に書き表すことは不可能と思える。

　俺の内心を読んだか、カーディナルは真顔でひとつ頷うなずくと、まだ曖あい昧まいな表情をしているユージオにも眼めを向けて言った。

「ついてこい。少し休み、その後に術式を組み上げるとしよう」




　歴史書の回廊を抜けて幾つか階段を下りると、最初に連れて来られた大図書室一階の丸部屋に戻った。

　真ん中のテーブルには、饅まん頭じゆうやサンドイッチがたくさん残った皿が置かれたままで、しかもあれから二時間以上も経たつのにまだほかほかと湯気が上がっている。どうやら食べた者の天命を回復するだけでなく、いつまでも冷めない術式も掛けられているらしい。

　そのさまを見れば必然的に食欲も再点火されてしまうが、食べ物が元々は書架の本だったと知らされた今となってはなかなかに手を出しにくい。内なる葛かつ藤とうを抱えて立ち尽くす俺とユージオをじろりと見上げ、カーディナルはつれなく言った。

「想起の邪じや魔まとなるゆえ、食わんなら消すぞ」

「ま、待って、とりあえずどっか見えないとこにしまっておいてくれ。ここを出る時、弁当に持っていくから」

　俺おれの未練がましい台詞せりふに、賢けん者じやは軽く頭を振ると右手のスタッフを持ち上げた。こん、とテーブルの縁ふちを叩たたいただけで、大皿が饅頭類ごと天板の中に沈み込んでいく。

　入れ替わりに床から背もたれつきの椅い子すが三脚せり上がり、カーディナルは俺たちに座るよう手振りで指示した。言われるまま腰を下ろし、綺き麗れいさっぱり何もなくなってしまったテーブル表面を凝ぎよう視しする。

　別に饅頭を再召喚しようとしたわけではなく、今は手て許もとにない愛剣──仮の銘《黒いやつ》の姿を思い描いてみたのだ。しかし、実際に手に取る機会が少なかったせいもあって、細部まで完全に再現するには至らない。

　俺と同じことを試こころみ、同じ困こん難なんを感じたらしく、隣となりに座ったユージオが困り顔で言った。

「……カーディナルさん、本当にできるんでしょうか？　剣の実物がないのに、解き放たれた姿を思い描くなんて……」

　だが、向かい側に座ったカーディナルの答えは意外なものだった。

「ないからよいのじゃ。実物を目の前にすればイメージがそこで止まってしまう。剣に秘められた記憶に触れ、寄り添い、解き放つにはおぬしらの手も目玉も要らん。心の眼めがあればそれで足りる」

「心の……眼、か……」

　呟つぶやき、俺はもう一度、ゼフィリアの苗たちが再生した時のことを思い出した。確かに俺はあの時、命を分けてくれた四大聖花にも、瀕ひん死しのゼフィリアにも手を触れず、注視もしなかった。ただ信じ、思い描いた。生命力が溢あふれ、集まり、流れ込むさまを。

　隣のユージオも、彼なりの理解に達したようで何度か小さく頷うなずいている。そんな俺たちを眺め、仄ほのかに微笑ほほえむと、黒ローブの賢者は厳おごそかに告げた。

「よし。それではまず、卓上にそなたらの愛剣が横たわるさまを強く思い描くのじゃ。わしがよいと言うまでやめてはならんぞ」

「……解わかった」

「やってみます」

　俺おれとユージオは小声で答えると、椅い子すの上で姿勢を正し、テーブルの天板に視線を落とした。

　さっきは五秒ほどで諦あきらめてしまったが、今回はひたすらに凝ぎよう視しを続ける。焦あせる必要はない。まずは心を空からっぽにするところから始める。

《黒いやつ》。考えてみれば、今に至るまでそんないい加減な仮名、いや仮銘で呼び続けてしまって、可哀かわい想そうなことをしたものだ。

　大樹ギガスシダーの天てつ辺ぺんの枝を切り取った素材から、央都の細工師サードレの手によって、丸一年かけて剣の形に研とぎ上あげられたのが三月七日。今日が五月二十四日だから、付き合いは三ヶ月にも満たない。手入れや稽けい古こを除けば、鞘さやから抜いたのは前年の主席上級修剣士ウォロ・リーバンテインとの試合で一度、そして今年の主席ライオス・アンティノスとの──実戦で一度。それだけだ。

　しかしその二回とも、黒い剣は自身の意志としか思えない力を発揮して俺を助けてくれた。元々の姿であるギガスシダーを切り倒したのは、この俺であるにもかかわらず。交わりこそ浅いが、柄つかを握り、ソードスキルを繰くり出だす時の一体感、高揚感は、歴代の愛剣たちに劣おとるものでは決してない。

　それなのに、俺が黒い剣に名前をつけることを躊躇ためらった理由は、もしかしたら、ユージオの持つ神器《青あお薔ば薇らの剣》と並んだ時のコントラストがあまりにも鮮あざやかすぎるから……かもしれない。

　白と黒。花と樹き。似通うところも、正反対なところもある二振りの剣。

　何の根拠もないのだが、俺は二年前にルーリッドの村を旅立ったその時から、ひとつの予感に囚とらわれ続つづけているのだ。青薔薇の剣と黒い剣は、いつか斬きり結むすぶ運命にあるのではないか、という。

　そんなはずはない、と理性では思う。それぞれの剣の主あるじたるユージオと俺に、戦うべき理由など何ひとつ存在しないのだから。しかしいっぽう感性では、剣たち自身にとってはその限りではない、と感じてしまう。なぜならギガスシダーは、直接的には青薔薇の剣によって幹を断たれ、地に倒されたのだ……。

　無心になるどころか回想だの懸け念ねんだので頭をいっぱいにしてしまいつつも、俺は卓上に黒い剣の姿を思い描き続けた。シンプルな円えん錐すい台形の柄頭ポメル。黒い革を巻かれた握りグリツプ。力強い曲線を描く鍔ガード。やや厚めの刀身ブレードは、元々が樹だとは思えない、黒水晶のような深い透明感を帯びている。受けた光を内部に溜ため、剃刀かみそりの如ごとく鋭えい利りな刃エツジや切っ先ポイントを美しく煌きらめかせる……。

　最初は各所が曖あい昧まいに揺らいでいた幻まぼろしの剣は、俺の想念が薄うすれるのに比例して、少しずつ形を安定させていった。やがて硬さや重さ、温度までもが備そなわり、テーブルの上で高密度の存在感を放ち始める。

　艶つややかな刀身をただひたすらに見詰めていると、どこからか声が聞こえた。

「深く。もっと深く潜もぐるのじゃ。剣に秘められた記憶、存在の本質に触れるまで」

　剣の黒色が、音もなく広がる。テーブルや床、周囲の本棚やランプを覆おおい隠かくし、世界を闇やみに包み込む。いつしか、光なき無限の空間に剣と俺おれだけが存在している。黒い剣は音もなく起き上がり、柄つか頭がしらを下、切っ先を上にして静止する。俺のかたちが揺らぎ、溶とけ崩くずれ、意識は剣の中へと吸い込まれていく。

　気付けば俺は、冷たい土に根付いた一本の杉の樹きに変じていた。

　周囲は深い森だ。しかしなぜか、俺の周りには他ほかの樹がまったく生えていない。ぽっかりと開けた円形の空間の真ん中に、俺だけが寂しく立ち尽くしている。足あし許もとの地面を覆うコケや細いシダに呼びかけてみるが、答えはない。

　…………孤独。

　荒涼たる寂しさが俺を満たす。他の木々たちと梢こずえを触れ合わせたくて、風が吹くたびに懸けん命めいに枝を動かしてみても、惜しいところで届かない。

　枝をもっと伸ばせば届くかもしれない。そう思って、根から地力を、葉から陽力を思い切り吸い込む。たちまち幹が太くなり、枝も長さを増す。鋭するどい針のような俺の葉が、いちばん近いところに生えているコナラの樹の、艶つややかな薄うす緑みどりの葉に近づく。

　しかし、ああ、何ということか。触れ合おうとしたその寸前で、コナラの葉が茶色に枯かれ、一いつ斉せいに舞まい落おちる。枝や幹までもが水気を失い、ぼろぼろに朽くちて、やがて根元から倒れる。コナラだけではない。空き地の周りに立っていた他の樹たちも、次々と枯れ果て、崩ほう壊かいする。彼らの亡なき骸がらを、たちまちコケが覆い隠す。

　一回り広くなってしまった空き地の真ん中で、俺はひとしきり嘆なげいてから、もう一度地面と太陽から力を吸い込んだ。みしみし、と震えながら幹が膨ふくれ、枝が四方に広がる。次に近いところにいるアオガシの梢に向かって、必死に葉を伸ばしていく。

　だが今度も、触れ合う前に相手は葉を萎しおれさせ、命を失った幹は朽ち、倒れてしまう。隣となりの樹も。その隣も。樹たちが次々と崩れ去って、空き地はまた広くなる。

　俺が枝を伸ばそうとして地力と陽力を吸い込むせいで、近くの樹たちが枯れてしまうのだ。そうと解わかっていながら、俺は他の樹と触れ合うことを諦あきらめられなかった。同じことをどれほど繰くり返かえしただろうか。いつの間にか俺は、森の木々たちの何十倍も大きくなり、空き地も最初の何十倍も広くなってしまっていた。そして、孤独の深さもまた。

　どれほど枝を伸ばしても、俺の尖とがった葉が他の樹たちの葉に届く日は永遠に来ないのだ。そう悟った時にはもう、後戻りはできなくなっていた。森から高々と突き出た俺の枝葉は意志に関係なく大量の陽光を独り占めし、地面に張り巡らされた根は膨ぼう大だいな地力を吸い上げ続ける。冷たい空き地は日々拡大し、木々が一本、また一本と倒れていく……。

「よし、そこまで」

　不意にそんな声が聞こえ、俺を杉の樹から解き放った。

　たった一度瞬まばたきしただけで、周囲の光景がもとの大図書室に戻る。オレンジ色のランプに照らされた無数の書架。磨みがき上あげられた床石。丸テーブルと──その上に載のった、二振りの剣。俺おれの《黒いやつ》と、ユージオの《青あお薔ば薇らの剣》だ。どちらも本物としか思えないが、しかしそんなはずはない。俺たちの愛剣は両方とも、カセドラルに連行された時に没収されてしまったはずだ。

　白と黒の剣たちをぼんやり眺めていると、テーブルの反対側から小さな手が伸び、まず黒い剣の柄つかを握った。その途と端たん、剣はふっと揺らぎ、音もなく消滅した。

　次いで手は、隣となりの青薔薇の剣に触れる。そちらもまた、まるで掌てのひらに吸い込まれてしまったかの如ごとく、瞬しゆん時じに消え去る。

「…………うむ。おぬしたちが導みちびいた《剣の記憶》、確かに受け取った」

　満足そうな声に顔を上げると、向かい側に座る黒ローブの少女──賢けん者じやカーディナルと眼めが合った。そこでようやく俺は、自分がある種のトランス状態に陥おちいっていたらしいことを悟る。隣を見れば、ユージオもまた緑色の瞳ひとみをぼんやりと彷徨さまよわせていたが、不意にぴくんと体を震わせて何度か眼を瞬しばたたかせた。

「……あれ……僕、果ての山脈の、いちばん高い山の天てつ辺ぺんに……」

　曖あい昧まいな口調で呟つぶやく相棒に、俺は思わず苦笑しながら声を掛けた。

「お前、そんなとこに行ってたのか」

「うん。もの凄すごく寒くて、とっても寂しいとこでさ……」

「こら、まだ気を抜くでない」

　お喋しやべりモードに入りかけたところを叱しかられ、慌てて姿勢を正す。そっとテーブルの向こうを窺うかがうと、幼よう賢けん者じやはレンズの奥で瞼まぶたを閉じていた。眉まゆがかすかに寄り、何事か考えている気配だったが、そのうち軽く頷うなずいて言った。

「ふむ……。技に工夫を凝こらすよりも、術式のシンプルさを優先したほうがよさそうじゃな。では、まずキリト、おぬしの剣からじゃ」

　左手の指先でテーブルを軽く叩たたくと、表面に一枚の羊皮紙が音もなく出現する。白紙のそれに、今度は右手の掌を触れさせ、上から下に撫なでる。

　するとそれだけで、紙には十行にも及ぶ術式がくっきりと浮き上がった。羊皮紙をくるりと回転させ、俺の前に滑すべらせてくる。同じ動作がもう一度繰くり返かえされ、二枚目はユージオの前へと移動する。

　相棒と顔を見合わせてから、俺たちは同時に自分の前の羊皮紙に見入った。

　ブルーブラックのインクと端たん正せいな書体で記された文字列は、全すべてが神聖語つまりアルファベットで、汎はん用よう語ごすなわち日本語は一文字もない。神聖術式の標準フォーマットに則のつとって、左に行番号、右に本文。一行目【ｓｙｓｔｅｍ　ｃａｌｌ】から始まり十行目【ｅｎｈａｎｃｅ　ａｒｍａｍｅｎｔ】で終わるそれを、ざっと眺めながら単語を数えると実に二十五ワードにも達している。

　確かに、整せい合ごう騎き士しエルドリエが使った《霜そう鱗りん鞭べん》の完全支配術よりも多少短いが、これを丸ごと暗記するというのはなかなかの難なん行ぎようだ。

「えーっと……この紙、貰もらっていくのは……」

「ダメに決まっておろうが。実技中に教本を見るなぞ、学院のひよっこ練士でも許されんじゃろうに」

　呆あきれ顔がおで断じると、カーディナルは続けた。

「第一、この図書室に紐ひも付つけられたオブジェクトを持ち出してそれが敵の手に落ちれば、空間隔離に綻ほころびができるやもしれんでな」

「な、なら、さっき貰った短剣は……」

「あれはわし個人にリンクしているゆえ問題ない。ほれ、泣き言いうとらんでさっさと憶おぼえろ。ユージオはもう始めているぞ」

　なにぃと思って隣となりを見ると、相棒はさすがの優等生ぶりを発揮して、食い入るように羊皮紙を見詰めながら小さく唇を動かしていた。観念して自分のテキストに眼めを戻した俺おれに、カーディナルが容赦ない指示を付け加える。

「制限時間は三十分、それまでに記憶するのじゃぞ」

「そ、そんな、学院の試験じゃあるまいし……せめてもうちょっと時間を……」

　往おう生じよう際ぎわ悪く言いかけた途と端たん、何度目かの雷かみなり。

「阿あ呆ほゥ！　よいか、おぬしらが地ち下か牢ろうに叩たたき込こまれ、剣を没収されたのが昨日の午前十一時前後じゃ。そこから二十四時間が経過すると所有権がリセットされて、せっかくの完全支配術を行使できなくなってしまうぞ」

「あっ……そ、そうか。ちなみに今の時間は……？」

「とうに午前七時を回っておる。剣の回収に二時間見るとしても、最も早はやあまり猶ゆう予よはないぞ」

「…………わ、解わかった」

　今度こそ腹を決め、俺は本気でコマンド列を睨にらみ始はじめた。

　幸い、アンダーワールドの神聖術は、アルヴヘイム・オンラインの魔ま法ほうと違って慣れ親しんだ英語で表記される。文法もプログラミング言語に近いので、意味を理解しながら憶えることが可能だ。

　カーディナルが書いてくれた術式は、①主記憶装置内に保存されているオブジェクトの深部データ（すなわち《剣の記憶》）を参照し、②必要な部分のみを選択・整形し、③現在の剣に適用して攻こう撃げき力りよくを拡張する、という三つのプロセスで構成されているようだ。手法としては、俺が初等練士時代にゼフィリアの花で行った《イメージバッファの上書き実験》に近いが、術式に用いられている単語は学院の教科書には載のっていないものばかりで、全コマンドに通じているカーディナルでなければこれを書くことは不可能だろう。

　十行の術式を脳裏に刻み込むあいだも、頭の一部では連れん鎖さ的な思考が続く。

　アンダーワールドを作ったラースの研究者たちは、この世界の全オブジェクトを記述するデータ形式を、《記憶的視覚ニーモニツク・ビジユアル》と呼んでいた。主観的時間ではもはや二年以上も昔のことになるが、現実世界の台たい東とう区く御お徒かち町まちにあるエギルの店で、俺おれはアスナとシノンにその大おお雑ざつ把ぱな仕組みを説明した。この世界に放り出されてからは、観察や実験を通して、もう少しだけ考察を進めている。

　アンダーワールドに存在する万物は、既存のＶＲＭＭＯと違ってポリゴンモデルではない。世界に接続する──いや暮らす者の意識から、石や樹き、犬や猫、道具や建物の記憶を読み取り、平均化して主記憶装置《メイン・ビジュアライザー》に蓄積バツフアする。そして必要に応じてその記憶を引き出し、ダイブ者に与える。俺が、北帝国では咲かないはずのゼフィリアを咲かせられたのは、《咲かない》という平均化バッファデータを、《咲かせられる》というイメージで一時的に上書きしたからだ。

　この世界のあらゆるオブジェクトは記憶として保存されている。

　ならばその逆に、記憶がオブジェクト化することもあるのではないだろうか。そう考えなければ説明できない光景を、俺はかつて見ているのだ。

　二年二ヶ月前、ルーリッド南の森で目覚めた俺は、森を貫つらぬいて流れるルール川の岸辺に辿たどり着ついた。そこで俺は、あまりにも鮮明な映像を眼めにした。夕ゆう陽ひの中を歩く、亜麻色の髪の少年、長い金髪の少女、そして短い黒髪の少年の後ろ姿を。

　映像はほんの数秒で消えてしまったが、あれは決して幻まぼろしなどではなかった。今でも眼を閉じれば、赤く染まる夕焼け空や、少女の髪に揺れる光、短い草を踏ふむ足音を鮮明に再生できる。あの時俺は、自分の記憶から三人の子供たちを呼び出したのだ。亜麻色の髪の男の子はきっとユージオ。金髪の女の子はアリス。そして黒髪の男の子は──……。

「三十分経たったぞ。どうじゃな？」

　カーディナルの声に、俺は意識の片かた隅すみで展開していた考察を中断した。

　卓上の羊皮紙を裏返し、術式を最初から思い浮かべてみる。あまり集中していなかったわりには最後の一文字まで滑なめらかに再生されたので、ほっとしつつ答える。

「たぶん完かん璧ぺき」

「なんだか矛む盾じゆんした答えじゃな。ユージオはどうじゃ」

「え……ええと、僕もたぶん完……大丈夫です」

「よろしい」

　苦笑を吞のみ込こんだような顔で頷うなずいてから、カーディナルは付け加えた。

「言っておくが、いかに完全支配術が強力だとて、無む闇やみと乱発してはならんぞ。あれは一度使うだけで剣の天命をかなり損耗するのでな。無論、使い惜しみして敗れるのはもっといかん。ここぞという時を見み極きわめて使うがよい。その後は、きちんと鞘さやに収めて天命を回復させるのじゃぞ」

「む……難むずかしいことを……」

　ため息混じりに呟つぶやいてから、俺おれは卓上の羊皮紙を表に返した。ダメ押しのつもりでもう一度術式に眼めを走らせると、あることに気付く。

「……あれ？　この術式、結びの句が《エンハンス・アーマメント》になってるよな？」

「何じゃ、不満か？」

「い、いや、そうじゃなくてさ。確か、整せい合ごう騎き士しエルドリエと戦った時、あいつが使った完全支配術には続きの術式があったような……。ええと、り、リリ……」

　口くち籠ごもる俺に、横からユージオが助け船を出す。

「リリース・リコレクション……だったかな。彼がそう唱となえたら、鞭むちが本物のヘビになったんだ。あれはびっくりしたなあ」

「そうそう。カーディナル、俺たちの完全支配術には要らないのか、それ？」

「ふむ……」

　黒衣の賢けん者じやは、また面倒なことを言い出しよって、というような顔をしつつも俺の疑問に答えてくれた。

「よいか、武装完全支配術には二つの段階がある。《強化》と《解放》じゃ。強化とは、武器の記憶を部分的に呼び覚まし、新たな攻こう撃げき力りよくを発現させること。そして解放とは……言葉どおり武器の記憶を全すべて目覚めさせ、荒ぶる力を解き放つことじゃ」

「荒ぶる力、か……なるほどな。エルドリエの《霜そう鱗りん鞭べん》の場合は、強化すると鞭の射程を伸ばしたり分裂させたりできて、解放すると鞭がヘビに変身して自動的に敵を攻撃するわけか……」

　俺の言葉を瞬まばたきひとつで肯定してから、カーディナルは素そっ気けなく言った。

「そういうことじゃ。しかし先に言っておくが、おぬしたちではまだまだ解放術は使えぬぞ」

「な……なんでですか？」

　両眼をぱちくりさせるユージオに向き直ると、賢者は厳おごそかな口調で続ける。

「荒ぶる力、と言うたじゃろう。記憶解放によって生み出される攻撃力は、とても術式を覚えたばかりの剣士に制御できるものではない。高位の神器ならば尚なお更さら……敵のみならず自分をも巻き込み、下へ手たをすると命まで落としかねん」

「わ、解わかりました」

　学院時代の優等生ぶりを発揮してユージオが素直に頷うなずいてしまったので、仕方なく俺も顔を上下させた。だがカーディナルにはこちらの不満がお見通しだったようで、ため息混じりに付け加えた。

「おぬしたちにも、いつか解放術が使える時が来る……かもしれんし来ないかもしれん。全ては剣が教えてくれよう。まあ、無事に取り戻せれば、の話じゃがな」

「へぇーい……」

　俺おれの返事にやれやれという顔をすると、カーディナルは右手のスタッフで音高く床を突いた。

　俺とユージオの前にある二枚の羊皮紙が端はしから丸まり、きゅっと収縮した──と思った時にはもう、それは細長い焼き菓子に変わっていた。

「頭を使って腹が減ったじゃろ、食え」

「え……？　食べれば暗記した術式を忘れないとか、そういう……？」

「そんなうまい話があるか」

「そ、そうですか」

　ユージオと顔を見合わせてから、焼き菓子を手に取る。セントリア中央市場で買い食いしたような、小麦粉の生地を焼いて砂糖を振りかけただけの素朴なお菓子かと思いきや、パイ生地にホワイトチョコレートをコーティングした、実に現実世界的な代しろ物ものだ。ひとくち囓かじると、さくりとした歯は応ごたえと濃のう密みつな甘さが口中に広がり、懐なつかしさのあまり涙が滲にじみそうになる。

　ユージオと競うように夢中で食べ終え、深く息をついてから顔を上げると、俺たちを穏おだやかな視線で見守るカーディナルと眼めが合った。

　幼き賢けん者じやは、ゆっくりと頷うなずき、言った。

「さて……そろそろ、別れの時じゃ」

　短い言葉には大きな重みが込められていて、俺は咄とつ嗟さにかぶりを振った。

「俺たちが目的を果たしたら、あんたはここから出てこられるんだろう？　お別れだなんて、大おお袈げ裟さな……」

「ふむ、そうじゃな。全すべてが思うように進めばな……」

「…………」

　確かに、カセドラル最上階を目指す戦いの途上で俺たちが整せい合ごう騎き士しに敗れれば、カーディナルはこの大図書室で再び長い忍耐を強しいられる。おそらくは次なる協力者を見つけるよりも早く負荷実験段階が訪れ、人界は血と炎の海に沈むだろう。

　しかし、そのような悲ひ劇げき的結末を示し唆さしているにしては、カーディナルの微笑ほほえみは穏やかに透き通っていて、俺は胸を締しめ付つけられるような感覚に襲おそわれた。唇を嚙かみ締しめる俺にごく小さく頷きかけ、賢者はふわりと身を翻ひるがえした。

「さあ、時間がないぞ。ついてくるのじゃ……カセドラル三階の武器庫に最も近い扉からおぬしらを送り出してやろう」




　大図書室一階の中央ホールから、無数のバックドアに繫つながるエントランスルームまでの道行きは、残念なほどに短かった。

　完全支配術の術式を無音で暗あん誦しようするユージオの隣となりで、俺はただひたすら、すぐ前を歩くカーディナルの小さな背中を見詰めていた。

　もっと話をしたい。そして彼女が二百年に及ぶ時間の中で感じたこと、考えたことをもっと知りたい。そうしなければいけないのだ、という感情が喉のど元もとまで込み上げてくるが、カーディナルの足取りはわずかな躊躇ためらいをも許さないほどに確固としていて、俺おれは無言で歩くよりほかになかった。

　三方の壁かべにたくさんの通路が並ぶ、見覚えのある大部屋に俺たちを導みちびいたカーディナルは、そのまま右側の壁から延びるひとつの通路へと歩を進めた。更に十メートルほど歩き、突き当たりの、簡素な扉が一つ作り付けられている壁にまで至ったところで、ようやく立ち止まってこちらに向き直る。

　桜色の唇に浮かぶ微笑ほほえみは、変わらず穏おだやかだった。ある種の満足感さえ漂ただようように思える口くち許もとが動き、澄すんだ声が流れた。

「ユージオ……そしてキリトよ。世界の命運は、今やそなたら二人に託された。地じ獄ごくの業ごう火かに包まれるか……全まつたき虚無に沈むか、あるいは……」

　俺の眼めをまっすぐ見詰め、続く言葉を口にする。

「──第三の道を見出みいだすか。わしはもはや、告げるべき全すべてを告げ、与えるべき全てを与えた。あとはただ、信じる道を行けばよい」

「……ありがとうございます、カーディナルさん。きっと、カセドラルのいちばん上まで辿たどり着ついて……アリスを元に戻してみせます」

　決意の滲にじむ声で、ユージオがきっぱりと告げた。

　俺も何か言うべきかと思ったが、言葉が見つからなかった。代わりに、深々といちど頭を下げた。

　カーディナルは頷うなずくと笑みを消し、伸ばした左手でドアノブを握った。

「では……行くのじゃ！」

　ノブが回され、次の瞬しゆん間かん、ドアは大きく開け放たれた。途と端たんに勢いよく吹き込んでくる乾いた寒風に抗あらがって、俺とユージオは一気に外へと飛び出した。

　そのまま五、六歩走った時、背後で再び小さな音がした。肩越しに振り向くと、そこには滑なめらかな大理石の壁が冷たく立ちはだかるのみで、大図書室に繫つながる扉はわずかな痕こん跡せきすら残さずに消え去っていた。
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　何と遠いところまで来てしまったのか──。

　見上げるほどに高い天井、立ち並ぶ大理石の柱、様々な種類の石材を使って精妙な寄せ木細工に組まれた床。

　初めて目にする公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラル内部の壮そう麗れいさに息を吞のみつつも、ユージオはそう考えずにいられなかった。

　二年と少し前までは、決して倒せない木を空むなしく斧おので叩たたき続つづけるのが自分の人生なのだと信じていた。遠い昔にいなくなってしまった金髪の幼おさな馴な染じみの思い出に日々浸ひたり、結婚もせず子供も作らず、やがて年経て次代の刻み手に天職を譲ゆずってもそのまま森の奥で暮らして、いつか人知れず天命を尽きさせるのだ、と。

　しかし、ある日突然現れた黒髪の若者が、ユージオを閉じ込める小さな世界を力ずくで叩き壊こわしてしまった。央都への道を塞ふさぐ絶対的な障しよう壁へきであったギガスシダーまでも、歴代の刻み手たちが想像もしなかったであろう方法で切り倒し、ユージオに選択を迫った。このままアリスの思い出だけを抱いて小さな村で生き続けるのか。それとも、アリスを取り戻すために旅立つのか──。

　迷いがなかった、と言えば噓うそになる。村祭りの夜、ガスフト村長に次なる天職を選んでよいと言われた時、ユージオはまず家族のことを考えた。

　それまで、ギガスシダーの刻み手として稼かせいだ給金の全すべてを、ユージオは家に入れていた。代々のなりわいは麦作だったが、持ち畑は狭く、ことにここ数年は凶作続きのせいで収入は乏とぼしかった。ユージオが毎月安定して稼ぐ金を、口には出さねど両親も兄たちもあてにしている部分はあったはずだ。

　ギガスシダーが切り倒されたことで、刻み手の稼ぎは当然なくなる。しかし、ユージオが新たな天職に父たちと同じ麦作りを選べば、新しく南に拓ひらかれる開かい墾こん地ちの、日当たりのいい場所が優先的に与えられるだろう。壇だん上じようから、陽気に騒さわぐ村人たちの一角に、期待と不安が入り混じった家族の顔を見つけ、ユージオは迷った。

　迷ったが、それはほんの一いつ瞬しゆんのことだった。幼馴染みの少女との再会と、家族の暮らしとを載のせた天てん秤びんをユージオは無理矢理片方に傾かたむけて、そして宣言したのだ。自分は村を出て、剣士になると。

　剣士を天職にするとしても、そのままルーリッドに残って衛えい士し隊たいの一員になるのならやはり村から給料は貰もらえる。しかし村を出るということは、つまり家族のもとから独り立ちするということだ。ユージオが家に入れていた金も、新たに貰もらえるかもしれなかった畑も、全すべて消えてなくなってしまう。祭りの翌日に慌あわただしく旅立ったのは、両親と兄たちの、失望や不満を押し殺した顔を見ていられなかったからだ。

　キリトと一緒にルーリッドを旅立ってからも、家族のための生き方を選び直す機会はあった。ザッカリアの街で開催される剣術大会に出場したユージオは、キリトと共に勝ち残り、資格を得て衛えい兵へい隊たいに入った。厳きびしい訓練に耐たえ、半年後には衛兵隊長から北セントリア帝立修剣学院を受験するための推すい薦せん状じようを貰うことができたのだが、その場で隊長から誘われたのだ。二人の腕があれば、もし衛兵隊に留とどまるならば来年には階級が上がり、将来的には隊長だって夢ではない、と。ザッカリアで安定した収入を得て、その一部を行商馬車に託してルーリッドの実家に送れば、家族の暮らしはどれほど楽になっただろうか。

　だがそこでもユージオは隊長の誘いを丁重に断り、予定どおりに推薦状を書いてもらったのだった。

　央都を目指す旅の途上で、あるいは修剣学院に入学してからも、ユージオは常に心の片かた隅すみで言い訳を続けてきた。学院代表剣士に選ばれ、四帝国統一大会で優勝して、栄誉ある整せい合ごう騎き士しに叙任されれば、両親たちに想像したこともないほどの贅ぜい沢たくをさせてあげられるのだ、と。白銀の鎧よろいをまとい、飛竜にうち跨またがってアリスと二人村に凱がい旋せんすれば、両親は末の息子を誰だれよりも誇りに思ってくれるはずだ、と。

　しかし、二日前の夕方、上級修剣士ライオス・アンティノスとウンベール・ジーゼックに向けて剣を抜いたことで、ユージオは三たび家族を裏切った。少なくとも、一代爵しやく士しへの叙任ならば相当に現実味を帯びていたはずの未来を……それどころか一般民の身分すらも捨て去り、禁きん忌き違反の大罪人たる道を選んだ。

　あの時、ユージオは圧倒的な怒りに衝つき動うごかされながらも、頭のどこかでは理解していた。今ここでライオスたちを斬きれば、何もかもを失うと。そう解わかっていながら、ユージオは剣を振り抜いた。眼前で陵りよう辱じよくされようとしているティーゼとロニエを助けるため、自分の信じる正義を貫つらぬくためではあったが、それだけではなかった。胸中に吹き荒れる殺意を解放したい、ライオスとウンベールを跡形もなく消し去りたい、そんなどす黒い欲望も確かに存在した。

　本当に、何と遠いところまで来てしまったのか──。

　学院にたった十二人しかいない上級修剣士から一転、公こう理り教きよう会かいに仇あだなす反逆者として、いま自分は世界で最も神聖な場所の床を踏ふんでいる。

　弓使いの整合騎士の追つい撃げきから逃れ、入り込んだ不思議な大図書室で、先の公理教会最高司祭だという少女に人界のあらゆる歴史を記した書物の存在を教えられ、ユージオはその本を貪むさぼるように読んだ。なぜなら、どうしても知りたかったのだ。長い歴史のなかで、何人かは教会に刃やいばを向け、整合騎士と戦い、そのうえで望みを果たしてどこか遠くに逃げ延びた人間がいたのではないか、と。

　残念ながら、そんな挿そう話わはただの一つも見つけられなかった。教会の威光はあまねく世界を照らし、あらゆる民は整せい合ごう騎き士しの権威にひれ伏して、どんな深刻な諍いさかいも──帝国同士の国境争いですらもいとも容易たやすく治められた。剣を抜いて教会に攻め込み、整合騎士と戦った者の記録など、分厚い歴史書をどれほど紐ひも解といてもまったく存在しなかった。

　……つまりこの僕は、創世の神ステイシアによって人界が創つくられてから三百八十年にも及ぶ歴史の中で、最も罪深い人間なのだ。

　本の裏表紙を閉じながらそう考えた途と端たん、ユージオは凍えるような寒気に襲おそわれた。もしあの時、ちょうど戻ってきたキリトが声を掛けてくれなければ、その場で小さくうずくまってしまっていただろう。

　相棒と一緒に謎なぞめいた元最高司祭の話を聞いているあいだも、ユージオは何度も自分に言い聞かせねばならなかった。家族を捨て、人を斬きり、教会と戦うことを選んだ自分は、もう元の暮らしには戻れない。どれほどの血に手を染め、罪に魂たましいを汚そうとも、前に進むしかないのだ。たったひとつ残された目的を為なし遂とげるために。

　現最高司祭に奪われたという《心の欠片かけら》を取り返し、整合騎士アリス・シンセシス・サーティをアリス・ツーベルクに戻して、懐なつかしいルーリッドの村に送り届ける。

　しかし、彼女と一緒に生きるという望みはもう叶かなえられないだろう。多くの罪を犯した自分に行ける場所は、果ての山脈の向こう側、恐ろしい闇やみの国しかあるまい。だが、それでもいい。アリスが故郷で幸せに暮らせるのなら、それ以外に望むことはもう何もない。

　密ひそやかな決意を嚙かみ締しめながら、ユージオは前を行くキリトの背中を見詰めた。

　……もし、僕が闇の国に行くと言ったら、君は一緒についてきてくれるかい……？

　声に出さずにそう訊たずねてから、ユージオは相棒の答えを想像することを無理矢理にやめた。いまや世界でたった一人同じ場所に立ってくれている黒髪の親友と、そう遠くない未来に進む道が分かれるかもしれないと考えるのは、途方もなく恐ろしかった。




　カーディナルが言っていたとおり、扉から一直線に延びる廊下は、思いのほか短かった。

　足早に歩きながら物思いに沈んでいたのも束つかの間ま、すぐに長方形の広い部屋に辿たどり着つく。

　右側の壁かべの中央部には、驚おどろくほど幅の広い階段が上下に続いている。天井の高さは八メルほどもあるので、階段も途中の踊り場までで二十段はありそうだ。

　そして左側の壁には、有ゆう翼よく獣じゆうの彫像に囲まれた、両開きの大扉が存在した。

　前を行くキリトが、さっと右掌てのひらをこちらに向けて壁に張り付いたので、ユージオも同じように手近な石柱に背中を押し付けた。息を殺しながら、薄うす暗ぐらい広間の様子を探さぐる。

　前最高司祭の言葉が正しければ、左側に見える大扉が目指す武具保管庫であるはずだった。そのような重要な場所にしては、広間はしんと静まり返って、人の気配はない。右側の大階段から差し込むソルスの光すら、冷たい灰色に染まっているように思える。

「……誰だれもいないね……」

　キリトの背中にそっと囁ささやきかけると、相棒もやや拍子抜けというように頷うなずいた。

「武具庫なんだから、衛えい兵へいの一人や二人いるだろうと思ってたけど……そもそも公こう理り教きよう会かいに盗みに入る人間なんかいないってことかな……」

「でも、僕らの侵入はもうバレてるんだよね？　なのに、ずいぶんと余裕あるなあ」

「実際、余裕なんだろう。俺おれたち如ごときを探し回るまでもないってな。つまり、次に整せい合ごう騎き士しと出くわす時は、よっぽどの大人数かよっぽどの強つわ者ものだってことだ。せいぜい、この猶ゆう予よ時間を有効利用しようぜ」

　ふん、と鼻を鳴らして言葉を切ると、キリトは素早く壁かべの陰から走り出た。ユージオもそれに続いて無人の広間を横切る。

　ソルス、テラリア両女神の浮き彫りが施ほどこされた武具庫の扉に鍵かぎ穴あなはなかったが、不信心者が押しても引いても開かないのでは、と思わせるだけの厳いかめしさを備そなえていた。だが、キリトが扉に少し耳をつけてから握りに手を掛け、ぐいっと力を込めると、拍子抜けするほどあっさりと両側に開いた。蝶ちよう番つがいが軋きしむ音ひとつしなかった。

　五十センほど口を開けた黒い隙すき間まからは、数百年ぶんの静寂が凝こごったかのような濃こい冷気が漏もれ出だしてきてユージオを身震いさせたが、相棒が躊躇ためらいなく身体からだを滑すべり込こませるので慌てて後を追う。背後で重々しく扉が閉まると、周囲は完全な暗くら闇やみに包まれた。

「システム・コール……」

　自然に口をついて出た術式が、キリトの声とぴったり重なっていたので、こんな状況ながらつい微笑ほほえんでしまう。ジェネレート・ルミナス・エレメントと続けながら、ユージオは二年半前、キリトと一緒に北の洞どう窟くつへセルカを捜しに行った時のことを思い出していた。あの頃ころは、ごく初歩的な神聖術を使うのにも四苦八苦で、手に持った枝の先を弱々しく光らせるくらいのことしかできなかった──。

　右掌てのひらの上に発生した純白の光こう素そが濃のう密みつな闇を押しのけ、ついでにユージオの郷愁も吹き散らした。

「うお……」

　隣となりで驚おどろきの声を上げるキリトと同時に、ユージオも喉のどをごくりと鳴らした。

　何という広さだろうか。保管庫というから、修剣学院の用具置き場のようなものを想像していたがとんでもない。キリトとウォロ・リーバンテインが試合をした大修練場並みの面積がありそうだ。

　滑なめらかな石いし壁かべに四方を囲まれた空間には、ユージオの掌から離れて舞まい上あがった光素の灯あかりを跳ね返す、ありとあらゆる色合いの輝きが満ちていた。

　床一面に整然と並ぶのは、人型の支持架に載のせられた鎧よろいだ。漆しつ黒こくのもの、純白のもの、赤しやく銅どう青銀黄金と目の眩くらむような色彩に加えて、細かい鎖くさりとなめし革で造った軽装鎧から、分厚い板鋼を隙すき間まなく組み合わせた重装鎧よろいまで、ありとあらゆる種類が網もう羅らされている。その数、五百は下るまい。

　そして高い壁かべには、これまたおよそ存在し得る全すべての武器がびっしりと掛けられていた。

　剣だけでも、長いもの短いもの、太い細い直剣曲刀と多岐にわたる。加えて片刃や両刃の斧おの、長なが槍やりに馬上槍、戦せん槌ついから鞭むちから棍こん棒ぼうそして弓に至るまでの多種多様な戦せん闘とう用器具がもはや数えるのも不可能なほどに床から天井近くまで連なっていて、ユージオはただただぽかんと口を開けることしかできなかった。

「……もしソルティリーナ先せん輩ぱいがここに来たら、感極きわまって卒倒するかもな」

　数秒後、ようやくキリトが囁ささやき声ごえで沈ちん黙もくを破った。

「うん……ゴルゴロッソ先輩も、あの大剣を見たら飛びついて放さないよ」

　ため息混じりに呟つぶやき返かえし、ユージオは詰めていた息を大きく吐き出した。改めて広大な武具庫を見回し、二、三度首を振る。

「何て言うか……教会はいずれ自前の軍隊でも作る気なのかな？　整せい合ごう騎き士しだけで充分だろうに……」

「うーん……闇やみの軍勢と戦うため……？　いや、違うか……」

　キリトは不意に表情を引ひき締しめると、ちらりとユージオを見て続けた。

「逆だな。軍隊を作るためじゃない……作らせないために、教会はここに武具を集めたんだ。たぶんここにあるのは全部、神器かそれに準ずる強力な装備だろう。最高司祭アドミニストレータは、公こう理り教きよう会かい以外の集団が強い武器を手に入れて、無用な戦力を持つことを警けい戒かいしたんだ……」

「え……？　どういう意味だい、それ。たとえどんなに強い武器を持ったところで、公理教会に歯向かおうとする集団なんてあるわけないじゃないか」

「つまり、教会の権威を一番信じてないのは、最高司祭様ご本人かもしれないってことだ」

　皮肉げなキリトの言葉の意味を、ユージオはすぐに理解することができなかった。しかし考え込むより先に、ぽんと相棒に背中を叩たたかれた。

「さ、時間がないぜ。とっとと俺おれたちの剣を取り返そう」

「あ……う、うん。でも、ここから見つけ出すのは一苦労だね……」

　青あお薔ば薇らの剣と黒い剣は、それぞれ装飾の少ない白革と黒革の鞘さやに収められているが、似たような剣は壁かべに幾つも見て取れる。

「……もういちど闇あん素その探索術を使おうにも、さっきの光こう素そで空間神聖力を使い果たしちゃっただろうし……」

　こんなことなら灯あかりを一つにしておくんだったか、と思いながらユージオがため息をつこうとしたその時、キリトがあっさりと言った。

「おっと、見つけたぞ」

　右手を持ち上げ、入ってきた扉のすぐ左側を指差す。

「うわ……こんなとこに」

　確かに、キリトが指差す先に掛けられた白黒二振りは、見み紛まごうことなき二人の愛剣だった。ユージオは啞あ然ぜんとして相棒の横顔を見やった。

「キリト、神聖術も使わないで、どうして……」

「一番新しく持ち込まれた剣なら、扉に一番近いところにあるだろうと思っただけさ」

　種明かしをしたキリトは、普段ならこんな時は子供のように自慢げな笑いを浮かべるのに、今はなぜか厳きびしい表情でじっと自分の黒い剣を見詰めていた。しかしすぐにふっと息を吐き、壁かべに歩み寄ると右手を伸ばして黒革の鞘さやを摑つかんだ。

　ほんの一いつ瞬しゆん、何かを躊躇ためらうかのように動きを止めたが、すぐに金具から持ち上げる。続いて左手で隣となりの青あお薔ば薇らの剣を取り、ひょいっと放ってきた。ユージオが慌てて受け止めると、馴な染じんだ重みが手首に伝わった。

　愛剣と離れていたのはほんの二日足らずなのに、自分でも驚おどろくほどの懐なつかしさと安あん堵ど感かんが込み上げてきて、ユージオは両手で鞘をぎゅっと握にぎり締しめた。

　故郷でギガスシダーを倒したあの時から、青薔薇の剣は常に傍かたわらにあり、何度もユージオを助けてくれた。ザッカリアの街で剣術大会に出た時も、修剣学院の入学試験に挑んだ時も、禁きん忌き目もく録ろくに背そむきウンベールの片腕を断ち切ったあの時ですら。

　公こう理り教きよう会かいが長年にわたって強力な武具類を集め続けてきたというなら、この青薔薇の剣が北の洞どう窟くつで眠ったまま見過ごされていたのはまさに僥ぎよう倖こう──あるいは運命なのだ。アリスを取り戻すために進んできたこの道が、決して間違っていなかったことの証あかし……。

「いつまでも感動してないで、さっさと吊つるせよ」

　苦笑混じりのキリトの声に、はっと我に返ると、相棒はとうに愛剣の鞘を剣帯の留め具に繫つないでいた。ユージオも照れ笑いを浮かべながら同じようにし、最後に軽く柄つか頭がしらを叩たたいてから、さて、と周囲を見回した。床に並ぶ高級そうな鎧よろいには、【千セン雷ライの鎧】だの【震シン山ザンの甲かつ冑ちゆう】だのという名前の刻まれた銘板が掛けられていて、なかなかに興味をそそられる。

「……どうする、キリト。これだけあれば僕らの体に合うのも見つかるだろうし、鎧も借りてく？」

「いやあ、俺たち鎧なんて着たことないだろう。馴なれないことはしないほうがいいよ。あのへんにある服だけ頂こう」

　相棒が指差すほうを見ると、確かに鎧の列の一角に、色とりどりの衣服が並んでいるのが見えた。自分の体を見下ろすと、二日前から着たっきりの学院制服は、騎き士しエルドリエとの戦いやその後の逃走を経てあちこち破けたりほつれたりしている。

「確かにこのままじゃ、そのうち服だか襤ぼ褸ろ切きれだか判わからなくなりそうだね」

　頭上に漂ただよう二つの光こう素そも、徐々にその輝きを薄うすれさせつつあった。鎧への未練を振り切り、衣服の列に駆け寄ると、高級そうな布地をばさばさ搔かき分わけて体に合いそうな上着とズボンを見つけ出す。互いに背を向け、手早く着替える。

　学院の制服にとてもよく似た群青の服の袖そでに手を通したユージオは、その肌触りの滑なめらかさに驚おどろいた。着替え終えて振り向くと、キリトも同じ感想を持ったと見えて、両手で黒い布地を撫なでまわしている。

「……きっとこの服も、それなりの曰いわく付つきなんだろうな。整せい合ごう騎き士しの攻こう撃げきを多少は止めてくれるといいけどな」

「そりゃ期待しすぎってもんだよ」

　虫のいい相棒の言葉に短く笑ってから、ユージオは顔を引ひき締しめた。

「さてと……そろそろ、行こうか？」

「ああ……行くか」
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　短い言葉を交かわし、入り口まで戻る。

　ここまでは拍子抜けするほど順調だが、そうそう続きはするまい。気を抜かずに進もう──という無言の確認を込めて深く頷うなずき合あい、ユージオは右の、キリトは左の扉の取っ手を握った。

　同時にそっと引き、隙すき間まがわずかに開くのと──。

　どかかかっ！　と音を立てて、分厚い扉の表面に、何本もの鋼矢が突き立ったのはほぼ同時だった。

「うわっ！」

「おわぁ!?」

　着弾の圧力で扉は勢いよく押し開かれ、ユージオとキリトは揃そろって床に尻しり餅もちをついた。

　出入り口の向こうに広がる長方形の部屋、その正面奥から伸び上がる大階段の踊り場に、見覚えのある赤い鎧よろいの騎き士しが立ち、身の丈ほどもある長弓に新たな矢をつがえようとしていた。しかも、同時に四本。間違いなく、バラ園で飛竜に乗っていた整合騎士だ。

　彼ひ我がの距離、およそ三十メルか。剣は絶対に届かないが、弓の達人ならばおそらく必中距離。そして無ぶ様ざまに転がったこの体勢からは、立ち上がって壁かべの陰に身を隠す時間も、それどころか腰の剣を抜く余裕すらないだろう。

　だから、鎧を着ようって言ったんだ！　盾たてがあればなおよかった！

　ユージオが心中でそう喚わめくのと、騎士が長弓を引き始めたのはほぼ同時だった。

　かくなるうえは、無傷での回かい避ひは諦あきらめて、せめて致命傷──いや、行動不能に陥おちいるような深手の回避に全力を注ぐしかない。

　ユージオは両眼めを見開き、つがえられた四本の矢を凝ぎよう視しした。鈍にぶい銀色の鏃やじりは、二人の心臓ではなく脚を照準しているようだ。カーディナルが言っていたとおり、騎士に出ている命令は抹殺ではなく捕ほ獲かくなのだろう。だがこの際、捕まることは殺されることとほぼ同義。

　整合騎士が、弦つるをきりりと引き絞った。

　何もかもが停止したような、一いつ瞬しゆんの静寂──。

　その空くう隙げきを、キリトのびんと張った叫び声が貫つらぬいた。

「バースト・エレメント！」

　あまりに早口だったために、ユージオは咄とつ嗟さに相棒が何と言ったのか聞き取れなかった。内容を理解できたのは、現象が起きた後だった。

　突如、視界が、白一色に塗りつぶされた。

　ソルスが降ってきたかのような、強烈な光。属性系神聖術の起点となる《素因エレメント》のひとつ、光こう素そをただ解放しただけの単純な術だが、キリトは素因生成の術式を唱となえていない。いったいどこから──……

　いや、素因は存在した。十数分前、武具庫内部を照らすために、二人して光素を呼び出し空中に漂ただよわせておいたではないか。放置された素因は、続く術式の入力待ち状態をも保っている。キリトは頭上に浮遊する素因に解放命令を与え、膨ぼう大だいな光を生み出したのだ。

　──エルドリエとの戦いで拾った硝子ガラスの欠片かけらを投げつけたことといい、相変わらず周りにあるものを利用する戦い方じゃまったく敵かなわないな……。

　などと考えながら、ユージオは真っ白い光の中で足に力を込め、思い切り右に跳んだ。

　直後、鋼矢が床石を抉えぐる耳みみ障ざわりな音が、半秒前までいた位置から聞こえた。どうにか直ちよく撃げきは避さけられたので、ひとまず壁の陰に身を隠すべきか──と思ったその時、キリトの低い叫びが耳に届いた。

「前だ！」

　瞬しゆん間かん、相棒の狙ねらいを悟り、ユージオは再び床を蹴けった。斜め右ではなく、まっすぐ前方に向かって。

　光こう素そが爆ばく発はつしたのは二人の頭上後方、つまりキリトとユージオは光源を直接見ていないが、整せい合ごう騎き士しはまともに光が眼めに入ったはずだ。あと数秒は視力を奪われた状態が続くに違いない。

　熱ねつ素そや凍とう素そに比べると直接的な攻撃力は低く、むしろ治ち癒ゆ術じゆつに使われることの多い光素だが、たとえば武器を強く発光させれば眩げん惑わくや威圧効果が期待できる。よって、敵が戦せん闘とう中に光素を発生させた時は、反属性の素因エレメントである闇あん素そを用意して術式の相そう殺さいを狙うべし、と学院の授業でも習った。

　あらゆる剣士と術師の頂点たる整合騎士がそんな常識を知らないわけがなく、つまり新たに光素を呼び出しての眼め潰つぶしはもう二度と奏効するまい。今が、弓を持つ敵との間合いを詰める最初で最後の好機なのだ。

　状況分析と行動選択の速さもアインクラッド流の大切な極ごく意いだ、とキリトは何度もユージオに語った。動きの優美さや雄々しさを重視するハイ・ノルキア流とはまったく異なる考え方だ。その極意を実践するべく、たとえ戦闘中でも頭を冷やしておくためのおまじないが、《ステイ・クール》。

　光素の利用に続いて相棒に遅れを取ってしまったユージオは、前を行く足音を必死に追った。走りながら、左腰の青あお薔ば薇らの剣を抜き放つ。

　直後、役目を果たした光素が消え、世界に色と形が戻った。すでに二人は武器庫から広間へと走り込んでいる。行く手の階段を二十段ほど上ったところに立つ整合騎士の姿を、見開いた両眼で確認する。

　予想どおり、騎士はいまだ視力を削そがれた状態らしかった。赤しやく銅どう色の兜かぶとの、面めん頰ぽおのあたりを右手で覆おおいながら上体をふらつかせている。

　いっそう幸運なことに、眼前の整合騎士は、エルドリエと違って腰に剣を帯びていなかった。屋内での戦闘を挑んでくるにあたって、得物が長弓ひとつとは驚おどろくべき自負心だ。接近される前に二人の脚を射い貫ぬけるという確信があったのだろう。

　ユージオの頭は冷えていたが、それでも意識の片かた隅すみに、小さな怒りの炎がゆらりと揺れるのを抑えることはできなかった。

　──整合騎士、あなたもライオスたちと同じだ。尊大で、傲ごう慢まんで、自分がどこまでも正しいと信じている。正しい自分が負けるわけがないと信じ込んでいる。

　──でも、それはあなたの思い上がりだ。いま、それを僕が……教えてやる!!

　あまり馴な染じみのない感情に衝つき動うごかされながら、ユージオは大階段に突入した。一段、二段、三段目に右足を掛けた、その時。

　十数段先の踊り場に立つ騎き士しが、右手を面めん頰ぽおから離して背中に回すと、矢筒の鋼矢を引き抜いた。残る全すべての本数を、一度に。

　素早く引き戻した右手からびっしりと突き出した矢は、どう見ても三十本はある。いったい何をするつもりか、と思う間もなく、騎士は左手で水平に構えた長弓の弦つるに、矢の束たばをまとめてつがえた。

「な……」

　大階段の三段目で脚を止め、ユージオは息を吞のんだ。細い弦一本で、三十もの矢をまともに撃うてるはずがない。

　ぎりぎりぎりっ、と金属が軋きしむ音が耳に届く。それが、凄すさまじい握力に耐たえかねる鋼矢の悲ひ鳴めいだと気付き、背筋に冷たいものが走る。

　右隣どなりで止まったキリトも騎士の意図を咄とつ嗟さに判断しかねたようだった。苦くるし紛まぎれのはったりか、それとも──。

　ひときわ激はげしい軋み音を振ふり撒まき、長弓がいっぱいに引かれた。

「──左後ろに跳べ！」

　キリトが鋭するどく叫んだ。

　びんっ！　と空気が鳴り、直後ばつんと響ひびいたのは、弦が耐えかねて切れた音か。

　しかし、三十本の鋼矢はその全てが放射状に放たれ、致命的な銀色の雨となって二人の頭上に降り注いだ。

　ユージオは、右足が折れるかと思うほどの力で階段を蹴けり、左に身を投げ出した。同時に、体の中心線を青あお薔ば薇らの剣を横にして守る。

　騎士の視力が万全ならば、二人の体は穴だらけになっていたに違いなかった。

　一本が青薔薇の剣に当たり、甲かん高だかい音とともに弾はじかれた。一本がユージオのズボンの右裾すそを縫ぬい、一本が左脇わき腹ばらの肌を浅く裂き、一本が左頰を掠かすめて髪を何本か引き千切った。

　どうっと肩から床面に落下し、ユージオは恐怖に歯を食くい縛しばりながら自分の体を見下ろした。深手のないことを確かめてから、右方向に跳んだキリトに顔を向ける。

「キリト！　無事か！」

　掠れ声で叫ぶと、黒髪の相棒は、さすがに強こわ張ばった顔を軽く頷うなずかせた。

「な……なんとか。足の指の間を抜けたらしい」

　見れば、左の靴の爪つま先さきに矢が一本突き刺さり、靴底まで抜けている。相棒の反応速度と強運に感かん謝しやしつつ、ユージオはふうっと息を吐いた。

「……今のは危なかった……」

　呟つぶやきながら、痺しびれかけた体に鞭むち打うって立つ。

　踊り場を見上げると、今度こそ整合騎士は動きを止めていた。背中の矢筒は空からっぽ、長弓の弦つるも切れてだらりと垂たれ下さがっている。弓折れ矢尽きる、とはまさにこのことだ。だが相手は整せい合ごう騎き士し、油断はできないし、ましてや情けをかけている場合でもない。

「……行こう」

　相棒に低く呼びかけ、ユージオは再び階段に右足を乗せた。

　しかしキリトが、靴から抜いた矢を握ったままの左手でユージオを制した。

「待て……あの騎士、術式を……」

「えっ」

　ユージオは慌てて耳を澄すませた。ひと跳びで斬きりかかれる間合いでない以上、敵が神聖術を唱となえ始はじめたら、こちらも反属性の素因エレメントを生成せねばならない。整合騎士の兜かぶとの下から放たれる、金属質に歪ゆがんだ声に集中する。かなりの高速詠唱だが、図書室で勉強させられたおかげか、なんとか聞き取れる。

　しかし、用いられている式句は、どれもこれも聞き覚えのないものばかりだった。素因の種類を決定する《ジェネレート》句が発せられないうちは、対応策を取れない。

「まずい、これは……」

　その時、キリトが喘あえぐように声を発した。

「これは属性攻撃じゃない。《武装完全支配術》だ」

　張り詰めた言葉が終わらないうちに、騎士が最後の一句を朗々と叫んだ。

「──エンハンス・アーマメント！」

　ぽっ、とかすかな音を発して、切れて垂たれ下さがった二本の弦つるの先せん端たんに橙だいだい色の炎が生まれた。炎はあっという間に弦を燃やし尽くし、そして長弓の両端に達した瞬しゆん間かん。

　銅あかがねの弓全体から、真紅の火か焰えんが巻き上がった。

　肌を炙あぶるような熱感が階段の下まで届き、ユージオは反射的に顔を背そむけかけた。踊り場に立つ整合騎士は弓から噴ふき出だす炎を全身にまとい、あたかも自みずから燃えているかのようだ。

　想像もしなかった展開に、ユージオはどう動くべきか迷った。矢が尽きている以上、たとえ完全支配術を使おうとも攻こう撃げき力りよくはないと判断して突撃するか？　あるいは、直前の攻撃で騎士が矢を使い切ったのは、完全支配状態ならばもはや矢は必要ないからなのか？

　相棒はどちらと見たのか、と隣となりに一瞬視線を流すと、キリトは引くでも攻めるでもなく、まるで子供のように眼めを丸くし、口くち許もとにはかすかな笑みさえ浮かべていた。

「こりゃあ凄すごいな……。あの弓は何が元になってるんだろうな」

「感心してる場合じゃないよ」

　反射的に肩をどやしたくなるが、我慢して再び騎士を見上げる。敵の術式に対抗するため、こちらも憶おぼえたばかりの完全支配術を使う手もあるが、間違いなく向こうはそれを許すまい。長い術式を唱え終わる前に攻撃されてしまうことは確実。使う気ならば、敵と同時に詠唱を始めなければ到底間に合わなかった。

　こうなったら、あとはもう敵の出方に合わせるしかないとユージオは腹をくくったが、どうやら整せい合ごう騎き士しのほうもここで間を置くつもりらしく、左手に燃える弓を握ったまま右手で兜かぶとの面めん頰ぽおを上げた。

　顔は炎の作り出す影かげに沈んで見えなかったが、それ自体が鋼鉄の矢にも思える強烈な眼光をユージオは感じた。続いて発せられた声もまた、人のものとは思えないほど硬質な響ひびきを帯びていた。

「──こうして《熾し焰えん弓きゆう》の炎を浴びるのは実に二年振りだ。なるほど、騎士エルドリエ・サーティワンと渡り合うだけの技はあるようだな、咎とが人びとどもよ。しかし、なれば尚なおのこと許せん。正しき騎士の戦いではなく、穢けがれた闇やみの術によってサーティワンを惑まどわしたことがな！」

「や……闇の術だって？」

　隣となりでキリトが呆あつ気けにとられたように言った。ユージオも一いつ瞬しゆん息を詰めてから、激はげしくかぶりを振りつつ叫んだ。

「ち……違う、僕らは闇の術なんか使ってない！　ただ、エルドリエさんが整合騎士になる前の話をしただけで……」

「騎士になる前、だと!?　我らに過去など存在しない！　我らは、天界より召喚されたその時から常に光輝ある整合騎士である!!」

　鋼はがねのような怒ど声せいが大階段を震わせ、ユージオはうっと息を吞のみ込こんだ。

　カーディナルという少女によれば、全すべての整合騎士は自分が騎士になる前の記憶を封印されるのだという。つまり眼前の赤い騎士も、《自分は天界から召喚された》と思い込まされているだけなのだ。

《敬神パイエテイモジュール》なるものが遮しや断だんしている本物の記憶を刺し激げきすれば整合騎士を動揺させられるらしいが、相手の名前すら解わからない現状ではそれは不可能だ。つまり、エルドリエを行動不能にしたのと同じ手は使えない。

　騎士は、長弓が撒まき散ちらす無数の火の粉の中で、ひときわ苛か烈れつな雷らい声せいを放った。

「生かして捕らえろと命じられているゆえ、貴様等らを消けし炭ずみにまではせぬが、こうして熾焰弓を解放した以上は腕の一本なりとも焼け落ちると覚悟せよ！　断罪の炎を搔かい潜くぐり、その貧弱な剣を我に届かせられるかどうか、試してみるがよい!!」

　高く掲げた弓の、本来弦つるがあるべき位置に、騎士の右手がぴたりと据えられた。指先が何かを握る仕草に、まさか、と思う間もなく──。

　強烈な炎が弓の前方へと迸ほとばしり、それはたちまち一本の矢へと形を変えた。炎の矢の赤々とした輝きからは、内包された途と轍てつもない威力がまざまざと感じられ、ユージオは背中を強こわ張ばらせた。

「弦切れも弾切れも関係なしか」

　隣となりでキリトが低く唸うなるので、震えそうになる顎あごに力を込めて素早く訊たずねる。

「何か策はある？」

「連射は不可能、そう信じる。初しよ撃げきをどうにかして止めるから、お前が斬きり込こむんだ」

「信じる、って……」

　──つまりは、あの炎の矢を連射されたらお手上げ、ということなのだろう。しかし仮に単発だとしても、それはそれで一撃必殺の威力を有している証あかしではあるまいか。そんな攻撃をキリトはどうやって防ぐ気なのか、という危き惧ぐが湧わき上あがるが、ユージオはそれを振り捨てて頷うなずいた。

「──解わかった」

　キリトが止めると言うなら止めるだろう。ギガスシダーを倒すと言って倒した無茶に比べれば、まだしも現実味がある。

　それぞれの剣をがしゃりと構え直した二人を、覚悟を決めたと見て取ったか、整せい合ごう騎き士しは悠然たる動作で不可視の弦つるを引き始めた。

　ユージオの頰ほおを撫なでる熱気が更に強まる。熾し焰えん弓きゆうという名前らしい長弓から発せられる炎はもはや踊り場の天井にまで達し、大理石を黒く焦こがしている。

　不意に、キリトが動いた。

　雄お叫たけびを上げるでもなく、床を強く蹴けりもしない、木の葉が早瀬に吸い込まれるような突進。一呼吸遅れてしまい、ユージオは慌てて後を追う。

　階段を駆かけ上のぼる相棒の、緩ゆるく握られた左拳こぶしから、わずかに青い光が漏もれているのにユージオは気付いた。騎士が口上を述べている間にこっそり生成したのだろう、それは間違いなく凍とう素その放つ輝きだ。

　二十段の階段を半分近く上った時、騎士がついに長弓を完全に引き切った。

　同時に、キリトの口から術式の高速詠唱が迸ほとばしった。

「フォームエレメント・シールドシェイプ！　ディスチャージ！」

　鋭するどく突き出した左掌てのひらから、一列になって射うち出だされた素因エレメントの数は、片手での同時生成の上限である五個。青い輝点は、先頭のものから次々に大きな丸盾たてに変じ、キリトと整合騎士の間を密に遮さえぎる。

　それを見た騎士の口から、三たびの怒ど声せいが轟とどろいた。

「笑止！　──貫つらぬけいッ!!」

　火竜の吐と息いきを思わせる衝しよう撃げき音おんを轟かせ、ついに炎の矢──いや、もはや槍やりと言うべき劫ごう火かの塊かたまりが発射された。

　刹せつ那なの飛ひ翔しようを経て、炎の槍は、キリトの作り出した氷の盾に触れた。

　一枚目の盾が儚はかなく四散し、その欠片かけらも即座に蒸気と化す。

　二枚目、三枚目も、砕ける音が耳に届くよりも早く貫かれる。

　四枚目の盾は、矢を受けた中心部がぐうっと撓たわんだもののやはり呆あつ気けなく散った。残るたった一枚の盾を透かして、目と鼻の先にまで迫った炎の槍が視界を真っ赤に染めた。

　それでもユージオは、速度を緩ゆるめずに階段を駆かけ上のぼり続けた。すぐ目の前を、相棒が猛然と突き進んでいくのに立ち止まるわけにはいかない。

　ユージオが歯を食くい縛しばって凝ぎよう視しする先で、五枚目の盾たてと衝しよう突とつした炎の槍やりは、ついにわずかながら勢いを緩めた。相あい容いれない属性に基づく障しよう壁へきを打ち破らんと、空中で激はげしく火の粉を振ふり撒まく。

「────っ!?」

　その瞬しゆん間かん、ユージオは眼めを瞠みはった。半透明の氷壁の向こうで、一瞬、火か焰えんの槍が形を変えたように見えたのだ。大きく嘴くちばしを開き、翼つばさを広げたその姿は、あたかも猛もう禽きんのような……。

　だがユージオが瞬まばたきする間もなく、最後の盾に無数のヒビが入り、砕け散った。

　その途と端たん、息もできないほどの熱気が押し寄せる。全すべての障壁を貫つらぬいた炎の槍、いや火焰鳥は、キリトをも焼き尽くすべく猛然と襲おそいかかる。

「うおおおおお!!」

　ここで、ついにキリトの口から裂れつ帛ぱくの気合が迸ほとばしった。右手に握った黒い剣を、鋭するどく前に突き出す。

　まさかあの大鳥を斬きろうというのか、とユージオは思った。しかし。

　キリトがまっすぐ伸ばした剣は、思いも寄らない軌道を描いた。眼にも止まらぬ速さで閃ひらめく五指を中心に、風車の如ごとく回転したのだ。
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　しかしその速度が尋じん常じようではない。いったい指をどう動かしているのか、刀身は視認が不可能なほどの勢いで旋せん回かいし、まるでそこに半透明の黒い盾が出現したようだ。

　火焰鳥の頭が、六枚目の盾に接触した。

　どわっ!!　という轟ごう音おんは、大鳥の怒りの咆ほう哮こうか──。

　五枚の氷壁を粉砕した必殺の火焰は、回転する刃やいばによって幾千にも引き千切られ、放射状に飛び散った。しかしそのうち、少なくない量がキリトの全身を押し包み、次々と小爆ばく発はつを引き起こした。

　相棒の体が弾はじかれたように宙に舞まうのを見て、ユージオは絶叫した。

「キリト──!!」

　無数の火の粉に吞のまれながら、それでもキリトは空中で叫び返した。

「止まるな、ユージオ!!」

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを振り捨て、ユージオは前を睨にらんだ。キリトなら、ここで足を止めて千せん載ざい一いち遇ぐうの機を逃したりはするまい。彼は言ったことを果たした。ならば自分もそうしなくては。

　右上空を落下していく相棒とすれ違い、ユージオは残る階段を飛ぶように上った。

　宙に漂ただよう火焰の残ざん滓しを一気に突っ切ると、騎き士しが立ちはだかる踊り場までは、もう目と鼻の距離だった。

　武装完全支配術からの渾こん身しんの一撃を、無傷でとはいかぬまでも退しりぞけられたのは、整合騎士にとっても予想外だっただろう。この距離でも素顔は見えないが、兜かぶとの奥にかすかな驚おどろきの気配が感じられた。もう第二射を引き絞り、撃うつ時間はない。帯剣していない以上、この距離まで接近を許した時点で、

　──あなたの負けだ！

　無音の叫びを放ちながら、ユージオは青あお薔ば薇らの剣を高く振りかぶった。

「舐なめるな小僧!!」

　ユージオの思考を聞き取ったかのように、騎き士しが吼ほえた。

　驚おどろきの色は瞬しゆん時じに消え去り、圧倒的な闘とう気きが赤しやく銅どうの重じゆう鎧よろいを包んだ。燃える長弓を握ったままの左腕が頭上高く掲げられ、再び凄すさまじい炎が拳こぶしに宿る。

「どああっ!!」

　灼やけた空気をびりびり震わせる気合とともに、騎士の左拳が一直線に繰くり出だされた。

　──どうする!?

　すでに斬ざん撃げき体勢に入っていたが、頭の芯しんで瞬間的な思考が閃ひらめく。

　剣と拳、普通に考えれば間合いでも威力でもこちらが上だ。しかし地の利は向こうにある。ただでさえ長身な整合騎士が、階段三段分の高さを足して叩たたき付つけてくる拳に、比較的細身な青薔薇の剣で押し勝てるかどうか。ここは一度回かい避ひして、踊り場まで上ってから改めて攻撃するべきか。

　いや──。

　キリトは、ユージオの親友にして師でもあるアインクラッド流の剣士は、かつて言った。

　──この世界では、剣に何を込めるのかが重要なんだ。

　──お前の剣に込めるべきものは、お前が自分で見つけなきゃいけない。

　ユージオの指し導どう生せいだったゴルゴロッソ先せん輩ぱいも、キリトの指導生ソルティリーナ先輩も、傲ごう慢まんにして卑ひ劣れつな貴族のライオスやウンベールすらも、剣に威力を与えるべき何かを持っていた。しかしユージオは、自分がまだそれを探す途上にあると感じている。毎日の稽けい古こは誰だれにも負けないくらい積み重ねてきたし、色々な秘ひ奥おう義ぎを会え得とくもしたが、自分の剣に込めるための何かはまだ見つかっていない。もしかしたら、生まれついての剣士ではない自分には、永遠に見つけられないものなのかもしれない。

　でも。少なくとも今だけは、整せい合ごう騎き士しの気迫に負けて剣を引くことはできない。なぜなら、もはや剣の修練をしていればいい時代は終わってしまったからだ。今のユージオには、確固たる目標がある。記憶を奪われ、整合騎士に変えられてしまったアリスを取り戻す、という。

　────アリス。

　そう、大切なのはそれだけだ。八年前のある夏の日、騎士に連れ去られるのをただ見ていることしかできなかった幼おさな馴な染じみを、今度こそ助ける。剣術の技ぎ倆りようも、神聖術の知識も、全すべてそのために磨みがき上あげてきたのだから。

　──頼む、力を貸してくれ。僕はまだまだ未み熟じゆくで、お前みたいな銘剣の主あるじには相応ふさわしくないかもしれないけど……。でも、今は、前に進まなきゃいけないんだ！

　心の裡うちで呼びかけながら、ユージオは青あお薔ば薇らの剣を大上段に振りかぶった体勢から、いっそう強く全身を反そらせた。

　仄ほのかに透き通る刀身を、鮮あざやかな青い光が包む。アインクラッド流秘奥義《バーチカル》。

「お……おおっ！」

　鋭するどい気勢に乗せ、剣を撃うち込こむ。秘奥義特有の強烈な風切り音を響ひびかせて刃やいばは宙を閃ひらめき、整合騎士の、劫ごう火かに包まれた左拳こぶしと激げき突とつした。

　青と赤の光が入り交じった衝しよう撃げき波はが円形に広がり、階段に敷しかれた赤い絨じゆう毯たんと、壁かべに掛けられた織おり物ものを引き裂いた。拳と剣は、触れ合ったまま空中の一点で静止した。

　ぎ、ぎりっ、と籠こ手ての装甲と剣の刀身が軋きしむ。ユージオは渾こん身しんの力で秘奥義を完結させようとするが、騎士の腕は巌いわおの如ごとく小揺るぎもしない。だが、敵も余裕があるわけではなさそうだった。兜かぶとの奥から低い唸うなり声ごえを漏もらしつつ、拳に全身の重みを乗せてくる。

　膠こう着ちやく状態は、しかし、ほんの数秒しか続かなかった。騎士の拳に握られたままの熾し焰えん弓きゆうから放たれる炎が、青薔薇の剣をも舐なめ始はじめたのだ。刀身を包む秘奥義の光が、まるで熱に耐たえかねたかのように明滅する。ここで《バーチカル》を中断させられれば、剣は一いつ瞬しゆんで弾はじかれ、灼しやく熱ねつの一撃を顔に喰くらうことは確実。

「ぐ……う、おっ……！」

　ユージオはありったけの筋力と精神力を振り絞り、剣を振り下ろそうとした。だが、炎はますます勢いを増し、刀身をも赤熱させ始める。

　これまで意識したことはなかったが、大図書室で見た《剣の記憶》によれば、青あお薔ば薇らの剣は氷の属性を持っている。ゆえに反属性である高温の炎には弱いはずで、この状態が長く続くと危険なほど天命を損耗してしまいかねない。

　だがそれは同時に、剣の属性によって敵の炎を打ち消せるかもしれない、ということだ。

　──お前は、世界創生の頃ころから、果ての山脈の頂いただきで極ごつ寒かんの吹雪ふぶきに鍛きたえられてきたんだ。

　──こんな炎なんかに、負けるな！

　ユージオの呼びかけに、剣が応じたのか──。

　不意に、柄つかを握る右手のみならず、柄つか頭がしらに添えただけの左手にも刺すような冷感が生まれた。決して錯さつ覚かくではない。その証拠に、鍔つばに刻まれた小さな薔薇たちが、真っ白い霜しもに包まれていく。霜は細い蔓つるへと変じてみるみる刀身に這はい上のぼり、舐なめ回まわしていた炎を散らす。

　現象は、そこで終わらなかった。真っ白い氷の蔓は、触れ合う騎き士しの拳こぶしにまで伸び、赤しやく銅どうの装甲を覆おおう炎を退しりぞけ霜を降らせ……。

「ぬうっ……」

　有り得ない冷気を感じてか、騎士が唸うなり声ごえを漏もらした。敵の体勢が、ほんのわずかではあったが崩くずれたその瞬しゆん間かんを逃さず、ユージオは溜ためていた力を解き放った。

　ぎゃあん！　と耳をつんざくような音を迸ほとばしらせ、振り下ろされた剣が騎士の左拳を弾はじき返かえした。

　だが、切きっ先さきは惜しいところで敵の体には触れなかった。剣をむなしく真下に振り切ろうとするユージオ目掛け、騎士がすかさず右拳を繰くり出だしてくる。火か焰えんは宿していないが、巨大な岩塊にも等しい剛ごう拳けんを受ければ、ひとたまりもなく階段の下まで吹き飛ばされるだろう。

　だが。

「い……ええあああッ！」

　烈風の如ごとき気合とともに、ユージオの剣が急角度で跳ね上がった。

　同じ大きさの鋼鉄よりも重い青薔薇の剣を膂りよ力りよくのみにて瞬時に切り返すなど、どんな偉い丈じよう夫ふにも不可能だ。それを可能とする理ことわりは世界にただひとつ、剣術の秘ひ奥おう義ぎのみ。アインクラッド流二連れん撃げき技、《バーチカル・アーク》。

　神聖文字のＶに似た軌跡を描いて走った刃やいばは、整合騎士の胸当てを斜めに断ち割った。赤銅の装甲に穿うがたれた間かん隙げきから、真紅の滴しずくがわずかに飛び散る。切っ先が騎士の肉体を捉とらえたのだ──が、まだ浅い。

　騎士は上体を泳がせながらも、両脚を踏ふん張ばって後方に跳ぼうとした。ここで間合いを離されれば、再び火焰攻撃を放つ余裕を与えてしまう。だが、あらゆる秘奥義は、撃うち終おわった後に数すう瞬しゆんの硬直を強しいられる。

　キリトは、秘ひ奥おう義ぎを使うならば、その巨大な隙すきをどう消すか常に考えるべし、と言っていた。もちろん斬ざん撃げきが命中した時は問題ないが、受け流される、躱かわされる、または今回のように当たりはしたが敵の動きを止めるに至らない場合は致命的な反撃を受ける危険がある。

　秘奥義がもたらす硬直は絶対的で、心構えだけでどうにかなるものではない。隙を消す方法としては、味方と入れ替わる、事前に生成しておいた風ふう素そを解放して風圧で間合いを作る、等が考えられる。しかしキリトは広間まで叩たたき落おとされてしまったし、術式を唱となえる時間もなかった。残る方法は、たった一つ。

　ユージオはありったけの腕力と精神力を振り絞り、バーチカル・アーク二撃目の軌道上にある青あお薔ば薇らの剣の動きを制御した。本来なら左上に高々と斬きり上あげられるはずの刀身を、左肩に担かつぐような形に持っていく。無理に力を加えたことで、刀身を包む青い光は急きゆう激げきに消滅するが、どうせもう攻撃そのものは終わっている。

　青薔薇の剣が肩の上で止まると同時に、騎き士しが激はげしく床を蹴けった。大階段の踊り場は広く、奥の壁かべ際ぎわまで下がれば、ユージオが硬直している間にもう一度火か焰えんの槍やりを撃うてるという算段だろう。それを許せば、ユージオには防ぐ手立てはない。

　強制的な硬直を打破する、最後の方法。

　それは、秘奥義に、新たな秘奥義を繫つなげることだ。技の出し終わりの姿勢を、次の技の発動姿勢に重ねることで、硬直時間を消し去る。師であるキリトですら五割の確率でしか成功させられない秘技中の秘技、《秘奥義連れん携けい》──。

「っ…………!!」

　鋭するどい呼気を放ちながら、ユージオは技の発動をありったけの強さで念じた。直後、剣が再び鮮あざやかに輝いた。体が弾はじかれたように前方に飛び出す。左上から斬きり下おろされる刃やいばが、唸うなりを上げて整合騎士に迫る。単発秘奥義、《スラント》。

　ついに、騎士が兜かぶとの奥で両眼めを見開いた。

　ライオスたちを斬ろうとした時に襲おそってきた右眼の痛みや、回転する真っ赤な神聖文字は、もう現れなかった。迷いも、躊躇ためらいすらもなかった。斬るべき敵を斬るのだという一念が、ユージオの全身を動かしていた。

　猛然と振り下ろされた青薔薇の剣が、騎士の右肩を直撃した。肩当てが分断される金属音に続き、鈍にぶく重い衝しよう撃げきがユージオの右手に伝わった。それは間違いなく、握にぎり締しめた剣が人間の筋肉を引き裂き、骨を打ち砕く手て応ごたえだった。

　肩から胸まで達する深い傷を受け、整合騎士は背中から床に叩たたき付つけられた。

「ごはっ！」

　こもった声が兜の下から漏もれ、直後、鎧よろいの首くび許もとから、装甲の赤しやく銅どうよりもひときわ赤い血液が大量に噴ふき出だした。

　人を斬きるのはこれで二度目だが、それでもユージオは一いつ瞬しゆん息が詰まるのを感じた。右手に残る手て応ごたえに、腹の底が締しめ付つけられるような感覚が襲おそってくるが、懸けん命めいに吞のみ込こむ。

　そんなユージオの感情に同調するように、青あお薔ば薇らの剣はもう一度強い冷気を放ち、刀身にまとわりつく返り血を全すべて霜しもに変えて振り落とすと普段の状態へと戻った。見れば、切り裂かれた騎き士しの右肩も真っ白く凍りつき、滴したたりかけた血が小さな氷柱を作っている。

「ぐ……」

　整合騎士は、低く唸うなりながら弓を握ったままの左手を持ち上げ、傷口へ近づけようとした。それを見て、ユージオは剣を持つ右手に力を込め直した。もし騎士が神聖術の詠唱を始めたら、倒れた相手に再び斬りつけねばならない。高位の術者であれば、周囲の空間に神聖力が存在する限り天命の回復が可能であり、口に深手を負わせるか腕を斬り落とす、あるいは絶命させる以外に無力化する手段はないからだ。

　しかし騎士は、左拳こぶしが完全に凍りつき、すでに炎を失った弓を手放せないことに気付いて治ち療りようを諦あきらめたようだった。素因エレメント系術式には指先による微妙な操そう作さが必須なのだ。苦笑めいた吐と息いきを漏もらし、がしゃっと腕を床に落とす。

　これからどうするべきか、ユージオは迷った。青薔薇の剣は、冷気を生み出して敵の火か焰えんを退しりぞけたものの、傷口を凍結させることで止血効果をも生み出してしまったようだ。騎士はこれ以上戦えないだろうが、このまま死にもするまい。放置していけばやがて左手の凍結も解け、神聖術で完全回復を果たして追つい撃げきしてくるのではないか。

　奥歯を嚙かんで立ち尽くすユージオに、先に言葉を掛けたのは整合騎士のほうだった。

「……小僧……」

　掠かすれつつも威い厳げんを失わない声にユージオは身構えかけたが、続いた内容は少々予想外のものだった。

「最初に使った秘ひ奥おう義ぎの名は、何だ……？」

「…………」

　少しだけ迷ってから、ユージオは乾いた唇を動かして答えた。

「……アインクラッド流剣術、二連撃技《バーチカル・アーク》」

「二……連撃技」

　繰くり返かえし、騎士はいっとき沈ちん黙もくしたが、すぐに続けて問うた。

「そっちの……貴様が使った技は……？」

　騎士の兜かぶとが小さく動いたので、ユージオも一いつ瞬しゆんだけ後ろに視線を送った。すると、黒い服のあちこちを焦こがしたキリトが、左腕を押さえ、右足を引きずりながらゆっくり階段を上ってくるところだった。

「キリト……怪け我がは!?」

　慌てて訊きくと、相棒はかすかに笑った。

「大丈夫、酷ひどい火傷やけどはあらかた塞ふさいだ。……騎き士しのおっさん、俺おれが使ったのはアインクラッド流防御技《スピニングシールド》だよ」

「…………」

　それを聞いた騎士は、がしゃりと兜かぶとを鳴らして天井を仰あおぐと、再び黙だまり込こんだ。

　数秒後に流れた声は、ユージオたちにではなく、自分自身に語りかけているかのように密ひそやかだった。

「……人界の端はしから端まで……その果てを越えた先までも見てきたつもりでいたが……世にはまだ我の知らぬ剣、知らぬ技があったのだな……。──貴様らの技には、真しん摯しな修練を積み重ねた重みがこもっていた。貴様らが、穢けがれた術によって騎士エルドリエを惑まどわせたと言ったのは……我の誤りであった……」

　整合騎士は、もう一度首を動かし、面めん頰ぽおの奥からユージオに視線を向けた。

「……名を……教えてくれ」

　キリトとちらりと視線を見み交かわしてから、ユージオは短く名乗った。

「……剣士ユージオ。姓はない」

「俺は剣士キリトだ」

　二人の名前を嚙かみ締しめるように頷うなずいてから、整合騎士は、いっそう意外な言葉を発した。

「……カセドラル五十階、《霊光の大回廊》にて複数の整合騎士が貴様らを待ち受けている。生け捕りではなく、天命を消し去れとの命を受けてな……。先刻のように真正面から突とつ撃げきすれば、刹せつ那なのうちに息の根を止められるだろう」

「お……おいおっさん、大丈夫なのかそんなこと言って？」

　キリトが少々泡を食ったように口を挟んだ。しかし騎士は再び笑みに似た気配を薄うすく漂ただよわせ、呟つぶやいた。

「アドミニストレータ様の御下命を完かん遂すいできなかった以上……我は騎士の証あかしたる鎧よろいと神器を没収され、無期限の凍結刑となろう……。──そのような辱はずかしめを受ける前に、天命を断ってくれ……貴様らの手で」

「…………」

　絶句するユージオとキリトに向けて、騎士は言葉を重ねた。

「迷うことはない……貴様らは……堂々たる剣の技によって倒したのだからな……」

　続く名前を聞いて──ユージオは息が止まるほどの衝しよう撃げきを受けた。

「我……整合騎士、デュソルバート・シンセシス・セブンを」

　聞き覚えがある、どころではない。

　その名は、この八年間というもの、ユージオの魂たましい深くに刻みつけられて一いつ瞬しゆんたりとも薄れることはなかったのだ。深い悔恨と絶望、そして怒りとともに。

「デュソル……バート？　あんたが……あの時の……？」

　自分の喉のどから絞り出された、別人のようにひび割れた声をユージオは聞いた。

　鎧よろいの色が違うし、兜かぶとを被かぶっていると整せい合ごう騎き士しの声は似たような金属質の響ひびきを帯びるので今までまったく気付かなかったが、それでは、いま目の前に倒れる騎士こそが、かつてユージオの眼前で──。

　ある種の衝しよう動どうに背を押され、ユージオはよろよろと数歩前に進み出た。

「ユージオ……？」

　訝いぶかしむようなキリトの声は、ほとんど耳に届かなかった。上体を屈かがめて、間近から兜の奥にある顔を覗のぞき込こむ。

　兜に何らかの術式が施ほどこされているのか、数十センの距離まで近づいても、騎士の素顔は闇やみに隠れていた。だが、大量の天命を削られてもなお力を失わない二つの眼めだけははっきりと見てとれた。若いとも、年経ているとも思える、鋭するどい眦まなじりだった。

　乾き切った口を動かし、ユージオは軋きしむような声で囁ささやきかけた。

「天命を……断ってくれだって……？　堂々たる勝負、だって……？」

　右手が激はげしく痙けい攣れんすると同時に、握られたままだった青あお薔ば薇らの剣が再び強い冷気を放射させ始めた。切きっ先さきのすぐ下にある整合騎士の鎧を、たちまち白い霜しもが覆おおっていく。

　急きゆう激げきに胸の奥から込み上げてきた熱い塊かたまりを、ユージオは喉のども裂けよとばかりに一気に吐き出した。

「たった！　たった十一歳の女の子を鎖くさりで縛しばり上あげて……飛竜にぶら下げて連れ去った奴やつが……今更そんな口を利きくなあああああ────ッ!!」

　逆手に握った青薔薇の剣を、ユージオは高々と振りかざした。

　絶対に許容できない台詞せりふを吐いた騎士の口を床まで貫つらぬき、同時に残る天命も吹き飛ばしてやるつもりだった。

　だが、ずきん、と疼うずいた重い痛みが右手の動きを妨さまたげた。痛んだのは右眼ではなく、胸のどこか深いところだった。まるで、誰だれかが必死にユージオを止めているかのような、そんな痛みだった。

　剣を振り上げたまま、がたがたと全身を震わせるユージオの右腕を──。

　すぐ傍そばから伸ばされたキリトの左手が、そっと押さえた。

「…………なんで、止めるの、キリト……」

　あらゆる理性を蒸発させそうな感情の大渦に揺すぶられながら、ユージオは世界で誰よりも信頼する相棒に問うた。

　キリトは、彼なりの痛みを堪こらえるような色の眼でじっとユージオを見詰め、ゆっくり首を左右に振った。

「そのおっさんは、もう戦う気はないよ。そういう相手に剣を振るっちゃだめだ……」

「でも……でも、こいつは……こいつがアリスを連れていったんだよ……こいつが……」

　駄々っ子のように反はん駁ばくしつつも、ユージオは意識の一部で、キリトの言わんとするところを理解してもいた。

　整せい合ごう騎き士しも、所しよ詮せんは公こう理り教きよう会かいの──最高司祭の命令によって動く存在に過ぎない。アリスを奪ったのは教会そのものであり、この世界の歪ゆがんだ法と秩序なのだ。

　しかしそのいっぽう、正しい物の見方など放り捨てて、横たわる騎士を滅め茶ちや苦く茶ちやに斬きり刻きざんでしまいたいという衝しよう動どうも消えはしなかった。あの夏の日から、ユージオが胸中に積もらせてきた怒りと無力感、そして罪悪感は、今更世界の仕組みを知ったところで消え去るようなものではなかった。

　足あし許もとに転がる籐とうかご。砂にまみれたパンやチーズ。日差しに溶ける氷。

　アリスの青いワンピースを締しめ上あげる鎖くさりの鈍にぶい輝き。そして、根が生えたように動かない、自分の二本の足。

　……キリト──キリト。

　君なら、あの時、整合騎士に斬りかかってでもアリスを助けようとしただろう。たとえ一緒に捕ほ縛ばくされ、審しん問もんに掛けられると解わかっていてもそうしただろう。

　でも、僕にはできなかった。アリスはたった一人の友達、誰だれよりも大切な女の子だったのに、僕はただ見ていることしかできなかったんだ。いま目の前に倒れるこの騎士が、アリスを縛しばり、連れていくのを。

　そのような断片的な思考を孕はらんだ感情の嵐あらしが、頭の中いっぱいに吹き荒れた。キリトに摑つかまれたままの右腕がわななき、剣を更に高く振りかぶらせた。

　しかし、キリトが左手に力を込めながら発した言葉は、しばしユージオの動きを止めるだけの驚おどろきを与えた。

「……このおっさんは、きっと憶おぼえていないよ。ルーリッドの村からお前のアリスを連行した時のことを……。忘れたんじゃない、記憶を消されたんだ」

「え……？」

　ユージオは愕がく然ぜんとして、横たわる騎士の兜かぶとを見下ろした。

　これまで、青あお薔ば薇らの剣が振りかざされた時すらも身じろぎ一つしなかった整合騎士が、二人の視線を受けて初めて動いた。ようやく凍結が解けてきた左拳こぶしを強引に開き、氷の欠片かけらを散らしながら長弓を手放すと、指先で兜側面の掛け金を外す。

　猛たけ々だけしい造形の兜が前後に割れるように開き、騎士の頭からごとんと音を立てて剝はがれ落おちた。現れたのは、四十歳前後と見える、剛ごう毅きそのものの風ふう貌ぼうを持つ男の顔だった。

　短く刈られた髪と、太い眉まゆは鉄てつ錆さびに似た赤灰色。高い鼻び梁りようと引き結ばれた口許は一刀彫りのようにまっすぐで、両眼めの鋭するどさは鋼はがねの鏃やじりを思わせる。

　しかし、濃こい灰色の瞳ひとみだけが、心中の動揺を映してかわずかに揺れていた。薄うすい唇が動き、流れ出た声は、これまでとはまったく異なる、深みのある低音だった。

「……その黒髪の小僧の……言うとおりだ。我が、幼き少女を捕ほ縛ばくし、飛竜で連行しただと？　そのようなことをした憶おぼえはない」

「お……憶えていないのか……？　たったの八年前なんだぞ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、ユージオは無意識のうちに右腕から力を抜いた。ユージオから離した左手で、考え込むようにおとがいに触れながら、キリトが再び言った。

「だから、消されたのさ……出来事前後の記憶ごとな。おっさん……いや騎き士しデュソルバート、あんたはノーランガルスの北の辺境を守る整合騎士だった、それは間違いないよな？」

「……然しかり。ノーランガルス北方第七辺境区が……我が統括区であった。そう……八年前までは……」

　騎士の眉まゆが、記憶の底を浚さらうように強く寄せられる。

「そして我は……功績大なりとして……この鎧よろいとともにセントラル・カセドラル警けい護ごの任を与えられた……」

「その功とは何だか、憶えているか？」

　キリトの問いに、騎士は即答しなかった。ただ唇をぎゅっと結び、視線を宙に彷徨さまよわせている。短い沈ちん黙もくを破ったのは、再びキリトの言葉だった。

「俺おれが答えてやるよ。あんたの功績とは、整合騎士アリス・シンセシス・サーティを見出みいだしたことだ。央都じゃ誰だれも知らないような、北の果ての小さな村からな。最高司祭アドミニストレータは、アリスをこの塔に連行したことをあんたの手柄としながらも、その件に関する記憶は消さなければならなかった……。その理由も、あんたさっき自分で言ってたぜ」

　いつしか、ユージオと整合騎士にというよりも、自分に言い聞かせるが如ごとき早口でキリトは語り続ける。

「整合騎士に過去は存在しない、なぜなら天界から召喚されたからだ、あんたはそう言った。きっと最高司祭が、騎士として目覚めた直後のあんたにそう教えたんだろう。整合騎士になる以前の記憶がないのはそのせいだ、って納得させるために。でもその話を押し通すためには、整合騎士に、自分が人間だった時の記憶だけじゃなく、自分以外の騎士の誕生に関する記憶も残してもらっちゃ困るわけだ。自分が連れてきた大罪人が、次の日に仲間の騎士として現れたら大混乱だからな……。案外そのへんか、最高司祭様の弱みは……」

　猛烈な速さで何事か考えているのだろう、キリトは俯うつむいたまま左右に歩き始めた。

　そんな相棒の様子にすっかり気勢を削そがれ、ユージオは長く息を吐き出しながら、もう一度足あし許もとに横たわる男を見やった。すると整合騎士デュソルバートも、虚うつろな表情で思考を巡らせているようだった。

　怒りや憎しみが消えたわけではないが、アリスに関する記憶の一いつ切さいを消されているという話が真実なら、受け入れねばならない──のかもしれない。

　全すべての騎士は、公こう理り教きよう会かい最高司祭のアドミニストレータなる人物に操あやつられる手て駒ごまにすぎないことを。自分からアリスを奪い、アリスから記憶を奪って整せい合ごう騎き士しに仕立てた憎むべき敵は、そのアドミニストレータただ一人であるということを。

　デュソルバートは、自分を見下ろすユージオの視線に気付いたのか、両眼めを彷徨さまよわせるのをやめた。彼の胸中に渦巻いているであろう感情は読み取れなかったが、唇から流れ出した声は、つい数分前まで二人の前に立ちはだかっていた強敵と同じ人間のものかと思いたくなるほどの揺らぎに満ちていた。

「そんなことが……あるはずがない……。我ら整合騎士が、騎士に任ぜられる以前は、そなたらと同じ人界の民であったという話が…………」

「…………」

　言葉に詰まったユージオに替わって、再びキリトが答えた。

「あんたのその傷から流れる血は、俺たちのと同じ赤色だろ。騎士エルドリエの様子がおかしくなったのだって、怪しい術を掛けたからじゃない。彼の奪われた記憶を、俺おれたちが呼び覚まそうとしたからだ。……あんただって、エルドリエと同じはずだ。あんたが四帝国統一大会で優勝したのか、禁きん忌き目もく録ろくを軽んじたのかは知らないけど、アドミニストレータに大事な記憶を奪われ、代わりに教会への忠誠心を埋め込まれて、整合騎士に仕立てられたんだ。凍結刑になるとか言ってたけど、その間にまたアドミニストレータ様があんたの記憶をいじくりまわして、この会話の記憶も消しちまうはずだ。賭かけてもいいぜ」

　言い回しは冷たいが、キリトの声にはある種のやるせなさが含まれているようだった。

　騎士もそれを感じたのか、瞼まぶたを閉じてしばらく沈ちん黙もくしていたが、ゆっくりともう一度かぶりを振った。

「信じられぬ。最高司祭猊げい下かが……我に、そのような術を…………」

「でもそれが真実なんだ。あんたの中にも、何か残っているものがあるはずだ。どんな術式でも消し切れない、騎士になる前の大切な記憶が……」

　キリトがそう語りかけると、デュソルバートは不意に左手を持ち上げ、逞たくましい指を見詰めながらため息のようにかすかな声で呟つぶやいた。

「人界に降り立った頃ころから……何度も同じ夢を見た……。我を揺り起こす小さな手と……その指に嵌はめられた銀の指輪……。しかし目覚めると……そこには誰だれも……」

　デュソルバートはぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、左手で額ひたいを強く押さえた。その様子をキリトはじっと見詰めていたが、やがて小さく呟いた。

「それ以上は、たぶん思い出せない。あんたは、その手と指輪の持ち主の記憶をアドミニストレータに奪われたんだ……」

　一いつ瞬しゆん口をつぐみ、右手に下げたままだった黒い剣を、左腰の鞘さやにかちっと音を立てて戻す。

「……これからどうするかはあんたが決めることだ。アドミニストレータのところに戻って処罰を受けるか、傷を治ち療りようして俺たちを追ってくるか……それとも……」

　その続きを言うことなく、キリトは踊り場の右側から延びる上り階段へと数歩進んだ。そこで立ち止まり、肩越しに振り向いて、ユージオの眼めを見る。

　──それでいいだろう？

　黒い瞳ひとみがそう言っていた。ユージオはもう一度、横たわり瞑めい目もくする整せい合ごう騎き士しに視線を向けた。右手の青あお薔ば薇らの剣をゆっくりと持ち上げ──切きっ先さきを左腰の鞘さやにあてがい、そっと落とし込む。

「……行こう」

　キリトの隣となりに並び、短く言うと、並んで上り階段へと歩き始める。

　整合騎士デュソルバート・シンセシス・セブンがこれからどんな選択をするかは解わからないが、少なくとも二人を追ってくることはないだろうと、そう思えた。










　　　２




　しばらくのあいだ、二人の靴底が大理石の階段を蹴ける音だけが鳴なり響ひびき続けた。

　それを除けば、あたりは耳が痛くなるほどの静寂に包まれている。ユージオの知る限りでは、公こう理り教きよう会かいの巨塔には大勢の修道士やその見習いが暮らしているはずなのだが、どれほど耳を澄すませ、眼を凝こらしても、人の営みらしきものを感じることはできない。

　加えて、上の階に辿たどり着つくたび現れる光景──長方形の広間から前と左右に延びる廊下と、そこに等間隔に並ぶ扉──がまるで変化しないので、いつの間にか幻惑系の術でも掛けられて、同じ階段を繰くり返かえし上り下りしているのではないかという気がしてくる。

　そうでないことを確認するために、どこかの廊下に入って手近な扉を開けてみたくなるが、前を行くキリトは一定の歩調で黙もく々もくと上り続けるので気を散らしている場合ではないと自分に言い聞かせる。デュソルバートの言葉が真実なら、この階段をもうしばらく上った先、カセドラル五十階で更なる強敵が待ち受けているはずだ。

　左腰で揺れる愛剣の柄つかにそっと指先を触れさせ、ユージオが雑念を振り払おうとした途と端たん、踊り場に差しかかったキリトが急に足を止めた。

　真剣な表情で振り向き、張り詰めた声こわ音ねで、

「なあ、ユージオ。…………今、何階だっけ……？」

「あ……あのねえ」

　思わず軽くよろめいてから、ユージオはため息をつき首を振り肩を落とす三動作を同時に行った。

「次が二十九階だよ。まさかと思うけど、数えてなかったんじゃないだろうね」

「普通、階段には階数表示くらいあって然しかるべきだと思わないか」

「そりゃそうだけど、だからって今いま頃ごろ気付くなよ！」

　ユージオの指摘をどこ吹く風と受け流し、キリトは踊り場の壁かべにどすんと背中を預けた。

「しっかし、まだそんなところか……。もうずいぶんと上った気がしたけどなあ……腹減ったなあ……」

「……まあ、それは同感だけどね」

　カーディナルの大図書室で豪勢な朝食を振ふる舞まわれてから、早くも五時間近くが経過している。長細い窓越しに見える空では太陽ソルスが中天近くに達し、しかも激はげしい戦せん闘とうをひとつくぐり抜けたうえに階段を二十五階ぶん、一千段も上ってきたとなれば、体が補給を求めるのもやむを得ない。

　キリトの言葉に頷うなずき、続けてユージオはずいっと右手を差し出した。

「だから、そのズボンのポケットに入ってるものを一つ寄よ越こせよ」

「えっ……いや、これはその、非常事態用に……。──意外と目め敏ざといな、お前」

「そんなに詰め込んどいて、気付かないはずないだろ」

　キリトは観念したような顔で右のポケットに手を突っ込むと、蒸むし饅まん頭じゆうを二つ取り出して片方を放ってきた。受け取ると、図書室を出てからかなりの時間が経たっているにもかかわらず、香ばしい匂においが胃を刺し激げきする。

「おっさんの火か焰えん攻こう撃げきでちょっとコゲたぞ」

「ははあ……なるほどね。ありがとう、いただきます」

　この饅頭はカーディナルが高位の神聖術で生成したもので、つまり元々は貴重な古書の何ページかだったということになるのだが、ユージオはその事実には眼めをつぶって大きく齧かじり付ついた。かりっと焼き目のついた皮と汁気たっぷりの肉にく餡あんを、しばし夢中で味わう。

　ささやかな昼食はほんの数十秒で終了し、ユージオは指をぺろりと舐なめて短く息をついた。キリトの左ポケットがまだ怪しく膨ふくらんでいるが、そちらは勘弁してやることにして、同時に食べ終わった相棒に声を掛ける。

「ご馳ち走そう様さま。──で、これからどうする？　あと三十分も上れば問題の五十階だけど……正面から乗り込むのかい？」

「んー……」

　キリトはわしわしと髪を搔かき混まぜながら唸うなった。

「そうだなあ……。──整せい合ごう騎き士しの恐ろしさはさっき嫌いやってほど思い知らされたけど、お前とおっさんの戦せん闘とうを見た限り、やっぱりあいつらは連続技には慣れてない、と言うよりほとんど未経験なんだろうな。一対一の接近戦に持ち込めれば勝機はあると思いたい。でも敵が複数のうえに準備万ばん端たん待ち受けてるんじゃ、それも難むずかしい」

「じゃあ……正面から行くのはやめて、他ほかの道を探す？」

「それもどうかなあ。この大階段が唯一の通路だってカーディナルが断言してたし、仮に抜け道が見つかっても、のちのち挟はさみ撃うちになる危険が残るしな……。五十階にいる騎士たちは、どうにかしてそこで倒しておきたい。ということで、俺おれたちも切り札を使わざるを得ない状況なんだけど、幸いおっさんが警けい告こくしてくれたおかげで、五十階に突入する前に長ったらしい術式を準備しておく時間がある」

「そうか……《武装完全支配術》……」

　ユージオが呟つぶやくと、キリトは難しい顔で頷うなずいた。

「ぶっつけ本番で使うのは不安だけど、こんなとこで試し撃ちして剣の天命を無む駄だ遣づかいするわけにもいかないしな……。五十階に突入すると同時に先制で完全支配術を使って、なるべく多くの騎士を無力化……」

「あー、そのことなんだけど、キリト」

　少しばかりばつの悪さを味わいながら、ユージオはキリトの言葉を遮さえぎった。

「その……僕の完全支配術は、さっきの整合騎士の技みたいな大威力の直接攻こう撃げきって感じじゃないんだ」

「え……そ、そうなの？」

「だって、術式を書いてくれたのはカーディナルさんだし……そりゃ、どんな技にするか思い描いたのは僕だけどさ……」

　言い訳がましく呟くユージオに、キリトは首を捻ひねりながら言った。

「まあ、とりあえず術式を暗あん誦しようしてみろよ。起句抜きで」

「う、うん」

　言われるまま、《システム・コール》を省はぶいた術式を早口で詠唱する。眼めをつぶって聞いていたキリトは、ユージオが「エンハンス・アーマメント」の結句まで辿たどり着つくと、予想に反してにんまりと笑った。

「なるほどな。確かに攻撃的とは言いづらいけど、でも使い方次第で充分役に立ちそうだぞ。俺の完全支配術とも相性悪くなさそうだし」

「へえ。キリトのはどんな技なの？」

「それは見てのお楽しみだ」

　調子のいいことを言うキリトを、ユージオは軽く睨にらんだ。しかし相棒は澄すまし顔で前髪を搔かき上あげ、再び背中を壁かべに預けた。

「ま、作戦とも言えないような作戦だけど、これでいくか。まず、五十階突入前に武装完全支配術を詠唱して、発動待ちで保持する。突っ込んで敵の位置を確認し次第、まずお前、次に俺おれが技をぶちかます。うまいこと敵が一箇所に固まっててくれれば、全員無力化できるかもしれない」

「かも、ねえ」

　疑念混じりの相あい槌づちを打ってはみたが、実のところ、ユージオにも腹案などありはしない。あらゆる状況を計算した上で作戦を立てる能力は、相棒のほうが一枚上うわ手てなのは認めざるを得ないところだし、高速詠唱にいまいち自信がないユージオとしては戦せん闘とう前に術式を唱となえておけるのは正直ありがたい。

「……じゃあ、それでいこうか。まず僕が……」

　言いながら、ユージオはふと左側、カセドラル二十九階へと続く階段に視線を向けた。

　そして啞あ然ぜんと両眼めを見開いた。

　手て摺すりの陰から、小さな頭がふたつ覗のぞき、四つの瞳ひとみがじっとこちらを凝ぎよう視ししている。

　ユージオと視線が合った途と端たん、二つの頭はさっと引っ込んだ。しかし絶句しつつ眺めるうちに、頭はもういちど現れ、あどけなさの残る両眼がぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返かえす。

　異変に気付いたキリトがユージオの視線を追い、同じく口をぽかんと開けてから、恐る恐るというふうに訊たずねた。

「君たち……誰だれ？」

　すると、二つの頭は顔を見合わせ、同時に頷うなずいてから、おずおずとその全身を露あらわにした。

「こ……子供……？」

　ユージオは無意識のうちにそう呟つぶやいた。

　階上に立つのは、まったく同じ墨色の服に身を包んだ、二人の少女だった。

　年齢は十歳前後だろうか。一いつ瞬しゆん懐なつかしさを感じたのは、簡素な黒い服が、ルーリッドの教会で学んでいたアリスの妹セルカの修道服によく似ているからだ。

　しかし少女たちは、セルカと違って、緑色の腰帯に全長三十センほどの小剣を差していた。一瞬警けい戒かい心しんが湧わき上あがるが、すぐに剣の刀身だけでなく柄つかまでも、赤みがかった木製であることに気付く。色合いは異なるが、剣士を目指す子供たちが最初に与えられる木剣とほぼ同じものだろう。

　右側の少女は、薄うすい茶色の髪を二本のお下げに編んでいる。垂たれ気味の眉まゆと目め尻じりが気弱げな印象だ。対して左側の少女は麦わら色の髪を短く切り、両眼は勝ち気そうに切れ上がっている。

　ユージオとキリトが無言で凝視する中、一歩踏ふみ出だしてきたのは、やはり左側の負けん気の強そうな少女だった。大きく息を吸い、唐突に自己紹介を始める。

「あの……あたし、じゃない私は、公こう理り教きよう会かい修道女見習いのフィゼルです。そんでこっちが、同じく修道女見習いの……」

「り……リネルです」
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　二人の幼い声は、緊きん張ちようのせいか語尾が震えていた。安心させるべく笑みを浮かべかけたユージオだが、すぐに、見習いとはいえ教会の修道女である以上こちらを敵視しているはずだ、と思い直す。

　しかし、フィゼルと名乗る少女が続けて発した言葉は、ユージオの予想を超えて直接的なものだった。

「あの……ダークテリトリーからの侵入者っていうのは、お二人のことですか？」

「は……？」

　思わずキリトと顔を見合わせる。相棒も、この状況をどう判断したものか決めかねているようだ。眉まゆをしかめ、唇を数回閉じたり開いたりしてから、するする移動してユージオの背後に引っ込む。

「子供、苦手なんだよ。お前に任す」

　後ろからそんなことを言われ、「ずるいぞ！」と囁ささやき返かえしてはみたが、ここでキリトの後ろに隠れ直すわけにもいかない。階上の女の子二人を見やり、つっかえながら答える。

「え……えっと、その……僕らとしては人界人のつもりだけど……侵入者っていうのは、まあ、間違いない、かな……」

　今度は、それを聞いた子供たちが額ひたいを寄せ合い、ひそひそ声を交かわし始はじめた。小声ではあるが、周囲があまりにも静かなのでなんとか聞き取れる。

「なによ、見た目はぜんぜん普通の人間じゃないのよ、ネル。角つのも尻尾しつぽもないわよ」

　と不満そうに言ったのはフィゼルという強気そうな少女のほうだ。それに、リネルという少女がたどたどしく反論する。

「わ、私は本にそう書いてあるって言っただけですよう。早とちりしたのはゼルのほうです」

「うーん、でも、もしかしたら隠してるだけかも。近づけば解わかるかな？」

「ええー、どう見ても普通の人間ですよ。でも……ひょっとしたら牙きばはあるかも……」

　微笑ほほえましいやり取りに、ユージオはかつて居い候そうろうをしていたウォルデ農場の双子の娘テルルとテリンを思い出し、今度こそ口くち許もとを緩ゆるめた。

　もし、自分とキリトがあの年とし頃ごろの子供で、近くに闇やみの国からの侵入者がいると知らされれば、同じようにこっそり見に行った可能性は高い。その結果、父親や村長にこっ酷ぴどく怒られるはめになっただろう。

　そう考えたところで、ユージオはふと心配になった。二人の少女は、教会への反逆者と接触したことで、後で処罰されたりしないのだろうか。そんな気き遣づかいをする立場じゃないよなあ、と思いつつも言葉を掛けずにいられない。

「あの……君たち、僕らと話すと怒られるんじゃないの？」

　それを聞いたフィゼルとリネルはぴたりと口を閉ざし、次いでにんまりと笑った。フィゼルが、少々得意げに答える。いつの間にか、口調から丁てい寧ねいさも抜けている。

「今日は朝から、全修道士、修道女と見習いは私室の扉に鍵かぎを掛けて、外に出ないよう命令が出てるのよ。ってことは、侵入者を見物に行っても、誰だれにもそれがバレる心配はない道理じゃないの」

「は、はあ……」

　なんだか、いかにもキリトが考えそうな理屈だ。結局露ろ見けんして怒られるところまでが目に浮かぶようだ。

　少女二人は再び何事か相談していたが、今度はリネルのほうが口を開いた。

「あのぉ……お二人は本当に、ダークテリトリーの魔ま物ものじゃないんですか？」

「う、うん」

「なら、すみませんが、近くでよく見せて頂けませんか……その、おでこと、歯を」

「ええ？」

　思わぬお願いに狼狽うろたえ、ユージオはちらりと後ろを見たが、キリトは助け船を出してくれるどころか素知らぬ顔でそっぽを向いている。仕方なく、ユージオは少女たちに頷うなずきかけた。

「……まあ、それくらいなら構わないけど……」

　こういう場面で断れないのは持ち前の性格でもあるが、教会に弓引く反逆者といっても普通の人間なのだということを知って欲しい気持ちもあったし、ことによれば二人からカセドラル内部の情報が得られる可能性もある。

　フィゼルとリネルは顔を輝かせると、好奇心と警けい戒かい心しんが綯ない交まぜになった足取りでとことこと階段を降りてきた。踊り場まで達すると足を止め、それぞれ青と灰色の瞳ひとみをまじまじと向けてくる。

　ユージオは腰を屈かがめ、左手で額ひたいの髪を押し上げながら、いーっと歯を剝むき出だしにして見せた。子供たちは瞬まばたきひとつせずにユージオの顔を十秒近くも凝ぎよう視しし、やがて納得したように頷いた。

「人間よ」

「人間ですね」

　二人の顔に露ろ骨こつなまでの失望が浮かんでいるので、つい苦笑する。そんなユージオを見て、リネルが首を傾かしげた。

「でも、お二人がダークテリトリーの怪物じゃないなら、どうしてセントラル・カセドラルに侵入しようなんて思ったんですか？」

「え、ええと……」

　どうにも調子が狂うなあと思いながらも、今更隠すことでもないと正直に答える。

「……ずっと昔、友達の女の子が整せい合ごう騎き士しに連れていかれちゃったんだ。だから、取り戻しにきたんだよ」

　こればかりは、公こう理り教きよう会かいの正しさを固く信じているはずの修道士見習いには受け入れがたい言葉に違いない。幼い顔に恐怖と嫌けん悪おの表情が浮かぶと予想したが、意に反して、少女たちはこくりと頷うなずいただけだった。フィゼルという麦色の髪の女の子が、少々不満そうな顔で言う。

「そうだったの。けっこう普通の理由だったのね」

「ふ、普通？」

「昔から、家族や恋人を連行された人間が、教会に抗議の申し立てを行った例は少しだけど記録されてるのよ。こうして内部まで入り込んだのは、二人が初めてだろうけど」

　続けて、隣となりのリネルが言葉を継いだ。

「しかも、一回投とう獄ごくされたのに霊鉄の鎖くさりを切って脱出して、しかも整合騎士を二人も倒したって言うから、てっきり闇やみの怪物が……もしかしたら本物の暗黒騎士が攻めてきたのかと思って待ってたんです。でも、まさか普通の人間だったなんて……」

　子供たちは顔を見合わせ、「もういい？」「いいよね」と短く頷き合った。

　もう一度ユージオを見たリネルが、お下げ髪を揺らしながら小首を傾げた。

「じゃ、最後にお名前を教えてもらっていいですか？」

　こっちはまだまだ訊ききたいことがあるんだけど、と思いながらもユージオは答えた。

「僕はユージオ。後ろのがキリト」

「ふうん……姓はないんですか？」

「あ、ああ。開拓民の子供だから。……もしかして、君たちも？」

「いえ、私たちにはありますよ」

　そこで言葉を切り、リネルはにっこりと笑った。明るく、無邪気な──まるで、美お味いしいお菓子を口いっぱいに頰ほお張ばるような笑顔。

「私の名前は、リネル・シンセシス・トゥエニエイトです」

　その名の持つ意味を、ユージオは咄とつ嗟さに解釈できなかった。

　突然、腹部にひんやりとした冷気を感じ、ユージオは視線を下げた。

　いつの間に腰帯から抜いたのか、リネルの右手に握られた小剣が、切きっ先さきを五センほどもユージオの体に埋めていた。

　帯に差していた時は木剣にしか見えなかったのだが、刀身とばかり思っていたものは木製の鞘さやだったらしい。そこから抜かれた本物の刀身は、木ではなかった。濁にごった緑色をした、見慣れぬ金属。表面が、窓から差し込む陽光を受けて濡ぬれたように輝いている。

「ユー……！」

　短く迸ほとばしったのはキリトの声か。強こわ張ばる首を後ろに向けると、相棒は右足を一歩踏ふみ込こんだ姿勢で固まっていた。つい一いつ瞬しゆん前までリネルの隣となりにいたはずのフィゼルが、今はキリトの斜め後ろに立ち、同じく緑色の剣を黒い上着に突き立てていた。少女の口くち許もとを彩いろどる笑みは、先ほどと同じように勝ち気で、得意げだった。

「──で、あたしがフィゼル・シンセシス・トゥエニナイン」

　ユージオとキリトの体から同時に小剣が抜かれた。フィゼルとリネルは眼めにも止まらぬ速さで剣を一振りし、赤い血を綺き麗れいに払い落とすと、それぞれの鞘にぱちんと収めた。

　腹の傷から忍び込んだ冷気は、たちまち全身に広がっていく。凍えるような寒さに襲おそわれた箇所から順に感覚が消きえ失うせる。

「きみ……た……せいご……う……」

　どうにかそんな声を絞り出した直後、舌が痺しびれてまったく動かせなくなった。

　いきなり膝ひざから力が抜け、ユージオは棒のように床に倒れた。胸と左頰を大理石に激はげしく打ちつけたが、痛みも、何かが触れた感覚すらなかった。

　直後、どっという音とともにキリトも転がった。

　毒か──。

　遅まきながらユージオはそう悟り、対抗策を思い出そうとした。

　修剣学院での講義で、自然界に存在する毒物とその解毒法について、一通り学んではいる。しかしそれらは全すべて、植物や蛇、虫の持つ毒に冒おかされてしまった場合の対処法だけで、このように戦せん闘とう中に毒物で攻こう撃げきされるという事態を想定したものではなかった。

　それも当然だ。学院に於おける、いや人界に於ける戦闘とは雄々しさや優美さを競うもので、武器に毒を仕込むなどという真ま似ねは固く禁じられている。ザッカリアでの剣術大会で、毒虫を放ってユージオたちの出場を妨害しようとした貴族の息子も、キリトとの試合では剣に毒を塗るまではしなかったと聞いている。

　よって、ユージオの持つ知識は、この毒虫に刺されたらあの草を貼はり付つけるとか、その程度でしかない。少女たちが使った毒の種類も判わからなければ、周囲には薬草どころか自然物は一いつ切さい存在しないのだ。最後の手段は神聖術による解毒を試こころみることだが、手も口も動かせない状態では術式の行使は不可能。

　つまり、もしこの毒が体の自由を奪うだけでなく、天命を連続的に減少させるようなものだとしたら、二人の命はセントラル・カセドラルを半なかばまでも上らぬうちに尽きてしまうことになるのだ。

「そんなに怖がらなくてもいいですよ、ユージオさん」

　不意に頭上から、整せい合ごう騎き士しリネル・シンセシス・トゥエニエイトの声が降ってきた。毒の影えい響きようか、まるで水に潜もぐっているかのように、可か憐れんな声が少し歪ひずんで聞こえる。

「ただの麻ま痺ひ毒ですから。もっとも、今死ぬか、五十階で死ぬかだけの違いですけど」

　とこ、とこと足音がして、左頰ほおを床につけたまま身動きのできないユージオの視界に小さな茶色の靴が飛び込んだ。リネルは右足を持ち上げると、靴の爪つま先さきを躊躇ためらいなくユージオの頭に乗せ、あちこち探さぐるように動かした。

「……うーん、やっぱ角つのはないんですねえ」

　足は背中に移動し、背骨の両側を何度も踏ふみ付つける。

「羽根もないですね。ゼル、そっちはどうです？」

「こっちもただの人間！」

　視界外で同じようにキリトを調べていたのだろう、フィゼルが不満そうな声で応じた。

「あーあ、ついにダークテリトリーの怪物が見られると思ったんだけどなあー」

「まあ、いいですよ。二人を五十階まで引っ張っていって、ぼーっと待ってる人たちの目の前で首を落としてやれば、私たちも神器と飛竜が貰もらえるはずです。そしたらダークテリトリーまで飛んでいって、本物の怪物をいくらでも見られますよ」

「だね。よーしネル、どっちが先に暗黒騎士の首取るか勝負しよ！」

　事ここに至っても、フィゼルとリネルの声は無邪気そのもので、それが何より恐ろしいことだとユージオには思えた。いったいなぜ彼女たちのような子供が整合騎士に──いや、それ以前に、どうしてこんな子供がカセドラルに存在しているのか。

　ユージオには、眼前のリネルが剣を抜く動作が見えなかった。離れていたキリトを難なんなく倒したフィゼルの俊しゆん敏びんさは、更に恐るべきものだ。

　しかし、戦いの技というものは、長年の修練や生死を賭とした実戦を経なければ向上しない。ユージオが神器たる青あお薔ば薇らの剣を自在に操あやつれるようになったのは、ギガスシダーに向かって斧おのをひたすら振り続けた経験もさることながら、北の洞どう窟くつでゴブリンの集団と戦い撃げき退たいしたことが大きい、とキリトも言っていた。

　だが、フィゼルとリネルの二人はどう見ても十歳そこそこだし、口ぶりからはダークテリトリーの魔ま物もの相手の実戦も未経験のようだ。ならばいかなる理由によって、目にも止まらぬ身のこなしや剣の振りを体得できたのか。

　心中に渦巻く疑問を、しかしユージオは一いつ切さい声に出せなかった。

　麻ま痺ひ毒が全身に回ったようで、いつしか床の冷たさも、自分の体が存在するという感覚すら失われていた。リネルが小さな手でユージオの右足首を摑つかみ、引ひき摺ずりながら歩き出したのに気付いたのは、視界がぐるりと反転したその時だった。

　どうにかそこだけ動かせる眼球を懸けん命めいに左に向けると、キリトもまた荷物のようにフィゼルに引っ張られていた。ユージオと同じく顔までも麻痺しているのだろう、相棒の表情は読み取れない。

　幼い整せい合ごう騎き士し二人は、青あお薔ば薇らの剣と黒い剣を帯びたままのユージオとキリトを引き摺りながら、軽々と階段を上り始めた。段差を乗り越えるたびに頭が激はげしく上下するが、やはり痛みは感じない。

　どうにかこの苦境を脱する方策を見つけねばならないのに、麻痺毒に精神までも冒おかされたのか、乾いた虚無感だけがユージオを包み込んでいた。

　戦うと決めた公こう理り教きよう会かいだが、まさかこのような年とし端はも行かぬ子供にまで恐ろしい操そう作さを施ほどこし、整合騎士に作り替えているとは思っていなかった。そして、そんな組織を、人界に暮らす人間たちは絶対的な善と秩序の象徴と信じてきたのだ。何百年にもわたって。

「不思議に思ってますよね？」

　突然、かすかに笑いを含んだリネルの声が耳に届いた。

「どうしてこんな子供が整合騎士になれたのか、って。どうせもうすぐ殺しちゃうんですし、教えてあげます」

「ネル、殺すなら喋しやべるだけ無駄じゃない。あんたって物好きね、相変わらず」

「五十階まで上るあいだ退屈じゃないですか。──ユージオさん、私たちは、このカセドラルで産まれ育ったんです。アドミニストレータ様が、塔内の修道士と修道女に命じて作らせたんですよ。完全に失われた天命を回復させる、《蘇そ生せい》神聖術の実験に使うために」

　とてつもなく恐ろしいことを口にしているのに、リネルの声はあくまで朗ほがらかだった。

「外の子供は十歳で天職を貰もらうみたいですけど、私たちは五歳の時に授さずかりました。仕事は、互いに殺し合うことです。この毒剣よりももっと小さい、おもちゃみたいな剣を与えられて、二人一組で交互に相手を刺すんです」

「あんたは刺すのがへったくそだったよね、ネル。毎回痛くてたまらなかったわよ」

　混ぜっ返すようなフィゼルの声に、リネルは不満そうに応じた。

「ゼルが変なふうに動くからです。──整合騎士を二人も倒したユージオさんとキリトさんならご存知だと思いますけど、人間ってなかなか死なないんですよね。たかだか五つの子供でも、それはそうなんです。早く殺さなきゃって焦あせりながら無茶苦茶に切ったり刺したりして、やっと天命がゼロになると、アドミニストレータ様が神聖術で蘇そ生せいさせてくれるんですけど……」

「蘇生も、最初の頃ころはぜんっぜんうまくいかなかったよね。普通に死ぬ子はまだマシで、爆ばく発はつして粉々になっちゃう子とか、変な肉の塊かたまりになっちゃう子とか、生き返っても違う人間になっちゃう子とかもいたねー」

「私たちも、いくら天職と言っても、無駄に痛かったり生き返れないのは嫌いやでしたから。二人で色々研究して、なるべく一いち撃げきで綺き麗れいに殺したほうが、痛みも少ないし蘇生成功率も高いって気付いたんです。でも、その一撃でっていうのが難なん問もんだったんですけど。限りなく速く、滑なめらかに、するっと心臓を刺すか、それとも首を落とすか」

「それができるようになったのは、七歳くらいの時だったかな？　他ほかの子たちが寝てる間に、二人して素振りしまくったもんねー」

　体の感覚が戻る様子はまったくなかったが、それでも全身の肌が粟あわ立だつような寒気にユージオは襲おそわれた。

　フィゼルとリネルが、恐るべき体術を身につけている理由。

　それは、何年間にもわたって互いを殺し続けてきたことだ、と少女たちは言っているのだ。毎日、毎日、友達の命をいかに巧うまく断ち切るかだけを考え、剣を振るう。

　確かに、そのような経験を重ねれば、子供ながら整せい合ごう騎き士しに叙せられるほどの技を会え得とくするということも有り得るのかもしれない。しかしそれと引き替えに、この二人からは、何か大切なものが絶対的に失われてしまっている。

　休みなく大階段を上り続けながらも、変わらず楽しそうな声でリネルは続けた。

「アドミニストレータ様が蘇生術の実験を諦あきらめたのは、私たちが八歳になった頃ころでした。結局、完全な蘇生は不可能だったみたいですね。知ってます？　天命がゼロになると、白い光の矢がいっぱい降ってきて、なんて言うか、頭の中をどんどん削っていくんです。それに大事なとこを削られちゃった子は、天命が戻っても元どおりにはなりませんでした。私も、生き返ったら、その前何日かの記憶がなくなってたなんてこと何度もありましたよ。──そんなわけで、最初は三十人もいた仲間たちも、実験が終わった時は私とゼルだけになってました」

「生き残ったあたしたちに、頭でっかちの元老が次の天職を選べって言ったから、整合騎士になりたいって答えてやったんだ。そしたら、整合騎士はアドミニストレータ様が神界から召喚する秩序の守しゆ護ご者しやだ、お前らのような子供がなれるものではない、なんて怒りやがってさ。それで、その頃いちばん新米だった整合騎士たちと試合することになったの。……何て名前だったかなあ、あいつら」

「ええと……何とか・シンセシス・トゥエニエイトとトゥエニナインですよ」

「あのねえネル、その何とかのところ聞いてるのよ。まあいいや、あの気取ったお兄さんたちの首を一発で落としてやった時の元老の顔、おっかしかったよねー」

　そこで言葉を切り、少女たちはひとしきり楽しそうに笑った。

「……で、その結果を知ったアドミニストレータ様が、特例で私たちを整せい合ごう騎き士しにしてくれたんです。死んだ二人の代わりに。でも、他ほかの騎士みたいに防ぼう衛えい任務に就つくには勉強が足りないからって、修道女見習いとしてもう二年も法律とか神聖術とか教わってるんですけど……正直、うんざりなんです」

「どうすれば早いとこ飛竜と神器が貰もらえるかってあれこれ相談してたら、カセドラルにダークテリトリーの手先が侵入したって警けい報ほうが流れてさ。ネルと二人で、これだ！　って。他の騎士より早く侵入者を捕まえて処刑すれば、アドミニストレータ様もあたしたちを正式な騎士にしてくれるって思って、階段で待ってたのよ」

「ごめんなさい、毒なんか使って。でも、なるべくユージオさんたちを生かしたまま五十階まで持っていきたかったものですから……。あ、安心してください。私たち、殺すの凄すごいうまいですから、痛くないですよ」

　五十階で防御線を張っている整合騎士たちの前で、ユージオとキリトの首を落としてみせる瞬しゆん間かんを、少女二人は待ちきれないようだった。弾はずむような足取りはいよいよ軽く、獲え物ものを引ひき摺ずりながらも驚おどろくべき速さで階段を上っていく。

　何とか脱出方法を考えなければならないのに、ユージオは二人の語った内容にただただ呆ぼう然ぜんとすることしかできなかった。たとえ口が麻ま痺ひしていなかったとしても、言葉でこの子供たちを翻ほん意いさせるのは絶対に不可能だと思えた。二人の中には、善悪という概念すらもおそらく存在しないのだ。唯一従うものは、彼女たちを《製造》した最高司祭アドミニストレータの命令のみ──。

　何十度目かの方向転換のあと、見開いたユージオの眼めに映る天井が、上層の階段の底となる斜面から水平面へと変化した。続く階段がないのは、カセドラルを半なかばで区切るという五十階の大回廊にいよいよ到着したからだろう。

　フィゼルとリネルは足を止め、行くわよ、ええ、と短く言葉を交かわした。

　あの緑色の剣に首を切断されるまであと何分──いや何十秒だろうか。体の感覚はいっこうに戻る気配がなく、どれほど念じようとも指先ひとつ動かない。

　再び移動が開始され、その途と端たん、強い白光がユージオの眼を射た。

　天井は、これまでより更に高い。おそらく二十メルはあるだろう。遥はるか頭上で弧を作る大理石の天てん蓋がいには、創世の三女神と従者たちの似姿が色彩豊かに描かれている。天蓋を支える円柱も無数の彫像で飾られ、左右の壁かべに設もうけられた大きな窓からはソルスの光がふんだんに降り注ぐ。《霊光の大回廊》の名に相応ふさわしい、荘そう厳ごんな眺めだ。

　少女二人は、ユージオとキリトを引き摺りながら更に五メルほど進み、そこで足を止めた。右足を放り出された勢いで体が半回転し、ユージオはようやく大回廊の全体を見通すことができた。

　恐ろしく広い。カセドラル一階ぶんの床面積を丸ごと使っているのだろう、色合いの異なる石を組み合わせた床の隅すみのほうは白い光に霞かすんで見える。入り口から最奥部の壁かべまで深紅の絨じゆう毯たんがまっすぐ敷しかれ、突き当たりにはまるで巨人が使うのかと思いたくなるほど大きな扉がそびえていた。上層に続く階段は、あの扉の先にあるに違いない。

　そして──。扉のずっと手前となる回廊の中心部に、鎧よろい兜かぶとに身を固めた複数の騎き士したちが、何者をも通さぬという威圧感を放ちつつ屹きつ立りつしているのが見えた。等間隔に並んで四人。少し前に、一人。

　後ろの四人は皆、白銀に輝く揃そろいの鎧と十字の孔あなが切られた兜を装備していた。エルドリエが纏まとっていたものと同じ形だ。武器も、まったく同じ大型の直剣を床に突き、柄つか頭がしらに両手を重ねて置いている。

　前の一人の鎧兜は、後ろの四人とは大きく異なる意い匠しようだった。全体が優美な薄うす紫むらさき色の輝きを帯び、装甲も比較的華きや奢しやで、腰に下げているのは刺突技に特化しているらしい細剣だ。軽装と言っていいかもしれないが、全身から発せられる闘とう気きの密度は後ろの四人とは比較にならない。猛もう禽きんの翼つばさを象かたどった兜の奥は見えないが、デュソルバートに劣おとらぬ剛ごうの者ものであることは間違いないと思えた。

　最上階を目指すにあたって、とてつもなく高い障しよう壁へきとなるであろう五人もの整合騎士。

　しかし現在、彼ら以上にユージオたちの命を脅おびやかしているのは、すぐ目の前に立つ二人の子供だった。

　簡素な修道服の背中を昂こう然ぜんと反そらし、リネルとフィゼルは五人の騎士に対たい峙じした。

「──そこにいらっしゃるのは、副騎士長のファナティオ・シンセシス・ツー殿ですね」

　まず、リネルが快活な声を発した。

「《天てん穿せん剣けん》のファナティオ殿がわざわざお出ましとは、元老もよっぽど慌てているようですね。それとも、慌てているのはファナティオ様ご自身でしょうか？　このままじゃ、副騎士長の座を《金きん木もく犀せい》殿に奪われかねませんし、ね？」

　張り詰めた数秒間の静寂を、紫の騎士が、金属質の残ざん響きようを伴ともなうやや高めの声で破った。

　整合騎士特有の、人間味を感じさせぬくぐもった響ひびきだが、その裏にある苛いら立だたしさをユージオは確かに感じた気がした。

「……見習いの子供が、なぜ名誉ある騎士の戦場にいるのだ」

「あは、くーっだらなぁい！」

　即座にフィゼルが遠えん慮りよのない声こわ音ねで叫び返した。

「戦いに名誉とか格式とか持ち込むから、一いつ騎き当とう千せんの整合騎士様が二度も負けるんだよーだ。でも安心していいわよ、騎士様がこれ以上醜しゆう態たいを晒さらさなくて済むように、あたしたちが侵入者を捕まえてきてあげたから！」

「これから、私たちが侵入者さんの首を落としますから、よく見てちゃんと最高司祭様に報告してくださいね。まさか名誉ある整せい合ごう騎き士し様が、手柄を横取りするような真ま似ねはしないと思いますけどね」

　超人的な強さを持つ整合騎士を五人も向こうに回して、ここまで遠慮のない口を利きくリネルとフィゼルの肝きもの据わり方に、ユージオは絶体絶命の状況にありつつも啞あ然ぜんとせずにいられなかった。

　いや──、それは少し違うだろうか。

　子供たちの小さな背中に色いろ濃こく漂ただよう感情、これは憎悪ではないだろうか……？

　床に転がるユージオは、唯一動く両眼めに力を込め、リネルたちを凝ぎよう視しした。しかし仮にそうだとしても、二人はいったい何を憎んでいるというのか。公こう理り教きよう会かいと最高司祭アドミニストレータに反逆する大罪人のユージオとキリトを前にしてさえ、彼女たちは単なる好奇心しか見せなかったというのに。

　リネルとフィゼルは憎しみと蔑さげすみも露あらわに整合騎士たちを睨にらみ、騎士たちは苛いら立だちを込めて子供二人を見返し、そしてユージオは疑問を抱いて子供たちを見上げていたので──。

　黒衣の人ひと影かげが、音もなく子供たちの背後に現れたその瞬しゆん間かんまで、彼の動きを察知できた者はおそらくその場にいなかった。

　ユージオと同じ麻ま痺ひ毒を受けたはずのキリトが、狩りをする影カゲ豹ヒヨウの如ごとき滑なめらかさで少女二人に後ろから近づき、右手でフィゼルの、左手でリネルの腰に下がる毒剣の柄つかを握った。そのまま上に抜刀するのと連続した動作で、子供たちの剝むき出だしの左腕に浅く切りつける。

　子供たちがぽかんとした顔で振り向いたのは、キリトが両手に小剣を握ったまま後方に大きく跳び、着地してからのことだった。

　リネルとフィゼルのあどけない顔に、ぽかんとした驚おどろきの表情が浮かんだ。

「なんで……」

「動け……」

　麻痺毒の効果は即座に発揮され、それだけを口にしたところで、子供たちは軽い音を立てて床に転がった。

　入れ替わるように、キリトが体を起こした。二本の毒剣を左手で束たばねて握り、リネルに歩み寄ると右手で修道衣の懐ふところを探さぐる。すぐに摘つまみ出だしたのは、橙だいだい色の液体を封じた指先ほどの小こ瓶びんだった。

　栓を弾はじき飛とばすと鼻に近づけ、得心したように頷うなずいてから歩み寄ってくる。瓶が唇に近づけられ、そっと流し込まれてくる液体を、ユージオは解毒剤と信じて飲み込むしかなかった。味を感じなかったのは、たぶん幸いなのだろう。

　顔にあまり見たことのない種類の厳きびしさを漂ただよわせるキリトは、膝ひざを突いたまま、ごくかすかな声で囁ささやいた。

「麻痺は数分で解ける。口が動くようになったら、騎士たちに気付かれないように武装完全支配術の詠唱を始めるんだ。準備できたらそのまま保持して、俺おれの合図を待て」

　言うだけ言って立ち上がり、キリトは再び少女たちの傍かたわらまで移動した。びんと張った大声で、離れた場所に立ったままの整せい合ごう騎き士し五人に向けて叫ぶ。

「剣士キリト、ならびに剣士ユージオ、横おう臥がして見まみえた非礼を深く詫わびる！　非礼ついでに今しばし、我らの不名誉を雪すすぐ猶ゆう予よを与えられたし！　その後、存分に剣を交えさせていただくが如い何かに！」

　かなり高位の立場にあるのであろう紫色の騎士は、すぐに堂々たる声こわ音ねで返答した。

「整合騎士第二位、ファナティオ・シンセシス・ツーである！　咎とが人びとよ、我が神器《天てん穿せん剣けん》には一抹の憐れん憫びんすらも有り得ぬ故ゆえ、言うべきことがあるならば、この剣が鞘さやにあるうちに言うがよい！」

　それを聞いたキリトは、すぐ隣となりに倒れる少女二人を見下ろし、騎士たちにも聞こえるほどの強さで言葉を投げた。

「──不思議に思ってるだろう。どうして俺が動けたか」

　先刻、自分が口にした台詞せりふを奪われたリネルの瞳ひとみに、悔しそうな色が浮かぶ。

「お前たち、口を滑すべらせたな。全修道士と修道女は部屋から出ないよう命令されてるって。カセドラルの中に、命令を破る者がいるはずがない。なら、命令に従わないお前たちは本物の修道女見習いじゃないってことだ」

　薬のお陰で感覚が戻り始めたのか、四し肢しをちくちくする痛みが這はいまわっていたが、ユージオはそれをほとんど意識しなかった。相棒の表情に隠された感情が何なのか、ようやく悟ったのだ。

　あのキリトが──激げき怒どしている。

　しかしその怒りは、子供たちに向けられているわけではなさそうだった。なぜなら、リネルとフィゼルを見下ろす瞳ひとみには、少なからず痛ましさが漂ただよっているように見える。

「それに、お前たちの腰にある鞘。それは南方の《紅コウ玉ギヨク樫ガシ》製だな。《ルベリルの毒ドク鋼ハガネ》で作られたこの剣に触れても腐らない唯一の素材だ。ただの修道女見習いが、そんな物持ってるはずがない。だから、お前たちが近づいてくる前に、毒素分解術を唱となえておいたんだ。分解が終わるのに、ちょっと時間がかかったけどな。……剣の速さだけが強さじゃないぞ。つまるところ、お前たちが愚おろかだったってことだ、ここで死ぬのも仕方ないくらいに」

　二人の少女に向けて冷たく言い放ち、キリトは左手にまとめて握った毒剣を高く掲げた。

　躊躇ためらいなく振り下ろされた手から、緑色の閃せん光こうを引いて二本の剣が飛んだ。ががっ、と鈍にぶい音を立てて刃やいばが食い込んだのは、リネルとフィゼルの鼻先の床石だった。

「でも、お前たちは殺さない。その代わりによく見ておけ、お前たちが馬ば鹿かにしてる整合騎士がどれだけ強いかをな」

　それだけ言って身を翻ひるがえし、数歩前に進む。

　じゃりん、と音高く鞘さや走ばしらせた黒い剣を、キリトはゆっくり回してから体の前に構えた。

「──待たせたな、騎き士しファナティオ！　剣士キリト、参る!!」

　無茶だ……いくらなんでも。

　相棒の背中にそんな言葉を掛けようとしたが、ユージオの唇は小さく震えただけだった。感覚は戻りつつあるものの、まだ声を出せるほどではない。

　キリトは学院の図書室から好んで武器名めい鑑かんの類たぐいを借り出していたので、《紅コウ玉ギヨク樫ガシ》や《毒ドク鋼ハガネ》の知識はそこから仕入れたのだろう。加えて持ち前の洞察力を発揮してリネルたちの罠わなから脱出してみせたキリトではあるが、子供たちのおかげで更なる危地に策もなく飛び込む羽目になったのは明らかだ。五人もの整合騎士、しかもその一人は副騎士長の位にあるという強敵と真まっ向こうから戦わねばならないのだから。事前に打ち合わせておいた、完全支配術を詠唱したうえで大回廊に突入するという作戦は当然ながら無効である。

　普段のキリトなら、ここは一も二もなくユージオを引ひき摺ずって逃走し、少しでも有利な状況に立て直そうとするはずだ。そうしないのは、やはり彼も平常な状態ではないのだ。眼めを凝こらせば、黒衣の背中から青白い炎が立ち上って見えるような気がするほどの、深い怒りに衝つき動うごかされている。

　今のキリトに正面から対たい峙じすれば、修剣学院の教官ですら気け圧おされずにはいられないだろう。しかし、流石さすがは第二位の整合騎士というべきか、ファナティオと名乗った紫の騎士は堂々たる仕草で左腰の細剣の柄つかを握った。涼やかな音とともに抜き放つと、まるで刀身そのものが発光しているかのような眩まばゆい輝きがユージオの眼を射る。

　ファナティオに続いて、背後の整合騎士四名も、ぴたりと揃そろった動作で床に突き立てていた大剣を反転させて構えた。膨ふくれ上あがった剣気が、キリトのそれを押し返す勢いで回廊の空気をびりびりと震わせる。

　緊きん迫ぱくした状況にありながら、わずかにも気負っていない様子のファナティオが、兜かぶとの下から陰々と響ひびく声を放った。

「咎とが人びとキリトよ、私との一対一の決けつ闘とうを望んでいるようだが……残念ながら我々は、もしお前たちがこの回廊まで辿たどり着ついたならば、手段を選ばず抹殺せよとの厳げん命めいを受けている。故ゆえに、お前にはまず彼らの相手をしてもらわねばならん。──私が手塩に掛けて鍛きたえ上あげた《四シ旋セン剣ケン》のな！」

　声高に言い放つと、続けてファナティオは、システム・コールの起句に繫つなげて複雑な神聖術の高速詠唱を開始した。おそらく、いや間違いなく武装完全支配術だ。対抗するにはこちらも同じ術を使うか、詠唱が終わる前に斬きりかかるしかない。

　キリトが選んだのは後者だった。靴底の鋲びようから火花が散るほどの勢いでファナティオ目掛けて突進しながら、黒い剣を大上段に振りかぶる。

　しかし同時に、ファナティオの背後に控える四人のうち、左端はしに立っていた騎士も突とつ撃げきを開始した。両手持ちの大剣を、重い唸うなりとともに左から横よこ薙なぎに繰くり出だし、キリトを迎むかえ撃うつ。

　キリトは剣の方向を変え、真上からの斬きり下おろしで騎き士しの攻こう撃げきを受けた。耳を突き刺すような衝しよう撃げき音おん。双方後ろに弾はじかれ、距離が開く。

　巨大な剣を懸けん命めいに引き戻そうとする騎士に対して、キリトの切り返しは素早かった。着地した時にはすでに追撃態勢に入っており、あとは敵の懐ふところに飛び込みざまの一撃で仕留められる──

「…………!?」

　──と確信した直後、ユージオは息を詰めた。いつの間に突っ込んできたのか、二番目の騎士が、キリトの左側から渾こん身しんの水平斬りを放とうとしていたからだ。

　キリトは足を止め、今度は剣を左上に斬り上げて敵の剣を弾き返した。先ほどと同様の金属音、大量の火花、そして二者の距離が四メルほど開く。

　二番目の騎士もまた、大きく体勢を崩くずした。当然だ、あれほどの巨剣で渾身の一撃を放ち、それを跳ね返されれば、どれほどの膂りよ力りよくの持ち主であろうとも踏ふみ留とどまるのは難むずかしい。むしろ褒ほめるべきは、ぎりぎり最低限の動きで敵の剣を弾き、反動を柔軟に吸収して即座に次の攻撃態勢に入れるキリトの伎ぎ倆りようだろう。

　しかし。

　まさか、と思う間もなく、またしても着地直後のキリトに襲おそいかかる第三の騎士をユージオは見た。三度繰り返される剣と剣の衝突に奪われそうになる視線を、ユージオは無理矢理その後ろに向けた。

「────!!」

　そして、ぐっと奥歯を嚙かみ締しめた。キリトと三番目の騎士が剣を撃ち合わせたその瞬しゆん間かんにはもう、四番目の騎士が突進を開始している。

　どうしてキリトの動きをこうも見事に予想できるのだろうか。またしても放たれた横薙ぎの斬ざん撃げきに、ついにキリトの反応が乱れた。どうにか受けには成功したものの、勢いに押されたか、黒衣の体が空中で揺れる。

　────そうか。

　遅まきながら、ユージオは四騎士の意図に気付いた。

　騎士たちの攻撃は、全すべてが左から右への水平斬りだ。それを剣で受ければ、弾かれる方向はある程度限定される。そこを狙ねらって、次の騎士もまた水平斬りを繰くり出だす。突きや垂直斬りを上回る間合いの広さに刀身の長大さが加われば、おおよその予測で先に動いても、斬撃の有効範はん囲いにキリトを捉とらえ続つづけることは充分に可能なのだ。

　二連撃以上の秘ひ奥おう義ぎを持たないはずの整合騎士だが、これは言うなれば《集団による連続技》だ。やはり彼らは、型の美しさだけを追求する央都の剣士たちとは違い、ダークテリトリーでの実戦を経験している本物の戦士たちなのだ。

　だが、騎士たちの連れん携けい戦法も、決して万能ではない。

　──気付けキリト、そうと解わかれば対処法はある！

　叫ぼうとしたユージオの喉のどから、しわがれた唸うなり声ごえが漏もれた。ようやく舌や唇が動くようになりつつあるのだ。一刻も早く術式詠唱を開始できるよう、懸けん命めいに口を動かして強こわ張ばった筋肉を解ほぐしながら、ユージオは相棒に向けて必死に念じた。気付けキリト、と。

　四番目の騎き士しの剣を受けたキリトは、とうとう着地に失敗し、床に片手を突いた。

　体勢を立て直して再度突っ込んできた最初の騎士の剣が、唸りを上げて襲おそいかかった。

　キリトは、咄とつ嗟さに上体を後ろに倒し、剣の下を搔かい潜くぐろうとした。黒い前髪がひと房、刃やいばに触れてぱっと飛び散る。

　そう──。襲ってくるのが水すい平へい斬ぎりと解っていれば、剣で受けるのではなく、上か下に避よければいい。

　しかしその回かい避ひ動作は、反はん撃げきと一体となっていなければならない。ただ倒れ込んでしまうだけだと、次の行動に入るのが一呼吸、いやそれ以上に遅れる。

　キリトの左側から迫る二番目の騎士は、その隙すきを逃す気はさらさらないようだった。横向きに構えていた剣を素早く上段に移動させ、渾こん身しんの垂直斬りを繰くり出だしたのだ。

「あ……!!」

　あぶない、とユージオは、喉に鋭するどい痛みが走るのを無視して叫ぼうとした。しかし間に合わなかった。避けられないと予感し、思わず眼めを逸そらしかけた、その時──。

　キリトの右側で剣を振り終わったばかりだった一番目の騎士の体が、ぐらりと揺れた。

　キリトは、ただ寝そべったわけではなかった。いつのまにか両脚で騎士の脚を挟み込み、自分の上に引き倒していたのである。

　二番目の騎士は、すでに振り始めていた斬撃を止めることができず、大剣の刃で味方の背中を深く抉えぐった。驚きよう愕がくの気配を放ちながら剣を引き戻そうとする騎士を、下から伸びた黒い閃せん光こうが襲った。

　立ち上がりざまの一突きで正確に騎士の二の腕を貫つらぬいたキリトは、慌てて飛び込んできた感のある三番目の騎士に向かって、思い切り二番目を突き飛ばした。さすがに味方ごと薙なぎ払はらうわけにもいかず、三番目は斬ざん撃げきを停止する。

　ついに、《四シ旋セン剣ケン》とファナティオが呼んだ集団の連続攻撃が止まった。

　その空くう隙げきを衝ついて、キリトが猛然と走った。四騎士には目もくれず、完全支配術を詠唱中のファナティオに打ちかかる。

　間に合え──！

　ユージオは必死に念じた。

「エンハンス……！」

　とファナティオが叫んだ。

「うおおおお!!」

　キリトが吼ほえ、剣を遥はるか遠とお間まから高々と振りかぶった。普通ならば届きようのない距離だが、直後、刀身が黄緑色の閃せん光こうを放つ。アインクラッド流秘ひ奥おう義ぎ、《ソニック・リープ》。《バーチカル》と同じ単発の縦たて斬ぎりだが、倍以上の距離を一いつ瞬しゆんで詰める突進力を備そなえている。

　光の帯を引き、猛もう獣じゆうの如ごとく跳ちよう躍やくするキリトに、ファナティオが細剣の切きっ先さきを向けた。しかし、あのような華きや奢しやな武器では、もう如い何かなる動作を取ろうとも秘奥義の一いち撃げきを受け切ることは不可能だ。ギガスシダーから削り出した長剣は、神器たる青あお薔ば薇らの剣を上回るほどの重量を備えている。それにキリトの神速と言うに相応ふさわしい斬ざん撃げきが加われば、細剣如き、たとえ三本束たばねようとも叩たたき折おるはずだ。

　黒衣の剣士が、跳躍の頂点に達し、剣を前に振り始めたその刹せつ那な──。

　ちかっ、と騎士の手て許もとで細剣が光った。

　いや、正しくは、刀身全体が青白く輝きつつ、凄すさまじい速度で前に伸びたのだ。

　細い光線は、キリトの左脇わき腹ばらを音もなく貫通し、そのまま空中へと伸び上がって、大回廊の天井に吸い込まれると小さな爆ばく発はつを起こした。全すべてが一瞬の出来事だった。

　腹を穿うがたれた衝しよう撃げきで、キリトの秘奥義はその軌道をぶれさせ、ファナティオの兜かぶとの翼つばさ飾りを掠かすめただけで威力を空中に散らした。

　傷からの出血はほとんど見られず、さして天命が減少したわけではないと思えたが、着地したキリトはそのままがくりと片かた膝ひざを突いてしまった。よくよく眼めを凝こらせば、上着に開けられた小さな穴の周辺から、薄うすく煙が上がっている。

　火か焰えん系の攻撃だったのだろうか。しかしファナティオの剣から放たれた光は、青いくらいに眩まばゆい白だった。あんな色の炎を、ユージオはこれまで見たことがない。

　憎らしいほどに優美な動作で体の向きを変えたファナティオは、床にうずくまるキリトに、細剣の切っ先をぴたりと擬ぎした。

　しゃっ、とかすかな音を放ち、再び光の線が迸ほとばしった。キリトが直前に左に飛んでいなければ、光に右脚を貫つらぬかれていただろう。危ういところで避よけた光線は、大理石の床に突き刺さり、再び小爆発を起こした。光が薄うすれると、そこには表面が真っ赤に溶けた孔あなが残された。

「そん……な……！」

　自分の口から引ひき攣つれた掠れ声が漏もれたことに、ユージオはしばらく気付かなかった。

　カセドラルに使われている建材は、純白の色合いと滑なめらかな艶つやからして、央都セントリアを十字に区切る《不ふ朽きゆうの壁かべ》と同じ最高級の大理石だ。どんなに熱い炎でも到底溶かせる代しろ物ものではない。その証左に、デュソルバートの《熾し焰えん弓きゆう》が生み出した業ごう火かを浴びても、焼けたのは絨じゆう毯たんだけだったではないか。

　つまり、ファナティオの完全支配術が火焰系攻撃だとすれば、その威力はデュソルバートの技を遥かに上回るということになる。そんな技の直撃を受けてしまったキリトの天命は、ことによると、すでに消し飛ぶ寸前なのではないか。

　冷たい恐怖の手にがっちりと摑つかまれたユージオの視線の先で、キリトは一箇所に止とどまることなく、不規則な方向に跳び続けていた。その体を追って、ファナティオの剣からも立て続けに光線が閃ひらめき、石床を抉えぐっていく。

　あの技の更に恐るべき点は、光の発射に際して、溜ためる、突く、といった予備動作が一いつ切さいないことだ。無む造ぞう作さに向けられる細剣からいつ光線が迸ほとばしるのか、少なくともユージオの位置ではまるで察せられない。長大な間合い、という意味ではエルドリエの《霜そう鱗りん鞭べん》も同じだったが、これに比べればまだしも可愛かわいげがあった。

　ファナティオはまったく気負いのない、舞まうように滑なめらかな動きでキリトを追い立て続けた。四撃げき、五撃、六撃目までを躱かわしてみせたのは、キリトの鍛きたえ抜ぬかれた身体能力と野性的な勘かんあってのことだろう。

　しかしついに、七度目に放たれた光が、致命的追いかけっこに終わりを告げた。

　しゃあっ！　と空気を灼やきながら伸びた光線に、空中で右足の甲を貫つらぬかれたキリトは、姿勢を崩くずして肩から床に叩たたき付つけられた。それでもすぐに持ち上げられた黒髪の少し下を、ファナティオの剣けん尖せんが揺るぎなく照準した。

「キ…………」

　リト、と叫ぼうとして、ユージオは喉のどや口の痺しびれがようやく消えつつあることに気付いた。これなら、術式が成立するに足る明確さで声を出せるかもしれない。

　悲ひ鳴めいを上げる代わりに、ユージオはぐっと腹に力を込め、騎き士したちには聞こえないが創世神には届けられる程度の音量で術式詠唱を開始した。

「システム・コール……」

　キリトなら、このくらいの危機は自力で何とかしてのける。なら、ユージオがすべきはただ一つ、言われたとおりに完全支配術を詠唱し、いつでも発動できるよう準備しておくことだけだ。

　必殺の剣をまっすぐキリトに向け、ファナティオは焦じらすようにしばし沈ちん黙もくしてから、低く声を響ひびかせた。

「……こういう場面で徒あだ口ぐちを叩きたくなるのは私の悪あく癖へきだと、騎士長殿にはもう百年も苦言を頂ちよう戴だいしているのだがな……。しかし、どうにも不ふ憫びんなのだよ。我が《天てん穿せん剣けん》の威光に伏した者は皆、そのように間の抜けた顔しかできないのでね。己おのれをこうも容易たやすく追い詰めたあの技は何なのだろう、とお前も思っているだろう」

　いつの間にか、ファナティオ配下の四騎士も負傷者の治ち療りようを済ませたようで、大剣を片手にキリトの後方を遠巻きにしていた。これでますます脱出が難むずかしくなるが、その分ファナティオのお喋しやべりが長続きする可能性も出てきたと言える。一度の言い間違いで詠唱を台無しにしないよう全神経を集中しながら、ユージオは懸けん命めいに術式を組み立て続ける。

「咎とが人びととは言え、央都に暮らしていたのなら、鏡というものを知っておろう？」

　ファナティオにいきなり飛ひ躍やくした問いを投げられ、キリトは痛みを堪こらえつつも怪け訝げんな表情を浮かべた。

　鏡。

　もちろんユージオも見たことはある。ルーリッドの自宅にはなかったが、学院の上級修剣士寮りよう私室には小さなものが一つ備そなえられていた。水面や金属板よりずっと鮮あざやかに光景を映し出す不思議な道具だが、自分の柔弱そうな外見が今ひとつ好きになれないユージオはあまり熱心に覗のぞいたことはなかった。

　キリトが動いたら即座に光を撃うてるよう剣を構えたまま、ファナティオは感情の窺うかがい知しれない声で続けた。

「鋳い溶とかした銀を硝子ガラス板に流して作る高価な代しろ物ものゆえ、央都の外に暮らす民はなかなか目にする機会もないだろうが……あの道具は、ソルスの光をほぼ完全に跳ね返すことができるのだ。解わかるかな……つまり、反射した光が当たった場所は、他ほかよりも二倍暖められるという理屈だ。──今を去ること百と三十年ほど前、我らが最高司祭猊げい下かは、セントリア中から銀貨や銀細工を召し上げられ、硝子細工師たちに一千枚もの大鏡を作るよう御命じになられた。無詠唱攻こう撃げき術……《兵器》とか言うものの実験だったのだがな。カセドラルの前庭に半円を成して並べられた千の鏡は、真夏のソルスの光を一点に集めて純白の炎を生み出した。それはものの数分で身の丈ほどの大岩を溶かし去った」

　ヘイキ……白い炎……？

　ファナティオの言葉は、ユージオは完全には理解できなかった。しかし、最高司祭のその企くわだては、蘇そ生せい術じゆつを確立するために子供たちを殺し合わせたのと同じくらい恐ろしいものであると直感的に悟った。

「──最終的に、戦いくさに使うには仕掛けが大きすぎると最高司祭様は判断なされた。しかし、全すべてを無駄にするのは惜しいと仰おつしやり、一千枚もの大鏡を神の御技にて括くくり、鍛きたえて、一本の剣を生み出されたのだ。それがこの神器《天てん穿せん剣けん》。解わかるか、咎とが人びとよ。おぬしの腹と足を貫つらぬいたのは、陽神ソルスの威光そのものなのだ！」

　わずかな誇らしさに彩いろどられた整せい合ごう騎き士しの声を聞き、驚おどろきのあまり、あやうくユージオは完成間近の術式をしくじりそうになった。

　千もの鏡で束たばねられたソルスの光──それが、あの白い光線の正体だと言うのか。

　熱ねつ素そによる攻撃ならば凍とう素そで対抗することも可能だ。しかし光による攻撃を、どのようにして防げばいいのか。そもそも、光素を力の源みなもととする術は、ユージオの知る限り直接の攻撃力はほとんどないはずだ。幻惑する程度の光なら闇やみ属性術で打ち消すことも可能だが、あれほどの光線であれば、闇あん素そを十や二十撒まいたところで容易たやすく貫くだろう。

　心中の耐たえ難がたい焦しよう燥そうにもかかわらず、ユージオの口は半なかば自動的に術式を綴つづり続つづけ、ついに最終行まで辿たどり着ついた。あとは《エンハンス・アーマメント》の結句を唱となえれば、青あお薔ば薇らの剣に秘められた力が発動される。しかしそれにはキリトの合図を待たねばならない。

　ファナティオは、どうやら言いたいことを言い尽くしたらしく、キリトの頭に向けたままの剣をわずかに突き出した。

「キリトよ、そなたの天命を消し去る我が剣の力を理解してもらえたかな。それでは死ぬ前に、己おのが罪を悔い、三女神に心より帰依し、許しを乞うがよい。さすれば浄化の霊光は、そなたの罪を雪すすぎ魂たましいを天界へと導みちびこう。では──さらばだ、若く愚おろかな咎とが人びとよ」

　天てん穿せん剣けんが眩まばゆく輝き、死を告げる光線がキリトの心臓目掛けて迸ほとばしらんとした。

「ディスチャージ！」

　という叫びがユージオの耳に届いたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　キリトはファナティオの剣が光る直前、両手をパン！　と打ち合わせ、まっすぐ前へとかざした。掌てのひらの先に出現したのは、一枚の、銀色の板だった。

　いや、違う。単なる金属板ではない。真四角真っ平らの板、その表面には、ユージオに背を向けて立つファナティオの兜かぶとがくっきりと映っている。

　打ち合わされる寸前の掌に、それぞれ色合いの違う二つの素因エレメントが握られていたのをユージオの眼めは捉とらえていた。

　右手の光は鋼こう素そ。針にして飛ばしたり、ちょっとした道具を作るのに使う、金属系の素因である。そして左手が握っていたのは晶しよう素そ。見えづらい障しよう壁へきを作ったり、コップにしたりする硝子ガラス系の素因。その二つを板状に変形させて重ねれば、出来上がるのは──

　鏡だ。

　超高熱を秘めた光の槍やりは、キリトが術式で作り出した鏡に命中し、あっという間に銀色を橙だいだい色へと変えた。

　もとより、素因から生成した道具類の天命は少ない。外見的には同じナイフでも、ちゃんと鉱石から鍛たん造ぞうしたものが数十年以上も保もつのに対して、鋼素から変成されたものはわずか数時間で天命を尽きさせチリになってしまう。あの鏡とて例外ではないはずで、とても天穿剣の光を弾はじき返かえせるほどの耐久力があるとは思えない。

　というユージオの一瞬の思考どおり、鏡が空中に存在し得たのは、たった十分の一秒ほどでしかなかった。硝子と金属を煮溶かした液体がばしゃっと飛び散り、光線は輝きを八割がた保ったままキリトへと直進した。

　しかし、無理矢理作った一瞬の猶ゆう予よを、キリトも無駄にはしなかった。ほんの少しだけだが体を左に傾かたむけることに成功し、光は黒い髪と頰ほおの一部だけを灼やいて後方へと流れた。

　そして、鏡によって受け止められた、残り二割の光は──。

　鋭えい角かくに反射し、ファナティオの兜かぶとへと襲おそいかかった。

　予想外の出来事だったはずだが、さすが第二位の整せい合ごう騎き士しというだけあって、キリトと同等以上の反応速度で首を右に傾けて光線を躱かわそうとした。だが、兜の左右から伸びる翼つばさ飾りまでは守れなかった。左側面の飾りを光に射い貫ぬかれ、それは留め金をも道連れに消滅し──直後、前後に割れた兜かぶとががしゃっと床に落ちた。

　途と端たん、空中に広がった髪の豊かさに、ユージオは眼めを奪われた。

　キリトの髪と同じくらい濃こい黒。しかし艶つややかさでは圧倒的に優まさっている。さぞかし丁てい寧ねいに手入れしているのだろうと思わせる、ゆるく波打つ長髪が、大窓から差し込む昼の光を受けてあでやかに煌きらめいた。

　なんだあいつ、騎き士しのくせに──。

　ついそんなことを考えてしまうユージオの視線の先で、ファナティオはさっと左手を上げ、顔を覆おおった。

　そして叫んだ。

「見たな……貴様ッ!!」
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　兜越しの時の、金属質に歪ひずんだ声とはまったく違う、優美で張りのある高音。

　女だ──!?

　驚おどろきのあまり、ユージオは危あやうく待機状態の術式を破棄してしまうところだった。強く唇を引き結び、精神の集中を保とうとする。しかし、意識の半分は、どうしても騎士ファナティオの後ろ姿に引き寄せられていく。

　背丈はキリトと同じかそれ以上だが、そのつもりで見れば背中から腰への線がいかにも華きや奢しやだ。しかし、これまでは男だと信じて疑わなかった。

　すでにアリス・シンセシス・サーティや、子供とはいえリネル、フィゼルという騎き士しと遭そう遇ぐうしているのだから、整合騎士の中にもそれなりの数の女性が含まれていることを否定する理由はない。そもそも、学院で学ぶ練士の半数近くがティーゼやロニエのような少女たちなのだ。彼らのうちから多くの整合騎士が造られているのだろうから、第二位の騎士が女性であっても何らおかしくない。

　なのにどうしてこんなに驚おどろかされたんだろう、と考えてから、ユージオはこれまでのファナティオの口調や物腰が、必要以上に男性的だったからだと気付いた。

　とすれば、今ファナティオの全身から発せられている怒りの理由は、素顔を見られたからではなく──女だと知られたから、なのだろうか。

　床に片かた膝ひざを突いたままのキリトも、頰ほおに負った火傷やけどの痛みなどすっ飛んだかのような、驚きの表情を浮かべていた。

　そのキリトを、左手の指の間から睨にらみつけながら、ファナティオが再び言葉を発した。

「貴様も……そんな顔をするのか、罪人。教会に弓引く大逆の徒である貴様すら、私が女だと知った途と端たん、本気では戦えないというわけか」

　絞り出すような呻うめきでありながらなお、名手の奏かなでる弦楽器を思わせる美しい声だった。

「私は人間ではない……天界より地上に召喚された整合騎士だ……。なのに貴様ら男は、私が女だと知った途端、そのように蔑さげすむのだ！　同どう輩はいに留とどまらず……悪の化身たる暗黒騎士どもの将ですらな!!」

　──それは違う、蔑んだりしない、僕もキリトも。

　脳のう裡りでそう言い返してから、ユージオはふと考えた。

　ザッカリアの衛えい兵へい時代も、学院で学び始めてからも、数多くの女性剣士たちと戦ってきた。中にはユージオ以上の腕前を持つ剣士だって何人もいたし、もちろん敗れたことだってある。その全すべての戦いに於おいて、ユージオは相手が女性だからと言って手加減など一いつ切さいしなかったし、名手ならば性別に関係なく尊敬の念を抱いてきた。

　しかし──もし、戦いが寸止め、あるいは一本先取の試合でなく、真剣勝負の殺し合いだったら？　自分は果たして、躊ちゆう躇ちよなく相手の天命を消し去れるだろうか……？

　これまで考えたことのなかった疑問に囚とらわれ、ユージオが息を詰めた、その瞬しゆん間かん。

　床でうずくまっていたキリトが、いきなり一陣の突風となって飛び出した。

　何の工夫もない、秘ひ奥おう義ぎですらない右上からの斬ざん撃げき。しかし、ユージオの眼めにも刀身が霞かすんで見えるほどの凄すさまじい速度だった。心を乱していたファナティオの受けが間に合ったのが、むしろ奇跡と思えるほどだ。ガァーン！　と耳をつんざくような衝しよう撃げき音おんが回廊中に響ひびき渡わたり、飛び散った火花が両者の顔を一瞬明るく照らした。

　細剣の鍔つば近くで見事に斬撃を受け止めたファナティオだったが、突進の勢いは殺せず、数歩後退を余よ儀ぎなくされた。鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだキリトは、圧力を緩ゆるめることなく女性騎き士しの細身を押し込んでいく。紫の具足に覆おおわれたファナティオの膝ひざが少しずつ曲がっていく。

　突然、キリトが低い声を発した。

「なるほど、それでその剣、その技か。撃うち合あって、自分が女だとバレなくて済むように……そうだろう、ファナティオお嬢じよう様」

「きっ……貴様ァッ!!」

　悲ひ鳴めいにも似た叫び声を放ち、ファナティオがぎりりっと剣を押し返す。

　どうしても二人に吸い寄せられる視線を外に向けてみると、周囲を取り巻く四人の騎士たちにも、かすかな動揺の気配があるようにユージオは感じた。おそらくではあるが、彼らの中にも、ファナティオの素顔を知らない者がいたのではないだろうか。ユージオの右側で麻ま痺ひして倒れる少女二人は、どちらとも言えないが。

　騎士たちの凝ぎよう視しに晒さらされながら、キリトとファナティオは渾こん身しんの競り合いを続けた。体重と剣の重さでは、明らかにキリトが有利だろう。しかし一度押し返してからのファナティオは、細腕のどこからと思わせる膂りよ力りよくでまったく引く様子はない。

　キリトが、食くい縛しばる歯の間から、再び言葉を投げかけた。

「……言っとくけどな、俺おれがさっき驚おどろいたのは、兜かぶとが壊こわれた途と端たんにあんたの剣気が噓うそみたいに弱くなったからだ。顔を隠し、剣筋を隠し……自分が女だってことを、誰だれよりも意識してるのはあんたじゃないのか」

「うっ……うるさいっ！　殺す……貴様だけはっ……！」

「こっちだってそのつもりだ。あんたが女だからって手を抜く気はさらさらないぜ、これまで何度も女剣士に負けてるからな！」

　確かに、ユージオの知る範はん囲いでも、キリトは傍そば付づきをしていたソルティリーナ先せん輩ぱいに何度も一本取られている。しかし彼の言葉は、稽けい古こや練習試合を指しているのではないように思えた。そうではなく、これまで実際に女性剣士と真剣勝負をして敗れたことがある、とでもいうかのような……。

　その時、いきなりキリトが右足を飛ばし、ファナティオの足を払った。ぐらりと上体が泳ぎ、二本の剣が火花を散らして離れる。すかさず、黒い剣を片手で突き込む。

　しかし、整合騎士は右手を神速で閃ひらめかせ、生き物のようにしなった細剣が黒い剣の側面を弾はじいた。突きの軌道を逸そらすと同時に体勢を立て直し、距離を取るべく一歩下がる。

　キリトの切り返しも速かった。突き技の勢いを利用して、体当たり気味に相手の懐ふところに飛び込み、近間を維持する。準備動作なしの光線発射という技を持つファナティオに対して、遠距離での戦いは成り立たないからだ。

　ほぼ密着した間合いにおいて、超高速の剣けん戟げきが開始された。

　ユージオを驚きよう愕がくさせたのは、キリトの眼めも眩くらむような連続攻撃に、ファナティオが一歩も引かずに対応してきたことだった。上下左右から立て続けに襲おそいかかる黒い刃やいばを、自在に閃ひらめく細剣で捌さばき、少しでも隙すきを見つけるや二連、三連の突き技を返す。二人とも秘ひ奥おう義ぎは使っていないが、それは初動の構えを取る隙すきすらないからだ。

　人界のあらゆる伝統流派は単発剣技しか持たないし、古参の整せい合ごう騎き士しデュソルバートでさえ連続技を知らない様子だった。となればファナティオは、連続剣技を己おのれの努力で編み出した、ということになる。その理由も、きっと先刻のキリトの台詞せりふと無関係ではあるまい。

　敵を接近させずに倒すための、天てん穿せん剣けんの光。あるいは、完全支配術が使えない状況で、初しよ撃げきを受けられても次撃、次々撃で敵を退しりぞけるための連続技。

　つまり女性騎士ファナティオは、敵と密着し、鎧よろいの下に隠したものに気付かれることを恐れている。

　しかし、なぜ……？　どうしてそこまで己の性を隠そうとするのか？

　新たに湧わき上あがる疑問を嚙かみ締しめつつも、ユージオの眼めは二人の戦いに奪われていた。それはファナティオ配下の四騎士も同じようで、大剣を下ろしたまま身動ぎひとつせずに激げき闘とうを見守っている。

　本当に、何という──。

　何という、見事な戦いなのか。

　あの近間で双方ともほとんど足を止め、雨あめ霰あられと飛とび交かう斬ざん撃げきと刺し突とつを、体捌きと打ち払いだけで防ぎ続けている。その有り様は、まるで二人の周囲で幾つもの星が次々と流れ、弾はじけ、消えていくかのようだった。鋼はがねと鋼が打ち合わされる衝しよう撃げき音おんすら、ある種の壮そう麗れいな打楽器の共演と思える。

　キリトは、蒼そう白はくに昂こうじた顔に凄すごみのある笑みを滲にじませ、黒い剣と完全に融ゆう合ごうしてしまったが如ごとき勢いで技を繰くり出だしていた。敵にソルスの光を使わせないための接近戦であるはずだが、今の彼は単純に、鍛きたえ上あげた剣技を思う存分ぶつける喜びに浸ひたっているようだ。

　しかし、対するファナティオには、相手に付き合う理由はないはずだ。部下の一人にキリトの背後から攻撃させ、その間に距離を取って再び光線を放てば、今度こそキリトに防ぐすべはない。

　なのに、黒い長髪をなびかせる整合騎士は、あくまで細剣による直接攻撃で雌し雄ゆうを決しようとしているようだった。その理由までは、ユージオには推おし量はかれなかった。キリトの挑発的な言辞への怒りゆえか？　下がることは騎士の誇りが許さないのか？　それとも、彼女もまた、連続技の応酬という極限の戦いに何かを見出みいだしたのだろうか？

　ユージオの位置からはファナティオの背中しか見ることができず、彼女の顔にいかなる表情が浮かんでいるのかは解わからない。

　幾つかの言葉から推測するに、ファナティオは最低でも百三十年、あるいはそれよりも長く整合騎士として教会に仕つかえていると思われる。ようやく十九歳になるやならずのユージオには想像もつかない、途と轍てつもなく長い時間だ。

　何年前から彼女が顔と性別を隠すようになったのかは知るよしもないが、独力であれほどの連続剣技を編み出したというなら、その修練は十年二十年のものではあるまい。いま、キリトがファナティオと斬きり結むすび続けていられるのは、彼もまたアインクラッド流という類たぐい稀まれな連続技の使い手だからだ。これが他ほかの剣士であれば、おそらく刃やいばの間合いに一歩たりとも入れず地に伏しているだろう。

　だから、もしかしたらファナティオにとっても、磨みがき抜ぬいた剣技を全すべてぶつけられる相手はキリトが初めてなのではないだろうか。

　整せい合ごう騎き士しといえども、一いち撃げきの美び麗れいさ、勇壮さを尊とうとぶことは、エルドリエやデュソルバートの戦い方を見ても明らかだ。ゆえに、騎士相手の訓練でファナティオが連続技を披ひ露ろうしていたとは思えない。長い、長い間、独ひとり稽げい古こに於おいて想像する影かげでしかなかった自分以外の連続技使い、それがついにキリトという実体を持って現れたのだ。

　二人の超人的な剣けん戟げきを見るうち、いつしかユージオの全身には鳥肌が立ち、眼めには涙が滲にじんでいた。

　キリトにアインクラッド流を教わり始めて以来、脳のう裡りに思い描いていた究極の戦いが、いま具現化している。見み映ばえを求め続けた型としての美しさではなく、ただひたすらに敵を斬り倒すことを追求した結果としてのみ存在し得る、凄せい絶ぜつな美。

　ファナティオの五連突きが、キリトの五連斬りと立て続けに嚙かみ合あい、大きく弾はじかれたそれぞれの剣を、二人は裂れつ帛ぱくの気合とともに振り下ろした。

「りゃあああッ！」

「せああああっ！」

　嚙み合う剣たちから発生した衝しよう撃げき波はは、遠く離れた床に伏せるユージオの肌にも熱く感じられた。キリトとファナティオの黒い髪が激はげしくたなびき、ぎゃりんと刃やいばを軋きしませて、二人は体を入れ替えた。

　ついに視界に入ったファナティオの素顔に、ユージオは一いつ瞬しゆん息を詰めた。

　おとぎ話に出てくる聖女がもしも実在したらかくあらんと思わせる、清らかな美び貌ぼうだった。どう高く見積もっても二十代半なかばまでとしか思えない、ミルクをたっぷり入れた紅茶色の滑なめらかな肌。弓型の眉まゆも長い睫まつ毛げも黒だが、瞳ひとみの色はほぼ金に近い茶ちや褐かつ色しよくだ。おそらく東域の生まれと見えて、鼻び梁りようは控えめな高さ。顎あごの線も丸みを帯びて、それがひときわ柔らかな優美さを生み出している。そして、小振りな唇には、ごく控えめな紅。

　女性騎士の顔には、つい先刻の殺気立った怒りはすでになかった。代わりに、ある種の痛みを内包する覚悟のようなものが感じられた。

「──なるほどな」

　剣を交差させたまま、ファナティオは艶つややかな声で囁ささやいた。

「咎とが人びとよ、貴様はこれまで私が戦ってきた輩やからとは少し違うようだ。この忌いむべき面相を見て、こうも本気で斬きろうとした男はこれまでいなかった」

「忌むべき──ね。なら、あんたは誰だれのためにその髪に櫛くしを入れ、唇に紅を差してるんだ」

　相変わらず挑発的なキリトの問いに、しかしファナティオは薄うすく苦笑めいた気配を浮かべただけで、静かに応じた。

「惚ほれた男が、いつか剣の技と首級の数以外のものを私に求めてくれるやも、と待ち続けて早はや百有余年……鉄面の下で思い焦こがれたその挙あげ句くに、私より美しい顔を惜しげもなく晒さらした新米の女騎き士しに後こう塵じんを拝すれば、せめて化粧の一つもしたくなろうというものだ」

　ファナティオよりも美しく、強い騎士。しかも女性の。

　そんな相手がまだこの塔の上にいるのか、と戦せん慄りつしかけてから、ユージオはその条件に該当する整合騎士に心当たりがあることに気付いた。兜かぶとを被かぶらず、近年騎士になったばかりで、神速の一いち撃げきでユージオを打ちのめした──アリス・シンセシス・サーティ。

　キリトも、ファナティオの言葉には何かしら考えるところがあったはずだが、そんな気配は微み塵じんも漏もらさずに尚なおも問い詰めた。

「──あんたにとって、一番大事なことってのは何なんだよ。整合騎士が最高司祭の命令にただ従うだけの存在なら、恋とか嫉しつ妬とに悩む心なんてそもそも必要ないだろ。その男が誰だか知らないけど、そいつに百年も片かた想おもいしてるなら……そりゃあんたが人間だからだ。俺おれとおなじ人間だからだよ。俺は、教会と最高司祭をぶっ倒して、あんたみたいな人間が普通に恋して、普通に暮らせるようにするために戦ってるんだ！」

　その言葉は、ユージオをも深く驚おどろかせるものだった。常に飄ひよう々ひようとしているキリトが、心の中でそんなことを考えていたとはついぞ知らなかったのだ。しかし同時に、相棒の声には、どこか矛む盾じゆんに苦しむような響ひびきがあることにもユージオは気付いていた。

　ファナティオの顔もまた、一いつ瞬しゆんではあったが歪ゆがんだ。

　滑なめらかな眉み間けんに深い谷が刻まれるのを見て、彼女からもエルドリエのように《敬神パイエテイモジュール》が抜け出すのかと思ったが、しかし第二位の騎士に現れた変化はそこまでだった。

「……子供よ、貴様は知らんのだ。教会の権威が失われれば、この世界がどのような地じ獄ごくへと突き落とされるか……。ダークテリトリーの軍隊は日々その勢いを増し、果ての山脈一枚隔へだてた先にひしめいている。ああ……認めよう、貴様は強い。そして、元老長が言っていたような闇やみの手先、邪悪な侵入者でもないようだ。しかし甚はなはだ危険なことに変わりはない。その剣だけでなく、言葉でも教会と騎士たちを揺るがしかねんほどにな……。人界とそこに暮らす民を守る、我ら整合騎士に与えられたその最大の任務の前では、私の恋心など……拾う価値すらない麦むぎ屑くずに等しい」

　迷いを振り切ったような、厳きびしい顔つきでファナティオがそう告げる間にも、二人の間で交差した天てん穿せん剣けんと黒い剣は限界とも思える軋きしみ音を放ち続けていた。どちらかが少しでも力を抜けば、その瞬しゆん間かん弾はじき飛とばされるのは明らかだ。

　いや、こうしている間も、二本の剣の天命は減少を続けているはずだ。そしてこのまま鍔つば迫ぜり合あいが続けば、先に命尽きるのは天てん穿せん剣けんだろう。神器としての格が同程度なら、単純に太く重いほうがより多い天命を備そなえているのだから。

　ファナティオがそれに気付いていない訳はなかった。そして、己おのれの剣が圧おし負まけ、そこに隙すきができたならば、キリトが容赦なく自分を斬きり伏ふせるであろうことも。

「だから──私は貴様を倒さねばならん。たとえ騎き士しの誇りを踏ふみにじってもな。かくも無ぶ様ざまな技で勝利する私を嘲あざわらえ。貴様にはその権利がある」

　静かにそう言い放つと、ファナティオは続けて叫んだ。

「天穿剣に秘められた光よ、今こそ枷かせから放たれよ!!　──リリース・リコレクション!!」

　この術式は──記憶解放術!!

　銀色の刀身が、これまでにないほど眩まばゆく輝いた。

　直後。

　しゅばあっ！　という音とともに、剣けん尖せんから放射状に幾筋もの光線が放たれた。

　目め眩くらましか、とユージオは反射的に考えた。キリトの視力を一時的に奪い、体勢を崩くずしてから斬る。

　しかしその判断は、天穿剣が八方に発射した光の一筋がユージオのすぐそばの床に命中し、大理石を深々と抉えぐったことで完全に否定された。

　幻惑ではなく──あの光の全すべてが！

　キリト!!　と内心で絶叫し、ユージオはたまらず上体を起こした。眼めを凝こらすと、今まさに至近距離から射かけられた光線が、キリトの右腕を貫つらぬくところだった。それだけではない、すでに左肩と右の太ふと腿ももにも黒々とした貫通痕あとが見て取れる。

　そして、超高熱の光を身に受けているのは、キリトだけではなかった。

　天穿剣の主たるファナティオもまた、腹と肩、両脚の装甲に醜みにくい孔あなを穿うがたれている。傷の深さではキリトを上回るほどだ。それでも、その麗うるわしい顔に浮かんだ覚悟の表情は微み塵じんも揺らがない。

　整合騎士ファナティオ・シンセシス・ツーは、キリトを道連れに、己おのれの天命をも吹き飛ばすつもりなのだ。

　脳裏に、前最高司祭カーディナルの言葉が甦よみがえる。《リリース・リコレクション》の式句は、武器の記憶を全て目覚めさせ、荒ぶる力を解き放つ。敵のみならず自分をも巻き込み、命までも落としかねないほどの力を。

　解放された天穿剣は、最初の一いつ斉せい射しやで至近距離の二人にほとんど致命的な傷を負わせ、離れて取り囲む四人にも少なからず損害を与えた。大回廊の神こう々ごうしい装飾も至るところで無惨に焼やき焦こがされ、高価な硝子ガラス窓が次々に割れ砕ける。ユージオや、近くで麻ま痺ひしたまま倒れる少女騎き士し二人のところまで飛んでくる光線は少なかったが、それでもこのままならいずれ直ちよく撃げきを受けかねない。

　どれほど光を放っても、千枚の鏡から鍛きたえられたという神器は、いっこうに沈ちん黙もくする気配もなかった。ほぼ一秒ごとに剣けん尖せんが輝き、方向を選ばず短い光線が撃うち出だされる。半数は誰だれもいない上空へと放たれ、壁かべや柱、天てん蓋がいを灼やくだけだったが、下方向へ伸びるもう半分のうちかなりの数が、当然ながら発射点のすぐ傍そばにいる二人の体を捉とらえることとなる。

　交差させた剣を外せぬまま、キリトが限界まで首を反そらせ、額ひたいを貫通しかけた光をぎりぎりで回かい避ひした。続く光はファナティオの顔に向かったが、整合騎士は微動だにしなかった。頰ほおを掠かすめた光線が、染みひとつない滑なめらかな肌に赤黒い溝を焼き付け、豊かな黒髪の少なくない量を一いつ瞬しゆんで燃やし尽くす。

「この……馬ば鹿か野郎!!」

　キリトが必死の形相で叫んだ。同時に、口から鮮血の飛沫しぶきが散った。いかにキリトの天命が多かろうとも、あれだけの光線を身に受ければ、その数値は尽きる寸前であろうことは容易に想像できる。しかし黒衣の剣士は頑として倒れることを拒否し、あまつさえ、ぎゃりっと剣を滑すべらせて光線の発射点である天てん穿せん剣けんの切きっ先さきを黒い剣の横腹で覆おおった。

　その結果、刹せつ那なの猶ゆう予よであるにせよ、キリトとファナティオに向かって撃うち出だされる光の全すべてが黒い剣に遮さえぎられる形になった。

　今だ──今しかない！

　キリトの合図はなかったが、ユージオはまさにその瞬間がやってきたことを理性と直感の双方で悟った。

　ファナティオは無論、配下の四騎士も大剣を盾たてにして光を防ぐのに必死で、とても残る一人の罪人のほうまで注意を向ける余裕はない。発動の瞬間に隙すきが大きいユージオの完全支配術も、今ならば止められる者はいない。

　猛烈な勢いで跳ね起き、ユージオは腹の下でずっと握っていた青あお薔ば薇らの剣を一気に抜き放った。

「エンハンス…………」

　空中でくるりと逆手に持ち替え、柄つかに左手も添えて、全身の力を込めて大理石の床へと突き立てる。

「──アーマメント!!」

　薄うす青あおい刀身は、その半なかば近くまでが深々と床に埋まった。

　バシィィィッ!!　と鋭するどく破裂するような音を伴って、大理石の床が一瞬にして真っ白い霜しもに覆われた。

　水晶のような霜柱を鋭く突き上げながら、氷結の波は猛烈な速度で前方へと伸びていく。

　発動から約五秒で、幅十メル近くもある氷結波は、キリトとファナティオ、そして四騎士の足あし許もとを吞のみ込こんだ。

　ここでついに、四人の騎き士したちは異変に気付いたようだった。兜かぶとに包まれた顔をさっと動かし、視線を向けてくる。

　しかし、もう遅い。

　ユージオは両手にありったけの力を込めながら、高々と叫んだ。

「咲け──青あお薔ば薇らッ!!」

　四騎士と、ファナティオ、そしてキリトの足許から、無数の薄青い氷の蔓つるが一瞬にして伸び上がった。

　一本一本は小指ほどの太さしかない。しかし全体にびっしりと鋭い棘とげが生え、それが獲え物ものの脚にがっちりと食い込んでいく。

「ぬおっ……」

「こ、これはっ!?」

　騎士たちが口々に叫ぶ声がした。その時にはもう、何本もの氷の蔓が脚から腰、腹へと這はい上のぼっている。遅まきながら大剣で蔓を切り払おうとする者もいるが、触れたそばから蔓は刀身を幾重にも巻き込み、床へと繫つなぎ止とめてしまう。

　胸から頭、そして指先が蔓に覆おおわれた騎士たちは、身動きすらも叶かなわぬ氷の彫像と化していた。キン、キンと高い音を放ちながら執しつ拗ように獲え物ものを絡め尽くした蔓は、最後にひときわ澄すんだ鈴の音を響ひびかせ、深い青に彩いろどられた大輪の薔薇の花を無数に咲かせた。

　無論、それらもまた冷たい氷だ。硬く透き通った花弁からは蜜みつも芳香も生み出されないが、しかしその代わりに、薔薇たちは白い凍気を撒まき散ちらし始めた。たちまち回廊じゅうの空気がキラキラ光る濃のう密みつな靄もやに覆われていく。凍気の源みなもとは──捕らえた騎士たちの天命。

　その減少速度は至ってゆっくりとしているが、氷薔薇に全身から天命を吸い出される間は縛いましめを破るだけの力を出すことができない。もともとこの術式は、敵を殺傷するためのものではないのだ。ユージオは、整合騎士アリスの動きを止めるという目的のためだけに、術の性質を決定したのである。

　四騎士は完全に無力化されたが、さすがに彼らを束たばねる騎士ファナティオは、足許の霜しもを突き破って蔓が伸びた瞬しゆん間かんに技の性質を見切ったらしく、宙に跳んで逃れようとした。

　しかし、反応の速度は、ユージオの術を知っているキリトのほうがわずかに速かった。ファナティオに先んじて高く跳び上がったキリトは、こともあろうに女性騎士の肩かた鎧よろいを踏ふみ台だいにして、更に空中へと逃れた。鮮血を散らしながら後方に宙返りし、氷の蔓を回かい避ひする。

　彼の身代わりに地面に押しやられたファナティオは、片かた膝ひざを突いた姿勢で全身を蔓に巻きつかれた。

「く……！」

　意識集中が途切れたか、天てん穿せん剣けんから無差別に発射されていた光線も、幾つかの蔓を切り裂いたのを最後に沈ちん黙もくした。惨むごたらしく損傷した紫の鎧よろいに、みるみる細い蔓つるが巻き付き、厚く氷に包み込んでいく。
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　足あし許もとから次々と開いていく青い薔ば薇らの、最後の一輪は、ファナティオの頰ほおに刻まれた傷きず痕あとの上に咲き誇った。第二位の整せい合ごう騎き士しは、その神器とともに完全に動きを止めた。

　全身に手て酷ひどい傷を負っているにもかかわらず、立て続けに後方宙返りを繰くり返かえして氷の蔓を抜け出したキリトだが、最後の着地に失敗してユージオの隣となりにどさりと落下した。

「ぐふっ……」

　喉のどの奥から咽むせるような声を漏もらし、直後ばしゃっと大量の鮮血を吐き出す。それがたちまち真紅の霜しもとなって凍りつくのを見て、ユージオは思わず叫んだ。

「キリト……待ってて、すぐ治ち癒ゆ術を……！」

「だめだ、技を止めるな！」

　完全に血の気を失いながらも、ぎらぎらと眼めを光らせてキリトがかぶりを振った。

「あいつはこれくらいじゃ倒れない……」

　唇の端はしから血の糸を引きながら、黒い剣を杖つえにして満まん身しん創そう痍いの体を持ち上げる。

　左手でぐいっと口を拭ぬぐい、瞼まぶたを閉じてしばし呼吸を整えたキリトは、かっと両眼を見開くと黒い剣を高々と差し上げた。

「システム……コール!!」

　気力を振り絞るような起句に引き続いた術式詠唱は、肉体の状態を考えれば驚きよう異い的てきな速さだった。

　一句一句の間には血の絡まるような喘ぜん鳴めいが挟まり、時折唇の端はしから鮮紅色の飛沫しぶきが散るが、それでもキリトは十行を超える術式を一度も引っかかることなく唱となえ続つづける。

　間近から見ると、キリトの体に刻まれた無数の傷きず痕あとはぞっとするほどの惨むごたらしさだった。天てん穿せん剣けんの光は鍛きたえ上あげた肉体を幾度となく貫つらぬき、傷口は黒く焼やけ焦こげている。わずかな救いはさほど出血していないことだが、複数の傷は明らかに内臓にまで達している。キリトの天命は、こうしている今も氷薔ば薇らに捕らわれた騎き士したちを上回る速度で減少しているはずで、今すぐに手当てしなければ命も危い。

　しかし、ユージオは青薔薇の剣の完全支配術を継続するために、柄つかから手を離すわけにはいかなかった。せめてキリト本人が自分に治ち癒ゆ術を使ってくれれば少しは安心なのだが、鬼き気き迫る形相で詠唱を続ける相棒にはそんな気は更々ないようだ。

　そこまで焦あせらなくても、騎士たちを捕らえた氷の檻おりは、簡単に破れやしない──。

　ユージオがそう考え、視線を再び前方の整合騎士たちに戻した、その瞬しゆん間かん。

　咲き誇る氷の薔薇たちの中央から、一条の白光が迸ほとばしり、壁かべに突き刺さった。ユージオは驚おどろきのあまり短く喘あえいだ。

「えっ……」

　光の源みなもとは、全身を幾重にも氷の蔓つるに巻き取られ、完全に動きを封じられたはずの騎士ファナティオだった。

　武装完全支配術は、術式を唱え終わればその後は使い放題、というわけではない。攻こう撃げき力りよくを拡張された武器を操あやつるには、使用者の高度な精神集中が必要なのだ。ユージオにしても、床に突き立てた剣の柄を握にぎり締しめ、咲き乱れる氷の薔薇を思い描き続けていなければ、騎士たちの束そく縛ばくを維持することはできない。

　騎士ファナティオは、天穿剣を完全支配してから何度となく光線を放ち、キリトと超高速の剣けん戟げきを演じ、最後には制御を外した光線の乱射という大技を繰くり出だして、自分にもほとんど致命的な傷を負わせた。とうに精神の集中は失われ、天穿剣の支配状態も解除されたはず──と、ユージオは思い込んでいたのだ。

　しかし。

　全身くまなく氷に覆おおわれたファナティオの、細剣を高く掲げる右腕が、ぴき、ぴきん、と破砕音を響ひびかせながらゆっくり動いている。いっぱいに見開いたユージオの眼めには、騎士の細い体から立ち上る闘とう気きがかげろうのように揺れる様がはっきりと映った。

「くっ……！」

　唇を嚙かみ、ユージオは柄を握る両手にいっそう力を込めた。心象に誘ゆう導どうされ、ファナティオの周囲から新たな氷の蔓が十本近くも伸び上がる。蔓は鞭むちの如ごとくファナティオの右腕を打つとそのまま隙すき間まなく巻き付き、動きを止める。

　しかし、それもほんの一秒ほどのことだった。

　食い込む氷の棘とげなどまるで意に介していないかのように、整せい合ごう騎き士しは強引に右手を倒した。青い蔓つるが半分近くも砕け、きらきらと舞まい散ちった。

　ユージオの背中を、氷よりも冷たい悪お寒かんが包んだ。

　──本当に、人間なのか。

　喀かつ血けつしながら高速詠唱を続けるキリトの気力も凄すさまじいが、女性騎士はそれ以上だ。光線の無差別攻こう撃げきによって全身に幾つもの孔あなを穿うがたれ、氷の薔ば薇らに容赦なく天命を吸い上げられても倒れず──それどころか、配下の四騎士が手も足も出ない氷の縛ばく鎖さを、右腕の力だけで次々に引き千切っていく。

　騎士の右手に握られた天てん穿せん剣けんが、徐々に、徐々に角度を変え、ユージオたちを指し示そうとする様を、ユージオは恐怖とともに凝ぎよう視しした。

　いったい、何がファナティオにここまでの力を与えているのか。

　法を守しゆ護ごする整合騎士としての義務感？　百年も想おもい続つづけているという、どこかの男への恋心？　それとも、先刻、彼女が口にした言葉……？

　公こう理り教きよう会かいの力が失われれば、人界はダークテリトリーの軍勢に蹂じゆう躙りんされるだろう、とファナティオは言った。

　ならば、彼女は、人界の一般民を──高等貴族たちが家畜同様に軽んじ、蔑さげすみ、搾取する対象としか見ていないはずの者たちを守るために、我が身を傷つけてまでも戦っている、ということになる。

　しかし、そんなわけはない。整合騎士は、幼いアリスを連行させ、記憶を奪って別人に作り変えた最高司祭アドミニストレータの手先だ。憎むべき敵だ。ユージオは彼らをそのように断じ、必要ならば斬きり殺ころすことも辞さないという決意のもとにカセドラルを上ってきたのだ。

　なのに、今更そんなことが──整合騎士が正義の担にない手てだなどということが、あってたまるものか。

「お前に……お前らに、正義なんかない!!」

　ユージオは押し殺した声で叫び、心の奥底から搔かき集あつめたありったけの敵意を青薔薇の剣に注ぎ込んだ。

　再び、ファナティオの周囲から氷の蔓が何本も飛び出し、その尖せん端たんを鋭するどい棘に変えて騎士の右腕を次々に貫つらぬいた。

「止まれ……止まれよ!!」

　心の中には圧倒的な憎悪が渦巻いているはずなのに、なぜかユージオの両眼めから溢あふれるものがあった。しかし、それを涙だと認めることはどうしてもできなかった。ユージオの怒りと憎しみが具現化した氷の棘に貫かれながらも、愚ぐ直ちよくなまでに右腕を止めようとしないファナティオの姿に心を動かされるようなことは、あってはならなかった。

　整せい合ごう騎き士しの腕は、もうぼろぼろだった。折れた棘とげが針山のように突き刺さり、滴したたる大量の血が赤い氷柱となって垂たれ下さがる。

　しかし腕の動きはついに止まらず、垂直に掲げられていた天てん穿せん剣けんが水平へと角度を変え、ユージオとキリトを鋭えい利りな切きっ先さきで捉とらえた。

　銀色の刀身が、かつてないほど眩まばゆく輝くのを、ユージオは滲にじむ涙の向こうに見た。

　ファナティオが、残る天命の全すべてを燃やし尽くしているとしか思えないほどに強い光だった。陽神ソルスがこの大回廊に降りてきたかのような純白の輝きに、ユージオは濡ぬれた両眼めを細めた。

　──勝てない。今の僕じゃ、あの人には、勝てない。

　白い光に晒さらされただけで脆もろくも溶とけ崩くずれていく氷の薔ば薇らたちを眺めながら、ユージオはそっと息を吐いた。

　しかしここで潔いさぎよく目を閉じ、死をもたらす光をただ待つつもりはなかった。そのような形でファナティオの《正義》に屈することだけはどうしても嫌いやだった。

　せめて、最後に薔薇をもう一輪だけ咲かせて意地を見せたい。そう決めて、心の底から憎しみの残のこり滓かすを搔かき集あつめようとした、その時。

　隣となりで、いつのまにか術式詠唱を終えたらしいキリトが小さく呟つぶやいた。

「憎しみじゃ、あいつには勝てないよ、ユージオ」

「え……」

　首を回すと、相棒は血の滲んだ唇にかすかな笑みを浮かべて続けた。

「お前は、整合騎士が憎いからここまで来たわけじゃないだろ？　アリスを取り戻したいから、もう一度会いたいから……アリスを愛しているから、ここにいるんだろ？　その気持ちは、あいつの正義に決して劣おとるもんじゃない。俺おれだってそうだ……俺も、この世界の人たちを、お前を、アリスを、あいつだって守りたい。だから今は、あいつに負けるわけにはいかない……そうだろ、ユージオ」

　絶体絶命の状況にありながら、キリトの声は穏おだやかだった。謎なぞ多き黒衣の剣士は、もう一度微笑ほほえむと頷うなずき、顔を前に向けた。

　天穿剣の、おそらく最終最大の光が発射されたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　これまで放たれた光線全すべてを束たばねても及ばないほど巨大な、光の槍やり。創世の時代、闇あん神しんベクタを退しりぞけるためにソルス神その人が投げたという天の霊光そのものが、あらゆるものを灼やき尽つくさんと殺到した。

　かっと見開かれたキリトの黒い瞳ひとみは、圧倒的な意志力をみなぎらせて爛らん々らんと輝いていた。最後の一句を唱となえる声は、絶望的な状況にあって、ゆるぎない決意に満ちていた。

「エンハンス・アーマメント!!」
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　まっすぐ前に向けられた黒い剣の刀身が、どくんと脈打った。

　直後、刃やいばのいたるところから、幾筋もの闇やみが溢あふれ出だした。

　あらゆる光を吸い込むような漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうが、うねり、よじれ、絡まり合う。それらはたちまち一抱えもありそうなほどに太い槍やりとなり、前へ前へと突き進んでいく。

　眼めを凝こらすと、鋭するどく尖とがった先せん端たんだけは、黒こく曜よう石せきのような輝きを帯びて硬く実体化しているようだった。その質感には見覚えがあった。二年と少し前まで、ユージオが毎日毎日斧おのを振るい続けた巨樹。黒い剣の、元の姿である《悪あく魔まの樹き》──ギガスシダー。

　そうと認識した瞬しゆん間かん、ユージオは、キリトが発動させた完全支配術の正体を悟った。

　彼は、術式によって黒い剣に眠る記憶を呼び覚まし、それがかつて誇示していた姿、数百年にもわたって切り倒されることを拒み続けた巨大樹を、この場に出現させたのだ。もちろん形や大きさは当時のままではないが、本質はまったく同じだろう。

　硬さ、鋭さ、そして圧倒的な重さ。

　存在そのものが、究極最大の武器となり得るほどに。

　ユージオの心臓が、どくんと大きく跳ねた。直後──。

　漆黒の大槍の先端が、ソルスの光を束ねた大槍と接触した。炸さく裂れつした衝しよう撃げき波はが、大回廊全体……ことによったらセントラル・カセドラルそのものを大きく震わせた。

　想像を絶するほどの高熱、高密度の光に、さすがの巨樹も圧おされたか、突進する勢いが止まった。しかしキリトの手て許もとの黒い剣からは無数の闇やみが止まることなく噴ふん出しゆつし続け、あくまで槍やりを前へ前へと押しやろうとする。

　ファナティオの手に握られた天てん穿せん剣けんも、退しりぞく気は一いつ切さいないようだった。荒れ狂う光の奔ほん流りゆうは刻一刻その勢いを増し、すでに騎き士しを包む氷薔ば薇らは熱によって完全に溶け去っている。それどころか、騎士の右腕を包む籠こ手ては真っ赤に焼け、白煙を上げているようだ。

　光と闇の激げき突とつは、大回廊の中央でしばしの拮きつ抗こうを続けた。

　だが、これほどの超攻こう撃げき力りよくの衝しよう突とつが、完全に相そう殺さい、消滅するとは思えない。必ず一方が一方を退け、敵を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいし尽くすはずだ。

　この勝負、分が悪いのは──キリトか。

　ギガスシダーがいかに硬いとはいえ、あくまでそれは実体を持つ樹なのだ。本物が、何度も何度も叩たたかれることによってついには切り倒されてしまったように、限界以上の力を加えられれば損傷もするし消滅もする。

　しかし天穿剣の光は、純粋なる熱の塊かたまりだ。実体なき攻撃力などというものを、どのように破壊すればいいというのか。

　対抗手段があるとすれば、キリトが一度やってのけたように鏡を使って弾はじくか、青薔薇の剣が生み出す以上の絶対的冷気で相殺するといった、対抗するに足る特性を持った力が必要となるはずだ。しかるに、ギガスシダーの特性と言えば、とてつもなく硬く、重いというその二点──。

　いや、もう一つあった。

　ソルスの光を貪欲なまでに吸収し、己おのれの力に変える。

　突如、ファナティオの光の槍が、一千もの細流へと引き裂かれた。

　均きん衡こうを破り、突進を再開したのは、キリトの闇色の巨樹だった。

　さすがに先せん端たんは眩まばゆいほどに赤熱しているが、それでも光の圧力に屈することなくそれを抉えぐり、ちぎり、発生源へと襲おそいかかっていく。

　放射状に分かたれた光は大回廊のそこかしこに突き刺さり、氷の蔓つるを溶かすと同時に無数の小爆ばく発はつを引き起こした。床に繫つなぎ止とめられたままだった四騎士が、次々に吹き飛ばされて宙を舞まった。

　猛然と迫る漆しつ黒こくの大槍を見ても、整合騎士ファナティオは一歩たりとも動こうとしなかった。彼女の美しい顔には、もういかなる怒りも憎しみも浮かんでいないようだった。瞼まぶたがゆっくりと閉じられ、口くち許もとがわずかに動いた。そこには何らかの感情が込められていたはずだが、ユージオにはそれが何なのか察することはできなかった。

　巨樹の鋭するどい尖せん端たんが、ついに光の源みなもとまで溯さかのぼり、天穿剣の鋭えい利りな切きっ先さきに衝突した。

　まず、白銀の細剣がしなりながら弾き飛ばされ、きらきらと回転しながら宙を飛んだ。

　直後、騎士自身もまた、恐ろしい勢いで空中に跳ね上げられた。

　紫色の鎧よろいの破片を散らしながら一直線に天てん蓋がいまで達し、轟ごう音おんとともに激げき突とつして、創世神話に題を採った壁へき画がを粉々に打ち砕く。

　落下はゆっくりとしたものだった。無数の大理石片と一緒に、糸を引くように落ちてきたファナティオの体は、大回廊後方の大扉の手前に鈍にぶい音を立てて転がった。そのまま、第二位の整せい合ごう騎き士しは、もう立ち上がることはなかった。

　漆しつ黒こくの槍やりがふわりと実体を薄うすれさせ、影かげのような流れとなってキリトの握る黒い剣に吸い込まれ始めた。見れば、剣そのものも、かつてライオスと戦った時と同様に幾らか大型化しているようだったが、全すべての闇が剣に吸収されると同時に本来の大きさへと戻った。

　ユージオは再び前を向き、激戦の痕こん跡せきに声もなく見入った。

　染みひとつなかった大理石の床や壁かべは、そこかしこで溶け、砕けて、もはや見る影もない。ことに、闇やみと光の大槍がせめぎ合った中央の床には広く深い溝が穿うがたれて、階下まで突き抜けていないのが不思議なほどだ。

　セントラル・カセドラル五十階、《霊光の大回廊》にここまでの破は壊かいをもたらしたのが、たった二人の、しかもほんの二日前まで修剣学院の生徒だった剣士だと言っても、居合わせた者以外誰だれも信じるまい。

　──でも、やったんだ、僕たちが。

　ユージオは内心で呟つぶやいた。人の世の始まりから存在し、絶対なる権威で世界を支配し続けてきた公こう理り教きよう会かいの整合騎士五人と僕らは戦い、勝ったんだ。

　これで、エルドリエから数えて、九人もの整合騎士を退しりぞけたことになる。カーディナルの話によれば、カセドラル内に駐留する騎士は十二、三人ということだった。つまりあと、ほんの数人の騎士を倒せば……。

　ユージオがぐっと奥歯を嚙かみ締しめたのと、ほぼ同時だった。

　隣となりで、がくりとキリトが両膝ひざを床に突いた。右手から、重い音を立てて黒い剣が零こぼれ落おちた。

　床に突き立つ青あお薔ば薇らの剣から慌てて両手を引ひき剝はがし、ユージオはぐらりと上体を傾かたむかせる相棒を支えた。

「キリト！」

　抱き止めた体は驚おどろくほど軽く、流れ出た血と天命の膨ぼう大だいさを否いや応おうなく悟らせた。肌は大理石よりも白く、閉じた瞼まぶたが持ち上がる様子もない。全身に素早く目を走らせ、最も深そうな脇わき腹ばらの傷に左手をかざす。

「システム・コール！　ジェネレート・ルミナス・エレメント！」

　生成した三つの光こう素そを傷口に集め、続く術式で治ち癒ゆ力に変える。炭化した傷口がじわじわ塞ふさがり始はじめたところで手を離し、続けて左肩の傷に同じ処置を施ほどこす。本来なら、大量の空間神聖力を消費する光素生成には《聖セイ花カ珠シユ》のような触媒が必要なのだが、今は必要ない。青薔薇の剣が五人の騎士から吸収した天命が、神聖力となってまだ周囲に漂ただよっているからだ。

　主だった傷を塞ふさいだことで天命の連続的減少は止められたはずだが、大部分が失われたであろう天命値の回復は、ユージオに使える程度の光こう素そ系神聖術では不可能だ。迷うことなく左手でキリトの右手をきつく握り、新たな術式を唱となえる。

「システム・コール！　トランスファー・ヒューマンユニット・デュラビリティ、セルフ・トゥ・レフト!!」

　今度はユージオの体全体がぼんやりと青い光の粒に包まれ、それらはたちまち左手へ集まると、キリトの体へ流れ込んでいく。人から人へと天命を移動させるこの術は、術式の単純さに比べて効果が大きい。

　思い返せば、デュソルバートと戦った時も今回も、キリトばかりが深傷を負ってユージオはほとんど天命を減らさなかった。ここで倒れるぎりぎりまで天命を譲ゆずるくらいしなければ、到底借りを返せない。

　とユージオは思ったのだが、体感でようやく半分ほど天命を流し込んだ時、キリトがうっすらと眼めを開けた、左手でユージオの手を摑つかみ、自分から引き離す。

「……ありがとうユージオ、俺おれはもう大丈夫だ」

「無理するなよ、それだけやられれば外からは見えない傷が残ってるはずだよ」

「ゴブリン連中にやられた時よりマシさ、それよりあいつが心配だ……」

　黒い瞳ひとみが向けられた先に、回廊の反対側に倒れる騎き士しファナティオの姿を見つけ、ユージオは思わず唇を嚙かんだ。

「……キリト……。あいつは……お前を、殺そうとしたんだよ……」

　言うと同時に、耳の奥で、完全支配術を発動させる直前のキリトの台詞せりふが甦よみがえった。俯うつむき、囁ささやき声ごえで続ける。

「憎しみじゃ勝てない……、キリトはさっきそう言ったよね。確かに、そうだったかもしれない。あの整合騎士は、個人的な恨みとか憎しみとか、そんな次元で戦ってなかったから……。でも……でも僕は、やっぱり教会と整合騎士を許せないよ。もの凄すごい強さだけじゃなくて、あんな志こころざしを……人界に暮らす人たちを守る心を持ってるなら、どうしてその力を、もっと……」

　その先を言葉にできず、ユージオは口くち籠ごもった。しかし、よろめきながらも立ち上がり、床から黒い剣を拾ったキリトは、解わかっているというふうに頷うなずいた。

「あいつらだって、たぶんあいつらなりの迷いの中にいるんだ。騎士長って奴やつに会えば、もう少しそのへんのことも解るだろう……。ユージオ、お前の完全支配術は凄かった。あの騎士たちに勝ったのはお前だ。だからもう、人間としてのファナティオや《四シ旋セン剣ケン》の騎士たちまで憎む必要はないよ……」

「人間……。うん……そうだね。戦ってる時に、それだけは解った。あの人は人間だった、だからあんなに強かったんだ」

　ユージオが呟つぶやくと、キリトは軽く笑い、そのとおりだ、と言った。

「あいつらは自分たちのことを絶対の善と言い、お前にとっては絶対の悪だったんだろうけどさ、俺おれたちもあいつらも生身の人間なんだ。そんな、絶対の善悪なんてもの、人間には決められないんだよ、きっと」

　その言葉は、自分に言い聞かせているようにも聞こえて、ユージオはふと考えた。

　──キリト。君がさっき、あんなに怒っていた最高司祭アドミニストレータ……公こう理り教きよう会かいの、ひいては世界の絶対支配者に対しても、君はそう思えるのかい？

　しかし、それを訊たずねる前にもう、キリトは大扉前に倒れるファナティオ目指して歩き始めていた。

　五、六歩進んだところでひょいと振り返り、ポケットを探さぐると小さな瓶びんを取り出す。

「おっと、忘れてた。お前はこいつで、子供たちの毒を抜いてやってくれ。飲ませる前に、毒剣は折って、もう妙なもの持ってないか確認しとけよ」

　そういや僕も忘れてた、と思いながらキリトが放った小瓶を受け取り、ユージオは頷うなずいた。

　立ち上がり、青あお薔ば薇らの剣を床から抜いて振り向くと、少女騎き士しフィゼルとリネルは相変わらず麻ま痺ひ状態で床に転がったままだった。周囲を覆おおっていた霜しもはすでに消え去り、氷の蔓つるや光線による傷も受けていないようだ。

　歩み寄るユージオと眼めが合った途と端たん、少女たちは唯一動かせる瞳ひとみを、拗すねたようにぷいっと逸そらせた。

　こりゃあファナティオとは別の意味で解わかり合あえそうにないぞ、とため息を吞のみ込こみつつ腰を屈かがめ、二人の鼻先に突き立つ二本の毒剣を両手で抜く。まとめて空中に投げ上げ、回転しながら落ちてくるところを、青薔薇の剣で一ひと薙なぎする。

　短剣は二つともあっけなく粉砕され、床に落ちる前に天命を全損させて光の粒となって消えた。愛剣を鞘さやに収め、二人の傍そばでしゃがみ込むと、「ごめんよ」と謝あやまりながら修道衣の上から他ほかの武器を持っていないことを確かめる。

　最後に、小瓶の栓を抜いて、七割がた残っていた中身を半分ずつフィゼルとリネルの口に注いだ。これで二人も、ユージオのように十分足らずで麻痺から回復するはずだ。

　そのまま放っておいてもよかったのだが、こんな時キリトなら何か言うんだろうなあ、と思ったユージオは、少し考えてから口を開いた。

「……君たちのことだから、ファナティオさんやキリトがあんなに強いのは、神器と武装完全支配術を持ってるからだ……って思ってるかもしれないけど、それは違うよ。あの二人はもともと強い……技や武器じゃなくて、心が強いから、あんなに傷だらけになっても戦えるし、凄すごい術式も使えるんだ。君たちは確かに、人間を殺す技には長たけてるかもしれない。でも、殺すことと勝つことはまったく違うんだ。僕も、今日になって、ようやくそれに気付いたんだけどね……」

　フィゼルたちは相変わらず瞳を逸らせたままで、自分の言葉がどれほど届いているのかユージオにはさっぱり解わからなかった。もとより、子供の相手はあまり得意ではないのだ。

　それでも、少なくともあの戦いを見て、二人なりに感じるところがあったはずだ、絶対に。フィゼルとリネルの無邪気な軽口を思い出せば、彼女たちもまた絶対の悪ではないのだと信じられそうな気がした。「じゃあね」とだけ言ってきびすを返し、ユージオはキリトを追って駆かけ出だした。

　破は壊かいの痕こん跡せき著いちじるしい回廊を移動するあいだ、素早く左右に眼めを走らせ、ファナティオ配下の四騎き士しの状態を確認する。

　暴走した光の槍やりによって全員がかなりの深傷を負ったらしく、四人とも倒れたままだ。しかしさすがに整合騎士だけのことはあるようで、天命を全損してしまった者は見当たらなかった。出血も少なく、そのうち動けるようになるだろう。

　しかし、小爆ばく発はつに巻き込まれただけの彼らとは違い、突進する闇やみの大槍の全威力をまともに受けたファナティオが命を失う寸前の状況であることは、倒れた彼女の周囲に広がる大量の血ち溜だまりを見るまでもなく明らかだった。

　騎士の傍かたわらに片かた膝ひざを突くキリトの近くで足を止め、ユージオは息を殺しながら相棒の肩越しに覗のぞき込こんだ。

　間近で見ると、ファナティオの全身の傷は、眼を背そむけたくなるほど酷ひどいものだった。熱線に貫つらぬかれた孔あなが胴と両脚に四箇所、右腕は氷薔ば薇らの棘とげに引き裂かれたうえに天てん穿せん剣けんの最終攻こう撃げきの余波に焼かれて、無傷な箇所がないほどだ。

　しかし、最大の惨状を呈しているのはやはり、ギガスシダーの直撃を受けた上腹部の傷だった。大人の拳こぶしほどもある貫通痕こんが深々と口を開け、鮮血を絶え間なく溢あふれさせている。瞼まぶたを閉じたままの顔は、鎧よろいの色が移ったかのような薄うすい青紫色に変じて、そこには生気の欠片かけらすらも見当たらない。

　キリトは、ファナティオの腹に両手をかざし、神聖術で傷の修復を試こころみている最中だった。ステイシアの窓を開いていないのは、天命の数値を見てももう意味がないということなのだろう。ユージオの接近に気付くと、顔を上げないまま切迫した口調で言う。

「手伝ってくれ、血が止まらないんだ」

「あ……ああ」

　頷うなずき、反対側に膝を突いて、同じく傷口に手を当てる。先刻キリトに使ったのと同じ光こう素そ系治ち癒ゆ術じゆつを唱となえると、傷からの出血が幾らか減少したような気がしたが、完全な止血にはまだまだ遠い。

　このまま二人で治ち療りようを継続しても、やがて周囲の神聖力を使い尽くして光素を生成できなくなるのは明らかだ。二人の天命を譲じよう与よすればファナティオの天命は一時的に回復するだろうが、出血を止めずにそれをしても結局は無駄となる。現状で彼女の命を救うのは、二人より強力な回復術を使える神聖術者の助力か、伝説の霊薬でもなければ不可能だ。

　唇をきつく嚙かみ締しめるキリトの顔をそっと見やり、しばし迷ったすえに、ユージオは言った。

「無理だよキリト。出血が多すぎる」

　キリトはしばらく俯うつむいたままだったが、やがて掠かすれた声で答えた。

「解わかってる……でも、諦あきらめないで考えれば、何か……何か方法があるはずだ。ユージオも考えてくれよ、頼む」

　その顔は、二日前、傍そば付づき練士ロニエとティーゼを襲おそった悪意を事前に防げなかった時と同じような無力感に満ちていて、ユージオは胸を衝つかれた。

　しかし、やはりどれほど考えようと、目の前で今まさに消え去ろうとしている命を呼び戻す手段がないことは明白だった。背後で倒れている四騎き士しを回復させ、彼らにも治ち療りようを手伝ってもらうことも一いつ瞬しゆん検討したが、そんな迂う遠えんなことをしている猶ゆう予よはどう見ても残されていない。おそらく、キリトとユージオのどちらかが治ち癒ゆ術じゆつを停止すれば、その数秒後にはファナティオの天命は永遠に喪うしなわれるだろう。そして、たとえ術を続けても──同じ結果が数分後にはやってくる。

　ユージオは意を決し、出せる限りの真剣な声こわ音ねで相棒に告げた。

「キリト。──君は、地ち下か牢ろうから脱出する時僕に言ったね。ここから先に進むには、あらゆる敵を斬きり倒たおしていく覚悟が必要になる、って。さっき君は、その覚悟のもとにこの人と戦ったんじゃないのか？　どちらかが死に、どちらかが生き残る、そういう決意であの技を使ったんじゃないのか？　少なくとも、この人は……ファナティオさんには迷いはなかったよ。自分の命を全部懸かける、そういう顔をしてた……と僕は思う。キリトにだって解ってるはずだ……もう、敵を気き遣づかって、手加減して勝てるような段階じゃないんだ」

　木剣ではなく、本物の剣を相手に向けるというのは、つまるところそういうことなのだ。ユージオはそれを、ウンベールの腕を斬り飛ばした時に、両手の震えで、右眼めの激げき痛つうで、胸の奥の凍えるような恐怖で学んだ。

　それと同じことを、この黒髪の相棒は遥はるか昔から──ルーリッド南の森で出会ったあの時から知っているものと、そう思っていたのだが。

　ユージオの声を聞いたキリトは、ぎりりと奥歯を嚙み締め、何度も首を左右に振った。

「解ってる……解っちゃいるんだ。俺おれとこの人は、本気で戦った……どっちが勝ってもおかしくない、ぎりぎりの真剣勝負だった。でも……この人は、死んだら消えてしまうんだ！　百年以上も生きて……迷って、恋して、苦しんで、そんな魂たましいを、俺が消してしまうわけにはいかない……だって、俺は……俺は、死んでも……」

「え……？」

　死んでも──何だというのだろう？　人は皆、天命が尽きればその魂は生命の神ステイシアの元に召され、人界からは消滅するのだ。色々と謎なぞの多いキリトとて、人間である以上、定めは一緒であるはず。

　ユージオの一いつ瞬しゆんの途と惑まどいは、しかし、突然真上を振ふり仰あおいだキリトの叫びに搔かき消けされた。

「聞こえるか！　騎き士し長ちよう！　あんたの副官が死んじまうぞ！　元老長とやらでもいい！　聞こえてたら、降りてきて助けろよ!!」

　絶叫は、遥はるか高い天てん蓋がいにかすかにこだまし、空むなしく消えた。だが、キリトは諦あきらめることなく叫び続けた。

「誰だれでもいい……まだいるんだろう、整合騎士！　仲間を助けに来いよ！　司祭でも、修道士でも……誰か来てくれよ!!」

　二人の見上げる先で、破は壊かいされ尽くした三神の似姿がただ沈ちん黙もくを返してよこした。何者かが現れる気配はおろか、微風のひとそよぎすら訪れることはなかった。

　視線を戻すと、ファナティオの髪や肌から徐々に色彩が抜け落ちつつあるのが確認できた。天命の残りは百か、五十か──。天界に去ろうとしている整合騎士副長ファナティオ・シンセシス・ツーを、せめて黙もく禱とうしながら見送ろうとユージオは言おうとしたが、キリトはなおも叫ぶのをやめようとしない。

「頼むよ……誰か！　見てたら助けてくれ！　……そうだ、来てくれカーディナル！　カーディナ……」

　突然、喉のどが詰まったかのようにキリトが黙だまり込こんだ。

　ユージオは視線を上げ、相棒の顔に愕がく然ぜんとした表情がまず浮かび、それが一瞬の迷い、そして決意へと変わるのを驚おどろきとともに見た。

「お、おい……どうしたんだよ急に」

　だが、キリトは答えることなく、右手を黒い上着の胸元に差し込んだ。

　摑つかみ出だされたのは──細い鎖くさりの先に揺れる、小さな銅の短剣だった。

「キリト──！　それは!!」

　反射的に、ユージオも叫んだ。

　同じものが、ユージオの首からも下がっている。忘れるはずもない、大図書室を出る前に、追放された先の最高司祭カーディナルがくれた短剣だ。攻こう撃げき力りよくは一いつ切さい持たないが、刺された者とカーディナルの間に一時的な道を繫つなげる。ユージオにはアリスに、キリトにはアドミニストレータにそれぞれ使うようにと渡された、二人の切り札。

「それは駄目だ、キリト！　カーディナルさんが、もう予備はないって……それは、アドミニストレータと戦うための……」

「解わかってる……」

　キリトは、苦しそうな声で呻うめいた。

「でも、これを使えば助けられる……助ける手段があるのに、それを使わないなんて……人の命に優先順位をつけるなんて、俺おれにはできない」

　苦しそうでもあり、しかし確たる決意に満ちてもいる表情でじっと短剣を凝ぎよう視しすると──キリトは、右手に握ったそれを、迷うことなくファナティオの、そこだけは傷のなかった左手にそっと突き刺した。

　途と端たん、鎖くさりを含め、短剣全体が眩まばゆく発光した。

　息を吞のむ間もなく、短剣は幾筋もの紫色の光の帯へと分解される。よくよく見れば、それらの光帯は全すべて、ステイシアの窓に出現するものと同じ神聖文字の行列だった。極ごく細ぼその文字たちは、解ほつれながら空中を滑すべり、ファナティオの身体からだの各所へと吸い込まれていく。

　短剣が完全に消滅するのと同時に、整せい合ごう騎き士しの全身が紫の光に包まれた。驚おどろくべき現象に眼めを瞠みはったユージオは、少し遅れて、上腹部の傷口からの出血が完全に停止していることに気付いた。

「キリト──」

　血が止まった、とユージオは言おうとしたのだが、直後どこからともなく響ひびいた声に遮さえぎられた。

『やれやれ、仕方ない奴やつじゃな』

　弾はじかれたようにキリトが顔を上げた。

「カーディナル……あんたか!?」

『時間がない、当然のことを訊きくな』

　その、可か憐れんな声にそぐわない辛しん辣らつな言い回しは、間違いなく大図書室で遭そう遇ぐうした前最高司祭のものだった。

「カーディナル……すまない、俺おれは……」

　苦しげにそう告げるキリトの声を、カーディナルは素そっ気けなく断ち切った。

『今更謝あやまるな。……おぬしの戦いぶりを視みている時から、こうなるのではないかと思っておった。状況は理解しておる、ファナティオ・シンセシス・ツーの治ち療りようは引き受けよう。しかし完全修復には時間が掛かるゆえ、身柄をこちらに引き取るぞ』

　声がそう告げると同時に、ファナティオの身体を覆おおう紫の光が強く輝いた。思わずユージオが眼をつぶり、再び見開いた時には、もう整合騎士の姿は──驚いたことに、床に広がっていた血ち溜だまりも含め──完全に消滅していた。

　空中には、まだ神聖文字の断片が幾つか漂ただよっているのが見えた。それらの明滅と重なるように、カーディナルの声が、徐々に音量を落としながら届いてきた。

『もう蟲むしどもに気付かれておるゆえ手短に伝えるぞ。状況から判断して、アドミニストレータは現在、非覚醒状態にある可能性が高い。あやつが目を醒さます前に最上階に辿たどり着つければ、短剣を使わずとも排除が可能だ。急げ……残る整合騎士はわずかだ……』

　大図書室との間に開いた、不可視の通路が急速に閉じられつつあるのをユージオは感じた。カーディナルの声が遠くなり、気配が搔かき消きえる寸前、空中に光の粒がちかちかっと瞬またたき、それは実体を伴って床に落下した。

　涼しげな音を立てながら大理石の上に転がったのは、二つの小さな硝子ガラス瓶びんだった。

　キリトは虚脱したようにその瑠る璃り色の瓶を見つめていたが、やがて腕を伸ばすと二つ同時に摘つまみ上あげた。顔を上げ、片方を指先に挟んで差し出してくる。

　ユージオが伸ばした掌てのひらに瓶を落としながら、キリトは低い声で呟つぶやいた。

「……取り乱して悪かった、ユージオ」

「いや……謝あやまるようなことじゃないよ。ちょっとばかり驚おどろいたけどさ」

　小さく笑いながらそう言うと、キリトもようやくかすかに微笑ほほえんだ。少しふらつきながら立ち上がり、小瓶の栓を指先で弾はじき飛とばす。

「せっかくの差し入れだ、ありがたく頂こうぜ」

　相棒に続いて立つと、ユージオも小瓶の栓を抜き、中身の液体を一息に呷あおった。お世辞にも美味とは言えない、砂糖抜きのシラル水のような酸すっぱさに顔をしかめるが、長時間の戦せん闘とうで疲ひ弊へいした意識が冷水で洗われるような爽そう快かい感があった。二人の半減した天命も急速に回復しているらしく、キリトの四し肢しに残る傷がみるみる塞ふさがっていく。

「凄すごいな……、どうせなら二個と言わず、もっとたくさん送ってくれればいいのに」

　思わずユージオが言うと、キリトが苦笑して肩をすくめた。

「これだけ高優先度の代しろ物ものをデー……術式化して転送するには時間がかかるんだろうさ。むしろ、よくあんな短時間で……うわっ!?」

　いきなりキリトが素すっ頓とん狂きような声を出して跳びのいたので、ユージオは啞あ然ぜんとして相棒を見やった。

「な、なんだよ急に」

「ユ、ユージオ……動くな、いや下を見るな」

「はあ？」

　そんなことを言われれば、見ないでいるほうが難むずかしい。反射的に自分の足あし許もとを見下ろしたユージオは、いつの間にかそこにいたモノに気付いて悲ひ鳴めいを上げた。

「ひい!?」

　長さは十五センほどか。細かい体節に分かれた長く平べったい胴体から、無数の細い脚が突き出し、その前半分をユージオの靴に乗せている。頭とおぼしき球形の先せん端たん部分には十個以上ある小さな赤い眼めが一列に並び、その両側からは恐ろしく長い針のような角つのが二本飛び出して左右別々にゆらゆらと揺れている。ある種の虫──なのだろうが、おぞましい、と言うよりない奇怪な姿だ。ルーリッド南の森にも虫はたくさん生息していたが、こんな姿のものはついぞ見たことがなかった。

　あまりのことに凍りついたユージオだったが、怪虫が、更に三秒ほど角で周囲を探さぐってからおもむろに靴からズボンに這はい登のぼろうとするに至って、再度の悲鳴とともに飛び上がった。

「ひっ……!!」

　激はげしく足あし踏ぶみをすると、虫はぽろりと背中から床に落ちたが、すぐに反転してちょろちょろと足の間を這はい回まわる。もう一度登ってこられては堪たまらぬと、ユージオは垂直跳びを繰くり返かえしたが、何回目かの着地の時にその惨事は起きた。

　くしゃ、という乾いた音に続いて、ぷちぷち、と粘っこいものが弾はじける感触を足裏に伝えながら、ユージオの右の靴の下で虫は見事に粉砕された。

　四方に鮮あざやかな橙だいだい色の体液が飛び散り、刺し激げき性の異臭が漂ただよう。千切れた脚が尚なおも跳ね回っているのを見てユージオはふぅっと気が遠くなりかけたが、今倒れるわけにはいかないと必死に怖おぞ気けを堪こらえ、キリトに助けを求めるべく顔を上げた。

　すると、心を繫つないだ相棒は、いつの間にか三メルも向こうにいて、更にじりじりと後退を続けているところだった。

「おい……おおい！　どっか行くなよ！」

　裏返った声で糾きゆう弾だんすると、キリトは蒼あおざめた顔を細かく左右に振った。

「ごめん、俺おれ、そういうのちょっと苦手」

「僕だって苦手だよすっごく！」

「そういう虫とかってたいてい、一匹死ぬと十匹くらい集まってくるお約束じゃん」

「嫌いやなことを言うなよ!!」

　こうなったら相棒に抱きついてでも運命をともにせんと決意し、ユージオは逃げるキリトに飛びかかるべく腰を落としたが、不意に足そつ下かから紫色の光が発生して再度凍りついた。

　恐る恐る下を見ると、おぞましい残ざん骸がいが光の粒となって蒸発していくところだった。数秒と経たたずに粘液やら殻からやらは跡形もなく消え去り、ユージオは腹の底から長い安あん堵どのため息を吐き出した。

　遠方から消滅を確認したらしく、今更のようにキリトが戻ってきて、まじめくさった声を出した。

「……なるほどな。今のが、アドミニストレータがカーディナル捜索用に放った使つかい魔まか。図書室との通路を嗅かぎつけたんだな……」

「…………」

　ユージオは、そこはかとない恨みを込めてキリトを上うわ目め遣づかいに睨にらんだあと、やむなく相あい槌づちを打った。

「じゃあ……この塔には、さっきみたいな奴やつがたくさんうろついてるってこと？　でも、いままであんなの見たことなかったよ」

「ほら、バラ園から図書室に逃げ込んだ時、扉の向こうでカサカサ言ってたろ？　普段は隠れるのが巧うまいんだろうさ、だからって探して回るのはごめんだけどな。それに……カーディナルが妙なこと言ってたな……アドミニストレータが未覚醒、とか何とか……」

「ああ、そう言えば……。それってつまり、寝てるってこと？　こんな昼間から？」

　ユージオの問いに、キリトはしばらく顎あごを撫なでたあと、自身も腑ふに落ちない様子で答えた。

「アドミニストレータや整せい合ごう騎き士しは、数百年も生きてる代だい償しようとして色々無理をしてるんだってカーディナルが言ってた。特にアドミニストレータは、一日のほとんどを寝て過ごしてるらしいんだが……となると、今の蟲むしやら整合騎士の制御はどうなってるんだろうな……」

　俯うつむいたまま更に数秒考え込み、やがて前髪の奥をごそごそ探さぐりながら自答する。

「まあ、上ってみればおのずと解わかることか。──それはそれとしてユージオ、ちょっと俺おれの背中見てくんない？」

「は、はあ？」

　啞あ然ぜんとするユージオの眼めの前で、キリトはくるりと後ろを向いた。訳がわからぬまま目を走らせるが、黒い上衣の布地は、度重なる戦せん闘とうを経て相当に損耗しているものの特に変わった様子はない。

「別に……何もなってないけど……」

「なんていうか……ちっちゃい虫が張り付いてたりしないか？　クモっぽい奴やつとか」

「いや、いないけど」

「そうか、ならいいんだ。──では改めて、後半戦行ってみようか！」

　そのまますたすたと回廊北ほく端たんの大扉目指して歩き始めるキリトを、ユージオは慌てて追った。

「おい、なんだよ今の！」

「なんでもないって」

「気になるよ、僕の背中も見てくれよ！」

「だからなんでもないって」

　ルーリッドの村を出て以来、何度となく繰くり返かえしてきたような軽口をやり取りしながら、ユージオは心の中で、本当に訊ききたい問いをそっと呟つぶやいていた。

　いつでも冷静な君が、敵であるファナティオの死を前にあれほど取り乱した理由──そして、『俺は、死んでも……』という言葉に続くはずだったのは──。

　キリト、君は……誰だれなんだい……？

　背丈の数倍はあろうかという巨大な扉の前で立ち止まった黒衣の剣士は、両手を掲げると、力を込めて左右に押し開いた。途端、冷たい風がごうっと吹き付けてきて、ユージオは少しだけ顔を背そむけた。
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　大扉の奥に存在したのは、ユージオたちが上ってきた大回廊南側の階段ホールとほぼ同じ広さの空間だった。形も同じく長方形、奥の壁かべには細長い窓が並び、濃こい青色の北空を覗のぞき見みることができる。

　しかし、黒と白の石を交互に嵌はめ込こんだ床には、肝心なもの──五十一階へと続くはずの大階段が見当たらなかった。

　広間をどれだけ眺め回しても、梯はし子ごも、縄なわ一本すらも発見できない。つるりと滑なめらかな床面には、中央に奇妙な円形の窪くぼみがひとつあるのみで、上に上るための通路はユージオの眼めにはまったく入ってこない。

「か……階段がないよ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、キリトの後に続いて薄うす暗ぐらい広間に踏ふみ込こんだユージオは、首筋に冷たい空気の流れを感じて肩を縮めた。相棒も気付いたようで、二人同時に真上を振ふり仰あおぐ。

「……な……」

「なんだこりゃ……」

　そして、二人同時に絶句した。

　天井がない。広間と同じ形の空間、いや縦たて穴あなが、視線の届く限りどこまでもどこまでも伸びている。上のほうは濃のう紺こんの闇やみに沈んで、いったいどれほどの高さまで続いているのか推おし量はかることもできない。

　遥はるかな高みから徐々に視線を戻してくると、この吹き抜けは完全に空っぽの空間というわけではないことに気付いた。五十一階以降のそれぞれの階層に相当する高さの壁へき面めんに、二人の背後にあるのよりは小さい扉が設もうけられ、その前から細長いテラスが吹き抜けの中ほどまで伸びている。

　つまり、あのテラスまで辿たどり着つければ上の階に侵入できる──ということになるのだが。

　ユージオは無意識のうちに右手を伸ばし、ぴょんと軽く飛び上がってみた。

「……届くわけないよ……」

　ため息混じりに呟く。最も近いテラスでさえ、当然ながら背後の《霊光の大回廊》の天井より高い位置に存在するわけで、どう見積もっても二十メル以上ある。

　隣となりで同じように見上げるキリトが、力の抜けた声で訊きいてきた。

「あのさ……一応確認しとくけど、空を飛ぶ神聖術ってないよな？」

「ないよ」

　容赦なく即答する。

「だって空を飛ぶのは整せい合ごう騎き士しだけの特権じゃないか。彼らだって、術で飛んでるんじゃなくて飛竜に乗ってるんだし……」

「じゃあ……ここの人間は、どうやって五十一階から上を行き来してるんだ？」

「さあ……」

　二人揃そろって首を捻ひねる。気は進まないが、大回廊に取って返して、倒れているファナティオの部下に上に行く方法を訊たずねるしかないのか──と考えた、その時。

「おい、何か来るぞ」

　キリトが緊きん張ちようした声で囁ささやいた。

「え？」

　言われるまま、もう一度吹き抜けを仰あおぐ。

　確かに、何かが近づいてくるのが見えた。一列になって突き出しているテラスの端はしを掠かすめるように、黒い影かげがゆっくりと降下してくる。キリトと同時に後ろに飛びのき、剣の柄つかに手を掛けながら、ユージオはじっと接近する影を凝ぎよう視しした。

　完全な円形だ。差し渡しは二メルといったところか。細い窓から差し込む青い光を受けるたびに縁ふちがぎらり、ぎらりと光るところを見ると、鉄製の円えん盤ばんというようなものらしい。しかしなぜそんな代しろ物ものが、支柱も何もない空間をふわふわ下降してくるのか。

　一定の速度で移動する円盤が二階上のテラスを通過した時、ユージオの耳が、しゅうしゅうという奇妙な音を捉とらえた。同時に再び、冷たい空気の流れを首筋で意識する。

　逃げるでも、剣を抜くでもなく、ユージオはただ啞あ然ぜんと立ち尽くしたまま、円盤が頭上のテラスを掠めて二人のすぐ前へと降りてくる様を眺めた。ほんの数メル上空にまでそれが近づいた時、円盤の下部中央に小さな穴が開いていて、そこから猛烈な勢いで噴ふき出だす空気が、謎なぞの音と風の原因であると気付く。

　しかし、たかが風の力で、こんな大きな鉄の皿を浮かせられるものだろうか──と訝いぶかしむ間にも、しゅうしゅうという音はどんどん大きくなり、金属盤は落下速度をみるみる緩ゆるめ、最後にはこつんとかすかな振動だけを発して、床石に穿うがたれていた円い窪みにぴったり嵌はまるように停止した。

　円盤の上面は、鏡のように滑なめらかに磨みがかれていた。縁には、精せい緻ちな細工の施ほどこされた銀の手て摺すりがぐるりと取り付けられている。中央からは、長さ一メル、太さ十五センほどの硝子ガラスの筒がまっすぐに伸び──半球状に丸くなったその筒の天てつ辺ぺんに両手を当てて、一人の少女が静かに立っていた。

「…………!?」

　ユージオはもう一歩後退しながら、剣の柄に添えた右手に力を込めた。新手の整せい合ごう騎き士しか、と神経を張り詰めさせる。

　しかしすぐに、少女の腰にも背中にも、短剣一本たりとも装備されていないことに気付く。服装も、おおよそ戦せん闘とうには向かなそうな、簡素な黒い長スカートだ。胸から膝ひざ下したまで垂たれる白いエプロンの、縁ふち取どりに施ほどこされた控えめな透かし編みだけが唯一装飾的と言っていいもので、あとは装身具のひとつも身につけていない。

　少し灰色がかった茶色の髪は眉まゆと肩の線でまっすぐに切きり揃そろえられ、血色の薄うすい顔も特徴を見出みいだしにくい造ぞう作さくだった。整ってはいるが表情というものが一いつ切さいない。歳としの頃ころはユージオより少し下、と見えたが確信は持てなかった。

　いったい何者だろう、とユージオは少女の眼めを見ようとしたが、伏せられた睫まつ毛げに隠れて、瞳ひとみの色さえ判わからない。円えん盤ばんが停止してもまったく二人の顔を見ようとしない少女は、不思議な硝子ガラス筒から手を離すとエプロンの前に揃え、さらに深く頭を垂たれて、初めて声を発した。

「お待たせいたしました。何階をご利用でしょうか」

　最低限の抑揚だけを備そなえた、いかなる感情をも窺うかがわせない声。少なくとも、敵意らしきものは欠片かけらも聞き取れなかったので、ユージオはそっと剣から手を離した。頭の中で、少女の言葉をもう一度繰くり返かえす。

「何階を……って……。じゃあ、君が、僕らを上の階まで連れていってくれるの？」

　半信半疑でそう訊たずねると、少女は戻した頭を再び下げた。

「左さ様ようでございます。お望みの階をお申し付けくださいませ」

「って……言われても……」

　カセドラルでは、自分たちの前に現れる者はことごとく敵と思っていたユージオは、咄とつ嗟さに何と言っていいか解わからず口くち籠ごもった。すると隣となりで、こちらも何を考えているのか不明なキリトがのんびりした口調で言った。

「ええと、俺おれたち、カセドラルに侵入したお尋ね者なんだけど……そんなのエレ、じゃない円盤に乗っけて問題はないの？」

　すると、少女は小さく首を傾かしげたが、すぐに定位置に戻して答えた。

「わたくしの仕事は、この昇降盤を動かすことだけでございます。それ以外のいかなる命令も受けておりません」

「そうか。じゃあ、ありがたく乗せてもらうよ」

　吞のん気きなことを言うと同時に、キリトがすたすたと円盤目指して歩き始めたので、ユージオは慌てて声を掛けた。

「お、おい、大丈夫なのか？」

「だって、これ以外に上に行く方法はなさそうだぜ」

「そりゃ……そうかもしれないけど……」

　子供騎き士し二人にあんな目に遭あわされた直後に、よくそんな無む警けい戒かいに怪しげなものに乗れるなあとユージオは呆あきれたが、確かに、二人には円盤の動かし方すら見当もつかないのだ。これが罠わなでも、少なくともどこかのテラスに飛び移れれば何とかなるだろうと腹を決め、相棒の後に続く。

　華きや奢しやな手て摺すりの切れ目から二人が円えん盤ばんに乗り込むと、キリトは不思議そうに硝子ガラスの筒を覗のぞき込こみながら少女に告げた。

「えっと、じゃあ、行ける一番上の階まで行ってくれ」

「かしこまりました。それでは八十階、《雲上庭園》まで参ります。お体を手摺りの外に出しませんようお願いいたします」

　間髪入れずに答え、またしても一礼してから、少女は筒の天てつ辺ぺんに両手を当てた。すうっと息を吸い込み──。

「システム・コール。ジェネレート・エアリアル・エレメント」

　突然の術式詠唱に、すわ攻こう撃げきかとユージオは泡を食ったが、どうやらそうではないようだった。緑色に輝く風ふう素そが出現したのは、透明な筒の内部だったからだ。しかしその数を見て、もう一度驚おどろく。きっちり十個──これだけの数の素因エレメントを同時生成できるからには、術者としては相当に高位だ。

　少女は硝子筒に当てた華奢な十指のうち、右手の親指、人差し指、中指をまっすぐ立てると、そっと呟つぶやいた。

「バースト・エレメント」

　途と端たん、風素のうち三個が緑の閃せん光こうとともに弾はじけ、ごうっ！　という唸うなりが足の下から湧わき起おこった。直後、三人もの人間が乗った金属の円盤が、見えない手に引っ張られたように上昇を開始する。

「なるほどなあ！　そういう仕組みなのか」

　感心したようなキリトの声に、ユージオもようやく円盤が上下する原理を悟った。円盤を貫つらぬく硝子筒の内部で風素を解放し、生み出された爆ばく発はつ的な突風を下向きに噴ふん出しゆつすることで、三人の体重に円盤自体の重さを足しただけの重量を持ち上げているのだ。

　解わかってみれば単純な仕掛けだが、それをまったく感じさせないほどに、円盤の動きは滑なめらかだった。上昇開始時に、多少ぐうっと押し付けられる感覚があった他ほかは、ほとんど揺れもせずに宙を滑すべっていく。

　五十階の床はたちまち眼下に遠くなり、ユージオは改めてこの小さな円盤がカセドラルの八十階、つまり雲にも届くほどの高さまで昇るのだということを意識した。汗ばんだ掌てのひらをズボンで拭ぬぐい、ぎゅうっと手摺りを握にぎり締しめる。

　しかし隣となりのキリトのほうは、まるで以前にも似たようなものに乗ったことがあるとでもいうように平然とした顔で、へえーだのふうーんだのと感心していたが、やがて興味の対象を円盤からそれを操あやつる人間のほうに移したらしく、少女に向かって訊たずねた。

「君は、いつからこの仕事をしてるの？」

　少女は顔を伏せたまま、ほんの少しだけ不思議そうな声で答えた。

「この天職を頂いてから、今年で百七年になります」

「ひゃ……」

　足そつ下かの空間のことも忘れて、ユージオは眼めを丸くした。つっかえながら、キリトに代わって問とい質ただす。

「ひ、百七年って……その間ずっとこの円えん盤ばんを動かしてるの!?」

「ずっと……ではありません。お昼に食事休きゆう憩けいを頂きますし、もちろん夜は休ませていただきますから」

「え、ええと……そういうことじゃなく……」

　──いや。

　そういうことなのだろう。きっと、この少女もまた整せい合ごう騎き士しと同様に天命を凍結され、永遠とも言える時間を一枚の金属盤の上で生きてきたのだ。

　無限の刻を戦いに費やす整合騎士よりも、それは遥はるかに酷ひどく、孤独で、荒涼とした運命であるとユージオには思えた。

　金属盤は、ゆるゆると、しかし着実に上昇していく。少女は、伏せた睫まつ毛げの下に一いつ切さいの感情を包み隠し、風ふう素そがひとつ尽きると新たにひとつ、またひとつと解放させる。そのたびに呟つぶやく「バースト」の式句を、これまで彼女は何度繰くり返かえしてきたのだろう、とユージオは考えたが、もちろんとても想像の及ぶ範はん囲いではなかった。

「君……名前は？」

　不意にキリトがそう訊きいた。

　少女は、これまでで一番長く首を傾かしげたあと、ぽつりと答えた。

「名前は……忘れてしまいました。皆様は、わたくしを《昇降係》とお呼びになります。昇降係……それがわたくしの名前です」

　これにはキリトも返す言葉を見つけられないようだった。通過するテラスを何気なく数えていたユージオは、それが二十を超えたところで、何かを言わなければ、という衝しよう動どうに背中を押されるように口を開いた。

「……あの……あのさ、僕たち……公こう理り教きよう会かいの偉い人を倒しに行くんだ。君にこの天職を命じた人を」

「そうですか」

　少女が返した声はそれだけだった。しかしユージオは、おそらくは何の意味もないであろう言葉を重ねた。

「もし……教会がなくなって、この天職から解放されたら、君はどうするの……？」

「……解放……？」

　覚おぼ束つかない口調でそう繰り返すと、昇降係という名前の少女は、円盤が更に五つのテラスを通り過ぎるあいだ沈ちん黙もくを続けた。

　ちらりと上空を見上げたユージオは、いつの間にか行く手に灰色の天井が現れつつあることに気付いた。あれがカセドラル八十階の底だろう。いよいよ、本当の意味で公こう理り教きよう会かいの中核に足を踏ふみ入いれることになる。

「わたくしは……この昇降洞以外の世界を知りません」

　不意に、少女がぽつりと言った。

「ゆえに……新たな天職と仰おつしやられても決めかねますが……でも、してみたいこと、という意味ならば……」

　これまでずっと俯うつむかせていた顔を上げ、少女は右側の壁かべに設もうけられた細長い窓を──その向こう側の、澄すみ渡わたる北空を見やった。

「……あの空を……この昇しよう降こう盤ばんで、自由に飛んでみたい……」
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　初めて見る少女の瞳ひとみは、真夏の蒼そう穹きゆうのように深い、深い藍あい色だった。

　最後の風ふう素そが瞬またたいて消える寸前に、円盤は三十番目のテラスに到達し、ふわりとその動きを止めた。

　昇降係の少女は、硝子ガラス筒から両手を離すとエプロンの前で揃そろえ、深く一礼した。

「お待たせいたしました、八十階、《雲上庭園》でございます」

「……ありがとう」

　ユージオもキリトと一緒に頭を下げ、円盤からテラスへと乗り移った。

　少女はもう顔を上げることなく、もう一度軽く会え釈しやくすると、風素が弱まるに任せて円盤を降下させた。木こ枯がらしのような噴ふん出しゆつ音はたちまち遠ざかり、永遠の刻を閉じ込めた鋼鉄の小世界は、青い闇やみの奥にその姿を消した。

　ユージオは我知らず、長いため息をついていた。

「……僕の前の天職も、終わりが見えないことにかけては世界で一番だと思ってたけど……」

　呟つぶやくと、キリトが眉まゆを持ち上げて視線を送ってくる。

「年を取って、斧おのが振れなくなったら引退できるだけ恵まれてたよね、あの子の天職に比べれば……」

「天命の自然減少を術式で凍結しても、魂たましいの老化は防げないってカーディナルは言ってたよ。記憶が少しずつ侵おかされていって、最後には崩ほう壊かいしてしまう、って」

　沈んだ声でそう答えたキリトは、想念を断ち切るように勢いよく体の向きを変え、深い縦たて穴あなに背を向けた。

「公こう理り教きよう会かいのしてることは間違ってる。だから俺おれたちはアドミニストレータを倒すためにここまで来た。でも、それで終わりじゃないんだ、ユージオ。本当の難なん題だいは、その先に……」

「え……？　アドミニストレータを倒せば、あとはさっきのカーディナルさんに任せればいいんじゃないの？」

　ユージオがそう訊きくと、キリトは何かを言おうと唇を動かしかけたが、常に果断な彼らしからぬ躊躇ためらいを黒い瞳ひとみに浮かべ、顔を伏せてしまった。

「キリト……？」

「……いや、この先は、アリスを取り戻してから話すよ。今は、余計なこと考えてる場合じゃないもんな」

「それは……そうだけど」

　首を傾かしげるユージオの視線から逃れるように、キリトは足早にテラスを歩き始めた。腑ふに落ちないものを感じながらユージオは追いかけたが、短いテラスの突き当たりにそびえる大扉が視界に入ると、体の底から湧わき上あがる緊きん張ちよう感かんがささやかな疑念をあっという間に吹き散らしてしまった。

　五十階に五人もの整せい合ごう騎き士しを集めていたことからして、侵入者への対処を指揮する人間──おそらくファナティオの言っていた《元老長》は、あそこで何がなんでも二人を阻止するつもりだったのだろう。実際、騎士たちの猛もう攻こう撃げきを退しりぞけて、まがりなりにも勝利できたのは奇跡に近い。

　あの防ぼう衛えい線せんを突破し、最上階にほど近いこんなところまで上ってきてしまったからには、元老長もいよいよ最高戦力を惜しみなく繰くり出だしてくるに違いない。たとえば、この扉を開けた先には、《騎士長》を含む残りの整合騎士全員と、司祭や修道士といった高位神聖術者たちが大挙して待ち構えている──ということも充分に有り得るのだ。

　しかし、迂う回かい路ろがない以上、あらゆる障しよう壁へきは正面から突破せざるを得ない。

　できるはずだ。僕と、キリトなら。

　ユージオは、隣となりに立つ相棒としっかり瞳ひとみを見み交かわし、頷うなずき合あった。同時に手を伸ばし、左右の扉にそれぞれの掌てのひらを当て、力いっぱい押す。

　重々しい音を立てて、石扉はゆっくりと左右に開き始めた。

「…………！」

　途と端たん、眼前に広がった色彩と、水のせせらぎ、そして甘い香りに五感を吞のまれ、ユージオは一いつ瞬しゆんの目め眩まいに襲おそわれた。

　塔の内部であることは間違いない。彼方かなたには下層と同じく白い大理石の壁かべが見える。

　しかし、広大な床は、これまでのような石張りではなかった。代わりに、柔らかそうな芝が密に生い茂っている。芝生の各所では色とりどりの聖花が咲き誇っていて、香りの源みなもとはそれらしい。

　驚おどろいたことに、少し離れたところには綺き麗れいな小川までもが流れ、水面をきらきらと輝かせていた。二人の立つ扉からは、芝生を貫つらぬいて細い煉れん瓦が敷じきの道が延び、小川に架かる木橋を経て先へと続いている。

　川の向こうは小高い丘になっているようだった。花々が咲き乱れる斜面を、小道は蛇行しながら上っていく。視線で道を辿たどったユージオは、丘の天てつ辺ぺんに、一本の樹きが生えていることに気付いた。

　それほど大きな樹ではない。細い枝には濃こい緑色の葉と、十字形をした橙だいだい色の小さな花が見てとれる。遥はるか高い天井間近の壁に設もうけられた窓から差し込むソルスの光が、ちょうどその樹に投げかけられて、無数の花をまるで黄金のように輝かせている。

　細い幹もまた、陽光を浴びて滑なめらかに光り──そしてその根元にも、ひときわ眩まばゆい金色の煌きらめきが──。

「あ…………」

　ユージオは、自分の口から漏もれた小さな声を意識できなかった。

　樹の幹に背中を預け、瞼まぶたを閉じて座る一人の少女を見た瞬間から、あらゆる思考が停止していた。

　うららかな木こ漏もれ日びが生み出す幻まぼろしででもあるかのように、少女の全身は金色の光にくまなく彩いろどられていた。上半身と両腕を覆おおう華か麗れいな鎧よろいは眩いばかりの黄金造りだし、長いスカートも純白の布地に金糸の縫ぬい取とり、磨みがき上あげられた白革のブーツまでもが、降り注ぐ日差しを受けて無む垢くな光彩を振ふり撒まいている。

　しかし、何よりも清らかに輝くのは、豊かに流れる長い髪だった。純金を鋳い溶とかしたかのようなまっすぐな髪が、完かん璧ぺきな円弧を描く小さな頭から腰近くにまで至る、神こう々ごうしい光の滝を作り出していた。

　遥かな昔、毎日のように目にしていた輝き。その貴とうとさも、儚はかなさも知らず、いたずらに引っ張ったり、小枝を結びつけたりしたあの髪。

　友情と、憧あこがれと、仄ほのかな恋心の象徴であった黄金の輝きは、ある一日を境にしてユージオの弱さ、醜みにくさ、臆おく病びようさだけを意味するものへと変わってしまった。そしてもう、二度と見ることは叶かなわないはずだったあの煌めきが、今また手の届く場所にある。

「あ……アリ……ス……」

　自分の口から零こぼれた掠かすれ声ごえにも気付かないまま、ユージオはふらつく脚を前に踏ふみ出だしていた。

　煉れん瓦がの小道をよろよろと辿たどる。もう、聖花の爽さわやかな香りも、軽やかな水音も、ユージオの意識には届かない。ただ、服の胸元を握にぎり締しめる汗ばんだ手の熱さと、布地の奥で脈打つような短剣の感触だけが、ユージオを世界に繫つなぎ止とめていた。

　小川に架かる橋を渡り、上り坂へと差しかかる。丘の天てつ辺ぺんまでは、もう二十メルもない。

　見上げると、少しだけ俯うつむいた少女の顔が、くっきりと見えた。透き通るような白い肌には、いかなる表情も浮かんでいない。ただ静かに眼めを閉じて、陽光の温ぬくもりと、花の香りに心を漂ただよわせているようだ。

　──眠っているのだろうか？

　このまま近づいて、揃そろえた膝ひざの上で組み合わせられている指先に、ほんの少し短剣を刺せば……それで全すべてが終わるのだろうか？

　ユージオがふとそう考えた、その瞬しゆん間かんだった。

　アリスの右手が、音もなく掲げられ、ユージオは心臓がどくんと跳ねるのを感じながら足を止めた。

　艶つややかな唇が動き、懐なつかしい声が耳に届いた。

「もう少しだけ待ってください。せっかくのいい天気だから、この子にたっぷり陽ひを浴びさせてあげたいのです」

　金色の睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞼まぶたが、ゆっくりと持ち上げられた。

　世界で唯一無二の蒼あお色に染まる瞳ひとみが、まっすぐにユージオの眼を見た。

　アリスの眼まな差ざしがふわりと和やわらぎ、唇に微笑が浮かぶのを、ユージオは予感した。

　しかし、透き通った瞳の蒼は、かつてのような優しい空の色ではなかった。どんなに陽光を浴びても溶けない、万年氷の色だった。侵入者を冷れい徹てつに見定める視線に射い竦すくめられ、ユージオは脚を動かせなくなった。

　やはり、戦わなければならないのだ。

　たとえ記憶を失っていようとも、紛まごうことなきルーリッドのアリス・ツーベルク本人であるあの少女を相手に、剣を抜かなければならないのだ。彼女を元に戻すために。それが、どんなに辛つらく受け入れがたい戦いであろうとも。

　整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティの実力は、二日前、頰ほおを鞘さやで打たれた時に体で憶おぼえている。あの一いち撃げきを、虚を衝つかれたとはいえユージオは眼めで追うことすらできなかった。それほどの腕を持つ剣士の動きを、重傷を負わせることなく封じるのが、いかに至し難なんか。

　手加減して敵かなう相手ではない。

　──でも、あの金色の髪を、たったひと筋切り落とすことさえ、本当に僕にできるんだろうか？

　剣を抜くどころか、もう一歩たりとも前に進めないというのに。

　突然の葛かつ藤とうに立ち尽くすユージオの背後で、キリトが少しばかり掠かすれた声ながらもきっぱりと言った。

「お前は戦うな、ユージオ。カーディナルの短剣を、確実にアリスに刺すことだけ考えるんだ。彼女の攻撃は、俺おれが体を張ってでも止めてみせる」

「で……でも」

「それしかないんだ、戦せん闘とうが長引けば長引くほど状況は悪くなる。アリスの初撃を、躱かわさずに受けてそのまま拘束するから、すかさず短剣を使え。いいな」

「…………」

　きつく唇を嚙かむ。デュソルバートと戦った時も、ファナティオと戦った時も、結果的に血を流す役回りは全すべてキリトに押し付けてしまったのだ。もとより、公こう理り教きよう会かいに挑むというこの無む謀ぼうな企くわだては、ただユージオの個人的な感情のみに端たんを発しているというのに。

「……ごめん」

　忸じく怩じたるものを感じながらそう呟つぶやくと、キリトは少し調子が戻った声で答えた。

「謝あやまらなくていいぞ、すぐ倍にして返してもらうからな。……でも、それはそれとして……」

「……？　どうしたんだ？」

「いや……ここから見た限りだと、彼女、武装してる様子がないぞ。それに……この子、って誰だれのことなんだ……？」

　言われるまま、丘上に座ったままのアリスに眼を凝こらす。再び瞼まぶたを閉じ、軽く俯うつむいたままの彼女の腰を見ると、確かに、修剣学院で初遭そう遇ぐうした時にはそこに下がっていたはずの金色の鞘むちが今はない。

「もしかしたら、休きゆう憩けい中で剣は置いてきた、とかかな……。だとしたら凄すごく助かるけどな」

　そんなことがあろうとはまったく信じていなさそうな口調で呟き、キリトは左手で黒い剣の柄つかを撫なでた。

「アリスには悪いけど、日向ひなたぼっこが終わるまで付き合うわけにもいかない。いま仕掛ければ、剣があろうとなかろうと、少なくとも完全支配術を詠唱する余裕はないはずだ。正直、あれを使わずに済めばそれに越したことはないしな」

「そうだね……僕の完全支配術はそんなに剣の天命を消費しないから、今日中にあと二回は使えると思うけど……」

「そりゃ助かるな。けど、こっちはあと一度が限界だ。アリスの後にも、騎き士し長ちようとやらがいるはずだからな。じゃあ……行くぞ」

　小さく頷うなずき、キリトは一歩前に足を進めた。

　意を決し、ユージオも後を追う。

　丘をぐるりと巻く煉れん瓦が道から外れ、一直線に頂上を目指す。さく、さくと靴底で芝しば生ふが鳴る。

　アリスがふわりと立ち上がったのは、二人が丘の半なかばまで上った時だった。半眼に開かれた瞼まぶたの奥で、一いつ切さいの感情を窺うかがわせない氷の瞳ひとみが二人をじっと見下ろす。

　途と端たん、まるで視線に何らかの術式でも掛けられているかのように、両足がずしりと重くなる。どう見てもアリスは剣帯していないのに、足がこれ以上彼女に接近することを拒こばんでいるようにユージオには感じられた。たった一度頰ほおを打たれただけで、体に恐怖を刻まれてしまったのか。しかし、それにしては、前を行くキリトの足取りからも力強さが失われてはいないか。

「……とうとう、こんなところまで上ってきてしまったのですね」

　再び、アリスの澄すんだ声が空気を揺らした。

「お前たちが、万が一地ち下か牢ろうから逃れることがあっても、バラ園に待機させたエルドリエ一人で充分に対処できると私は判断しました。しかしお前たちは彼を打ち破り、あまつさえ神器を携たずさえたデュソルバート殿を、そしてファナティオ殿までも斬きり伏ふせて、この《雲上庭園》の土を踏ふんだ」

　弓形の眉まゆが、仄ほのかにひそめられる。桜色の唇から発せられる声が、かすかな憂うれいの色を帯びる。

「いったい何が、お前たちにそのような力を与えているのです？　いったいなぜ、人界の平へい穏おんを揺るがす挙に及ぶのです？　お前たちが整合騎士を一人傷つけるたびに、闇やみの勢力に対する備そなえが大きく損そこなわれていることが、どうして理解できないのですか？」

　──君のため、ただそれだけだ。

　ユージオは心の中で叫んだ。しかし、それを言葉にしても、眼前の整合騎士アリスには何の意味も持たないことは解わかっていた。奥歯をきつく食くい縛しばり、ただ懸けん命めいに、ユージオは足を前に動かし続けた。

「やはり──剣で訊きくしかないようですね。いいでしょう……それがお前たちの望みならば」

　ため息のようにそう口にして、アリスは傍かたわらの樹きの幹に右手を添えた。

　でも、剣なんかないじゃないか──。

　ユージオがそう思うのと、キリトが「まさか」と口走ったのはほぼ同時だった。

　次の瞬しゆん間かん、一瞬の閃せん光こうを放って、丘の天てつ辺ぺんに生えていた小振りな樹が消滅した。

「────!?」

　少し遅れて、甘く爽さわやかな香りが濃のう密みつに漂ただよい、そして完全に消えた。

　いつの間にか、アリスの右手には、見覚えのある細身の長剣が握られていた。鞘さやのみならず、鍔つばから柄つか頭がしらに至るまでが、煌きらびやかな黄金造り。鍔には、十字の形をした花の意い匠しようが施ほどこされている。

　何が起きたのか、咄とつ嗟さにユージオには理解できなかった。

　樹きが消えて、剣が現れた。つまり、あの樹が剣へと変化したということなのか？　しかし、アリスは何の術式も口にしなかった。今のが単なる幻術にせよ、あるいは超高等神聖術である物質転換術にせよ、式句詠唱なしに実行するのは不可能だ。

　いや。もし、樹がアリスの心象のみに従って姿を変えたのなら──それは、つまり──。

　一足早くその結論に達したらしいキリトが、低く呻うめいた。

「しまった、やばいぞ……あの剣、まさか、もう完全支配状態なのか」

　棒立ちになった二人を高所から睥へい睨げいし、アリスは両手で水平に剣を掲げた。

　じゃっ！　と音高く抜き放たれた刀身は、鞘さやよりもひときわ深い山やま吹ぶき色に染まり、ソルスの光を反射して眩まばゆく煌めいた。

　一いつ瞬しゆんののち、キリトが猛然と突っかけた。アリスの剣がいかなる力を持つのか不明だが、支配術が発動する前に接近戦に持ち込もうという判断だろう。青草を盛大に引き千切りながら、ほんの十歩で丘を八割がた上り詰める。

　胸元の鎖くさりを握りながら、ユージオも必死に相棒を追った。キリトは、抜刀する気はないようだった。言葉どおり、アリスの初しよ撃げきを体で止めるつもりらしい。それで動きを封じられるとしてもわずかな時間だろう。ならば、その隙すきを逃さず短剣を刺すという役目を、ユージオは確実に果たさなくてはならない。

　肉迫する黒衣の剣士を見ても、アリスの表情に一いつ切さいの変化はなかった。無む造ぞう作さとも思える動きで、右手の剣を軽く振りかぶる。

　まだキリトは、斬ざん撃げきの間合いに入っていない。デュソルバートやファナティオのような遠隔型攻こう撃げき術じゆつだろうか。ならば、第一撃でキリトの前進が止められても、その隙にユージオが短剣を刺せる距離まで接近することは可能なはず。

　咄嗟にそう考えたユージオは、キリトとは角度を変えて走り続けた。

　アリスの右手が、すっと前に振られた。

　黄金の剣の刀身が──消えた。

「!?」

　正確には、消えたのではない。分解した、と言うべきか。剣は、幾百、幾千もの小片に分かたれ、金色の突風となってキリトを襲おそった。

「ぐあっ!!」

　無数の輝きに包まれたキリトが、呻うめき声ごえとともに棒のように打ち倒された。

　相棒が作ってくれた唯一の機会を生かすべく、ユージオは歯を食くい縛しばって前に走った。

　しかし、キリトを襲った黄金の風は、そこで止まったわけではなかった。ざああっ！　と木こ枯がらしのような音を立てながら空中で左に向きを変え、そのまま横殴りにユージオを包み込んでくる。

　とても踏ふみとどまれるような衝しよう撃げきではなかった。巨人の掌てのひらに張り飛ばされたかの如ごとく、ユージオもまた右側に倒れ込んだ。

　直径一センもない小片ひとつひとつが、凄すさまじい重さだ。芝しば生ふに叩たたき付つけられたユージオは、黄金の突風に打たれた時咄とつ嗟さに顔をかばった左腕全体に焼け付くような痛みを覚え、悲ひ鳴めいを上げてのた打ち回りたくなるのを必死に耐たえた。

　二人の突撃をいとも容易たやすく止めた無数の黄金片は、弧を描いて舞まい上あがり、アリスのもとに戻った。しかし、剣の姿に還かえることはなく、そのまま騎き士しの周囲に漂ただよい続つづける。

　よくよく見ると、小片は全すべて、更に小さなひし形を十字に組み合わせた形をしていた。剣の鍔つばに施ほどこされた意い匠しようと同じ──つまり、丘の上に生えていた樹きの花と同じ形。

「──私を愚ぐ弄ろうしているのですか？　抜刀もせず走り寄るなど」

　相変わらず寸すん毫ごうも感情を表に出さずに、アリスが静かに叱しつ責せきした。

「今の攻撃は、警けい告こくの意味を含めて加減しました。ですが次は、天命を全て消し去ります。持てる力を出し尽くしなさい、これまでお前たちが倒した騎士のためにも」

　手を──抜いた？

　あの凄まじい威力で……？

　心底戦せん慄りつするユージオの視線の先で、無数の黄金花が、一いつ斉せいにじゃきっ！　と音を立てた。眼めを凝こらすと、これまでは滑なめらかに丸まっていた四枚の花弁の先せん端たんが、細剣の切きっ先さきより鋭えい利りに尖とがっていた。あんなものに撃うたれれば、先刻のように倒されるだけでは済まない。皮膚を切り裂き、骨さえ断つだろう。

　深い恐怖が、手足を痺しびれさせるほどの冷水となってユージオを吞のみ込こんだ。

　仮にあの黄金花がたった一つだけだったとしても、急所を貫つらぬかれれば天命は激はげしく減少する。しかるに、今アリスの周囲で華か麗れいな花吹雪ふぶきの如ごとく煌きらめいている小片は、二百か三百にも及ぶのだ。それら全てを剣で弾はじくのは不可能だし、かといって空中を高速かつ自在に移動する花嵐あらしを回かい避ひするのもまた至し難なん。つまりアリスの完全支配術は、有り得ないほどに完全、そして万能──。

　そう、有り得ないのだ。

　神器を用いた武装完全支配術は確かに強力な技だが、それでも限界というものはある。武器の元となった存在が持つ《記憶》、つまり熱い、冷たい、硬い、速いといった要素を取り出し、攻撃力に変えるのがこの術の本質であって、ある方向に特化すればするほどそれ以外の方向に於おいては性能が劣化せざるを得ないのだ。

　副騎士長ファナティオの完全支配術が、凝ぎよう集しゆうした光線による一点貫通力に特化しすぎたあまり、キリトの造った小さな鏡一つに弾かれてしまったように。

　アリスの神器の源みなもとであるらしい小さな樹きが、かつてどのような存在だったのかは不明だが、内包する威力をあれほどまでに小さく多数に分割すれば──つまり命中性だけを追求すれば、花弁ひとつひとつの攻こう撃げき力りよくはもっとずっと小さなものでなくてはならない。先ほどユージオが身を以もつて実感させられたように、一センに満たない程度の小片が、巨人の拳こぶしのように重いなどということはどう考えても理屈に合わない。

　もし、そのような現象を引き起こせるとすれば、あの橙だいだい色の花を咲かせていた華きや奢しやな樹は、キリトの剣の源となった《悪あく魔まの樹》ギガスシダーすらも凌しのぐ超高優先度を与えられているということになる……。

　左前方に倒れるキリトも、一いつ瞬しゆんのうちにユージオと同じことを考えたらしく、持ち上げた横顔は驚きよう愕がくと恐怖に蒼あおざめていた。

　しかし、諦あきらめるということを知らない相棒は、いまだ光を失わない眼めをちらりとユージオに向け、声を出さずに小さく唇を動かした。

《詠唱》。──を、開始しろ。

　確かに、もはや正攻法であの花弁の嵐を突破するのは不可能だ。ならば、青あお薔ば薇らの剣の完全支配術で持ち主自身を束そく縛ばくするしかない。先刻、アリスは、花弁の動きに合わせて柄つかだけの剣を振っていた。つまり、花の集合は主あるじの意志のみによって操そう作さされているわけではない、ということだ。

　不ぶ恰かつ好こうに打ち倒されたまま、ユージオはそっと左手で青薔薇の剣の柄つかに触れ、音になるやならずの声で完全支配術の詠唱を始めた。アリスに気付かれ、攻撃されたら万事休するが、そこはキリトが何とかしてくれるはずだ。

　予想どおり、ユージオの詠唱開始と同時にキリトは大きな動作で立ち上がると、びんと張りのある声で叫んだ。

「誉ほまれある整せい合ごう騎き士し殿に対し、敬意なき振ふる舞まいに及んでしまって済まない！　修剣士キリト、改めて騎士アリス殿に尋じん常じようなる剣の立ち合いを所望する！」

　胸に右拳こぶしを当てて一礼すると、左腰の剣の柄を握る。じゃりっ！　と鋭するどい音を立てて抜かれた漆しつ黒こくの刃やいばが、騎士のまとう黄金の光を左右に断ち割ろうとするかのように掲げられる。

　アリスは、何もかも見通すような蒼あおい瞳ひとみでじっと黒衣の剣士を眺め、一度瞬まばたきをしてから答えた。

「──いいでしょう、お前たちの邪心がいかほどのものか、その剣筋で試すこととします」

　す、と右手の柄を振る。すると、周囲に浮かんでいた無数の黄金花が、さざ波のような音を立てて渦巻きながらアリスの手て許もとに集まり、握られた柄の前方に、わずかな隙すき間まを残して整列した。直後、じゃきん！　という金属音を響ひびかせて小片は結合し、黄金の長剣へとその姿を戻した。

　優美な動作で剣を中段に据え、そのまま歩を進めようとするアリスに向かって、こちらは下段に剣を構えたキリトが更に言葉を投げた。

「剣を交えればどちらかが倒れるのは必定、その前にひとつ教えて欲しい。アリス殿の神器、先刻丘上にあった樹きが古いにしえの姿と見受けたが、どうしてあのような小樹にそれほどの力が？」

　明らかに時間稼かせぎの質問だが、黄金剣の完全支配術の謎なぞを知りたいというのはキリトの本心だろう。もちろんユージオも大いに気になるところだ。詠唱を続けながら耳を澄すませる。

　アリスは、三歩前に進んだところで立ち止まった。しばし沈ちん黙もくを続けてから、唇を小さく動かす。

「これから死に行くそなたたちに教えても詮せんないことですが……天界への道中の慰なぐさみに言いましょう。我が神器の銘は、《金きん木もく犀せいの剣》。その名のとおり、かつては何の変哲もない金木犀の樹でした」

　キンモクセイ、秋に小さな橙だいだい色の花をつける小型の樹だ。ルーリッド近辺にはほとんど自生していないが、言われてみれば央都で何度か見たことがあった。ギガスシダーのような、世界にたった一本というような希少種とは言えない。

「そう、お前の言うように、ただの小さな樹なのです。唯一、その年経た時間だけを除いて。──いまセントラル・カセドラルが建つこの場所は、遥はるかなる古の時代、創世神ステイシアによって人間に与えられた《始まりの地》でした。小さな村の中央には美しい泉が湧わき、岸辺には一本の金木犀が生えていた……と創世記の最初の章にあります。その樹こそ、我が剣の原形。よいですか、この金木犀の剣は、人界の森しん羅ら万ばん象しようのなかで最も旧ふるき存在なのです」

「な……なんだって……」

　愕がく然ぜんとするキリトに対し、アリスは無表情に言葉を綴つづり続つづけた。

「この剣は、神の創つくりたもうた樹きの転生した姿。属性は《永えい劫ごう不ふ朽きゆう》。舞まい散ちる花弁のたった一つですら、触れた石を割り地を穿うがつ……先ほどお前たちがその身で味わったように。解わかりましたか、お前が如い何かなるものに刃やいばを向けようとしているのか？」

「……ああ、よく解ったよ」

　格式ばった口上をかなぐり捨て、キリトが言った。

「なるほど、神が設置した、最初の破は壊かい不能オブジェクト……ってことか。まったく、次から次にとんでもないものが出てくるよな……だからって、恐れ入るわけにもいかないけどな」

　同種の原型を持つとはいえ、金木犀の剣と比べればずっと格下ということになるのだろう黒い剣をゆっくりと上段に振りかぶり、キリトは叫んだ。

「では、整せい合ごう騎き士しアリス……改めて、勝負！」

　ぶんっ！　と空気を揺らして、黒衣の剣士が地を蹴けった。丘上に立つアリスに向かって、上り坂とは思えない速度で突っ込んでいく。

　いかにアリスの剣がとんでもない代しろ物ものでも、接近戦からの連続技に持ち込めれば優位に立てる、とキリトは考えたのだろう。先に戦ったファナティオが高速の連れん撃げきに対応してきたのは、彼女が個人的な事情によって連続技を習得していたからであって、整せい合ごう騎き士しとしては例外的な能力だったはずだ。

　キリトと、そしてユージオの読みどおり、キリトの上段斬ぎりに対してアリスは素直に剣を頭上に掲げた。あの動きでは、上段から連続する中段は防げない。

　黒い雷らい光こうとなって振り下ろされたキリトの剣が、金きん木もく犀せいの剣と衝しよう突とつし、青白い火花を散らした。

　しかし、それに即座に続くべき二撃目は発生しなかった。

　アリスの剣がほとんど動かなかったのに対して、撃うち込こんだキリトのほうが、まるで大岩を小枝で叩たたいたかの如ごとく後方に大きく弾はじかれ、体勢を崩くずしたからだ。

「うおっ……」

　斜面に足を取られ、二歩、三歩と不ぶ恰かつ好こうによろけるキリトに向かって、流水のように滑なめらかな足あし捌さばきでアリスが迫った。

　ぴんと指先まで前に伸ばされた左手。体を大きく開き、後ろにまっすぐ掲げられた黄金の剣。アインクラッド流と比べれば実戦向きとは言えない古流の型だが、流れる金髪や翻ひるがえるスカートと相まって、その姿は一幅の絵画のように優美だった。

「エェェイッ！」

　高く澄すんだ気合とともに、大きな半円を描いて剣が撃ち込まれた。速度は恐るべきものだ。しかし動作があまりにも大おお袈げ裟さだ。

　体勢を回復したキリトは、充分な余裕を持って剣を左に備そなえた。

　がかぁぁん！　という大音おん響きようを放って、二振りの剣が衝しよう突とつした。

　コマのように回転しながら吹き飛ばされたのは、今度もキリトのほうだった。草むらに手を突き、危あやうく転倒を回かい避ひしながら、丘の麓ふもと近くまで滑すべり落おちていく。

　ここに至って、ようやくユージオにも、眼前で何が起きているかを理解した。

　一いち撃げきの重さが、まったく違うのだ。

　あまたの神器の中でも高い優先度を持つ黒い剣と、アインクラッド流の連続技で何人もの整合騎士たちを退しりぞけてきたキリトだが、アリスの持つ金木犀の剣は、おそらく黒い剣の数倍にも達する重量を秘めている。それをあれほどの速度で振られては、弾くのはおろか、受け止めることさえ至し難なんだろう。

　いや、それどころではない。最初の一いち合ごうで判明したように、キリトから撃ち込んだ場合でさえ弾き返されたのは彼のほうなのだ。これでは勝負にならない。

　その事実を悟ったらしいキリトは、素早く立ち上がったものの、慄りつ然ぜんとした表情で更に数歩下がった。それを、アリスが滑るような動きで追う。

　続くキリトの戦いは、この二年で初めてと言っていいほど一方的な展開となった。

　舞まうように典雅な型で、アリスが次々と斬ざん撃げきを繰くり出だす。キリトはそれを懸けん命めいに受けるが、そのたびに無ぶ様ざまに吹き飛ばされる。体たい捌さばきだけで回かい避ひできれば反はん撃げきの機会もあろうが、アリスの剣は大振りであっても凄すさまじく速く狙ねらいも精妙で、とても綺き麗れいに躱かわすことなどできない。

　戦せん慄りつしつつも術式詠唱を終えたユージオは、移動し続ける二人を追いかけた。こうなったら、キリトがどうにか攻撃を受けているうちに武装完全支配術を発動するしかない。

　わずか五回の攻防で、キリトはたちまち西側の壁かべまで追い詰められた。背後は分厚い大理石、もはや逃げ場はどこにもない。

　窮きゆう地ちに陥おちいった敵に涼しい表情で剣けん尖せんを向け、アリスが言った。

「なるほど。──私の撃うち込こみをここまで凌しのいだのは、お前で二人目です。それなりの覚悟と信念を持って塔を上ってきたのでしょう。しかし……教会を揺るがすにはまるで足りません。やはりお前たちに、人界の平へい穏おんを乱させるわけにはいかない」

　黄金の騎き士しの優美な立ち姿に、隙すきは一いつ切さいない。たとえ背後からでも、ユージオが術式を発動させた瞬しゆん間かんに対処してくるだろう。

　キリト──何か言え。ほんの一瞬でいい、隙を作るんだ。

　ユージオは走りながら懸命に念じたが、しかし相棒は、背中を大理石の壁に押しつけてぎらぎらと両眼めを光らせるだけで、もうひと言も発しようとしなかった。

「では──覚悟」

　金きん木もく犀せいの剣がすうっと円弧をなぞり、天を指して垂直に構えられた。

　一瞬の静寂。

　びゅおおっ！　と空気を引き裂いて、黄金の光が走った。

　限界まで両眼を見開いたキリトの右手が、霞かすむほどの速さで動いた。

　高い金属音。一条の火花。

　受けるのではなく流したのだ。剣と剣を最小限の角度で接触させ、アリスの途と轍てつもなく重い一撃をほんのわずかに逸そらす。

　重々しい衝しよう撃げきとともに金木犀の剣が貫つらぬいたのは──キリトの頭の一セン左、滑なめらかな大理石の壁だった。切断された黒い髪が空中で散り散りに消滅した。

　直後、キリトがアリスに飛びかかった。左手で騎士の右手を押さえ、右腕を左腕に絡ませる。さすがに、これまで微動もしなかったアリスの頰ほおがぴくりと揺れた。

　──今だ。

「エンハンス・アーマメント!!」

　絶叫とともに、ユージオは青あお薔ば薇らの剣を足あし許もとの芝しば生ふに突き立てた。

　一瞬にして、周囲が白く凍りついた。霜しもの波は猛烈な勢いで前へと伸び、十メルほど離れたキリトとアリスを吞のみ込こんだ。

　直後、無数の氷の蔓つるが、二人の足許から一いつ斉せいに伸び上がる。それらは、青く透き通った縛ばく鎖さとなって密接する二人の体を幾重にも巻き絡めていく。キリトの黒い服と、アリスの白い鎧よろいが、みるみるうちに分厚い氷に覆おおわれる。

　キリト──アリス、すまない！

　心中でそう叫びながらも、ユージオは氷の蔓つるを生み出し続けた。あの騎き士しアリス相手では、どれほど縛しばろうとも充分という気がしない。

　びき、びきん、と硬い音を放ちながら次々に巻き付く蔓は、やがて一本の太い氷柱へと姿を変えた。

　水晶の原石のように幾つもの面を持つ透明な柱が、内部に二人の剣士を閉じ込めて静かに煌きらめいている。突き出しているのはアリスの右手と、そこに握られて壁かべを貫つらぬく金きん木もく犀せいの剣だけだった。碧あおい氷の中で、アリスの顔はわずかな驚おどろきを、キリトの顔は決死の覚悟を、それぞれ静止させている。

　あの腕に、短剣を刺せば全すべてが終わる。

　ユージオは青あお薔ば薇らの剣から手を離し、立ち上がった。剣を離せば完全支配術は解除されるが、太い氷柱が自然に溶けるには何十分も掛かるはずだ。右手で懐かい中ちゆうの短剣を強く握って、一歩、二歩、前へ──。

　三歩目を踏ふみ込こむのと、金色の光が爆ばく発はつしたのは同時だった。

「あっ…………」

　驚きよう愕がくするユージオの視線の先で、壁に突き刺さっていたアリスの剣が、無数の花弁へと分裂した。

　ざああっ……と荘重な和音を奏かなでながら、黄金の花嵐あらしが氷柱を包み込む。

　十字の小刃が竜巻のように渦巻いて、みるみる氷を削っていく光景を、呆ぼう然ぜんとユージオは見守るしかなかった。あの渦の中に飛び込めば、一歩も進まないうちにユージオの天命は消し飛ぶだろう。

　花嵐は、わずかな厚みだけ残して氷を削り終えると、上空へと舞まい上あがった。

　直後、儚はかない破砕音を放って氷柱が崩くずれた。

　抱きついたままのキリトを左手でユージオのほうに押しやり、髪に付着した氷片を払いながら、尚なおも冷然とした口調でアリスが言った。

「──お前たちは、剣技の勝負を望んでいたのではないのですか？　なかなかの座興でしたが……たかが氷で、私の花を止められるはずもありません。お前とは次に戦ってあげますから、そこでおとなしく待っていなさい」

　す、と右手を伸ばすと、上空に漂ただよっていた花弁が瞬しゆん時じに集まって、元の剣の形へと──。

「エンハンス・アーマメント!!」

　絶叫したのはキリトだった。

　いつのまに完全支配術を詠唱し終えていたのか、両手に握られた黒い剣から、幾筋もの闇やみが吹き出す。

　狙ねらったのは、アリス本人ではなく──。

　凝ぎよう集しゆうする寸前の、金きん木もく犀せいの剣だった。

「えっ……！」
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　初めて、アリスが驚おどろきの声を上げた。

　闇の奔ほん流りゆうは、無数の花弁を吹き散らし、その制御を乱した。

　ぐわあああっ！　と耳をつんざくような大音おん響きようを轟とどろかせ、漆しつ黒こくと黄金の入り混じった嵐あらしが吹き荒れた。それらは絡み合い、渦を巻いて、アリスの背後にある大理石の壁かべへとぶち当たった。

「ユージオ────!!」

　キリトの絶叫。

　そうだ。これが、まさしく、最後の機会。

　ユージオは懐ふところから短剣を引き抜き、地面を蹴けった。

　アリスまで、距離はわずか八メル。

　七メル。

　六メル。

　その時。誰だれもが予想し得なかった出来事が起きた。

　二本の神器の完全支配術が融ゆう合ごうすることで生まれた異常な力の激げき流りゆうが、セントラル・カセドラルの壁を叩たたき、縦じゆう横おう無数の亀裂を発生させたのだ。

　天地を揺るがすような破は壊かい音おんとともに、巨大な大理石が──《不ふ朽きゆうの壁かべ》と同様に破壊不能と思われていた白亜の壁が崩ほう壊かいした。

　四角い石が次々に外側へ押しやられ、できた穴がみるみる広がっていく。

　その向こうに覗のぞく青い空と白い雲海を、ユージオは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　突然、猛烈な突風に背を叩たたかれ、ユージオは草地に倒れ込んだ。塔内の空気が、壁の穴から吸い出されていく。その空気の流れに、穴のすぐ近くにいた二人は抗あらがうこともできず。

　黒衣の剣士と、黄金の騎き士しが、絡み合って塔の外へと飛ばされていく光景がユージオの瞳ひとみに焼きついた。

「うわあああああ!!」

　絶叫し、ユージオは壁の穴へと這はい進すすんだ。

　どうする──神聖術で縄なわを作って──いや、青あお薔ば薇らの剣の氷で二人を──。

　それらの思考を、行動に移す時間は与えられなかった。

　外側に落下したはずの大理石の壁石が、まるで時間を巻き戻すかの如ごとく塔外から寄り集まり、再び縦横に組み合わされていく。

　ごん、ごん、と重い音が響ひびくたびに穴は小さくなり──。

「ああああああっ!!」

　悲ひ鳴めいを漏もらし、懸けん命めいに駆かけ寄よったユージオの目の前で、何事もなかったかのようにぴたりと塞ふさがった。

　そこに、無む我が夢む中ちゆうで拳こぶしを打ちつけた。二度、三度。

　皮膚が破れ、血が飛び散っても、傷ひとつなく再生した壁かべはもうびくともしなかった。

「キリト────!!　アリス──────ッ!!」

　ユージオの絶叫を、白く滑なめらかな大理石が、冷たく跳ね返した。








（つづく）　　　　　　　　　　












　　　あとがき




　ソードアート・オンライン12『アリシゼーション・ライジング』をお読み下さりありがとうございます。『ビギニング』『ランニング』『ターニング』と続いてきたアリシゼーション編も気付けば四冊目となり、そろそろ終着点が見えてくるべき頃ころ合あいなのですが……キリトさんとユージオさんは何かずーっと上ってますね……。まあその、セントラル・カセドラルはアインクラッドと同じ百階建てなので、上るのも大変なんですきっと。次巻では最上階まで辿たどり着ついてくれるはずですので、もう少し二人の階段上りにお付き合い頂ければと思います！

『ライジング』というサブタイトルはもちろん『上る』という意味でつけたんですが、階段の場合は、正しくはライズではなくゴー・アップって言うみたいですね。神聖語、もとい英語のテストに出た時はお間違えなきよう。go up the stairsで『階段を上る』です！

　第１巻が刊行されたのが二〇〇九年の四月ですから、12巻の発売日である二〇一三年四月をもって、ＳＡＯシリーズは丸四年続いたことになります。劇げき中ちゆうでは、お話の開始点をＳＡＯがサービスインした二〇二二年十一月と設定すると、アリシゼーション編が二〇二六年の六月なので三年七ヶ月ほど経過しているわけですね。（キリトはアンダーワールドで更に二年過ごしてますが……）

　その間、キリトやアスナたちは現実世界と仮想世界で様々な経験を重ね、成長していっていると思いますが、いっぽう作者の私は何か変わっただろうかと考えるとこれがさっぱり実感できないんですよね。私自身も生活環かん境きようも、アドミニストレータ様のしわざか！　というくらい固定しまくりで逆にびっくりしてしまいます。なんと執筆に使ってるノートＰＣすら変わってない！（叩たたきすぎてキーボードの塗装は剝はげましたが）

　これはつまり、あらゆる変化を怖おそれたり面倒くさがったりしてるってことなんでしょうね。実際、ＰＣを買い換えたい気持ちよりも環境移行のメンドクササが先に立ってますし、自転車で毎週走るコースも曲がり角ひとつに至るまでまったく同じだし……。でも、たまには新しい世界にも触れていかないと、頭から出力されるお話も縮小していってしまう気がするので、今年はいろいろ変えてみる一年にしたいと思っています。まずはノートＰＣを新調……したいけど画面に保ほ護ごフィルム貼はるのがめんどくさあぁい…………

　そんな私の面倒を長らく見て下さっている担当編集者の三み木きさん、土つち屋やさん、毎回キビシイスケジュールの中で気合の入ったイラストを描いて下さっているａｂｅｃさん、そしてここまでＳＡＯシリーズにお付き合い頂いた読者の皆様、五年目もどうぞよろしくお願いします！





二〇一三年二月某日　　川かわ原はら　礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド14　─激光の大天使─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

この近況を書いている日は三月にしてはとても暖かくて、「今日は最高の季節の最高の気象設定だなー」などと思っていたらいきなり砂嵐が襲ってきて外が黄色くなりました。現実世界のカーディナルシステムもなかなか皮肉が効いてますね！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は著者の公式ウェブサイト『Word Gear』にて掲載されていた小説に加筆・修正したものです。
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